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原 案 可 決 

 
１９ 

 
上富良野町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

 
３月18日 

 
原 案 可 決 

 
２０ 

 
上富良野町職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例 

 
３月18日 

 
原 案 可 決 

 
２１ 

 
上富良野町名誉町民条例の一部を改正する条例 

 
３月18日 

 
原 案 可 決 

 
２２ 

 
上富良野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

 
３月18日 

 
原 案 可 決 

 
議案 
 
番号 

 
件                名  

 
議決月日 

 
結    果  

 
２３ 

 
かみふらの景観づくり条例 

 
３月11日 

 
原 案 可 決 

 
２４ 

 
上富良野町企業振興措置条例の一部を改正する条例 

 
３月18日 

 
原 案 可 決 

 
２５ 

 
上富良野町自転車駐車場の管理に関する条例の一部を改正する条例 

 
３月18日 

 
原 案 可 決 

 
２６ 

 
上富良野町都市公園条例の一部を改正する条例 

 
３月11日 

 
原 案 可 決 

 
２７ 

上富良野町コミュニティ広場の設置及び管理に関する条例の一部を改 
 
正する条例 

 
３月11日 

 
原 案 可 決 

 
２８ 

 
しろがね土地改良区償還事業円滑化資金融資条例 

 
３月18日 

 
原 案 可 決 



 

 

 
２９ 

 
上富良野町営農改善資金融資条例の一部を改正する条例 

 
３月18日 

 
原 案 可 決 

 
３０ 

 
上富良野町野菜価格安定基金条例を廃止する条例 

 
３月11日 

 
原 案 可 決 

 
３１ 

 
上富良野町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例 

 
３月11日 

 
原 案 可 決 

 
３２ 

 
上富良野町建設機械使用条例の一部を改正する条例 

 
３月11日 

 
原 案 可 決 

 
３３ 

上富良野町パークゴルフ場の設置及び管理に関する条例の一部を改正 
 
する条例 

 
３月18日 

 
原 案 可 決 

 
３４ 

上富良野町立病院一部負担金使用料及び手数料条例の一部を改正する 
 
条例 

 
３月11日 

 
原 案 可 決 

 
３５ 

 
上富良野町財政調整基金の一部支消の件 

 
３月18日 

 
原 案 可 決 

 
３６ 

 
上富良野町国民健康保険財政調整基金の一部支消の件 

 
３月18日 

 
原 案 可 決 

 
３７ 

 
固定資産評価審査委員会委員の選任の件 

 
３月18日 

 
同 意 可 決 

 
３８ 

 
上富良野町道路線廃止の件 

 
３月18日 

 
原 案 可 決 

 
３９ 

 
上富良野町道路線認定の件 

 
３月18日 

 
原 案 可 決 

 
４０ 

南部地区土砂流出対策工事（ポロピナイ川）（Ｈ１５国債）請負契約 
 
変更の件 

 
３月18日 

 
原 案 可 決 

 
４１ 

 
ポロピナイ川改修工事（Ｈ１５国債）請負契約変更の件 

 
３月18日 

 
原 案 可 決 

 
 

   

 
 
 
 
 

〔予算特別委員会付託〕 
 議案第１号 平成１６年度上富良野町一般会計予算 
 議案第２号 平成１６年度上富良野町国民健康保険特別会計予算 
 議案第３号 平成１６年度上富良野町老人保健特別会計予算 
 議案第４号 平成１６年度上富良野町介護保険特別会計予算 
 議案第５号 平成１６年度上富良野町簡易水道事業特別会計予算 

３月18日 原 案 可 決 



 

 

 
 

議案 
 
番号 

 
件                名  

 
議決月日 

 
結    果  

 
 
 
 

 議案第６号 平成１６年度上富良野町公共下水道事業特別会計予算 
 議案第７号 平成１６年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会 
       計予算 
 議案第８号 平成１６年度上富良野町水道事業会計予算 
 議案第９号 平成１６年度上富良野町病院事業会計予算 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
諮 問 

  

 
１ 

 
人権擁護委員候補者の推薦の件 

 
３月18日 

 
適     任 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
執 行 方 針 

 
３月３日 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
行 政 報 告 

 
３月２日 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
町の一般行政について質問 

３月10日 
 
３月11日 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
報    告  

 
 

 
 

 
１ 

 
監査・例月現金出納検査結果報告の件 

 
３月２日 

 
報     告 



 

 

 
２ 

 
委員会所管事務調査報告の件 

 
３月２日 

 
報     告 

 
３ 

専決処分報告の件（交通事故に係る和解及び損害賠償の額を定める                            
 
件） 

 
３月２日 

 
報     告 

 
４ 

 
専決処分報告の件（富原橋架換工事（下部工）請負契約変更の件） 

 
３月２日 

 
報     告 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
発    議  

 
 

 
 

 
１ 

 
町長の専決事項指定の件 

 
３月18日 

 
原 案 可 決 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
閉会中の継続調査申出の件 

 
３月18日 

 
原 案 可 決 
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○議事日程（第１号） 
第 １ 会議録署名議員の指名の件 
第 ２ 会期決定の件 ３月２日～１８日 １７日間 
第 ３ 行政報告   町  長  尾  岸  孝  雄  君  
第 ４ 報告第 １号 監査・例月現金出納検査結果報告の件 

代表監査委員 高 田   勤 君 
第 ５ 報告第 ２号 委員会所管事務調査報告の件 

議会運営委員長 徳 島   稔 君 
第 ６ 報告第 ３号 専決処分の報告（交通事故に係る和解及び損害賠償の額を定める件） 
第 ７ 報告第 ４号 専決処分の報告（富原橋架換工事（下部工）請負契約変更の件~ 
第 ８ 議案第１０号 平成１５年度上富良野町一般会計補正予算（第６号） 
第 ９ 議案第１１号 平成１５年度上富良野町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 
第１０ 議案第１２号 平成１５年度上富良野町老人健康特別会計補正予算（第３号） 
第１１ 議案第１３号 平成１５年度上富良野町介護保険特別会計補正予算（第３号） 
第１２ 議案第１４号 平成１５年度上富良野町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 
第１３ 議案第１５号 平成１５年度上富良野町公共下水道事業特別会計補正予算（第４号） 
第１４ 議案第１６号 平成１５年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第２号） 
第１５ 議案第１７号 平成１５年度上富良野町水道事業会計補正予算（第２号） 
第１６ 議案第１８号 平成１５年度上富良野町病院事業会計補正予算（第３号） 

───────────────────────────────────────────────                                       
○出席議員（１８名） 
      １番  清 水 茂 雄 君                  ２ 番  徳 島  稔 君         
      ３番  岩 崎 治 男 君                  ４ 番  梨 澤 節 三 君         
      ５番  小 野    忠  君                  ６ 番  米 谷  一 君         
      ７番  岩 田 浩 志 君                  ８ 番  吉 武 敏 彦 君         
      ９番  米 沢 義 英 君                 １０番  仲 島 康 行 君         
     １ １番  中 村 有 秀 君                 １２番  金 子 益 三 君         
     １ ３番  村 上 和 子 君                 １４番  長谷川 徳 行 君 
     １ ５番  向 山 富 夫 君                 １６番  渡 部 洋 己 君         
     １ ７番  西 村 昭 教 君                 １８番  中 川 一 男 君         

───────────────────────────────────────────────                                       
○欠席議員（０名） 

───────────────────────────────────────────────                                       
○地方自治法第１２１条による説明員の職氏名 
 町 長        尾 岸 孝 雄 君             助 役        植 田 耕 一 君         
 収 入 役        樋 口 康 信 君             教 育 長        高 橋 英 勝 君         
 代 表 監 査 委 員        高 口  勤 君             農業委員会会長        小 松  博 君         
 教育委員会委員長        久  保  儀  之  君      総 務 課 長        田 浦 孝 道 君         
 企 画 調 整 課 長        中 澤 良 隆 君             税 務 課 長        越 智 章 夫 君         
 町 民 生 活 課 長        米 田 末 範 君             保 健 福 祉 課 長        佐 藤 憲 治 君         
 農 業 振 興 課 長        小 澤 誠 一 君             道 路 河 川 課 長        田 中  博 君         
 商工観光まちづくり課長        垣 脇 和 幸 君             会 計 課 長        高 木 香代子 君 
 農業委員会事務局長        谷 口 昭 夫 君             管 理 課 長        上 村  延 君         
 社 会 教 育 課 長        尾 崎 茂 雄 君             特別養護老人ﾎｰﾑ所長        林 下 和 義 君         
 上 下 水 道 課 長        早 川 俊 博 君             町立病院事務長        三 好  稔 君         

───────────────────────────────────────────────                                       
○議会事務局出席職員 
 局 長        北 川 雅 一 君             次 長        菊 池 哲 雄 君         
 係 長        北 川 徳 幸 君         
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午前 ９時００分 開会  
（出席議員 １８名） 

──────────────────                
◎開 会 宣 告 ・ 開 議 宣 告           

○議長（中川一男君） 御出席、まことに御苦労に
存じます。 
 ただいまの出席議員は１８名であります。 
 これより、平成１６年第１回上富良野町議会定例
会を開会いたします。 
 直ちに、本日の会議を開きます。 
 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した
とおりであります。 

──────────────────                
◎諸 般 の 報 告           

○議長（中川一男君） 日程に入るに先立ち、議会
運営等諸般の報告をいたさせます。 
 事務局長。 
○事務局長（北川雅一君） 御報告申し上げます。 
 今期定例会は、２月２７日に告示され、同日議案
等の配付をいたしました。 
 今期議会運営につき、２月４日及び２月２６日、
議会運営委員会を開き、その内容は、別紙議事日程
のとおりであります。 
 今期定例会に提出の案件は、町長から提出の議案
が、議案第１号ないし議案第４１号までの４１件、
諮問第１号の１件、報告第３号ないし報告第４号の
２件であります。 
 議員からの提出案件は、発議案第１号の１件であ
ります。 
 なお、人事案件の議案第３７号及び諮問第１号に
つきましては、御案内のとおり後日配付いたします
ので、御了承賜りたいと存じます。 
 監査委員から監査・例月現金出納検査の結果報告
がありました。 
 議会運営委員長から、委員会所管事務調査報告が
ありました。 
 町長並びに教育長から、平成１６年度の町政執行
方針並びに教育行政執行方針について、発言の申し
出がありました。 
 今期定例会までの主要な事項について、町長から
行政報告の発言の申し出がありました。その資料と
して、本日、平成１５年度建設工事総括表をお配り
いたしましたので、審議の資料としていただきます
ようお願い申し上げます。 
 ２月４日までに受理いたしました陳情要望の件数
は、５件であります。その要旨は、さきにお配りし
たとおりであります。 
 今期定例会までの議会の主要な行事は、別紙配付
のとおりであります。 

 今期定例会の議案説明のため、町長以下関係者の
出席を求め、別紙配付のとおり出席いたしておりま
す。 
 以上であります。 
○議長（中川一男君） 以上をもって報告を終わり
ます。 

──────────────────                
  ◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件 
○議長（中川一男君） 日程第１ 会議録署名議員
の指名を行います。 
 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に
より、議長において、 
    １４番 長谷川 徳 行 君 
    １５番 向 山 富 夫 君 
を指名いたします。 

──────────────────                
◎日程第２ 会期決定の件 

○議長（中川一男君） 日程第２ 会期決定の件を
議題といたします。 
 お諮りいたします。 
 本定例会の会期は、本日から３月１８日までの１
７日間といたしたいと存じます。御異議ございませ
んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 御異議なしと認めます。 
 よって、会期を、本日から３月１８日までの１７
日間と決しました。 

──────────────────                
◎日程第３ 行政報告 

○議長（中川一男君） 日程第３ 行政報告を行い
ます。 
 今期定例会までの主な行政執行経過について、町
長から報告の申し出がありますので、発言を許しま
す。 
 町長尾岸孝雄君。 
○町長（尾岸孝雄君） 議員各位におかれまして
は、公私ともに何かと御多用なところ、第１回定例
町議会に御出席をいただき、まことにありがとうご
ざいます。 
 この機会に、去る１２月定例町議会以降における
町政執行の概要について報告させていただきます。 
 初めに、２月２３日の低気圧による雪害について
申し上げます。 
 当日は、交通確保のため、午前４時から除雪作業
を実施したところでありますが、強風により発生し
た吹きだまりや重機により、思うように作業が進ま
ない中で、町民から車両が埋まった通報が多くなっ
たことや、富良野警察署から交通事故が多発してい
る実態と、自家用車での外出を自粛するべきとの注
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意喚起の要請などを受けたことから、防災行政無線
により外出を控えるよう、町民の皆様に適時通知を
図ったところであります。 
 また、西小学校と江幌小学校は、始業時間を繰り
下げるとともに臨時休校とし、東中小学校、上富良
野中学校、東中中学校は下校時間の繰り上げ、上富
良野小学校は集団下校、上富良野高等学校は、Ｊ
Ｒ、バスが運休したため臨時休校として、２４日に
ついても児童生徒の登下校の安全に配慮し、町内７
校の小・中学校は臨時休校の処置をとったとの報告
を受けております。 
 翌２４日、正午には、町道の除雪も完了し、町民
皆様への交通障害の影響は解消いたしました。 
 また、全町的に営農用ビニールハウスが積雪の重
みで破損、倒壊した被害が３９件発生したところで
あります。 
 次に、２月２５日、午後９時７分から発生しまし
た十勝岳の火山性微動について申し上げます。 
 今回の火山性微動については、昨年２月８日に発
生した微動の震幅度合いの４分の１程度に当たる最
大震幅波は、約１.０マ イクロメートルの極めて小
さいものでありましたが、微動が継続していること
とあわせて、６２－２火口の噴煙が有色に変わり、
噴煙に火山灰が混じった状態であることなどから、
翌日の２６日、午前１０時３０分には、札幌管区気
象台より火山観測情報第１号が発表されたところで
あります。 
 本町では、２５日の報告を受けて、午後９時３０
分ごろから担当課の職員３人を情報収集に当たらせ
ておりましたが、旭川地方気象台を通じて得た内容
では、微動震幅は弱まる状況で継続していることな
どから、午前０時前には自宅待機とさせました。 
 また、２６日の札幌管区気象台の火山観測情報第
１号を発表後は、一般町民への防災行政無線による
臨時放送の情報伝達は差し控え、十勝岳入山者に対
する入山の自粛及び十勝岳温泉利用者に対して注意
喚起をする範囲で、十勝岳線バス、温泉旅館に掲示
物の掲出を依頼しておりましたが、翌２７日には火
山性微動もなく、午前１０時をもって終息した旨、
旭川地方気象台から情報を受けたことから平常体制
としたところであります。 
 今後も、活火山十勝岳の活動には監視を強化して
まいります。 
 次に、２月１７日から１８日の２日間にわたって
実施した十勝岳噴火総合防災訓練については、平成
７年度から十勝岳火山防災会議協議会を構成する上
富良野町と美瑛町の合同形式により、今回で９回目
の実戦訓練となりました。 
 本年も、十勝岳噴火による大規模泥流の発生を災

害想定として、出動体制構築訓練、情報伝達訓練、
避難訓練、救助救出訓練、避難路確保、道路閉鎖、
ＪＲ富良野線遮断の５項目を柱に実施をいたしまし
た。 
 今回も昨年同様、十勝岳の火山活動状況にあわせ
て、郡部地域の緊急危険区域には小規模泥流発生で
避難指示を、市街地の緊急危険区域には大規模泥流
で避難指示を発令し、火山活動をにらんだ段階的な
避難指示を試みました。 
 昨年同様、避難指示後の訓練にも重点を置き、避
難指示区域に避難していない者がいるという想定
で、１軒１軒を回る確認活動を、自衛隊、警察、消
防の協力により実施し、また、緊急危険区域内にあ
る指定避難所からは、より安全である避難所への避
難者輸送を自衛隊の協力により実施いたしました。 
 また、西小学校グラウンドにおいて、泥流により
流された倒壊家屋や事故車両の発生を想定し、自衛
隊、警察、消防の連携による救助救出訓練も実施を
いたしました。 
 今回で３回目になりますが、北海道上川支庁の主
催によります十勝岳噴火災害対策現地合同本部会議
が開催され、各関係機関による総合的な災害応急対
策が検討されました。ここに、参加された多くの住
民の方々を初め、各関係機関・団体の方々の御協力
に対しまして、改めて厚くお礼を申し上げます。 
 なお、住民への情報伝達訓練において、屋外拡声
器による避難指示放送への入力を怠り、初歩的なミ
スを犯したことについては、深く反省するととも
に、対象処理事項などを災害対策本部で確認するこ
とを強化するなど、今後、取り組まなければならな
い多くの課題を検証することができましたので、日
ごろから災害時の初動体制の構築や関係機関と連携
調整を図り、一層の連携強化に努めてまいります。 
 次に、平成１４年度から平成１５年度にかけて、
全文を改訂します上富良野町地域防災計画書につい
てでありますが、その原案の策定を終えたところで
ありますが、災害対策基本法第４２条第３項の規定
に基づき、北海道との事前協議に時間を要すること
から、平成１６年度に策定を完了することとなりま
した。 
 次に、行財政改革についてでありますが、平成１
３年度から１５年度までの３ヵ年を計画期間とし
て、行財政改革実施計画に基づき、５分野、５０項
目について取り組んできたところであります。 
 実施状況については、行政評価システムの導入を
除くすべての項目において、着手を含め実践してま
いりました。 
 この３年間においては、情報２条例の施行を受け
て、ＩＴ基盤整備を含め情報の共有化に向けた取り
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組みを強化しながら、事務事業の見直しや定員理、
給与水準の適正化、ごみの有料化など、受益者負担
の適正化などに取り組んできたところであり、計画
の目標に掲げた効果額３億２, ０００万円を達成で
きる状況となったところであります。 
 また、行政組織機構についても、少ない人員、少
ない予算で効率的な行政運営を目指し、１６課６５
係体制から１２課２６班体制に再編・統合し、新年
度を迎えることとなりました。 
 しかしながら、長引く景気の低迷や国の三位一体
改革を含めた地方分権型社会への転換といった中に
あって、本町の行財政構造はより一層厳しい状況に
ありますことから、住民参画による協働のシステム
づくりを確立していくとともに、持続可能な財政構
造への転換に向け、行財政改革の一層の取り組み強
化を図っていかなければならないと考えておりま
す。 
 将来世代への責任という視点に立ち、ともに痛み
を分かち合っていくことが重要と考えておりますの
で、皆様の御理解を賜りたいと存じます。 
 次に、行政の電子情報化の推進についてでありま
すが、役場庁舎を情報センターにして、町内小・
中・高等学校など主要公共施設の全１６ヵ所をネッ
トワークで結ぶ、上富良野町公共イントラネットの
整備を総務省補助事業として実施してまいりました
が、１月６日付けで完了し、４月１日から本格稼働
を目指し、現在、試験運用を行っております。 
 このイントラネット上では、現在運用中のホーム
ページ、行政かみふらのを拡充する行政情報提供シ
ステムを増設し、公民館と社会教育総合センターの
利用状況を確認し、仮予約できる施設予約システム
や団体やグループの情報交流の場となる交流掲示板
を運用します。 
 このほかに、緊急地域雇用創出特別対策推進事業
として実施してきた上富良野町例規等電子化事業は
１月３１日で完了し、４月１日付けで施行する条例
規則等への更新作業中であります。 
 現在は、昨年度の改正分について、イントラネッ
ト及びインターネット上で仮運用をしているところ
であります。 
 これらのシステムは、各家庭のパソコンからイン
ターネットを通じて利用できるほかに、役場庁舎、
公民館、町立中央保育所、老人身障者センター、ラ
ベンダーハイツ、デイサービスセンター及び町立病
院に設置した１２台の公共端末でも利用できるよう
に運用してまいります。 
 イントラネットの整備にあわせて、従来方式の予
算編成や伝票による会計処理を電子的に行う財務会
計システムの導入を行っている最中で、平成１６年

度予算編成は、この新システムにより実施したもの
であります。 
 会計処理は４月１日から、決算及び決算統計は平
成１６年度分からそれぞれ稼働する予定で進めてお
ります。 
 また、全国都道府県及び市町村を結ぶ行政専用
ネットワークである総合行政ネットワーク、いわゆ
るＬＧＷＡＮについては、昨年９月に接続し公的個
人認証サービスの伝送路となっているほか、自治体
間などの電子メール送受信に使用しています。 
 昨年末までに、道内全市町村が接続を完了したこ
とから、今後さらに促進される国の電子政府、電子
自治体の推進に活用してまいります。 
 次に、町営バス運行形態の改善に向けての取り組
みについてでありますが、１月２９日、住民会長会
議において、現在町が予定している混乗方式による
運行方法等の考え方について詳細を説明し、さまざ
まな御意見を賜ったところであります。 
 また、住民会の求めに応じて、２月１７日、日新
住民会、２月２５日は江花住民会、東中住民会にお
いて同様に説明を行うとともに、意見集約を行った
ところであります。 
 次に、自衛隊関係でありますが、イラク復興支援
特別措置法に基づき、上富良野駐屯地から二十数名
の隊員の皆様が派遣されるとのことから、留守家庭
支援窓口を１月１４日に設置いたしました。 
 また、２月１日、旭川駐屯地において隊旗授与
式、２月１４日、壮行会にそれぞれ出席し、激励を
して参りました。 
 次に、要望関係でありますが、１月２７日から２
８日にかけて、平成１６年度防衛施設周辺整備対策
事業について、上富良野町基地対策協議会役員同行
のもと、障害防止工事、民生安定施設整備、特定防
衛施設周辺整備調整交付金等について、防衛庁、防
衛施設庁に対し要望を行ってまいりました。 
 次に、平成１５年の冷害による被害者に対する町
民税並びに国民健康保険税の減免についてでありま
すが、昨年の夏場における低温による水稲等の作物
において、収穫の減少被害があり、その被災者に対
しまして町民税並びに国民健康保険税の減免をする
べく、昨年１１月４日にそれぞれ減免条例を制定し
たところであります。 
 その後の減免事務におきまして、被害作物の減収
金額から、１２月１１日に支払われた農作物共済金
額を控除して、被害額の認定をいたしました。 
 その結果、平年農作物収入の３割を上回る被害額
を受けたものはなく、よって、町民税並びに国民健
康保険税の減免対象となるものがいなかったことを
御報告申し上げます。 
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 なお、被害額が確定する前に、納期が到来した町
民税第２期分並びに国民健康保険税第５期分につき
ましては、被災者から徴収猶予の申請がありました
９件につきまして、２ヵ月の納期の延長を承認した
ところであります。 
 次に、町立病院における医師の勤務実態につい
て、過般、１１月２５日、２６日の両日、北海道富
良野保健所の立ち入り調査を受けました。この調査
は医療法に基づき、毎年度北海道が実施している医
療監視時における医師の勤務実態について再調査を
行うもので、調査の対象期間は平成１０年度から１
４年度の５ヵ年でありました。 
 調査の結果、医師の勤務に関する虚偽の報告に対
し、１月１４日、北海道富良野保健所長より、文書
により厳重注意を受けました。 
 また、本件に対して始末書を提出いたしましたこ
とを御報告申し上げます。 
 なお、平成１２年１月及び２月における療養型病
床郡設置認可申請及び介護保険施設指定申請におけ
る医師の勤務実態について、現在、北海道において
書面等の調査中であることから、今後何らかの行政
指導がなされるものと考えております。 
 このことにつきましては、その時点で報告を申し
上げます。 
 次に、商工会で実施しました年末大売り出し事業
につきましては、売り上げ１億円を目標に参加事業
者８９店で、１２月１０日から３０日までの間、売
り出しが行われましたが、期間中の売り上げ結果は
約７,００ ０万円であったとの報告を受けておりま
す。 
 観光関係では、４月から９月までの上期観光客入
り込み数は、個人消費の伸び悩みやＳＡＲＳ、台
風、十勝沖地震などもあり、９４万６,８０ ０人と
前年対比９７.１％とな ったところであります。 
 町の四季彩イベント、最後の第４０回上富良野雪
まつりを去る２月８日、日の出公園特設会場で開催
しました。当日は天候にも恵まれ、約１, ６００名
の来場をいただきました。 
 会場には、上富良野駐屯地第２戦車連隊制作によ
る大雪像１基と商工会青年部の皆様による幼児用の
滑り台のほか、町民参加のファミリー雪だるまコン
テストに、団体、個人、８組の参加がありました。 
 イベントでは、ちびっこ宝探し、親子ボブスレー
大会、さらにスノーモービル体験搭乗、ラフティン
グなどに人気が集まり、長蛇の列ができました。 
 このほかに、豚サガリ絶叫大会、お楽しみ抽選券
の入ったもちまきなどで大いに盛り上がりを見せま
した。 
 また、今回、町の皆様方に知られております豚サ

ガリの歴史について調べたところ、そのルーツが上
富良野町であったことから、元祖豚サガリ宣言式を
イベントの中で行い、来場者に３種類のサガリ鍋を
無料提供して味わっていただきました。冬の短い１
日を、子供から大人まで多くの方々に楽しんでいた
だけたことと思います。 
 雪像づくり期間中、また、まつりに御支援をいた
だきました自衛隊駐屯地、建設業協会、町女性連絡
協議会、町自衛隊協力会女性部を初め、多くの関係
機関の皆様方に深くお礼を申し上げます。 
 次に、成人式でありますが、本年は１月１２日が
成人の日でありましたが、本町では成人者が出席し
やすいよう考慮しまして、前日の１１日の日曜日に
社会教育総合センターにおいて、議員の皆様を初め
来賓各位の御出席をいただきまして成人式を挙行い
たしました。新成人１３３名の出席のもと、厳粛の
うちに式を終了し、成人者の旅立ちを祝ったところ
であります。 
 最後に、建設工事の発注状況でありますが、１２
月定例議会以降、入札執行した建設工事は１件、事
業費１億６,４８ ５万円で、平成１５年度の累計で
は７１件、事業費総額２４億８, ３６０万７, ０００
円となっております。 
 なお、お手元に平成１５年度建設工事総括票を配
付しておりますので、後ほど御高覧いただきたいと
存じます。 
 以上をもちまして、行政報告といたします。 
○議長（中川一男君） 以上をもって、行政報告を
終わります。 

──────────────────                
◎日程第４ 報告第１号 

○議長（中川一男君） 日程第４ 報告第１号監
査・例月現金出納検査結果報告の件について、監査
委員から報告を求めます。 
 代表監査委員高口勤君。 
○代表監査委員（高口勤君） 監査及び例月現金出
納検査結果について御報告いたします。 
 概要のみ申し上げますので、御了承を賜りたいと
思います。 
 まず、１ページをお開きください。 
 定期監査でありますが、地方自治法第１９９条第
４項の規定により執行したものであります。 
 １、監査の対象及び範囲。 
 本年度は、上富良野町農業委員会、企画調整課、
税務課の財務事務を監査の対象として、平成１５年
度に執行された財務及びこれらに関する事務の執行
状況を監査したものであります。 
 ２、監査の期間。 
 平成１６年１月２８日、２９日の２日間です。 
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 ３、監査の方法。 
 所管財務事務に関しての一部を選択して試査する
部分監査とし、伝票、決議書など関係書類の資料の
提出を求め、この中から抽出して点検、照合を行う
とともに、必要に応じて関係職員から事務の執行状
況及び内容の聴取も行ったものであります。 
 ４、監査の結果。 
 抽出により試査した結果、財務に関する事務は適
正に執行されていると認められました。 
 なお、軽易な改善事項については、監査の過程に
おいて注意するとともに、所管課長等に講評いたし
たものであります。 
 次に、２ページから１０ページの例月現金出納検
査について御報告申し上げます。 
 地方自治法第２３５条の２第１項の規定により執
行したものであります。 
 平成１５年１１月分から１６年１月分について、
概要並びに検査結果を一括して御報告いたします。 
 例月現金出納検査を別紙報告書のとおり執行し、
いずれも各会計の出納の収支状況は別紙資料に示す
とおりであり、現金は適正に保管されていることを
認められました。 
 なお、資料につきましては御高覧いただいたもの
と存じ、説明を省略させていただきます。 
 また、税の収納状況につきましては１１ページに
ございますので、参考としていただきたいと思いま
す。 
 以上であります。 
○議長（中川一男君） ただいまの報告に対し、質
疑があれば、賜ります。 
 １１番中村有秀君。 
○１１番（中村有秀君） １５年度の税収納の状況
でございますけれども、現年度課税分は、大体前年
度並みか若干上下がありますけれども、滞納繰り越
し区分というのが非常に収納率がいいということ
で、税務担当の皆さん方の御苦労に感謝を申し上げ
たいと思いますけれども、１点、入湯税の関係で
す。 
 入湯税は申告税ということでございますから、こ
の１,８０ ０円という収納未済額の要因は何なのか
ということでお尋ねを申し上げたいと思います。 
○議長（中川一男君） 税務課長。 
○税務課長（越智彰夫君） １１番中村議員の質問
にお答えを申し上げます。 
 入湯税で１, ８００円の未納額が１月分で出てい
ますが、その原因でございます。 
 入湯税につきましては、議員御指摘のとおり申告
納付の税でございます。現在、５つの特別事業者か
ら申告を受けて納付していただいていますが、１業

者におきまして、申告書に計算誤りを見つけまし
て、その旨、事業者と協議いたしまして、事業者に
おきまして計算誤りを認めるということでの修正の
申告を受けました。その差額が１, ８００円でござ
います。２月２２日に、この分の納付がございまし
た。ということで処理をしてございます。 
 以上であります。 
○議長（中川一男君） １１番中村有秀君。 
○１１番（中村有秀君） 金額は少ないのですけれ
ども、計算誤りということだと、我々も所得税や何
かも申告する場合、必ず担当者が計算いたしますよ
ね。ですから、申告の段階で税務課の担当が調べ
て、そしてこれでよろしいですというのが一般的な
システムかなという気がするのですけれども。特に
入湯税は５件しかないということであれば、そのぐ
らいのことがきちっとできないのかどうかなという
ことで疑問に感じたので、その点の申告されて納付
されるまでの段階的な、申告者からそのまま納付と
いうことではないと私は思うのですけれども、その
点、確認をいたしたいと思います。 
○議長（中川一男君） 税務課長、答弁。 
○税務課長（越智彰夫君） 中村議員の再質問にお
答えいたします。 
 入湯税につきましては、先ほど説明いたしました
とおり申告納付でございますので、申告と納付が同
時に行われます。ですので、私ども受ける側といた
しましては、入った現金、それから申告書、入って
から確認するという手はずになります。ですので、
事業者におきまして勘違いか何かで納められます
と、その分の申告、それから納入がされてしまいま
す。 
 その後におきまして、税務課におきまして内容を
チェックいたしまして確認した結果、こういう事態
になりまして事業者の確認、また事業者が間違って
いたということを認めた結果で後日の納付になった
ということで御了承を願いたいと思います。 
 以上であります。 
○議長（中川一男君） １３番村上和子君。 
○１３番（村上和子君） 私も税収の収納状況の中
で、町税の滞納が昨年と比べて８. ５％収納率が上
がっているとはいえ、まだ８００万以上ありまし
て、これは所得があるから税金が課税されているわ
けですし、また、所得に応じての税金ですから、や
はり町民の義務として納めていただかないと、もっ
と滞納者に対しての取り組みを強化していただきた
いのですけれども。 
 それと、ただいま町長の行政報告の中でありまし
た、その昨年の農家の方などの被害で、減免ですと
か２ヵ月の延長期間を設けたというお話がございま
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したが、そういう方々は何人ぐらいこの中に、そう
いう方の影響もあるのでしょうか、ちょっとお尋ね
したいと思います。 
○議長（中川一男君） 税務課長、答弁。 
○税務課長（越智彰夫君） １３番村上議員の税の
収納状況についての質問に、まずお答えしたいと思
います。 
 議員御指摘のとおり、滞納額が年々累積してござ
います。これに対しまして、私ども税務課といたし
ましても本年度より差し押さえの強化、それから催
告の強化といいますか、上川支庁との協働催告、そ
れから差し押さえ予告、これを相当強行にやってご
ざいます。 
 この結果、町民税、それから固定資産税におきま
してかなり収納を上げることができました。この対
策につきましては、より強く進めまして、税の公平
さに期すということにつきましても十分これから努
めていきたいと思っておりますので、その点よろし
くお願いをしたいと思います。 
 それから、先ほど町長の行政報告で減免の状況を
報告させていただきましたが、減免につきましては
町長の報告のとおり、本年度３割を超えます被害者
がいなかったということから、その対象者はおりま
せんでした。 
 ただ、被害額が確定する前に納期が到来している
分につきまして、それぞれ被災者から９件の徴収猶
予の申請がございました。その徴収猶予は２ヵ月で
したので、それを承認いたしまして、この分につき
ましては２ヵ月でございますので、２月２日、それ
ぞれ減免の対象にならない旨を通知をいたしまして
全額納付していただいたところでございます。 
 以上であります。 
○議長（中川一男君） ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） なければ、これをもって報
告を終わります。 

──────────────────                
◎日程第５ 報告第２号 

○議長（中川一男君） 日程第５ 報告第２号委員
会所管事務調査の報告を行います。 
 本件の報告を求めます。 
 議会運営委員長徳島稔君。 
○議会運営委員長（徳島稔君） 報告第２号所管事
務調査報告の件。 
 次の委員会から、閉会中の継続調査として付託さ
れた所管事務調査について、別紙のとおり報告が
あったので提出する。 
 平成１６年３月２日提出。 
 議会運営委員会所管事務調査報告書。 

 本委員会の所管事務調査として、閉会中の継続調
査に付託された事件にについて調査の経過及び結果
を次のとおり報告する。 
 上富良野町議会議長中川一男様。 
 議会運営委員長徳島稔。 
 記。 
 付託事件名、先進市町村行政調査の件。 
 １、調査の経過。 
 議会運営委員会は、平成１６年１月１４日から１
月１６日まで、先進市町村である山越郡八雲町議
会、岩内郡岩内町議会を視察し調査を行った。 
 ２、調査の結果。 
 調査項目。 
 （１）議会運営全般について 
 （２）一般質問の方法について 
 （３）請願・要望陳情について 
 八雲町議会。 
 町の概要。 
 明治３６年に鉄道が開通し、片栗粉同業組合の設
立によりでんぷん製造業が急激に発展し、八雲片栗
粉の声価を果たされた。明治４０年、１級町村制が
施行され、大正８年に町制施行に至る。地勢は、大
部分は平坦で、町の中央部を西から東に流れる川と
南部から東北に流れる両川の支流と合わせて内浦湾
に注いでいる。 
 諸河川の流域一体は、農業、酪農に適し、また内
浦湾でのホタテ貝養殖を中心に、サケ、ホッキ貝漁
業の町である。人口１万７,６３６人 。 
 調査の概要。 
 （１）議会運営全般について。 
 議員定数は法定定数２２名であり、条例定数も２
２名としている。常任委員会は、総務、文教厚生、
産業建設となっており、任期は２年である。 
 当議会は、会派制を敷いており、現在、一人会派
を含めて９会派で構成されており、会派内で数多く
の勉強会を実施され、積極的に活動している。会派
制はあるが、政務調査費はつけていない。 
 議案審議に当たっては、定例会前の各委員会、全
員議員協議会での事前調整的な協議会は行っておら
ず、本会議開会後において、委員会を開催し審議を
行っており、継続審議となることは間々あるとのこ
とである。 
 （２）一般質問の方法について。 
 当議会においては、一般質問は通告制で一問一答
方式でおこなっており、さらに質問時間を４５分以
内と制限を設けている。ただし、１問につき質問回
数を３回以内としていることで、議員が積極的に勉
強しポイントをまとめ質問を行っている。現在、質
問時間４５分で不足という状況ではないとのことで
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ある。また、発言の順序については、議会運営委員
会で抽選により決定されている。 
 会派制を敷いているが、代表質問制は行っておら
ず、今後、必要性を検討したいとのことであった。 
 （３）請願・要望陳情について。 
 請願については、議長及び副議長、また請願の事
項を所管する委員会の委員長及び副委員長は、先例
により請願の紹介議員にならないこととしている。 
 また、意見書の取り扱いについては、議会運営委
員会で審議し必要に応じ各所管委員会へ振り分け
し、委員長を提出者とする合意の上、発議すること
としている。 
 岩内町議会。 
 町の概要。 
 岩内町の開基は道内でも古く、宝暦元年（１７５
１年）といわれている。明治３３年に１級市町村制
が施行された。昭和２９年の１５号台風中の大火に
より全町の８割が焼失されたが、直ちに都市計画事
業が実施され、商店街、住宅街などが整然と区画さ
れた。 
 町の基幹産業は水産業であり、水産加工の町とし
て全国に知られ、スケソウ・サケマス・イカ漁業に
よって栄えた町である。現在は、第２次産業の建設
業就業者が多く占めている。人口１万７, ０１１
人。 
 調査の概要。 
 （１）議会運営全般について。 
 議員定数は法定定数２２名であるが、条例定数は
２０名としている。常任委員会は、総務、社会文
教、建設産業の常任委員会で、任期は２年である。
また、特別委員会として上下水道特別委員会、原子
力発電問題特別委員会を設置している。 
 また、岩内町議会においても会派制を敷いてお
り、現在、一人会派を含めて７会派で構成されてい
る。議会運営委員会の構成は、会派により選出され
ている。会派のメリットとして、政策集団として考
えており勉強会が行われ、積極的に活動している。
会派制はあるが、政務調査費はつけていない。 
 議案審議に当たっては、定例会前に委員会を開催
し理事者より審議事項の説明を受けている。本会議
開会初日に議案の提案説明後、議案調査のため１週
間程度休会をする。また、予算に関連する議案はす
べての予算委員会（２～３日）を設置し議案審議を
行っている。本会議の開会時間は、会議規則では１
０時となっているが、先例で午後１時３０分から開
会しており、１日の会議時間は半日である。また、
夜間・サンデー議会は行っていない。傍聴人も少な
い状況である。 
 （２）一般質問の方法について。 

 当議会においては、会派制を敷いていることから
代表質問制（会派で質問項目をまとめ）をとってい
る。一般質問は、一括質疑一括答弁方式で、質問時
間制限４５分として、質問１回目３０分、２回目１
０分、３回目５分と質問時間を定めて実施されてい
る。また、通告制として質問順序は受付順とし、質
問者は１日平均５～６人である。 
 （３）請願・要望陳情について。 
 請願については、先例により議長及び副議長、ま
たは請願の事項を所管する委員会の委員長及び副委
員長は、請願の紹介議員にならないこととしてい
る。請願の提出があった場合は会派代表で協議し、
対応を図っている。 
 請願書、またはこれらに類するもので議長が認め
るものは、請願の例により処理し、その他について
は議会運営委員会に諮って議員に配布している。 
 ３、まとめ。 
 八雲町議会においては、議会の活性化のため一問
一答方式を取り入れており、その結果は十分感じら
れ、加えて事前の答弁調整もなく、議員個々の事前
調査を始め、勉強が一層必要なことから会派による
調査や勉強会を行っているとのことで、この点につ
いては会派制の意義を感じる。一方、八雲町の規模
で会派制がなじまない点も多々あるとのことで課題
視しているように思われた。 
 一般質問のあり方として、質問の自己主張の場と
せず政策提言に徹すべきと強調されていた。 
 岩内議会においては、会派制を取り入れて一般質
問は会派の代表質問となり、理事者の答弁内容が変
わると直ちに休憩をとり、会派内で調整がされ本旨
に戻るよう進められている。 
 議案審議に当たっては、本義会主義を重視されて
おり、議案調整のため休会日を設けている。また、
予算については補正予算も含め、すべての予算特別
委員会を設置し議案審議を行っている。 
 会派制を敷いていることで、正副議長、委員会構
成すべてに多数議員を有する会派が主導権を持って
選出構成されているのが特質されている。 
 各町議会それぞれ独特のルールにより、特徴ある
議会運営が行われている。今回の調査研修を糧とし
て本町議会運営の活性化に取り組んでいきたいと思
います。 
 以上で朗読を終わります。お認めいただけますよ
う、よろしくお願いいたします。 
 以上で終わります。 
○議長（中川一男君） ただいまの報告に対し、御
質疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） なければ、これをもって委
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員会所管事務調査の報告を終わります。 
──────────────────                

◎日程第６ 報告第３号 
○議長（中川一男君） 日程第６ 報告第３号専決
処分（交通事故に係わる和解及び損害賠償の額を定
める件）の報告を行います。 
 本件の報告を求めます。 
 保健福祉課長。 
○保健福祉課長（佐藤憲治君） ただいま上程され
ました報告第３号専決処分報告の件につきまして御
説明申し上げます。 
 本件は、保健福祉課所属の在宅介護支援センター
職員が、昨年の１１月２０日から２１日まで、札幌
市で開催される北海道東北地区高齢者体力づくり指
導者講習会に出席するため、開催日の開始時間が午
前８時４５分と早いこともあり、前日の１９日、時
間外勤務終了後の午後８時過ぎに公用車により当町
を出発し、札幌に午後１１時２０分到着、宿泊先ホ
テルの駐車場が閉鎖していたことから、午後１１時
３０分ごろ近郊の駐車場に進入しようとして、一方
通行の３車線道路の中央線から右折する際に、後方
確認の不十分により右車線走行中の相手車両と接触
する事故を引き起こしたもので、相手車両は直進
中、当方車両と並んだところで合図を認め、急ブ
レーキをかけましたが間に合わず、当方車両の右フ
ロントと相手車両の左フロント部が損傷し、さらに
相手車両の運転手に負傷を負わせたものでありま
す。 
 この事故につきましては、当方車両が駐車場進入
の際、後方確認を怠り、直近の右折及び合図の遅れ
による接触事故のため、当方９５％の過失となり、
相手車両の損害に対しまして、町が加入する保険に
より４５万８, ８９３円を賠償することで、平成１
５年１２月１７日専決処分を行ったところでありま
す。 
 また、負傷いたしました相手車両の運転者につき
ましては頸椎捻挫の診断により、１１月２０日から
２７日までの８日間に実通院４日の通院治療を有し
ておりますが、治療費等につきましては、人身事故
に係わる自賠責保険限度額１２０万円の範囲内のた
め、過失割合による相殺は行わず、治療費、慰謝料
の全額８万１, ６６３円を同保険で賠償すること
で、同年１２月２２日に専決処分いたしましたので
報告するものであります。 
 公用車の運転につきましては、日ごろより職員に
対しまして最善の注意を払い、ゆとりを持って安全
運転に心がけるよう徹底指導を行ってきたところで
あり、また、議会からも再三御指摘を受けていたに
もかかわらず、このような人身を伴った事故を起こ

しましたことを重く受けとめ、大変申し訳なく深く
お詫び申し上げます。 
 この事故を契機に、交通事故の再発防止のため、
私を初め公用車の運転に関しましては法令を重視
し、徹底して安全運転に心がけるよう、課内全職員
に注意、喚起を行ったところであります。 
 以下、朗読をもって説明といたします。 
 報告第３号専決処分報告の件。 
 地方自治法第１８０条第１項の規定により、議会
において指定されている事項について、次のとおり
専決処分したので、同条第２項の規定により報告す
る。 
 記。 
 処分事項。交通事故に係わる和解及び損害賠償の
額を定める件。 
 裏面をごらんください。 
 専決処分書。 
 これらの物損事故に関するものです。 
 町が運行する自動車の事故に係わる和解及び損害
賠償の額を定めることについて、地方自治法第１８
０条第１項の規定により、次のとおり専決処分す
る。 
 平成１５年１２月１７日。 
 記。 
 １、和解の相手方。 

 札幌市●●●●●●●●●●●●●●●●●、●

●●●。 
 ２、和解の内容。 

 （１）上富良野町は、相手方●●●●に対し、金
４５万８, ８９３円を支払う。 

 （２）相手方●●●●は、上富良野町に対して、
本件に関し、今後上記の金員を除き一切の請求をし
ない。 
 次に、人身事故に関する専決処分です。 
 専決処分書。 
 町が運行する自動車の事故に係わる和解及び損害
賠償の額を定めることについて、地方自治法第１８
０条第１項の規定により、次のとおり専決処分す
る。 
 平成１５年１２月２２日。 
 記。 
 １、和解の相手方。 

 札幌市●●●●●●●●●●●●、●●●。 
 ２、和解の内容。 

 （１）上富良野町は、相手方●●●に対し、金８
万１, ６６３円を支払う。 

 （２）相手方●●●は、上富良野町に対して、本
件に関し、今後上記の金員を除き一切の請求をしな
い。 
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 以上、専決処分報告といたします。 
 御了承賜りますよう、よろしくお願い申し上げま
す。 
○議長（中川一男君） ただいまの報告に対し、質
疑があれば承ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） なければ、これをもって本
件の報告を終わります。 

──────────────────                
◎日程第７ 議案第１０号 

○議長（中川一男君） 日程第７ 報告第４号専決
処分（富原橋架換工事（下部工）請負契約変更の
件）の報告を行います。 
 本件の報告を求めます。 
 道路河川課長。 
○道路河川課長（田中博君） ただいま上程いただ
きました報告第４号につきまして、専決処分の経緯
を御説明申し上げます。 
 本工事は、防衛施設庁の補助を受けて実施してお
り、平成１４年１２月１７日議決をいただき、工期
を平成１６年３月１９日までとし、株式会社アラタ
工業が工事を進めております。 
 今回、設計変更の要因としまして、１点目としま
して仮橋基礎工のうち、橋脚部及び左岸強大の基礎
杭として、ベッチコウ杭をそれぞれに所要の長さを
計上しておりましたが、実施において設計指示が浅
い地点で得られたことから、設計ではこの分の杭の
総延長７６.３メ ートルでありましたが、実績の延
長６８. １９メートルに変更したものでございま
す。 
 ２点目としまして、仮設道路の撤去に伴い、路床
道を運搬捨て土の計画をしておりましたが、土質調
査の結果、盛り土材として利用できることから、北
２４号道路歩道設置工事に流用土として扱うことに
より減になったものでございます。 
 このことにつきまして、札幌防衛施設局に報告、
協議を行い、設計変更をすることで承認をいただ
き、平成１６年１月１９日専決処分を行い、契約変
更を行ったものでございます。 
 以下、条文の朗読をもって説明にかえさせていた
だきます。 
 報告第４号専決処分報告の件。 
 地方自治法第１８０条第１項の規定により、議会
において指定されている事項について、次のとおり
専決処分したので、同条第２項の規定により報告す
る。 
 記。 
 処分事項。 
 富原橋架換工事（下部工）請負契約変更の件。 

 裏面をごらんいただきたいと思います。 
 専決処分書。 
 富原橋架換工事（下部工）請負契約の締結（平成
１４年１２月１７日議決を経た議案第１８号に係る
もの）を次により変更するため、地方自治法第１８
０条第１項の規定により、次のとおり専決処分す
る。 
 平成１６年１月１９日、上富良野町長尾岸孝雄。 
 記。 
 変更事項。 
 契約金額、変更前１億５, ４２４万５, ０００円、
変更後１億５, ３３１万５００円、９３万４, ５００
円の減額であります。 
 以上をもちまして報告とさせていただきます。 
○議長（中川一男君） ただいまの報告に対し、御
質疑があれば承ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） なければ、これをもって本
件の報告を終わります。 

──────────────────                
◎日程第８ 議案第１０号 

○議長（中川一男君） 日程第８ 議案第１０号平
成１５年度上富良野町一般会計補正予算（第６号）
の件を議題といたします。 
 提出者から、提案理由の説明を求めます。 
 総務課長。 
○総務課長（田浦孝道君） ただいま上程されまし
た議案第１０号平成１５年度上富良野町一般会計補
正予算（第６号）につきまして、さきに提案の趣旨
を御説明申し上げます。 
 まず、歳入歳出予算の大きな要素について申し上
げますが、歳入では町税の増額見込みによる追加計
上を行うとともに、地方交付税は７月の算定結果の
確定額に基づき増額計上をいたします。 
 一方、歳出では、昨年１１月に町職員の給与条例
を国家公務員に対する人事院の勧告内容に沿って引
き下げ改定をしましたことから、その相当額と合わ
せまして年度途中の職員の退職などに伴い、総体的
に不用となる人件費を減額いたします。 
 また、既決予算に基づき、数多くの事務事業をと
り進めておりますが、その後の状況変化から一部を
除き関係経費を減額するために予算の構成を行いま
す。 
 これらを行うことで、剰余となります一般財源に
つきましては、平成１５年度当初予算で取り崩しい
たしました財政調整基金へ７, ０００万円、減債基
金へ同じく７, ０００万円、国営土地改良事業負担
基金へは５, ０００万円の、合わせまして１億９, ０
００万円をそれぞれ積み戻しすることで、今後の財
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政需要に備えることといたします。 
 また、野菜価格安定基金につきましては、所期の
目的を終えましたので、基金条例を廃止することか
ら、基金減資１億円は同じ農業行政分野の国営土地
改良事業負担基金へ積みかえすることで、継続的に
農業振興策を講じてまいります。 
 そのほか、繰越明許費の設定４件、債務負担行為
の追加及び変更するもの１２件並びに規定の１３事
業にわたり地方債限度額を変更することに合わせま
して、３事業につきましては議決利率の変更を行う
ことを内容といたしまして、全体の補正予算を調整
し上程した次第でございます。 
 それでは、議案の内容に入ってまいります。 
 議案第１０号平成１５年度上富良野町一般会計補
正予算（第６号）。 
 平成１５年度上富良野町の一般会計の補正予算第
６号は、次に定めるところによる。 
 以下、予算条文について朗読を申し上げます。 
 歳入歳出予算の補正。 
 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ
２, ５１１万３, ０００円を追加し、歳入歳出予算の
総額を歳入歳出をれぞれ９９億８, ７２２万円とす
る。 
 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区
分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額
は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
 繰越明許費の補正。 
 第２条、繰越明許費の追加は、「第２表 繰越明
許費補正」による。 
 債務負担行為の補正。 
 第３条、債務負担行為の追加及び変更は、「第３
表 債務負担行為補正」による。 
 地方債の補正。 
 第４条、地方債の変更は、「第４表 地方債補
正」による。 
 それでは、１ページをお開き願いたいと思いま
す。 
 この１ページから６ページまでは、地方自治法の
規定に基づきます議決項目の部分でありますので、
それぞれ朗読しながら、必要なところは概要を申し
上げてまいります。 
 まず、第１表歳入歳出予算補正のところでは、款
ごとの補正額のみ申し上げてまいります。 
 最初に、歳入。 
 １款町税２, ５８８万円、３款地方交付税５, ７２
３万４, ０００円、１０款分担金及び負担金６８０
万５,００ ０円の減、１１款使用料及び手数料９８
４万１, ０００円の減、１２款国庫支出金３２２万
５, ０００円の減、１３款道支出金２, ４２６万円の

減、１４款財産収入５４万円、１５款寄附金１２万
円、１５款繰入金８, ４１３万円、２ページに移り
ます。１８款諸収入１,７ ３６万円の減、１９款町
債８, １３０万円の減。歳入合計２, ５１１万３, ０
００円となります。 
 ３ページに移ります。 
 歳出、１款議会費６５万円の減、２款総務費５.
３４７万９,０００ 円、３款民生費８,５３４ 万１,
０００円の減、４款衛生費３, ４３７万円の減、６
款農林業費１億２, ０７８万２, ０００円、７款商工
費９, ０００円、８款土木費３, ７１５万４, ０００
円の減、９款消防費５０９万３,００ ０円の減、４
ページに移ります。１０款教育費１, ６４５万１, ０
００円の減、１２款公債費７, ０１３万７, ０００
円、１４款給与費４, ３２１万２, ０００円の減、１
５款予備費２９７万７,０ ００円。歳出合計、同じ
く２, ５１１万３, ０００円となります。 
 次、５ページに移ります。 
 第２表繰越明許の補正でありますが、追加の４件
のうち、１点目の地域防災計画策定義務につきまし
ては、現在、北海道で法に基づきます協議を行って
います。協議終了が４月以降にまたぐことから、繰
越手続を行うものであります。 
 残り３件の同意事業につきましても、北海道にお
けます繰越手続に合わせまして、それぞれ金額の範
囲で繰り越しするものでございます。 
 次、第３表の債務負担行為の補正につきまして
は、追加事案７件、それと変更事案５件につきまし
て、記載のとおりそれぞれ手続を行う内容となって
ございます。 
 次、６ページ、第４表の地方債の補正につきまし
ても、変更します事業１３件につきましては、事業
費確定などによりまして、限度額の変更をいたすも
のでございます。 
 あわせまして、下段の表に掲げてございます３事
業につきましては、設定する利率を１０年ごとに見
直しする方式を選択する関係で、現行、議決期に４
％に将来上昇されるといわれてございます利率幅の
３％を単純に上乗せすることで、議決限度額を７％
といたすものでございます。 
 以上が、議決項目の概要でございます。 
 以下、７ページ以降につきましては、歳入歳出予
算補正の明細と、７１ページからはこのたびの補正
に関係します各種の調書を添付してございますが、
説明は省略をさせていただきます。 
 これで、議案第１０号の概要説明といたします。 
 御審議いただきまして、原案をお認めくださいま
すようお願い申し上げます。 
○議長（中川一男君） これをもって、提案理由の
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説明を終わります。 
 質疑を承ります。 
 ９番米沢義英君。 
○９番（米沢義英君） まず１点目にお伺いしたの
は、老人の検診の受診状況についてお伺いいたしま
す。 
 これは、前年度対比に換算して、この１５年度は
どのような状況になっているのかお伺いいたしま
す。 
 また、全般的な問題でいえば、児童のデイサービ
スの事業がこの年度から始まりました。その実態の
利用状況というのはどのようになっているのか、こ
の点と、またそれにふさわしいサービスの提供が受
けれるような環境という点では、まだ十分整ってい
ないというふうに感じておりますが、これらの点に
ついて、どういう利用状況になっているのかお伺い
いたします。 
 さらに、財政の問題でお伺いしたいのは、今回聞
きました９,００ ０万繰り越しで、そのうち積み立
てが行われるというような状況下というふうにお伺
いいたします。 
 私が問題にしたいというふうに思うのは、常日ご
ろからこういう乳幼児医療費の問題、あるいは介護
の問題も含めて、十分軽減できるような対策がとれ
るにもかかわらず、財源がないという形の中で見送
るという形になってきております。そういう意味で
は、総体的な財政の資質のあり方という点では、十
分町の方では行政改革を行い、やりくりも行った中
で各種の事業を行ったと、十分な政策とはいえない
が、おおむね良好の政策だという形で進めてきてお
りますが、しかし、最終的な結果を見て言うことに
なりますが、これだけの財源があれば簡単に乳幼児
医療費の問題でも無料化を実現できる財源もあるわ
けで、こういった部分のきめ細かな財政の運用とい
うのをもっとやるべきではないのかなというふう
に、この今年度の予算を見て考えておりますが、こ
の点について町長はどのようにお考えなのか、お伺
いしたいというふうに思っているところでありま
す。 
○議長（中川一男君） 保健福祉課長、答弁。 
○保健福祉課長（佐藤憲治君） ９番、米沢議員の
最初の２点の御質問にお答えいたします。 
 １点目の、老人の検診の受診状況はどうなのかと
いう御質問でございます。これにつきましては、今
４０歳以上の住民検診ということでやってございま
すが、昨年度、１４年度と１５年度を比較してどう
いう推移になっているかといいますと、受診率は大
体７割、７０％強でございますが、その中で私ど
も、最初１５年度に検診料をいただくというような

ことにして、下がるかなという懸念をいたしており
ましたけれども、むしろ高齢者の方の方が受診を積
極的にしていただいたという状況であります。 
 それから、２番目の児童デイサービスについての
利用の関係でありますが、これにつきましても１
月、おおむね４０人ぐらいの方が母子通園センター
に通園していただいてございます。これは、中富良
野町も含めてでございますが、これもこの障害児の
支援費制度が移行前の状況と大体同じぐらいの水準
で利用となっているところであります。 
 以上です。 
○議長（中川一男君） 助役、答弁。 
○助役（植田耕一君） 米沢議員の財政の関係につ
きましての御質問にお答え申し上げたいと思いま
す。 
 いつも米沢議員の方から、決算期を迎えた中で剰
余金等が出て、そういう中で当初からそれらが新た
な行政サービスに向けるという中で、そういう発想
ができないのかという御質問かと思います。 
 この財政運営におきましては、当初予算を組む段
階におきましては、極めてその歳入面で核を図ると
いう見通しというものが非常に難しゅうございま
す。そういう中におきまして、当然、財政調整基金
等をもちまして、当初予算におきましては、その補
てんをしていかなければならない財政運営の状況に
ございます。 
 そういう年度間の中で、最終的にはその基金を最
初に使うけれども、年度間の調整の中で基金を埋め
合わせるというような措置の財政運営状況になって
いるということで、既に御承知かと思います。 
 １５年度におきましては、当初段階におきまして
は財政調整基金を埋め合わせる、使いっぱなしとい
う状況が起きるというようなことで御説明申し上げ
ていたところでございますが、各種事業の精査等、
行政改革等の中におきまして、そういう削減の状況
が出てまいりましたのと、新たに予定していた事業
が大きく落ち込んだという点もございまして、剰余
が出ている状況にございます。 
 そういう中で、そういう面を申し上げますと、計
画性に細にわたってもう少ししっかり立ててやりな
さいという御意見があろうかと思いますけれども、
極めて当初段階におきましては、その辺の見通しが
立てづらいという状況にもございます。 
 また、今日の経済の背景からいたしまして、この
辺の状況というのはなかなかつかみづらいという状
況にもございます。そういう中で、財政の健全的な
運営という点に十分配慮した中で取り組んでいるわ
けでございます。 
 議員の御提言のございました、乳幼児に対する未
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納化の問題については、これはまた御提言として
承っておきたいというふうに思います。 
○議長（中川一男君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） ほかになければ、これを
もって質疑討論を終了いたします。 
 これより、議案第１０号を採決いたします。 
 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま
せんか 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 異議なしと認めます。 
 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────                
◎日程第９ 議案第１１号 

○議長（中川一男君） 日程第９ 議案第１１号平
成１５年度上富良野町国民健康保険特別会計補正予
算（第３号）の件を議題といたします。 
 提出者から、提案理由の説明を求めます。 
 町民生活課長。 
○町民生活課長（米田末範君） ただいま上程され
ました議案第１１号平成１５年度上富良野町国民健
康保険特別会計補正予算（第３号）につきまして、
提案内容を御説明申し上げます。 
 まず歳入に関しましては、１点は、平成１５年保
険税の所得課税標準額となっております。平成１４
年所得額が当初予想より上昇したことによること、
また平成１５年度内の他の保険から国民健康保険に
加入し、もしくは残留する被保険者が予想以上に増
加したことにより、算定税額が一般で約２, ０００
万円、退職で約１,３０ ０万円の増となったところ
であります。 
 ２点目として、共同事業等に関します国・道の負
担等の精査による減、一般会計よりの繰入金であり
ます給与費等の精査減であります。 
 ３点目といたしまして、退職医療給付等に関しま
す精査増であります。 
 ４点目といたしましては、財政調整基金利子とし
て４万５,０ ００円の計上につきましては、財政調
整基金への積み戻しを主要とするものであります。 
 歳出に関しましては、退職給与費等の精査減、保
険給付費につきましては、退職医療給付の大幅な増
に対応するほか、１２月を中心にインフルエンザな
どによる給付増が見込まれますことから、その対応
を主要とするものであります。あわせまして、高額
療養給付の増に対応しようとするものであります。 
 収支の差額につきましては、予備費に計上し不測
の事態に対応しようとするものであります。 
 以下、議案を朗読し説明といたします。 
 議案第１１号平成１５年度上富良野町国民健康保

険特別会計補正予算（第３号）。 
 平成１５年度上富良野の国民健康保険特別会計の
補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 
 歳入歳出予算の補正。 
 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ
３, １６２万９, ０００円を追加し、歳入歳出予算の
総額を歳入歳出それぞれ１２億２, ５３６万４, ００
０円とする。 
 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区
分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額
は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
 １ページをお開きください。 
 第１表、歳入歳出予算補正。 
 款の補正額のみ申し上げます。 
 １、歳入。 
 １款国民健康保険税３, ３１４万１, ０００円、２
款国庫支出金１, ０９１万１, ０００円の減、３款療
養給付費交付金２５０万円、４款道支出金１２２万
５, ０００円の減、５款共同事業交付金９３７万１,
０００円、６款財産収入４万５,００ ０円、７款繰
入金１２９万２, ０００円の減。歳入合計３, １６２
万９,００ ０円となるところでございます。歳入の
総額１２億２,５３６万 ４, ０００円でございます。 
 次に、２、歳出。 
 １款総務費１２９万２,００ ０円の減、２款保険
給付費３, ０２４万２, ０００円、５款共同事業拠出
金４９０万円の減、７款基金積立金４万５, ０００
円、１０款予備費７, ７５３万４, ０００円。歳出合
計３, １６２万９, ０００円となるところでございま
す。歳出合計につきましては、歳入同額でございま
す。 
 ３ページ以降の事項別明細書等につきましては、
説明を省略させていただきます。 
 以上、説明といたします。御審議賜りまして、お
認めいただきますようお願い申し上げます。 
○議長（中川一男君） これをもって、提案理由の
説明を終わります。 
 これより、質疑を賜ります。 
 ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） なければ、これをもって質
疑、討論を終了いたします。 
 これより、議案第１１号を採決いたします。 
 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま
せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 御異議なしと認めます。 
 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────                
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◎日程第１０ 議案第１２号 
○議長（中川一男君） 日程第１０ 議案第１２号
平成１５年度上富良野町老人保険特別会計補正予算
（第３号）の件を議題といたします。 
 提出者から、提案理由の説明を求めます。 
 町民生活課町。 
○町民生活課長（米田末範君） ただいま上程され
ました議案第１２号平成１５年度上富良野町老人保
険特別会計補正予算（第３号）につきまして、提案
内容について御説明申し上げます。 
 老人医療給付事務のうち、重税分と現金支給の増
加により、その支払い事務に伴う医療給付通知事務
手数料の増に対応するため、所要の増額補正をお願
いするものであります。 
 なお、当該補正財源として、一般会計からの繰入
金によるところであります。 
以下、議案の朗読により御説明を申し上げます。 
 議案第１２号平成１５年度上富良野町老人保険特
別会計補正予算（第３号）。 
 平成１５年度上富良野町の老人保険特別会計の補
正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 
 歳入歳出予算の補正。 
 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ
１万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ
れぞれ１４億４, ４１８万８, ０００円とする。 
 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区
分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額
は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
 １ページをお開きいただきたいと存じます。 
 第１表、歳入歳出予算補正。 
 款の補正額のみを申し上げます。 
 １、歳入。 
 ４款繰入金１万円、歳入合計１万円でございま
す。総額で１４億４, ４１８万８, ０００円となると
ころでございます。 
 ２、歳出。 
 １款総務費１万円、歳出合計につきましては、補
正額、合計とも歳入と同額でございます。 
 ３ページ以降の事項別明細書につきましては、説
明を省略させていただきます。 
 以上、説明といたします。御審議賜り、お認めい
ただきますようお願い申し上げます。 
○議長（中川一男君） 提案理由の説明を終わりま
す。 
 これより、質疑を賜ります。 
 ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） なければ、これをもって質
疑、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１２号を採決いたします。 
 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま
せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 御異議なしと認めます。 
 よって、本件は、原案のとおり可決いたしまし
た。 
 暫時休憩いたします。 

──────────────────                
午前１０時３０分 休憩 
午前１０時５０分 再開 

──────────────────                
○議長（中川一男君） 休憩前に引き続き、会議を
開きます。 

──────────────────                
◎日程第１１ 議案第１３号 

○議長（中川一男君） 日程第１１ 議案第１３号
平成１５年度上富良野町介護保険特別会計補正予算
（第３号）の件を議題といたします。 
 提出者から、提案理由の説明を求めます。 
 保健福祉課長。 
○保健福祉課長（佐藤憲治君） ただいま上程いた
だきました議案第１３号平成１５年度上富良野町介
護保険特別会計補正予算（第３号）につきまして、
提案の要旨を申し上げます。 
 補正の内容でございますが、１点目としまして、
居宅介護サービス費、施設介護サービス費、住宅改
修費などの保険給付費の実績見込み精査によります
所要額の増減の補正と、その給付費用を賄う国庫負
担金、道負担金、一般会計繰入金など、歳入につい
て法定の負担割合に基づく所要額の補正を行うもの
であります。 
 次、２点目といたしましては、保険給付の対象外
として、町独自で実施しております特別給付費につ
きまして、対象者が施設入所、入院、それから死亡
などの移動によりまして利用回数の減が見込まれる
ことから、給付費用、それからその費用に充てます
基金繰入金をそれぞれ減額計上するものでございま
す。 
 ３点目は、給与改定に伴います職員給与費と実績
見込みによります主治医意見書費用などの事務費に
つきまして、所要額を精査しましての減額補正を行
うものであります。 
 以上が、補正の主な内容でございます。 
 以下、議案を朗読して説明といたします。 
 議案第１３号平成１５年度上富良野町介護保険特
別会計補正予算（第３号）。 
 平成１５年度上富良野町の介護保険特別会計の補
正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 
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 歳入歳出予算の補正。 
 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ
れ２,８１ ７万円を減額し、歳入歳出予算の総額を
歳入歳出それぞれ５億４, ６５６万円とする。 
 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区
分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額
は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
 １ページをお開きいただきます。 
 第１表歳入歳出予算補正。 
 以下、款の補正額のみを申し上げます。 
 １、歳入。 
 ２款国庫支出金１, １２２万４, ０００円の減、３
款道支出金３１７万８,０ ００円の減、４款支払基
金交付金８１３万６, ０００円の減、５款財産収入
１, ０００円、６款繰入金５６３万３, ０００円の
減。歳入合計の補正額２,８１ ７万円の減となりま
す。 
 次、２ページ、２、歳出。 
 １款総務費１４１万３,００ ０円の減、２款保険
給付費２, ５４３万８, ０００円の減、３款財政安定
化金拠出金５, ０００円の減、４款特別給付費１７
５万円の減、５款基金積立金２,００ ０円、７款予
備費４３万４, ０００円。歳出合計の補正額２８１
７万円の減となります。 
 ３ページから１２ページまでの事項別明細書及び
１３ページ１４ページの給与費明細書等につきまし
ては、説明を省略させていただきます。 
 以上で説明といたします。御審議いただき、議決
くださいますようお願い申し上げます。 
○議長（中川一男君） これをもって、提案理由の
説明を終わります。 
 これより、質疑を承ります。 
 ３番岩崎治男君。 
○３番（岩崎治男君） ２ページの歳出のところで
特別給付費というのがありますけれども、これは介
護保険は国の制度で行われているのだと思うのです
けれども、町の方で特別給付費ということで、この
場合は１７５万の減ですか、このあたりの説明をお
願いしたいと思います。 
○議長（中川一男君） 保健福祉課長、答弁。 
○保健福祉課長（佐藤憲治君） ３番岩崎議員の御
質問にお答えします。 
 特別給付費につきましての御質問でありますが、
議員のおっしゃるとおり、特別給付費につきまして
は法定の給付費以外の部分でありまして、町が独自
に行っております、法定で支給限度額を超えての介
護サービスを受ける場合の部分については、法定で
は定められてございません。それを町が制度化した
ものが、特別給付費でございます。 

 これにつきましては、ショートステイと訪問介護
の二つの在宅介護のサービスを対象として行ってお
ります。 
 先ほども冒頭申し上げましたとおり、金額１７５
万円の減につきましては、かなり対象者として利用
回数が多い方が施設入所をされたことで、この在宅
の特別給付費について、このような多くの額が不要
ということに見込まれまして減額措置をするところ
であります。 
 以上です。 
○議長（中川一男君） ほかにございません。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） なければ、これをもって質
疑、討論を終了いたします。 
 これより、議案第１３号を採決いたします。 
 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま
せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 御異議なしと認めます。 
 よって、本件は、原案のとおり可決いたしまし
た。 

──────────────────                
◎日程第１２ 議案第１４号 

○議長（中川一男君） 日程第１２ 議案第１４号
平成１５年度上富良野町簡易水道事業特別会計補正
予算（第３号）の件を議題といたします。 
 提出者から、提案理由の説明を求めます。 
 上下水道課長。 
○上下水道課長（早川俊博君） ただいま上程され
ました議案第１４号平成１５年度上富良野町簡易水
道事業特別会計補正予算（第３号）につきまして、
補正の要旨を御説明申し上げます。 
 歳入につきましては、事業の確定に伴いまして一
般会計からの繰入金の減額と、道路工事に伴います
水道管移設の補償費の確定によります減額補正でご
ざいます。 
 歳出につきましては、給与改定及び事業費確定に
よります減額補正でございます。 
 以下、議案の朗読をもって説明とさせていただき
ます。 
 議案第１４号平成１５年度上富良野町簡易水道事
業特別会計補正予算（第３号）。 
 平成１５年度上富良野町の簡易水道事業特別会計
の補正予算（第３号）は、次に定めるところによ
る。 
 歳入歳出予算の補正。 
 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ
れ８５８万８, ０００円を減額し、歳入歳出予算の
総額を歳入歳出それぞれ７,６９１万 円とする。 
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 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区
分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額
は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
 地方債の補正。 
 第２条、地方債の変更は、「第２表 地方債補
正」による。 
 次のページをお開き願います。 
 第１表、歳入歳出予算補正。 
 款の補正額のみを申し上げます。 
 １、歳入。 
 ２款国庫支出金５３万３, ０００円の減、３款繰
入金４２７万５, ０００円の減、５款諸収入３１８
万円の減、６款町債６０万円の減、歳入の合計８５
８万８, ０００円の減でございます。 
 ２、歳出。 
 １款衛生費８５８万８,００ ０円の減、歳出の合
計８５８万８,０００円 の減でございます。 
 第２表、地方債補正。 
 （１）変更。 
 起債の目的、簡易水道事業の限度額は６０万減の
６６０万円でございます。 
 ３ページ以降の事項別明細書等につきましては、
説明を省略させていただきます。 
 以上で、説明とさせていただきます。御審議いた
だきましてお認めいただきますよう、よろしくお願
い申し上げます。 
○議長（中川一男君） これをもって、提案理由の
説明を終わります。 
 これより、御質疑を賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） なければ、これをもって質
疑、討論を終了いたします。 
 これより、議案第１４号を採決いたします。 
 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま
せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 御異議なしと認めます。 
 よって、本件は、原案のとおり可決いたしまし
た。 

──────────────────                
◎日程第１３ 議案第１５号 

○議長（中川一男君） 日程第１３ 議案第１５号
平成１５年度上富良野町公共下水道事業特別会計補
正予算（第４号）の件を議題といたします。 
 提出者から、提案理由の説明を求めます。 
 上下水道課長。 
○上下水道課長（早川俊博君） ただいま上程され
ました議案第１５号平成１５年度上富良野町公共下
水道事業特別会計補正予算（第４号）につきまし

て、補正の要旨を御説明申し上げます。 
 歳入の１点目といたしまして、汚水排水量の増加
によります使用料の増額、また２点目といたしま
て、事業費精査及び自己財源充当によります一般会
計からの繰入金の減額、３点目は、事業費確定によ
ります地方債の減額補正でございます。 
 歳出につきましては、１点目としまして給与改
定、制度改正に伴います一般管理費の減額、２点目
は、需用費確定によります建設事業費の減額、３点
目につきましては、地方債償還金利子と一時借入金
確定によります公債費の減額補正でございます。 
 以下、議案の朗読をもって説明とさせていただき
ます。 
 議案第１５号平成１５年度上富良野町公共下水道
事業特別会計補正予算（第４号）。 
 平成１５年度上富良野町の公共下水道事業特別会
計の補正予算（第４号）は、次に定めるところによ
る。 
 歳入歳出予算の補正。 
 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ
れ１,１９ ０万円を減額し、歳入歳出予算の総額を
歳入歳出それぞれ５億８, ０７１万９, ０００円とす
る。 
 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区
分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額
は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
 債務負担行為の補正。 
 第２条、債務負担行為の追加は、「第２表 債務
負担行為補正」よる。 
 地方債の補正。 
 第３条、地方債の変更は、「第３表 地方債補
正」による。 
 次のページをお開き願いたいと思います。 
 第１表、歳入歳出予算補正。 
 款の補正額のみを申し上げます。 
 １、歳入。 
 ２款使用料及び手数料５００万円、４款繰入金
１, ５００万円の減、７款町債１９０万円の減、歳
入の合計１, １９０万円の減でございます。 
 ２、歳出。 
 １款下水道事業費４１６万３,００ ０円の減、２
款公債費３２２万４, ０００円の減、３款予備費４
５１万３, ０００円の減、歳出の合計１, １９０万円
の減でございます。 
 ３ページをお開き願います。 
 第２表、債務負担行為補正。 
 （１）追加。 
 浄化センターの維持管理業務につきましては、新
年度からの水処理また汚泥処理の機器類の稼働に支
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障が生じないよう、業務の委託契約を年度内に行う
必要があることから、債務負担行為の追加として補
正をお願いするものでございます。 
 期間につきましては、平成１５年度から平成１６
年度、限度額につきましては４,３３ ５万円でござ
います。 
 第３表、町債補正。 
 （１）変更。 
 起債の目的、公共下水道事業の限度額は１９０万
円減の１億５３０万円でございます。 
 ５ページ以降の事項別明細書等につきましては、
説明を省略させていただきます。 
 以上で、説明とさせていただきます。御審議をい
ただきましてお認めくださいますよう、よろしくお
願い申し上げます。 
○議長（中川一男君） これをもって、提案理由の
説明を終わります。 
 質疑をいただきます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） なければ、これをもって質
疑、討論を終了いたします。 
 これより、議案第１５号を採決いたします。 
 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま
せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 御異議なしと認めます。 
 よって、本件は、原案のとおり可決いたしまし
た。 

──────────────────                
◎日程第１４ 議案第１６号 

○議長（中川一男君） 日程第１４ 議案第１６号
平成１５年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別
会計補正予算（第２号）の件を議題といたします。 
 提出者から提案理由の説明を求めます。 
 特別養護老人ホーム所長。 
○特別養護老人ホーム所長（林下和義君） た だい
ま上程いただきました議案第１６号平成１５年度上
富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算
（第２号）につきまして、提案の要旨を御説明申し
上げます。 
 第１点といたしまして、歳入といたしまして、利
用者の増によりまして、サービス収入が伸びまして
５１０万円を増額するものでございます。 
 第２点といたしまして、施設充実のためにと、町
内の方より、施設に対し寄附の申し出がありました
ので、関係する予算を補正するものでございます。 
 第３点といたしまして、給与関係等を精査いたし
まして、一般会計に繰り入れを行うものでございま
して、また、その他といたしまして予備費でござい

ますが、今後のラベンダーハイツ会計の運営に支障
のないよう、不測の事態に備えようとするものでご
ざいます。 
 以下、議案を朗読し、御説明にかえさせていただ
きたいと思います。 
 議案第１６号平成１５年度上富良野町ラベンダー
ハイツ事業特別会計補正予算（第２号）。 
 平成１５年度上富良野町のラベンダーハイツ事業
特別会計の補正予算（第２号）は、次に定めるとこ
ろによる。 
 歳入歳出予算の補正。 
 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ
１７５万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳
出それぞれ３億８０４万８,０００円 とする。 
 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区
分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額
は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
 債務負担行為。 
 第２条、地方自治法第２１４条の規定により、債
務を負担する行為をすることができる事項、期間及
び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。 
 第１ページをお開きいただきたいと思います。 
 第１表及び第２表は、議決項目でございます。 
 第１表、歳入歳出予算補正。 
 補正額のみ申し上げたいと思います。 
 １、歳入。 
 第１款サービス収入５１０万円、３款給付金１５
万円、４款繰入金３５０万円の減、歳入合計１７５
万円の増額でございます。歳入合計は３億８０４万
８, ０００円となります。 
 ２ページをお開きいただきたいと思います。 
 ２、歳出。 
 １款総務費４２３万４,００ ０円の減、２款サー
ビス事業費１４１万６,０ ００円の減、６款予備費
７４０万円、歳出合計は１７５万円でございます。
歳出の合計は３億８０４万８, ０００円となりま
す。 
 第２表、債務負担行為。 
 これは、４月１日からの施設管理委託業者を事前
に債務負担行為をすることによりまして、４月１日
からの業務開始に支障のないよう、債務負担行為を
お願いするものでございます。 
 施設警備業務委託、期間は平成１５年度から１６
年ということで、３１１万９, ０００円でございま
す。 
 施設清掃業務委託、平成１５年から１６年度、２
７９万３, ０００円。 
 施設洗濯業務委託、平成１５年度から平成１６年
度、２７９万３, ０００円。 
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 次のページをお開きいただきたいと思います。 
 ４ページ、５ページの歳入歳出予算補正事項別明
細書の説明は省略させていただきます。 
１０ページ、１１ページの給与費明細書につきまし
ては、説明を省略させていただきたいと思います。 
 以上で説明を終わらせていただきたいと思いま
す。御審議を賜りまして、お認めいただきますよ
う、よろしくお願いを申し上げます。 
○議長（中川一男君） これをもって、提案理由の
説明を終わります。 
 これより、質疑を受けます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） なければ、これをもって質
疑、討論を終了いたします。 
 これより、議案第１６号を採決いたします。 
 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま
せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 御異議なしと認めます。 
 よって、本件は、原案のとおり可決いたしまし
た。 

──────────────────                
◎日程第１５ 議案第１７号 

○議長（中川一男君） 日程第１５ 議案第１７号
平成１５年度上富良野町水道事業会計補正予算（第
２号）の件を議題といたします。 
 提出者から提案理由の説明を求めます。 
 上下水道課長。 
○上下水道課長（早川俊博君） ただいま上程され
ました議案第１７号平成１５年度上富良野町水道事
業会計補正予算（第２号）につきまして、初めに補
正の要旨を御説明申し上げます。 
 収益的収支の１点目としましては、給与改定、制
度改正に伴います人件費等の減額。 
 ２点目は、４月からの組織機構改革で、道路河川
課と上下水道課が統合されます建設水道課が、現在
の２階から１階に移動の予定であります。 
 この移動に伴いまして、各浄水場のデータをテレ
メーターで結んでおります中央監視版装置の移設の
費用の補正をお願いするものでございます。 
 また、資本的収支につきましては、事業費精査に
よります減額補正でございます。 
 以下、議案の朗読をもって説明にかえさせていた
だきます。 
 議案第１７号平成１５年度上富良野町水道事業会
計補正予算（第２号）。 
 総則。 
 第１条、平成１５年度上富良野町水道事業会計の
補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 収益的収入及び支出。 
 第２条、予算第３条に定めた収益的収入及び支出
の予定額を次のとおり補正する。 
 補正予定額のみを申し上げます。 
 収入。 
 第１款水道事業収益９万円、第３項特別利益９万
円。 
 支出。 
 第１款水道事業費用９万円、第１項営業費用１３
３万１, ０００円の減、第３項特別損失１万８, ００
０円、第４項予備費１４０万３, ０００円。 
 資本的収入及び支出。 
 第３条、予算第４条本文括弧書き中「不足する額
６, ０４５万１, ０００円」を「不足する額５, ３８
０万３, ０００円」に改め、「過年度分損益勘定留
保資金６, ０４５万１, ０００円」を「過年度分損益
勘定留保資金５, ３８０万３, ０００円」に改め、資
本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正するも
のでございます。 
 収入。 
 第１款資本的収入２０７万６,００ ０円の減、第
１項負担金２０７万６, ００円の減。 
 支出。 
 第１款資本的支出８７２万４,００ ０円の減、第
１項建設改良費８７２万４,０００円 の減。 
 議会の議決を経なければ流用することができない
経費。 
 第４条、予算第５条に定めた経費の金額を次のよ
うに改める。 
 （１）職員給与費５３６万１, ０００円の減。 
 次の１ページからの予算実施計画及び明細書等に
つきましては、説明を省略させていただきます。 
 以上で説明といたします。御審議いただきまして
お認めいただきますよう、よろしくお願い申し上げ
ます。 
○議長（中川一男君） これをもって、提案理由の
説明を終わります。 
 質疑を承ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） なければ、これをもって質
疑、討論を終了いたします。 
 これより、議案第１７号を採決いたします。 
 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま
せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 御異議なしと認めます。 
 よって、本件は、原案のとおり可決いたしまし
た。 

──────────────────                
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◎日程第１６ 議案第１８号 
○議長（中川一男君） 日程第１６ 議案第１８号
平成１５年度上富良野町病院事業会計補正予算（第
３号）の件を議題といたします。 
 提出者から提案理由の説明を求めます。 
 病院事務長。 
○町立病院事務長（三好稔君） ただいま上程され
ました議案第１８号平成１５年度上富良野町病院事
業会計補正予算（第３号）につきまして、補正の要
旨について御説明申し上げます。 
 最初に予算第３条、収益的収支についてでありま
すが、１点目として医業収益、外来収益の減額を計
上するものであります。 
 これは、院外処方への移行により、薬剤師収入が
減少したことにより、診療報酬１件当たりの単価の
減少により、費用の減額相当額の減額を行うもので
あります。 
 ２点目といたしまして、標欠医師対策費にかかる
収支の減額を計上するものであります。 
 これは、標準医師の確保にかかる経費において、
医師の確保ができなかったことにより不要となる費
用、出張医師報酬１, ０００万円を減額するもので
あります。 
 また、この費用にかかる一般会計からの繰入金、
他会計負担金１, ０００万円を減額するものであり
ます。 
 ３点目として、一般職員４９名の給与改定、制度
改正に伴い、給料手当法定福利費など８６６万５,
０００円の減額を計上するものであります。 
 次に予算第４条、資本的収支において、医療器械
等整備事業費の確定により不要となる資産購入費
と、これに対する財源、企業債、それぞれ４０万円
減額するものであります。 
 次に、議決事項の変更といたしまして、１点目と
して事業費の確定により、企業債、限度額及び職員
給与費予定額を改めるものであります。 
 ２点目といたしまして、債務負担行為の設定を行
うものであります。 
 新年度における施設管理業務、洗濯、清掃、警
備、ボイラー取り扱い作業主任者業務及び医療業務
について、本年度において業務契約など事務手続き
を行うべく、債務負担行為を設定するものでありま
す。 
 以下、議案を朗読をし、説明といたします。 
 議案第１８号平成１５年度上富良野町病院事業会
計補正予算（第３号）。 
 第１条、平成１５年度上富良野町病院事業会計の
補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 
 収益的収入及び支出。 

 第２条、予算第３条に定めた収益的収入及び支出
の予定額を次のとおり補正する。 
 補正予定額のみ申し上げます。 
 収入。 
 第１款病院事業収益１, ８６６万５, ０００円の
減、第１項医業収益８６６万５,００ ０円の減、第
２項医業外収益１, ０００万円の減。 
 支出。 
 第１款病院事業費用１, ８６６万５, ０００円の
減、第１項医業費用、同じく１, ８６６万５, ０００
円の減です。 
 資本的収入及び支出。 
 第３条、予算第４条に定めた資本的収入及び支出
の予定額を、次のとおり補正する。 
 収入。 
 第１款資本的収入、第１項企業債４０万円の減。 
 支出。 
 第１款、第２項建設改良費４０万円の減。 
 企業債。 
 第４条、予算第５条に定めた起債の限度額「１,
９６０万円」を「１, ９２０万円」に改める。 
 議会の議決を経なければ流用することのできない
経費。 
 第５条、予算第８条に定めた経費の金額を次のよ
うに改める。 
 （１）職員給与費。 
 補正予定額１, ８６６万５, ０００円の減。 
 債務負担行為。 
 第６条、債務負担行為をすることができる事項、
期間及び限度額は次のとおり定める。 
 事項、町立病院管理業務並びに維持等業務。 
 期間、平成１５年度から１６年度。 
 限度額、３,６３７万 １, ０００円。 
 次に、１ページから１３ページにおきますところ
の実施計画、また補正予算説明書、給与明細書、債
務負担行為に関する調書については、説明を省略さ
せていただきたいと思います。 
 以上、説明といたします。御審議いただきまし
て、お認めくださいますようお願い申し上げます。 
○議長（中川一男君） これをもって、提案理由の
説明を終わります。 
 これより、質疑を賜ります。 
 ９番米沢義英君。 
○９番（米沢義英君） この病院会計で、患者数が
減少するという形の中で、社会的な要因もあるかと
思います。 
 そこでお伺いをしたいのは、小野沢病院との連携
の中で、収益の向上を図るという名目で実施されて
きておりますが、これは現在でも効力があって、そ
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ういう状況で実施されているのか。見ますと、さほ
ど町の財政には余り影響を及ぼすというような状況
でもないと見ておりますので、この点はどのように
なっているのか、お伺いしたいというふうに思いま
す。 
 あわせてお伺いしたいのは、患者に対する接遇の
問題で、医師の接遇の問題ですが、とかく外科医師
の対応が悪いという形の中で、かなり町の中では悪
い風評が出ております。患者というのは、治したい
という思いで行っていて、にもかかわらずお年寄り
だから治らないだとか、ばっさり相手を切り捨てる
というような状況になっているわけであります。 
 これは、町の公的医療機関としてはあるまじき行
為であって、やはり少しでも患者に対してきちっと
した接遇というのは、医師であれ、看護婦であれ、
職員であれ、これは分け隔てなく求められているも
のであり、こういったものも一人、二人、やはり患
者が減る要因にもなっているのかというふうに思い
ますが、こういう意味で、現場としてはどういう指
導をされているのか、また、町長はこういう問題に
ついてどういうような対応をされているのか、お伺
いしたいと思います。 
○議長（中川一男君） 病院事務長、答弁。 
○町立病院事務長（三好稔君） ９番米沢議員の御
質問にお答えをいたしたいと思います。 
 まず１点目の、病床開放に関する事柄についてで
ございます。 
 これらにつきましては、昨年度から小野沢整形外
科病院との間において、病床を開放することで業務
の契約を行っているところでございます。 
 これまでの実態といたしまして、これはちょっと
データが１４年度に係わるところでございますが、
１５年度においては若干下回っているような状況に
ございます。 
 ちなみに、１４年度の実績で申し上げますと、実
人員で１３名のベットの利用がございました。入院
総数で２３８日、それに伴いますところの、小野沢
先生の患者への回診日数が１６６日といったことで
ございまして、このことによって当病院が得た診療
報酬が３２８万程度でございます。一方、小野沢先
生にお支払いした医師の報酬費が５８万１, ０００
円ということで、差し引き２７０万程度、当病院の
収益になっている状況でございます。 
 ちなみに、１５年度においても人数は若干まだ精
査いたしてございませんが、減少傾向に今あるもの
の、患者のベットを利用していたことによって、そ
れなりの収益があるといったことで認識をいたして
おります。 
 ２点目の接遇の関係、これにつきましては、あら

ゆる機会で病院の職員に対して改善を求められてい
るとことでもございまして、それに対して、病院に
おいても職員の接遇研修に努めております。 
 ただ、そういう実態にありますけれども、今、御
意見にありましたように、患者様に対して非常に気
を悪くさせてしまう行動も現実にある、これも実態
でございます。 
 このことについては、私も患者様から直接聞いて
もおりますし、また、その内容につきましては、私
の知り得た範囲では院長にも報告いたしておりまし
て、医師に係わることでございますので、院長サイ
ドから医師に対しては何らかのお話をいただくとい
うようなことで、私はお話をさせていただいている
ところでございます。 
 ただ、現実に、本当にそういう実態があるという
のでございます。そのことによって、町立病院から
患者が離れるなんていうことについては、非常にこ
れはあってはならないことと考えておりまして、今
後におきましてもそのようなことがないように、院
内において十分接遇についての研修を重ねていきた
いと思っております。 
 以上でございます。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） ただいま事務長からお話が
ありまして、私も承知しております。 
 院長にはその都度指導するようにという指示をい
たしておりますし、仕事初め、仕事納め等々で病院
で訓辞をする機会には、必ずこの件についても、接
遇についてもお話を申し上げているところでござい
ます。 
 ただ、現在、議員も御承知のとおり、医師の派遣
というのは非常に難しいという状況下にありまし
て、医師の確保を前提としながら病院運営を強いら
れている現状等々も十分認識しながら、院長を中心
とした医師の指導体制を充実していただくというよ
うなことで、今は昔と違って院長との調整も十分で
き得ているということで、院長を通じた中で対応し
ていただいているように指導をしておりますので、
ひとつ御理解を賜りたいなというふうに思います。 
○議長（中川一男君） ９番米沢義英君。 
○９番（米沢義英君） 直接町長は対話もされてい
るのかというふうに思いますけれども、実際、現場
の責任は院長としても、経営の責任者としては町長
が携わっているかというふうに思いますし、そうい
う意味では十分、確かに医師の派遣の対応問題はあ
りますが、だからといって住民にとってはそれはま
た別な問題で、そういう問題があったとしても、や
はりきちんと言うべきものは言っているということ
ですから、さらにそういう方向で指導してもらいた
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いと。 
 つい最近も、外科の病院に行かれた方の話であり
ますが、午後から休診だとわからなかったと、だけ
ど窓口で受けてもらったから行ったら、直接その医
師から小言のようなことを言われたという形で、も
う町立病院には行かないというところまでのそうい
う話も出ているわけであります。 
 現状はかなりそういうことが広まっておりますの
で、やはりそういった面でのきちっとした指導とい
うのは、医師の派遣の対応問題もあるのかもしれま
せんが、きちっと対応するということで、さらに指
導を強めるべきだと思いますが、もう一度この点に
ついての町長の答弁を願いたいと思います。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） 先ほどお答えさせていただ
きましたように、十分に認識をいたしております
が、私としては医師の確保を前提として対処してい
きたいというふうに思っておりますので、御理解を
賜りたいと思います。 
 指導は指導として実施すると。しかし、その強固
な指導によって医師が引き上げられるということの
ないように、町立病院から外科医がいなくなるとい
うようなことのないように、医師の確保を前提とし
た中で病院運営を進めていかなければならないとい
うその現状を、町民の皆さん方にも御理解をいただ
きながら、指導についても応分の対応を図っていき
たいというように思っております。 
○議長（中川一男君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） なければ、これをもって質
疑、討論を終了いたします。 
 これより、議案第１８号を採決いたします。 
 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま
せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 御異議なしと認めます。 
 よって、本件は、原案のとおり可決いたしまし
た。 

──────────────────                
◎散 会 宣 告           

○議長（中川一男君） 以上で、本日の日程は、全
部終了いたしました。 
 本日は、これにて散会いたします。 
 明日の予定について、事務局長から報告いたさせ
ます。 
 事務局長。 
○事務局長（北川雅一君） 御報告申し上げます。 
 明３月３日は、本定例会の２日目で、開会は午前
９時でございます。定刻までに御出席賜りますよう

お願い申し上げます。 
 以上であります。 

午前１１時３４分 散会 
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午前 ９時００分 開議  
（出席議員 １８名） 

──────────────────                
◎開 議 宣 告           

○議長（中川一男君） 昨日に引き続き、御出席ま
ことに御苦労に存じます。 
 ただいまの出席議員は、１８名であります。 
 これより、平成１６年第１回上富良野町議会定例
会２日目を開会いたします。 
 直ちに、本日の会議を開きます。 
 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した
とおりであります。 

──────────────────                
◎諸 般 の 報 告           

○議長（中川一男君） 日程に入るに先立ち、議会
運営等諸般の報告をいたさせます。 
 事務局長。 
○事務局長（北川雅一君） 御報告申し上げます。 
 本日、平成１６年度富良野広域串内草地組合一般
会計予算書並びに平成１６年度富良野地区環境衛生
組合一般会計予算書をお手元にお配りいたしました
ので、審議の参考としていただきますようお願い申
し上げます。 
 なお、平成１６年度上川南部消防事務組合一般会
計予算書につきましては、後ほどお配りいたしま
す。 
 一般質問の通告期限は、本日午後３時まででござ
います。時間内に通告を賜りますようお願い申し上
げます。 
 以上であります。 
○議長（中川一男君） 以上をもって、議会運営等
諸般の報告を終わります。 

──────────────────                
  ◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件 
○議長（中川一男君） 日程第１ 会議録署名議員
の指名を行います。 
 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に
より、議長において、 
    １６番 渡 部 洋 己 君 
    １７番 西 村 昭 教 君 
を指名いたします。 

──────────────────                
◎日程第 ２ 執行方針から 
日程第１１ 議案第９号まで 

○議長（中川一男君） 日程第２ 町政執行方針、
教育行政執行方針、日程第３ 議案第１号平成１６
年度上富良野町一般会計予算、日程第４ 議案第２
号 平成１６年度上富良野町国民健康保険特別会計
予算、日程第５ 議案第３号平成１６年度上富良野
町老人保健特別会計予算、日程第６ 議案第４号平
成１６年度上富良野町介護保険特別会計予算、日程
第７ 議案第５号平成１６年度上富良野町簡易水道
事業特別会計予算、日程第８ 議案第６号平成１６
年度上富良野町公共下水道事業特別会計予算、日程
第９ 議案第７号平成１６年度上富良野町ラベン
ダーハイツ事業特別会計予算、日程第１０ 議案第
８号平成１６年度上富良野町水道事業会計予算、日
程第１１ 議案第９号平成１６年度上富良野町病院
事業会計予算の件を一括して議題といたします。 
 まず、町長より、町政執行方針について説明を求
めます。 
 町長、尾岸孝雄君。 
○町長（尾岸孝雄君） 平成１６年第１回定例町議
会の開催に当たり、町政執行の基本姿勢について、
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その概要を申し述べ、議員各位並びに町民の皆様の
御理解と御協力をいただきたいと存じます。 
 私も町政を担当し、２期目の最終年を迎えること
となりました。まちづくりの基本となる第４次上富
良野町総合計画の策定を期しながら、町政執行につ
とめてきたところでありますが、バブル崩壊後の低
成長期とデフレ経済への進行や、地方自治の大きな
転換期に入るなど、極めて厳しい状況下での町政運
営を進めなければならないことから、ことさら責任
の重さを痛感いたしているところであります。 
 今日、我が国の経済は構造改革推進のもとで、大
企業や製造業に明るい兆しが見られ、物価の下落幅
も縮小しつつ、民間需要を中心に穏やかな回復基調
に向かいつつあるとされておりますが、依然として
デフレ傾向は続き、私どもの地方経済にとってはそ
の回復への兆しは見えず、今なお各分野で厳しい状
況が続いていると実感しているところであります。 
 政府においては、この回復基調をより確かなもの
にするため、これまで取り組んできた各般にわたる
構造改革をさらに加速、拡大するため、「構造改革
と経済財政の中期展望－２００３年度改定」に基づ
き、デフレ克服を目標にしながら、各分野にわたり
構造改革を一体的、かつ整合的に推進することで民
間需要主導の持続的な経済成長の実現を目指してお
ります。 
 この中で、本年度の地方財政は、地方財政計画の
規模の抑制を行っても、なお平成１５年度に引き続
き大幅な財源不足の状況にあります。とりわけ、地
方財政全体での借入金残高が２００兆円に達する状
況にあることなどから、極めて憂慮すべき事態にあ
り、地方交付税等を中心とする地方財源の抑制措置
に転じつつあります。加えて、国が積極的に推進し
ている市町村合併などは、これまでの地域のまとま
りや個性的な地域づくりに大きな影響を及ぼすもの
であり、住民自治の根幹にかかわる大きな地域課題
として判断が求められているところでもあります。 
 本町としても、このような状況を踏まえ、本格化
する地方分権時代にふさわしい、新たなまちづくり
に向けての基本的方向を確立していく必要があり、
その基盤となる効率的で持続可能な財政構造への転
換を図っていくことが急務となっております。その
ためには、議員各位、町民の皆様の意見を伺いなが
ら、上富良野町の将来のあるべき姿を模索し、市町
村合併の可能性や広域行政の推進を図りながら、地
方自治体に課せられた変革の節目に取り組んでいく
ことが私の使命と考えているところであります。 
 そこで、この平成１６年度をこれからのまちづく
りに向けた構造改革のスタートの年と位置づけると
ともに、行政組織機構についても新たな体制を整え

て、共働のまちづくりに向けた諸改革に着手してま
いりたいと考えております。 
 まず、町政執行の基本であります財政運営につい
て申し上げます。 
 国、地方を通じた税財政改革として取り組みを進
めている三位一体の改革により、国庫補助負担金及
び地方交付税の大幅な削減・見直しがなされている
中で、暫定措置とされた税源移譲分を考慮しても、
本町における地方交付税等の減少額は３億円を超え
る見込みとなり、今後の財政運営に極めて深刻な影
響を受ける状態となりました。 
 一方、歳出では、引き続き人件費総額の抑制を図
るため、職員の退職による欠員のほとんどを不補充
とすることをはじめ、旅費や施設の管理経費など裁
量的経費の削減、施設の維持補修費や投資的経費に
おいても実施時期を後年度以降に見送るなどの措置
を講じたところであります。しかしながら、扶助費
や過去の公共事業に伴う町債の償還等の増加によ
り、歳出の削減額は地方交付税などの歳入額の大幅
な減少には追いつかず、最終的に財政調整基金と減
債基金の取り崩し額は、平成１５年度の額を超える
規模で予算の編成を行ったところであります。 
 本年度の国の三位一体改革の実施による大幅な歳
入額の減少傾向は、ここ何年か続くとされておりま
すことから、今までどおり進めてきた行財政改革の
経験値を持って対応することは限界であり、新たに
歳出構造を根本から見直しする作業に着手してまい
ります。 
 これからの取り組みの中では、少なからず町民の
痛みを伴うものとなりますが、納税者と将来世代へ
の責任を果たすという視点に立って、議員各位並び
に町民皆様の御支援と御協力をいただきながら、と
もに汗してまいりたいと存じます。 
 引き続き今年度におきましても、第４次上富良野
町総合計画が目標とする「四季彩のまち・かみふら
の～ふれあい大地の創造」を目指し、まちづくりの
基本方針として掲げている「新時代をひらく取り組
み」、「町民主役の取り組み」、「ソフト重視の取
り組み」、「情報発信・受信の取り組み」、「連携
のとれた取り組み」を基本にしながら、４つの柱で
ある「豊かな心の人のまち」、「活力ある産業のま
ち」、「住みよい快適なまち」、「共に創るまち」
の各分野の諸施策を推進してまいります。 
 初めに、１つ目の柱であります、「豊かな心の人
のまち」づくりについてであります。 
 国際的にも国内的にも大きく変化する社会の中に
あって、本町が真の豊かさや生きがいと活力に満ち
た地域社会を築いていくためには、その基礎となる
人づくりが最も重要であります。 
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 このため、教育委員会とも十分連携をとりなが
ら、生涯学習の観点に立って幼児から高齢者までの
各期にわたり、教育・文化・スポーツなど、各領域
にわたる学習の場の条件整備に努めてまいります。 
 人材育成では、引き続き友好都市提携を結んでい
るカナダ国カムローズ市と三重県津市との交流に努
め、特に本年は、昭和５５年に発足した「東中清流
獅子舞」の保存と次世代への継承を図るための予算
措置を講じたところであります。 
 健康と福祉の施策については、町民のだれもがい
つまでも健康で安心して暮らすことができるよう、
保健・福祉・医療が緊密に連携して、各種施策に取
り組んでまいります。 
 そのための拠点施設として、昨年度建設に着手し
ました保健福祉総合センターは、本年１０月の完成
に向け、施設整備や管理運営体制の準備に万全を期
すとともに、完成後には多くの町民の方々に御利用
いただけるよう、開館後の運営にも十分な対応を
図ってまいります。 
 また、保健福祉総合センターの完成により、老人
身障者保健センター内から社会福祉協議会、在宅介
護支援センターを移転することとし、その後は、母
子通園センター、障害者小規模作業所などの活動の
場として有効活用を図るために、必要最小限の施設
改修を実施してまいります。 
 高齢者福祉及び介護保険制度については、第２期
上富良野町高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計
画に基づき、本年度も在宅福祉を重点として、介護
保険のサービスの安定的な提供と在宅サービスの利
用促進に努めてまいります。 
 障害者対策については、障害者が障害のない人た
ちとともに地域で暮らし、社会参加ができるような
地域づくりを目指し、障害者計画に基づきながら障
害者福祉施策の具現化に取り組んでまいります。ま
た、昨年度から支援費制度に移行した障害者福祉
サービス給付事業につきましても、円滑に推進する
よう努めてまいります。 
 児童福祉については、本年度より子育て支援セン
ターを開設して、育児不安についての相談指導や子
育てサークルへの活動支援などの事業を展開してま
いります。 
 また、少子化時代を見据え、子育てに関する施策
の方向性を定めるエンゼルプランについては、昨年
７月に次世代育成支援対策推進法が制定され、平成
１７年から５ヵ年の行動計画の策定が義務づけられ
たことから、策定委員会での審議と北海道との協議
を経て、子育て家庭への支援と、子育てを地域全体
で支える仕組みを、国の指導に基づき本年度中に計
画を策定してまいります。 

 保育所については、利用者の期待に応える保育所
運営を目指し、障害児や乳幼児、また一時的に保育
に欠ける児童についても、できる限り受け入れに努
めてまいります。 
 西保育所については、４月１日から指定管理者で
ある学校法人専誠寺学園による運営が始まることか
ら、安定的な保育所運営ができるように支援してま
いります。 
 保健予防関係については、重点事業として平成１
１年度から行ってまいりました新寝たきり老人ゼロ
作戦事業が本年度で最終年となりますが、生活習慣
病予防のための健康相談や訪問指導、職域における
健康教室などを軸に、引き続き予防活動を実施して
まいります。これらの取り組みを通じ、働き盛りの
方の死亡の減少、健康寿命の延伸、医療費縮減を目
的とした「健康２１上富良野計画」の一層の推進を
図ってまいります。 
 ラベンダーハイツについては、開設２１年目を迎
えますが、利用者一人一人にきめ細かなサービスを
提供するため、ケアプランに基づいた施設介護サー
ビスの提供と居宅介護施設（ショートステイ）とし
て在宅福祉サービスの向上に努めてまいります。 
 デイサービスセンターについては、在宅福祉の拠
点として利用者ニーズに合った諸行事を取り入れ、
地域のボランティアの協力もいただきながら、健康
管理と生きがいのある日常生活が送れるよう、サー
ビスの向上に努めてまいります。 
 国民健康保険事業環境は、国の医療保険制度全体
のあり方が検討されている中でもあり、平成１４年
８月の健康保険法改正を基盤とした運営が継続され
る状況にあります。 
 医療給付については、平成１５年度国保税の改正
を行ったことにより、本年度においても比較的安定
した状況で推移することが予測されますので、基金
の取り崩しを最小限にとどめ、運営の安定化に努め
てまいります。 
 一方、介護納付金については、前年に比較し約２
０％の増額納付が見込まれることから、その財源確
保に関係税条例の改正案を本定例会に提案せざるを
得ない状況であります。改定に当たりましては、応
能応益割合を考慮しつつ、可能な限り最小の改定幅
を持って臨み、運営の安定を図ってまいります。 
 医療給付事業については、重度心身障害者、母子
家庭、乳幼児及び老人医療の給付を北海道の医療給
付助成を受けて実施いたします。 
 なお、北海道では、助成制度の改正を検討してい
ることから、その内容を見極めて対応してまいりま
す。 
 老人保健事業については、対象年齢の引き上げ改
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正から１年半を経過し、対象者数の変化はわずかな
ものの、公費負担割合が段階的に引き上げられ、町
の負担につきましては、前年に比べ１０％程度の増
となってきております。今後とも、財源確保には相
当厳しい状況が予想されますが、町民の医療環境の
基盤となることを認識し、安定した運営に努めてま
いります。 
 病院事業については、２年に一度診療報酬の改定
が行われており、本年度も引き下げに向けた改定が
予定されております。また、患者の定率負担導入な
ど医療制度改革が行われることにより、医業収入の
減少傾向が見込まれ、病院経営を取り巻く環境は厳
しいものとなりますが、一層の経営改善に努めてま
いります。 
 次に、２つ目の柱の「活力ある産業のまち」づく
りについてであります。 
 近年の農業・農村を取り巻く情勢は、担い手の減
少や高齢化、農畜産物の輸入増にともなう価格の低
迷、さらに米政策改革により、米の計画流通制度を
廃止し市場原理を導入するなど、農業においては大
きな転換期を迎えております。 
 一方、ＢＳＥをはじめとする食品事故の増加、農
薬の不正使用等に伴い食の安全・安心が揺らぐ中
で、消費者の食の安全・安心に対する関心は一層高
まっております。 
 このような状況を踏まえ、町の基幹産業である農
業振興については、農業者の自主的、主体的な取り
組みを基本として、営農条件に即した輪作体系の確
立、農薬や化学肥料を最小限に抑える農畜産物の生
産、生産コストの低減など、良質な農産物の生産が
図られるよう、第５次農業振興計画の諸施策を関係
機関との連携のもとに推進してまいります。 
 効率的な農業経営を推進するため、農業委員会と
連携を図り、急傾斜地などで条件が不利な農地には
植林を勧め、優良農地の保全確保に努めます。 
 また、農地の流動化については、規模拡大を目指
す経営者や新規就農者に対し、農地保有合理化事業
を主体とした資金等の有効利用を図り、流動化を積
極的に進めてまいります。 
 米政策改革については、昭和４６年より減反・休
耕・転作へと形を変えながら、国はさまざまな対策
を講じてきたところでありますが、本年度からは消
費者重視、市場重視の需用に見合う売れる米づくり
を基本として水稲作付けが行われることになりま
す。 
 また、平成２０年度からは、政府主導による米生
産目標数量配分から、生産者、生産者団体主体の生
産調整に移行することになります。農業者の皆様に
とりましては、極めて厳しい見通しとなり大きな決

断をすることになりますが、本町におきましても地
域水田農業ビジョンに沿って、農業者の皆さんに自
主的、主体的な取り組みをお願いするものでありま
す。 
 演習場周辺農業用施設設置助成事業については、
防衛施設庁所管の補助採択を受け、農協の事業主体
により、麦乾燥調整施設の建設を本年度から平成１
７年度までの２ヵ年間で建設されることになりま
す。 
 国営土地改良事業フラヌイ１期地区については、
平成１５年度をもって完了したことから、本年度よ
り地元負担金の償還を行ってまいります。 
 森林整備地域活動支援交付金事業については、水
土保全や大気環境、地球温暖化防止など、森林の持
つ公益的機能を持続させるため、民有林の施業計画
に基づき、適切な管理を行う森林所有者の活動に対
して、国・道費補助とあわせて、町も助成を行って
まいります。 
 活力ある商業の振興を図るため、商工会との連携
を密にして、引き続き小規模事業者の店舗増改築等
に助成してまいります。 
 また、地域産業の育成のため、企業に対する雇用
助成・利子補給・税の優遇処置などを継続するとと
もに、中小企業の融資を通じて事業資金の円滑な供
給に努めてまいります。 
 今年度、新しい試みとなります空き店舗対策助成
事業については、商店街ににぎわいを取り戻すため
に商工会が事業主体となり、ＮＰＯ法人「上富良野
たんぽぽの会」の参画を得て取り組んでいくことと
しております。 
 地域の住民や高齢者等との交流、趣味の活動など
のコミュニティー機能と地場産物の販売の場として
も利活用し、商店街の集客力の向上を図ることか
ら、この商工会の空き店舗対策助成事業に対して
は、国の助成措置も受けながら支援してまいりま
す。 
 国の緊急地域雇用創出特別対策事業においては、
大雪山国立公園内にある市町村が連携し、大雪山系
山道保全事業として、山岳地域の利用秩序、利用意
識の向上と登山・遊歩道の案内看板等の手直しや保
全巡視を行い、貴重な自然環境の保全に努めてまい
ります。 
 観光の振興については、観光産業が町の重要な産
業であることから、絶えず町の情報発信を行い、町
観光協会、観光諸団体及び富良野地域の市町村と連
携し、効果の上がるよう一層の誘客事業を推進して
まいります。 
 ラベンダー観光客を町中に誘導する手法として、
長い歴史がありますラベンダーまつりと、十勝岳火
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まつりをあわせて開催することにより、町民や観光
客に喜んでいただけるイベントになるよう計画を進
めてまいります。 
 次に、３つめの柱の「住みよい快適なまち」につ
いてであります。 
 良好な市街地形成に向け、引き続き都市計画マス
タープランに位置づけされた事業の推進を図ってま
いります。 
 駅及び駅周辺地域の整備については、昨年度着手
しました、通称銀座通りの整備を完了することとし
ております。また、通称本通りの整備についても、
商店街の活性化、良好な街なみ形成を図る観点か
ら、早期の完成を北海道に要請しながら、商店街活
力への支援など、町としての役割を果たしてまいり
ます。 
 町内主要施設への誘導案内サインについては、市
街地区の整備が昨年度完了しましたので、今年度は
郡部地区の整備を進め、町民はもとより来町者の利
便性の向上を図ってまいります。 
 景観行政については、国における景観基本法制定
の動きや、国道２３７号線がシーニックバイウェイ
制度のモデルルートとして指定されるなど、昨今の
景観行政の情勢を踏まえ、総合的、かつ有効的な景
観施策の実施に向けた準備を進めるとともに、あわ
せて町民の景観に対する意識の高揚に努めてまいり
ます。 
 町営住宅の整備については、３年目を迎える泉町
団地の建替事業を、３号棟８戸の建設を本年度から
２ヵ年計画で建設してまいります。 
 既設町営住宅の改修については、上富良野町町営
住宅ストック総合活用計画に基づき、東中団地４棟
８戸の住宅環境整備事業として、浄化槽設置の水洗
化を行うとともに、町営住宅の適正な維持管理に努
めてまいります。 
 飲料水供給施設整備事業については、倍本地区の
配水管等の老朽化に伴う水圧不足が顕著にあらわれ
たことから、昨年度行った老朽度診断の結果をもっ
て札幌防衛施設局と協議を重ねた結果、障害防止事
業として採択を受け、事業期間は２ヵ年間を予定
し、本年度は実施設計に着手してまいります。 
 簡易水道施設整備事業については、里仁浄水場の
原水における水質悪化によるクリプトスポリジゥム
の予防対策として、昨年度実施設計を終え、本年度
はろ過施設の建設に着手し、良質で安全な飲料水の
供給に努めてまいります。 
 公共下水道事業については、計画的な事業の推進
を図り、本年度は北町地区の汚水管渠工事を実施
し、衛生的で快適な生活環境の向上に努めてまいり
ます。 

 クリーンセンターの運営については、富良野広域
圏分担処理の一環として、圏域内他市町村の衛生用
品・粗大ごみを受け入れ処理しながら、安定した稼
働を続けております。今後とも、施設整備の経年経
過による補修等を加えながら、地域はもとより町民
の皆様に安心していただけるよう、施設の管理運営
に努めてまいります。 
 また、し尿及び生ごみに関しましては、富良野地
区環境衛生組合、汚泥再生処理センターの本格稼働
により、順調にその処理が行われております。 
 合併浄化槽設置事業については、本年度において
も５人槽換算３０基を計画し、希望を募ってまいり
たいと考えております。 
 交通安全関係については、死亡事故ゼロ５００
日、１, ０００日を目指し、「交通安全は家庭か
ら」をメインスローガンとして、１件でも事故発生
を未然に防ぐため、参加型の交通安全活動の推進
と、地域のマンパワーの掘り起こしや関係団体との
連携を深め、意識の高揚とともに連携感を醸成しな
がら、息の長い啓発活動を進めてまいります。 
 防犯関係については、町内での発生件数も増加傾
向を示しており、警察や防犯関係団体との連携を密
にするほか、特徴的であります車上ねらいなどに対
する啓発活動の推進に努めてまいります。 
 町民の交通手段としての町営バス運行について
は、これまで一般の利用路線と通学路線に区分し運
行を進めてまいりましたが、規制緩和が進みスクー
ルバスへの一般の方の乗車が可能となったことか
ら、スクールバスを基本に地域住民を乗せる混乗方
式とすることで、より効率的で経済的な運行形態を
構築してまいります。 
 また、保健福祉総合センターの完成に伴い、市街
地区の高齢の方々を中心とした利用の拡大を基本
に、循環運行についても検討を進めているところで
あります。 
 なお、見直し運行につきましては本年１０月を目
途に推進するよう、現在その作業に鋭意取り組んで
いるところであります。 
 防災対策については、十勝岳噴火などの災害から
町民の生命と財産を守るための基本計画である上富
良野町地域防災計画書を、平成１４年度から１５年
度にかけて、現状に即した体制に改訂作業を進めて
おりましたが、災害対策基本法第４２条第３項の規
定に基づく北海道との協議に時間を要することか
ら、本年度において改訂作業を終えるよう取り組ん
でまいります。 
 また、総合防災訓練を検証し、現況課題を解消す
ることにより、十勝岳火山噴火災害に備えてまいり
ます。 
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 道路網の整備や河川・砂防などの施設整備につい
ては、安全で安心して暮らせる地域社会への形成
と、地域の産業を支える基盤づくりを基本に据え、
国土交通省、防衛施設庁の補助制度を活用し、有効
かつ効率的に事業を推進してまいります。 
 道路・河川の整備については、５路線の道路改
良・舗装工事、３河川の改修工事を行うこととして
おり、本年度は９０式戦車への対応として、北２４
号道路改良舗装工事の一部つけかえ工事のほか、保
健福祉総合センター前の通路整備として、南３条通
りの実施設計に着手してまいります。 
 また、東１条通りの整備事業、南２条通り歩道設
置、公共施設等サイン設置、道路側溝整備の４事業
については、防衛施設庁の調整交付金を活用し、計
画的に整備を進めてまいります。 
 除排雪対策については、除雪や運搬排雪及び交差
点の安全対策などを重点的に行い、町民が快適に活
動できるよう対応してまいります。 
 また、除雪車両については、本年度、防衛施設庁
の補助を受け、グレーダーの更新整備を図ってまい
ります。 
 次に、４つ目の柱の「共に創るまち」についてで
あります。 
 町が抱えるさまざまな課題や問題を、町民の皆様
とともに考え、町の進むべく方向を決定していくた
めにも、あらゆる分野で、男女を問わず住民参画の
拡充を図っていくことが重要であります。政策の決
定過程や評価過程などにおいて、住民参画の制度の
導入を図るとともに、附属機関等の活性化に努めて
まいります。 
 また、自治体の憲法ともいわれる自治基本条例に
ついては、「共に創るまち」の根幹をなすものであ
りますので、その制定に向けて取り組みを進めてま
いります。 
 自衛隊との協調については、上富良野駐屯地との
連携を一層強め、良好な関係を築いてまいります。 
 特に、イラクに上富良野駐屯地から人道支援のた
め、二十数名の自衛隊員が派遣になっていることか
ら、引き続き「イラク派遣自衛隊留守家庭支援窓
口」を設置し、留守家庭の方々に情報提供を行うと
ともに、不安や悩み解消に対応してまいります。そ
して、派遣された隊員の方全員が、無事帰町するこ
とを心から念願するものであります。 
 国や北海道で推進している電子自治体の推進にあ
わせ、昨年度総合行政ネットワークに接続したこと
を受けて、情報通信技術による国や自治体間の情報
伝達の効率化と安全性を高めながら、より費用対効
果を高める事務推進に努めてまいります。 
 本年７月に執行予定の参議院議員通常選挙及び本

年１２月に任期を迎える上富良野町長の選挙につい
ては、公正な執行に努めてまいります。 
 また、公職選挙法改正により新設された期日前投
票制度の活用を啓蒙するとともに、あわせて郡部投
票所の統廃合や投票所閉鎖時間の繰り上げなど、地
域住民と意見を交換しながら取り組んでまいりま
す。 
 町税は、町財政の根幹をなすものであり、自主財
源としての税収確保は極めて重要であります。 
 課税に当たっては、適正な課税客体の把握に努
め、税負担の公平と公正を期してまいります。 
 また、納税については、納期内完納の推進を図る
とともに、滞納者に対する納税意識の高揚に努め、
収納の向上対策においても、より強固な対応を進め
てまいります。 
 引き続き、徴収強化月間を設定し、催告の強化や
訪問徴収の徹底など、納入の督促に一層の努力をし
てまいります。 
 行財政改革については、これまでの大綱・実施計
画が平成１５年度で終期を迎え、一定の成果を上げ
ることができました。しかし、地方行政を取り巻く
環境は一層厳しさを増す状況にあり、行財政運営の
構造的・抜本的な改革に着手していかなければなら
ないと考えております。 
 このことから、本年度以降においては、総合計画
後期の５ヵ年間を見据え、平成２０年度の財政見通
しをも含め、町のあるべき姿を想定した中で、より
一層の取り組み強化を図ってまいります。 
 基本的には、「これからのまちづくりにおける基
本原則の確立」「行政の内部改革の徹底」「住民と
の共働による改革の徹底」を３本柱として、具体的
な実施計画を早期に策定し実践してまいります。 
 行政組織についても、組織機構改革を実施し、１
６課６５係に細分化していたものを１２課２６班に
再編統合し、関連する業務を班というグループを基
本単位とした新たな体制により、簡素で効率的な行
政運営を進めてまいります。 
 以上、平成１６年度の町政執行に当たり、所信を
述べさせていただきました。 
 次に、平成１６年度予算案の概要を申し上げま
す。 
 平成１６年度予算案の編成に当たっては、国の三
位一体改革で地方交付税を初め、国庫補助負担金が
大幅に削減される極めて深刻な事態を迎えた中でと
り進めたわけでありますが、その対応策として、人
件費、事務的経費及び施設管理に伴う裁量的な経費
など、歳出全般にわたり経費の抑制を図ったところ
であります。 
 特に一般会計では、公民館改修工事など投資的経
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費の一部についても実施年度を先送りする措置を講
じ、さらに不足する財源については、現時点での歳
出の見直しに限界があることから、財政調整基金を
初めとした各種基金をその目的の沿って所要額を取
り崩すこととし、予算総額を昨年度対比で１９. １
％減の７９億５, ３００万円規模の予算案としたと
ころであります。 
 一般会計から特別会計及び公営企業会計に対する
繰出金及び補助金などとしては、国民健康保険特別
会計には保険税軽減の措置などとして、老人保健特
別会計及び介護保険特別会計には基準に基づくもの
として、ラベンダーハイツ事業特別会計には事業運
営費として、また公共下水道事業特別会計及び簡易
水道事業特別会計には建設費及び公債費の償還に要
する経費などとして、それぞれ計上いたしました。 
 また、公営企業会計であります病院事業会計には
基準に基づく経費として、水道事業会計には水道事
業に伴う負担措置として、それぞれ計上いたしまし
た。 
 これらの措置を講ずることによりまして、特別会
計及び公営企業会計予算は、国民健康保険特別会計
１１億６, ８７９万円、老人保健特別会計１３億９,
２３１万円、公共下水道事業特別会計３億９,５７
０万円、簡易水道事業特別会計２億３, ３１４万
円、介護保険特別会計５億７, ３０２万円、ラベン
ダーハイツ事業特別会計２億７,７７ ０万円、病院
事業会計１０億１２５万５, ０００円、水道事業会
計２億６, ０３６万円となっております。 
 特別会計と公営企業会計予算の合計は５３億２２
７万５, ０００円で、一般会計予算と合わせた町の
総予算額は１３２億５, ５２７万５, ０００円で、前
年度当初予算対比１２.６ ％の減、額にして１９億
１, ５５４万１, ０００円減の財政規模になっており
ます。 
 以上、議員各位並びに町民皆様の御理解と御協力
を切にお願い申し上げ、平成１６年度の町政執行方
針といたします。 
○議長（中川一男君） 次に、教育長より教育行政
執行方針の説明を求めます。 
 教育長、高橋英勝君。 
○教育長（高橋英勝君） 平成１６年第１回定例町
議会の開会に当たり、教育委員会の所管する教育行
政の主要な方針について申し上げ、町議会並びに町
民の皆さんの深い御理解と御協力をいただきたいと
思います。 
 初めに、今日、私たちを取り巻く社会・経済情勢
は、めまぐるしく揺れ動き、明るい兆しより社会全
体が閉塞感の漂う大きな変革期を迎えており、今後
においても先行き不透明な時代が予想されます。 

 また、教育の分野においても、教育は国家百年の
計であり、国の最重要課題であるとの位置づけのも
とに、教育改革が着実に進められております。しか
し反面、国の三位一体改革による教育補助金などの
見直しがなされるなど、国の行財政改革や教育改革
に伴う種々の課題が提起されており、その動向には
目を離せないものがあります。 
 特に、地方財政の悪化は教育にも影響を及ぼし、
教育的観点での論議ではなく、財政論での路線転換
を図らざるを得ず、ますます厳しい財政運営の中で
教育を推進しなければならないといった現実的な事
情にも直面しております。 
 このように厳しい時代背景の中にあって、社会に
対応した生涯学習社会の構築や学校教育の創造な
ど、新しい視点に立った教育の展開が求められてお
ります。教育委員会といたしましても、いつの時代
においても「まちづくりの原点はひとづくり」との
基本的な使命はこれまでと何ら変わることなく不変
の精神を持って、町の総合計画と新たな第６次社会
教育中期計画を基本に、また、国、道の教育方針を
指標とし、時代の要請や社会の変化に柔軟に対応し
つつ、町民の皆さんの御理解と御協力をいただきな
がら総合的な教育行政の推進に最善の努力をしてま
いります。 
 最初に、学校教育について申し上げます。 
 学校教育につきましては、現在、国においては、
今日の急激な社会変化に対応する教育推進を目指
し、新しい時代にふさわしい広範囲にわたる教育改
革が着実に進められているところであります。 
 また、新学習指導要領が全面実施され３年目を迎
えますが、新学習指導要領のねらいは、子供たちに
基礎、基本を重視し、個性を伸ばすことにより、知
識や学ぶ意欲、思考力、判断力、表現力などまで含
めた、幅広い確かな学力を育もうとするものであり
ます。 
 この学習指導要領のより一層の充実を図るため
に、本町においても過去の習慣やマンネリ、惰性に
踏襲するのではなく、新しい意識を持って、変化す
る時代に即応した各学校の教育活動が円滑に実施さ
れ、成果が得られるよう総合的な学習の時間の充実
や、地域の自然や文化などを活用した特色ある学校
づくりに努めてまいります。 
 また、これからの学校経営は、保護者や地域社会
との連携を一層深め、地域の信頼にこたえることが
大切であり、このため学校評議員や保護者や地域の
方々の声を反映させた魅力ある学校づくりと、学校
を生涯学習の拠点として活用していただくよう積極
的に開放し、地域と結びついた地域に根ざした、開
かれた学校づくりを進めてまいります。 
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 教職員の資質と能力の向上につきましては、学校
教育の成果と児童生徒が充実した学校生活を送るた
めには、直接その任に携わっている教職員の努力と
情熱、そして指導力に負うところが大きいことか
ら、教職員みずからが教育者としての使命と専門性
を自覚して、実践的な指導力を高めることが必要で
あります。 
 特に、新学習指導要領のもとでの総合的な学習時
間の取り組みの対応については、教職員に求められ
る責務は極めて大きなものがあります。 
 このため、一人一人の課題意識や研究意欲の向上
を図るため、校内における組織的な研修、研究活動
の充実を初め、各種研究大会への積極的な参加を奨
励し、新しい教育の創意に向け、教えるプロとして
の専門性を高める研修活動の充実に努めてまいりま
す。 
 児童・生徒の指導等につきましては、心身ともに
健全な児童生徒の育成は、学校のみならず家庭や地
域社会が協力体制で取り組むことを基本とし、問題
行動の未然防止のため、上富良野の青少年健全育成
を進める会を初め、各関係機関、団体などと密接な
連携と協力を得ながら児童生徒の指導の充実に努め
てまいります。 
 また、上富良野中学校に配置しております心の教
室相談員につきましては、いじめ、不登校など問題
行動の未然防止のため、生徒のきめ細やかな指導や
相談を行い、大きな成果を上げ、学校や父母からも
高い評価を得ておりますので、引き続き配置し相談
体制の充実に努めてまいります。 
 また、子供たちが休日や放課後を自主的、自発的
にさまざまな自然体験や生活体験などの社会参加活
動を展開することができ有意義に過ごせるよう、地
域全体が一致協力し連携を深めながら、子供の健全
育成を進めるといった基本のもとに校外活動の充実
に取り組んでまいります。 
 へき地・複式教育につきましては、小規模校の特
性を生かし、一人一人の児童の個性や能力を的確に
把握し、そのよさを生かし、学ぶ意欲を高める学習
の工夫や、社会性を身につけるため他校との交流学
習を取り入れながら、地域の恵まれた自然や文化の
教育環境の活用を図り、体験的な活動や学習を推進
し、地域と一体となった特色あるへき地・複式教育
の充実に努めてまいります。 
 特殊教育につきましては、近年、児童生徒の障害
の程度もさまざまで、複雑化している中で、障害の
程度などに応じ特別の場で指導を行う特殊教育か
ら、障害のある児童生徒一人一人の教育的ニーズに
応じて適切な教育的支援を行う特別支援教育への転
換が図られようとしております。 

 このため、発達段階や障害の状況をよくとらえ、
適切に対応する指導体制と、きめ細やかな指導の工
夫と改善に努めるとともに、学校だけではなく保護
者、医療機関、特殊教育諸学校などの関係機関との
連携を一層密にして、一人一人の望ましい発達を促
す特別支援教育の充実に努めてまいります。 
 また、本町においては、年々特別支援を必要とす
る幼児、児童がふえ、障害の程度も複雑化している
こともあり、本年度、上富良野小学校と上富良野西
小学校に特別支援教育の指導体制の充実を図るた
め、２名の特別支援教育指導助手を教育委員会で雇
用し、配置いたします。 
 学校の危機管理につきましては、児童生徒の交通
事故や学校における事件、事故、さらには自然災害
などに対する安全管理や安全教育の充実に努めると
ともに、特に大阪附属小学校で起きた衝撃的な児童
殺傷事件はまだ記憶に新しく、さまざまな事故や事
件が相次いでおりますので、学校への外部からの侵
入者などによる予測もできない事故に対しては、生
命の安全を第一に考え、適切な対応ができるよう、
教職員の危機管理意識の向上と各学校の実情に応じ
た危険管理マニュアル作成など、安全管理体制や設
備の充実を図るよう取り組んでまいります。 
 教育環境の整備についてでありますが、各学校施
設の中には適切な維持管理を要する建物やグラウン
ドなどの整備が多くの懸案、課題を抱えており、今
後、教育行政への大きな財政投資が必要となってま
いります。 
 本年度は、町の財政的事情もあり、児童生徒の安
全確保と急を要する施設の改修を行いますが、今後
も年次計画で教育施設と設備の整備に努めてまいり
ます。 
 情報教育の充実のため、江幌小学校のコンピュー
タを、時代に即応し十分な能力を備えた最新機種に
更新いたします。 
 学校給食につきましては、児童生徒にバランスの
とれた安全でおいしい給食を提供するよう、今後と
も献立内容の工夫や地場産食材の積極的な活用や嗜
好も取り入れ、また、今日、食の安全を問われてお
りますので、衛生管理や衛生安全対策に細心の注意
をし、信頼され児童生徒に喜ばれる学校給食を提供
してまいります。 
 また、学校給食費につきましては、町の給食運営
費に対しての財政配慮があり、現在、近隣市町村よ
り安価での保護者の御負担をいただいております
が、給食内容の充実や地場産米の高騰、さらに地場
産食材の使用などの要因もあり、現在の給食費で現
状維持の学校給食をすることは厳しい状況下にあり
ます。このため、学校給食センター審議会に諮問



 

― 32 ―

し、種々御検討いただき、小学生８円、中学生１０
円の給食費を引き上げることでの答申を得ましたの
で、本年４月より実施いたします。 
 幼児教育につきましては、幼児期は生涯にわたる
人間形成の基礎を培う上で、極めて大切な時期であ
ります。 
 その重要性を認識し、幼児教育に社会が心を向
け、健康で明るくのびのびと行動する、心身ともに
豊かな子供の成長を目指し、学校、保育所、家庭、
地域社会との連携や交流、家庭教育学級の開催や預
かり保育の継続など社会の変化などを踏まえ、また
社会の要請にこたえる創意に富む幼稚園教育の充実
が図れるよう支援してまいります。 
 国際理解教育につきましては、子供たちが国際的
な視野を持ち、諸外国の文化や歴史を理解し、自分
の考えを表現できる基礎的な力を育成するため、英
語指導助手として、平成１３年８月より友好都市で
あるカムローズ市よりモリーン・ボールディングさ
んを招致し、学校教育と社会教育の分野のみなら
ず、両市町間の交流にも多大な御活躍をいただいて
いるところであります。 
 本年９月に任期を終え帰国いたしますので、引き
続きカムローズ市より英語指導助手を招致し、国際
理解教育の推進に努めてまいります。 
 道立上富良野高等学校の振興につきましては、平
成１４年度より校舎の全面改築が施工され、平成１
７年度には快適な教育環境の新校舎やグラウンドが
すべて完成する見通しであります。 
 町といたしましても、地域に根ざし、地域の期待
にこたえられる活力と魅力ある学校づくりのため
に、上富良野高等学校教育振興会をはじめ、各関係
機関との連携を深め、教育活動の充実や地元高校へ
の志向がより一層高まるよう支援してまいります。 
 次に、社会教育について申し上げます。 
 社会教育の推進につきましては、町民一人一人が
健康で生きがいのある人生を築き、より豊かで充実
した人生を送っていただくためには、生涯学習社会
を築くための環境づくりが必要であります。 
 このため、子供から高齢者まで、生涯のあらゆる
時期に、教育、文化、スポーツ、自由な時間の活動
などの学習の機会を選択し、だれもが、いつでも、
どこでも、自由に学ぶことができる環境づくりや、
学校教育と社会教育が相互に協調し、一体となって
取り組む学社融合の活動を推進してまいります。 
 また、学校、家庭、地域社会が相互に連携、補完
し合い、それぞれの持つ機能や役割を十分発揮しな
がら、町民のニーズの学習要求に対応した生涯学習
の充実を目指し、平成１５年度に策定した第６次社
会教育中期計画を指針とし、その計画目標の実現に

向けての推進に努めてまいります。 
 家庭教育についてでありますが、幼少年期におい
て家庭は人格の基礎を培い、また、社会生活に必要
な生活習慣やしつけを身につけるなど、家庭での教
育は非常に大切であります。 
 このため、本年度の機構改革で新設された子育て
支援班と連携を密にし、子供の発達段階に応じた子
育てのための家庭教育学級、子育てネットワークづ
くり、本の読み聞かせ会、親子のふれあいを持つ軽
スポーツ教室や講演会の開催など、地域ぐるみで協
力し、子育て支援の諸活動や相談体制をより充実す
るよう取り組み、家庭教育の向上に努めてまいりま
す。 
 青少年の学習活動についてでありますが、時代を
担う青少年の健全育成は、町民のだれもが強く望ん
でおり、また、社会教育全体で取り組まなければな
らない重要な課題でもあります。 
 また、心身ともに著しく発達する時期で、運動能
力、思考力、社会性など人間形成の基礎を培う大切
な時期でもあります。 
 このため、運動能力の向上のほか、自主性、創造
性、感受性を発揮したり、協調性や道徳観念を身に
つけるための各種体験学習や社会体験活動などをよ
り活発化するよう、子供会、スポーツ少年団や各関
係機関や団体との連携を深めながら、心身ともに健
全な子供の育成に努めてまいります。 
 また、青少年の健全育成は、地域の子供は地域全
体で育てるとの基本のもと、上富良野の青少年健全
育成をすすめる会との連携を深めながら、望ましい
環境づくりや各種事業の推進と町民意識の高揚に努
め、青少年の健全育成を進めてまいります。 
 成人（一般・女性）の学習活動についてでありま
すが、成人の学習活動については、各種学級、講
座、文化・体育団体などの活動と、サークル、グ
ループなどの学習が活発に行われ効果を上げており
ます。しかし、町民の学習ニーズは、ますます多様
化、高度化の傾向を示し、学習内容の充実を求めら
れております。 
 このため、町民ニーズに基づいた学習機会の提供
を初め、成人や女性のみならず、各領域に応じて各
関係機関や職場、団体との連携を図り、幅広い学習
機会の充実や学習活動に対する支援や積極的な参加
の推進に努めてまいります。 
 さらに、男女共同参画社会が進む中、女性の社会
参加の意識と女性の果たす役割と期待も高まってき
ておりますので、学習機会の提供や学習活動の支援
と女性団体活動の充実と活性化を図れるよう、支援
に努めてまいります。 
 高齢者の学習活動につきましては、現在の長寿社
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会にふさわしい学習活動をより充実するために、い
しずえ大学を初め、地域の老人クラブなどにおける
さまざまな学習活動を促進するとともに、年齢、体
力の個人差も広がっておりますので、個々の興味関
心に応じた学習機会の充実や、高齢者の持つ豊かな
経験と知識を生かしていただき、異なる世代との交
流や社会参加の機会を提供するよう努めてまいりま
す。 
 文化・芸術の振興につきましては、人々に感動や
生きる喜びをもたらし、豊かな人生を送る上での大
きな力になり、地域社会に豊かさと潤いをもたらし
ます。また近年、生活水準の向上や余暇時間の増大
に伴い、心の豊かさを求め、文化活動に対する欲求
や地域文化の創造への関心が高まっております。 
 このため、本町の文化振興に大きな役割を担って
いただいている文化連盟を中心に、各種団体との連
携を図りながら、文化活動への参加機会の拡充や芸
術鑑賞機会の促進に努めるとともに、各種団体や
サークル組織の育成と自主活動に対し、より活性化
が図られるよう支援してまいります。 
 また、長年の懸案でありました文化活動の拠点施
設が、保健福祉総合センター内に多目的ホールが整
備され、本年度オープンいたしますので、今後、文
化活動がより一層推進されるよう効果的な施設の運
用に努めてまいります。 
 郷土館と開拓記念館につきましては、町の歴史や
文化財に興味を持っていただけるよう、展示物の配
置がえや情報の提供、展示会等の工夫を図るなど、
効率的な運用についてさらなる努力をしてまいりま
す。 
 また、郷土学習における文化財の保護、活用と伝
承活動の促進に努めてまいります。 
 また、昭和５５年に発足した東中清流獅子舞は、
町の伝統芸能として認知され、現在、東中中学校の
生徒が継承し、その活躍は高く評価されているとこ
ろであります。 
 この伝統芸能を保存し、次世代への継承を図るた
め、伝承者の人材育成と組織の育成を図るよう支援
してまいります。 
 本年度、先進地である富山県への視察研修のため
の所要の予算措置をいたしました。 
 公民館図書室につきましては、町民の生涯学習活
動の重要な拠点施設として重要な役割を果たしてお
り、平成１４年度の利用実績は、貸出総冊数４万
８, ０７７冊、１日平均１６４冊の貸し出しを行っ
ており、平成１３年度に比べ１２５％と著しいのび
となっており、今後においてもますます読書活動が
増大するものと考えられます。 
 昨年は、貸出手続の簡素化を図るための電算化を

行いましたが、今後も学校、児童館への移動図書や
児童生徒の各種調べ学習活動の支援、さらに家庭に
おける乳幼児の読書活動や絵本の読み聞かせ会な
ど、本に親しむ環境づくりと内容の充実を図るよう
努めてまいります。 
 また、図書館の整備につきましては、町の重要な
懸案事業として種々検討をしてまいりましたが、町
の財政的な事情もあり、第４次総合計画の中での実
施計画の位置づけを明確化することが困難でありま
す。 
 このため、現在の公民館図書室を現行のままで継
続することは不便さのみならず、施設の老朽化と安
全性などの問題や町民の期待感もあることから、当
面、施設の大改修をするよう、昨年１２月に実施計
画策定の補正予算の議決をいただき、早期着工に向
けて鋭意努力をしてきたところであります。 
 当施設の改修につきましては、町の多額な財政投
資が必要であることから、道の補助採択を受けるよ
う協議を進めてまいりましたが、本年度は他の事業
との関係もあり、採択は非常に厳しい見通しであり
ます。町の経済的な財政運営を勘案し、平成１７年
度に道の補助採択を受けるよう努力し、実施するよ
う計画いたしましたので、御理解を賜りたいと存じ
ます。 
 本年度は、緊急を要する公民館屋根の改修を行う
よう、所要の予算措置をいたしました。 
 スポーツの振興につきましては、町民一人一人が
心身ともに健康で充実した生活を営み、また、人と
人とのふれあいを深める上で、スポーツ、レクリ
エーション活動の推進はとても大切なことでありま
す。 
 また、青少年の健全育成にも極めて大きな効果を
果たしております。 
 このため、多様化する町民ニーズや、子供から高
齢者に至るまでの各年代に応じたスポーツ活動を、
体育協会を初めとする関係機関との連携を深めなが
ら、生涯スポーツの振興がより一層推進されるよう
努めてまいります。 
 また、昨年オープンいたしましたパークゴルフ場
の効果的な運営と利用者に対する利便性を図るた
め、条例の一部を改正し適正な運営に努めてまいり
ます。 
 終わりに、以上、平成１６年度の教育行政執行に
ついて申し上げました。 
 今、時代の流れが大きく変化する中で、あらゆる
分野で新しい時代にふさわしいシステムづくりの改
革が進められております。 
 教育委員会といたしましても、町民の負託にこた
えるよう、当面する教育課題を的確にとらえ、時代
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の要請に対応した教育行政の推進と、さらに文化、
スポーツの振興や生涯学習の構築に最善の努力を傾
けてまいりますので、議員並びに関係各位の温かい
御支援と御協力をお願い申し上げ、教育行政執行方
針といたします。 
○議長（中川一男君） 以上で、執行方針の説明を
終わります。 
 続いて、各予算についての説明を求めます。 
 初めに、一般会計予算についての説明を求めま
す。 
 総務課長。 
○総務課長（田浦孝道君） ただいま町長及び教育
長から、町政各般にわたる基本的な執行の方針が述
べられたので、それらの内容に沿いまして編成いた
しました一般会計及び各特別会計等の予算概要につ
いて、順次御説明してまいります。 
 平成１６年度予算案では、特に企業会計を除き、
一般会計及び六つの特別会計におきまして、事務の
効率化を図る目的で導入しました事業別予算方式に
よります財務会計システムを稼働させましたことか
ら、歳出予算の説明欄の記載形式を変えたことに加
えまして、７会計を一つの冊子にまとめた予算書と
しまして調整をしてございます。 
 それでは、表紙の裏面をごらんいただきますが、
ここでは目次を掲載してございます。一般会計及び
各特別会計の、延べ７つの会計予算を網羅してござ
いまして、１ページから２４ページには会計別に、
順次、議決対象項目の部分につきまして掲載をして
ございます。２５ページ以降には、同じように会計
別に、順次、地方自治法施行令の定められてござい
ます予算に関する説明書の内容を掲載してございま
す。この予算に関する説明書部分につきましては、
各会計にわたり説明を省略し、順次、会計ごとに議
決対象項目についてのみ説明を申し上げてまいりま
す。 
 それでは、最初に１ページの議案第１号平成１６
年度上富良野町一般会計予算から説明をしてまいり
ます。 
 議案第１号平成１６年度上富良野町一般会計予
算。 
 平成１６年度上富良野町の一般会計の予算は、次
に定めるところによる。 
 以下、予算条文について朗読をいたします。 
 歳入歳出予算。 
 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ
れ７９億５, ３００万円と定める。 
 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと
の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 
 債務負担行為。 

 第２条、地方自治法第２１４条の規定により、債
務を負担する行為をすることができる事項、期間及
び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。 
 地方債。 
 第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定によ
り起こすことができる地方債の起債の目的、限度
額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 
地方債」による。 
 一時借入金。 
 第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定
により、一時借入金の借り入れの最高額は、１５億
円と定める。 
次、２ページをお開き願いたいと思います。 
 第１表、歳入歳出予算におきましては、款の名称
ごとに予算額を申し上げてまいります。 
 １款町税８億６, ７３６万７, ０００円、２款地方
譲与税１億８, ５１０万円、この款の中で、特に３
項にございます所得譲与税につきましては、御案内
のとおり国の三位一体改革によりまして、税源移譲
の暫定措置としまして創設されたものでございま
す。 
 次、３款利子割交付金８１０万円、４款配当割り
交付金１００万円、５款株式等譲渡所得割交付金６
０万円、この４款及び５款の款につきましては、新
たに款を設けたものでございますが、平成１５年度
の地方税制改正によりまして、道税として課税され
まして、その一定額が市町村に交付される内容でご
ざいます。 
 次、６款地方消費税交付金１億２,５ ７０万円、
７款国有提供施設等所在市町村助成交付金８,７７
０万円、８款自動車取得税交付金５,３ ４０万円、
９款地方特例交付金３,３ １０万円、１０款地方交
付税２８億７１０万円、１１款交通安全対策特別交
付金３００万円、１２款分担金及び負担金５,８６
１万６, ０００円。 
 ３ページに移ります。 
 １３款使用料及び手数料１億１, ９２２万３, ００
０円、１４款国庫支出金１３億１, １８９万６, ００
０円、１５款道支出金３億２, ２８２万３, ０００
円、１６款財産収入１, ３４８万６, ０００円、１７
款寄附金１万円、１８款繰入金４億１, ３１６万１,
０００円、１９款繰越金６, ０００万円、２０款諸
収入２億１, ６４１万８, ０００円、２１款町債１２
億６, ５２０万円、歳入合計７９億５, ３００万円と
なります。 
 次、４ページの歳出に移ります。 
 １款議会費７, ０８３万６, ０００円、２款総務費
２億３, ００３万円、３款民生費１２億９, ３８２万
６, ０００円、４款衛生費８億９, ６９７万５, ００
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０円、５款労働費８１万円、６款農林業費７億２５
９万８, ０００円、７款商工費２億１, ５３６万円、
８款土木費１３億７, ５５７万８, ０００円。 
 ５ページに移ります。 
 ９款消防費２億６, ８６９万９, ０００円、１０款
教育費３億４, ２０１万３, ０００円、１１款災害復
旧費２４５万円、１２款公債費１３億２, ７２８万
円、１３款諸支出金１,２ ７８万円、１４款給与費
１２億３７６万５, ０００円、１５款予備費１, ００
０万円、歳出合計も７９億５, ３００万円となりま
す。 
 次、６ページには、平成１６年におきまして、債
務負担行為の設定を必要とする５件の項目につきま
して、その目的を記載しております。 
 いずれも事業の促進を図るため、国庫債務負担行
為の制度に基づき、平成１７年度までの２ヵ年間を
かけまして、事業にそれぞれ着手予定となってござ
います。 
 なお、麦の乾燥調整施設の設置事業につきまして
は、富良野農協が事業主体となって現施設を改築す
る計画となってございます。 
 次に、７ページの地方債について申し上げます。 
 町が発行予定の地方債の限度総額を１２億６, ５
２０万円といたします。その主なものは、保健福祉
総合センターを完成させるために４億６３０万円、
国営土地改良事業フラヌイ地区の事業完了に伴う一
括負担をすることにたいしまして１億２, ０１０万
円、老人身障者センター改築に１, ３５０万円、町
営住宅の建設や除雪機械更新及び町道整備などのほ
か、国の恒久的減税措置に伴います過去の減税補て
ん債の借換分、また本年度から引き続き３ヵ年間の
継続措置とされました臨時財政対策債などを含め、
延べ１５件の起債目的をもって地方債の発行を計画
してございます。 
 ここまでが一般会計の予算の議決項目でございま
す。 
 なお、別冊にて平成１６年度一般会計予算説明資
料を議案とあわせましてお届けしてございますの
で、審議の参考としていただきたいと思います。 
 以上、簡単でございますが、一般会計予算の説明
といたします。 
○議長（中川一男君） 次に、国民健康保険特別会
計予算並びに老人保健特別会計予算について説明を
求めます。 
 町民生活課長。 
○町民生活課長（米田末範君） 議案第２号平成１
６年度上富良野町国民健康保険特別会計予算につき
まして、提案の説明を申し上げます。 
 国民健康保険を取り巻く環境は、少子高齢化の急

速な進展や社会経済情勢の変化などにより、制度的
にも財政的にも大変厳しい状況にありますことは御
案内のとおりであります。 
 さらに、現下の経済不況が保険税収納の低下を来
す等、不安定要素を抱えながらの運営を強いられて
いるところでもあります。 
 国におきましても、高齢者医療制度を中心に抜本
的改善を目指し、各種の検討が現在も継続して行わ
れているところであります。 
 本町の国民健康保険財源につきましては、平成１
５年度、医療費分を中心に税額改定をいただき、な
お不足する額を財政調整基金により充当することで
運営し、平成１６年度につきましても、医療分につ
きましては平成１４年度の老人保健制度の改正影響
により約５,００ ０万円の拠出金減が予想され、お
おむね同額程度の医療給付費増に保険基盤安定制度
等の各支援対策に財政調整基金３, １００万円を支
消充当することで対応しようとするところでありま
す。 
 一方、介護納付金につきましては、平成１６年度
予算編成に当たりまして、その納付予定額が示さ
れ、前年に比べ約２０％、金額にいたしまして約
１, ２００万円強の増額となり、その財源確保につ
きまして関係税率の増額改正をお願いせざるを得な
い状況であり、本定例会に関係条例改正を提案させ
ていただいているところであります。 
 介護納付金につきましては、加入被保険者のうち
４０歳から６５歳未満の、いわゆる２号被保険者に
限られ、かつその算定につきましては全国の介護保
険財源の３２％を、当該２号被保険者の納付額を定
められることが基本となっておりますことから、算
定納付額についても、これに対応せざるを得ない状
況にありますことを御理解賜りたいと存じます。 
 以上によりまして、平成１６年度国民健康保険特
別会計予算規模を１１億６, ８７９万円としようと
するものであります。 
 以下、議案の朗読をもって説明といたします。 
 各会計予算書８ページをお開きいただきたいと存
じます。 
 議案第２号平成１６年度上富良野町国民健康保険
特別会計予算。 
 平成１６年度上富良野町の国民健康保険特別会計
の予算は、次に定めるところによる。 
 歳入歳出予算。 
 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ
れ１１億６, ８７９万円と定める。 
 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと
の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 
 一時借入金。 
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 第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定
による一時借入金の借り入れの最高額は３億円と定
める。 
 歳出予算の流用。 
 第３条、地方自治法第２２０条第２項ただし書き
の規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用
することができる場合は、次のとおりと定める。 
 （１）保険給付費の各項に計上した予算額に過不
足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費
の各項の間の流用。 
 ９ページを御参照ください。 
 第１表、歳入歳出予算。 
 款のみについて申し上げます。 
 １、歳入。 
 １款国民健康保険税３億６, ２４３万６, ０００
円、２款国庫支出金４億４, ２３４万５, ０００円、
３款療養給付費交付金１億５, ２６３万２, ０００
円、４款道支出金９７０万３, ０００円、５款共同
事業交付金１, ７８０万６, ０００円、６款財産収入
１, ０００円、７款繰入金１億５, ３６５万８, ００
０円、８款繰越金３, ０００万１, ０００円、９款諸
収入２０万８, ０００円、歳入合計１１億６, ８７９
万円でございます。 
 １０ページをお開きください。 
 ２、歳出。 
 １款総務費４, ７６１万６, ０００円、２款保険給
付費７億１, ８２５万４, ０００円、３款老人保健拠
出金２億９, ３４１万２, ０００円、４款介護納付金
６, ５３９万３, ０００円、５款共同事業拠出金３,
５６１万３, ０００円、６款保健事業費４０８万８,
０００円、７款基金積立金１, ０００円、８款公債
費２０万円、９款諸支出金７５万２,０ ００円、１
０款予備費３４６万１,０ ００円、歳出合計１１億
６, ８７９万円となるところでございます。 
 続きまして、議案第３号平成１６年度上富良野町
老人保健特別会計予算につきまして、その要旨を御
説明申し上げます。 
 平成１４年８月に改正されました健康保険法によ
りまして、老人保健加入年齢が７５歳以上と定めら
れ、受給者数自体は自然減の状態が平成１８年まで
推移することとなり、これに伴います医療給付費減
が徐々に進む予測に反し、医療給付につきましては
おおむね前年を維持している状況となっており、予
算編成におきましても前年並みの１３億９, ２３１
万円規模となったところであります。 
 なお、歳入に関しましては、平成１４年の老人保
健法の改正に伴いまして、公費負担額が平成１５年
から平成１８年度まで段階的に引き上げられ、町か
らの繰出金につきましても、これに応じて増となる

ところであります。 
 以下、議案の朗読により説明といたします。 
 各会計予算書１１ページをお開きいただきたいと
存じます。 
 議案第３号平成１６年度上富良野町老人保健特別
会計予算。 
 平成１６年度上富良野町の老人保健特別会計の予
算は、次に定めるところによる。 
 歳入歳出予算。 
 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ
れ１３億９, ２３１万円と定める。 
 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと
の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 
 １２ページをお開きいただきたいと存じます。 
 第１表、歳入歳出予算。 
 １、歳入。 
 １款支払基金交付金８億４, ０１９万１, ０００
円、２款国庫支出金３億６, ６１７万円、３款道支
出金９, １５４万２, ０００円、４款繰入金９, ４４
０万４, ０００円、５款繰越金１, ０００円、６款諸
収入２, ０００円、歳入の合計が１３億９, ２３１万
円でございます。 
 次に、２、歳出。 
 １款総務費２８５万９,００ ０円、２款医療諸費
１３億８, ９４４万８, ０００円、３款諸支出金３,
０００円、歳出も歳入合計と同額でございます。 
 以上、説明といたします。 
○議長（中川一男君） 次に、介護保険特別会計予
算について説明を求めます。 
 保健福祉課長。 
○保健福祉課長（佐藤憲治君） 議案第４号平成１
６年度上富良野町介護保険特別会計予算につきまし
て、その要旨を御説明申し上げます。 
 介護保険制度が始まって５年目を迎え、高齢化の
進展により要介護認定者数も増加しておりますが、
在宅介護を主に介護サービスの利用促進が図られる
など、制度の定着により介護保険の財政運営は安定
した状況で推移いたしております。 
 このような状況を踏まえ、御提案いたしました平
成１６年度予算につきましては、介護保険料と国、
道、町の公費負担を財源としまして、介護サービス
費用や事業運営にかかる事業費用を賄うことの予算
を計上いたしたところであります。 
 その中で、歳出予算の大半を占めております保険
給付費につきましては、第２期介護保険事業計画に
基づきますこととともに、前年度の給付実績を見極
め、所要の額を計上いたしております。 
 また、保険給付の対象外の制度として、町独自で
実施しております特別給付費につきましても、前年
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度の対象者数、利用回数等、給付実績を参考の上、
給付費用とその費用に充てる基金繰入金を計上いた
したところであります。 
 以上によりまして、本特別会計予算規模を対前年
度比１, ００２万円、率にいたしまして１, ８％増の
５億７, ３０２万円とするところであります。 
 以下、議案を朗読により説明いたします。 
 議案第４号平成１６年度上富良野町介護保険特別
会計予算。 
 平成１６年度上富良野町の介護保険特別会計の予
算は、次に定めるところによる。 
 歳入歳出予算。 
 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ
れ５億７, ３０２万円と定める。 
 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと
の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 
 歳出予算の流用。 
 第２条、地方自治法第２２０条第２項ただし書き
の規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用
することができる場合は、次のとおりと定める。 
 １、保険給付費の各項に計上した予算額に過不足
を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の
各項の間の流用。 
 １４ページをお開きいただきたいと思います。 
 第１表、歳入歳出予算、以下、款ごとの金額のみ
申し上げます。 
 １、歳入。 
 １款介護保険料９, ０５２万４, ０００円、２款国
庫支出金１億４, ２１７万３, ０００円、３款道支出
金６, ６９１万１, ０００円、４款支払基金交付金１
億７, １２９万２, ０００円、５款財産収入１, ００
０円、６款繰入金１億２１１万１, ０００円、７款
繰越金１, ０００円、８款諸収入７, ０００円、歳入
合計５億７, ３０２万円となるところであります。 
 ２、歳出。 
 １款総務費３, ２９７万８, ０００円、２款保険給
付費５億３, ５３７万４, ０００円、３款財政安定化
基金拠出金５４万４, ０００円、４款特別給付費２
００万円、５款基金積立金１, ０００円、６款諸支
出金５, ０００円、７款予備費２１１万８, ０００
円、歳出合計も歳入合計と同額となるところでござ
います。 
 以上、議決項目につきまして、説明といたしま
す。 
○議長（中川一男君） 暫時休憩いたします。 

──────────────────                
午前１０時３６分 休憩 
午前１０時５５分 再開 

──────────────────                

○議長（中川一男君） 休憩前に引き続き、会議を
開きます。 
 各予算の説明を続行いたします。 
 簡易水道事業特別会計予算及び公共下水道事業特
別会計予算について説明を求めます。 
 上下水道課長。 
○上下水道課長（早川俊博君） それでは議案第５
号平成１６年度上富良野町簡易水道事業特別会計予
算の概要から申し上げます。 
 予算総額２億３,３１ ４万円を計上させていただ
いております。前年度対比では１億５, ２５４万
円、１８９. ３％の増となってございます。 
 主な増額の要素といたしましては、里仁浄水場の
水質悪化に対します恒久対策としまして、昨年から
２カ年計画で事業に着手しております、ろ過装置の
設置に対する建設費相当分が増額となっているとこ
ろでございます。 
 以下、議案を朗読し、説明とさせていただきま
す。 
 議案第５号平成１６年度上富良野町簡易水道事業
特別会計予算。 
 平成１６年度上富良野町の簡易水道事業特別会計
の予算は、次に定めるところによる。 
 歳入歳出予算。 
 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ
れ２億３, ３１４万円と定める。 
 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと
の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 
 地方債。 
 第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定によ
り起こすことができる地方債の起債の目的、限度
額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 
地方債」による。 
 一時借入金。 
 第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定
による一時借入金の借り入れの最高額は１億２, ５
００万円とする。 
 第１表、歳入歳出予算につきましては、款ごとの
金額のみ申し上げます。 
 １、歳入。 
 １款使用料及び手数料１, ７２１万６, ０００円、
２款国庫支出金５, ５０３万３, ０００円、３款繰入
金４, ４１６万９, ０００円、４款繰越金１, ０００
円、５款諸収入４２２万１, ０００円、６款町債１
億１,２５ ０万円、歳入の合計といたしまして２億
３, ３１４万円でございます。 
 ２、歳出。 
 １款衛生費２億２４３万４, ０００万円、２款公
債費３, ０７０万５, ０００円、３款繰出金１, ００
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０円、歳出の合計、２億３, ３１４万円でございま
す。 
 次のページをお開き願います。 
 第２表、地方債。 
 地方債につきましては、里仁浄水場のろ過装置の
整備事業でございまして、限度額が１億１, ２５０
万円でございます。 
 続きまして、議案第６号平成１６年度上富良野町
公共下水道事業特別会計予算の概要を申し上げま
す。 
 予算総額３億９,５７ ０万円を計上いたしており
ます。前年度対比では１億７, ９４０万円、３１. ２
％の減となってございます。 
 主な減額の要因といたしましては、汚水管渠の整
備が終盤にきていますことから、建設事業費が対前
年比１億７,９８ ０万円の減額になっていることに
よるものでございます。 
 また、平成１６年度から、建設にかかる起債の元
金償還期間２５年と減価償却期間４４年との差によ
ります資金不足を補うため、資本費平準化債が適用
されたことに伴いまして、元金の償還額から減価償
却相当額を差し引いた残りの４,２７ ０万円を起債
対象となりましたことから、一般会計からの繰入金
の起債相当分が減額となっているところでございま
す。 
 以下、議案を朗読し、説明とさせていただきま
す。 
 議案第６号平成１６年度上富良野町の公共下水道
事業特別会計予算。 
 平成１６年度上富良野町の公共下水道事業特別会
計の予算は、次に定めるところによる。 
 歳入歳出予算。 
 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ
れ３億９, ５７０万円と定める。 
 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと
の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 
 債務負担行為。 
 第２条、地方自治法第２１４条の規定より債務を
負担する行為をすることができる事項、期間及び限
度額は、「第２表 債務負担行為」による。 
 地方債。 
 第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定によ
り起こすことができる地方債の起債の目的、限度
額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 
地方債」による。 
 一時借入金。 
 第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定
による一時借入金の借り入れの最高額は１億円と定
める。 

 次のページをお開き願います。 
 第１表、歳入歳出予算につきましては、款ごとの
金額のみ申し上げます。 
 １、歳入。 
 １款分担金及び負担金１, ６８０万円、２款使用
料及び手数料１億１, ４６４万円、３款国庫支出金
１, ９１０万円、４款繰入金１億８, １１５万５, ０
００円、５款繰越金１,０ ００円、６款諸収入４０
万４, ０００円、７款町債６, ３６０万円、歳入の合
計３億９, ５７０万円でございます。 
 ２、歳出。 
 １款下水道事業費１億３, ８５４万円、２款公債
費２億５, ６６５万９, ０００円、３款繰出金１, ０
００円、４款予備費５０万円、歳出の合計３億９,
５７０万円でございます。 
 次のページお開き願います。 
 第２表、債務負担行為。 
 水洗化等改造資金貸し付けに伴う利子補給金とし
まして、今年度は３件を見込んでいるところでござ
います。 
 第３表、地方債につきましては、公共下水道事業
の一般分２, ０９０万円と資本費平準化分の４, ２７
０万円、合わせて６, ３６０万円を見込んでおりま
す。 
 以上で説明といたします。 
○議長（中川一男君） 次に、ラベンダーハイツ事
業特別会計予算について説明を求めます。 
 特別養護老人ホーム所長。 
○特別養護老人ホーム所長（林下和義君） 議 案第
７号上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計予算
につきまして、提案の要旨を御説明申し上げます。 
 ラベンダーハイツ事業につきましては、利用者が
生きがいある生活が送れますよう、創意工夫により
質の高い施設介護サービス並びに居宅介護サービス
の提供に努めるよう、予算の構成に当たったところ
でございます。 
 予算の総額は、前年に比較して１,９ ９０万円の
減で、率にいたしまして６. ７％減の２億７, ７７０
万円となったところでございます。 
 予算の内容につきましては、歳入でございます
が、サービス収入は、前年度の状況並びに今後の利
用状況を十分勘案いたしまして、予算を計上いたし
たところでございます。 
 また、一般会計からの繰入金につきましては、前
年度に比較し約１,５８ ０万円の減額に努め、施設
運営の適正化を図ったところでございます。 
 歳出でございますが、主な原因といたしましてラ
ベンダーハイツの公債費が約２,０２ ０万円減額に
なったところであり、また、施設における諸経費の
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減額、効率化に努め、健全経営に努めるよう予算の
掲示をいたしております。 
 以下、議案の朗読をもって説明にかえさせていた
だきたいと思います。 
 議案第７号平成１６年度上富良野町ラベンダーハ
イツ事業特別会計予算。 
 平成１６年度上富良野町のラベンダーハイツ事業
特別会計の予算は、次に定めるところによる。 
 歳入歳出予算。 
 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ
れ２億７, ７７０万円と定める。 
 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと
の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 
 一時借入金。 
 第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定
による一時借入金の借り入れの最高額は４, ０００
万円と定める。 
 ２４ページをお開きいただきたいと思います。 
 第１表、歳入歳出予算。 
 １、歳入。 
 第１款サービス収入２億５, ８６６万２, ０００
円、２款寄附金５万円、３款繰入金５７０万円、４
款繰越金１, ３００万円、５款諸収入２８万８, ００
０円、歳入合計２億７, ７７０万円となります。 
 ２、歳出。 
 第１款総務費１億８, ５７０万７, ０００円、２款
サービス事業費８, ４５５万１, ０００円、３款施設
整備費１００万円、４款公債費６３４万１, ０００
円、５款諸支出金１, ０００円、６款予備費１０万
円、歳出合計２億７, ７７０万円となります。 
 以上、議決項目の説明とさせていただきます。 
 よろしくお願い申し上げます。 
○議長（中川一男君） 次に、水道事業会計予算に
ついて説明を求めます。 
 上下水道課長。 
○上下水道課長（早川俊博君） 議案第８号平成１
６年度上富良野町水道事業会計予算につきまして、
初めに予算の概要を申し上げます。 
 収益的収入及び支出の予算総額１億８, ４６５万
円を計上いたしております。給水収益の減により、
前年当初比では２８５万円の減、率にしますと１.
５％の減となっているところでございます。 
 一般会計からは、拡張事業分の償還金などの負担
金としまして、１, ０８６万７, ０００円が繰り入れ
されております。 
 また、資本的収入では予算額１１０万円を、同じ
く支出につきましては７,５７ １万円の予算額を計
上いたしております。前年対比では１, ４８１万
円、１９.６ ％の増となっているところでございま

す。 
 増額の要因といたしましては、計量法に基づく水
道メーター器の更新の個数が前年と比較して増加し
たことによるものでございます。 
 また、資本的収入が資本的支出額に対し不足する
額につきましては、過年度分損益勘定留保資金で補
てんしようとするものでございます。 
 以下、議案を朗読し、説明にかえさせていただき
ます。 
 議案第８号平成１６年度上富良野町水道事業会計
予算。 
 総則。 
 第１条、平成１６年度上富良野町水道事業会計予
算は、次に定めるところによる。 
 業務の予定量。 
 第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。 
 （１）給水戸数、４, ２７５戸。 
 （２）年間総給水量、８９万４００立方メート
ル。 
 （３）１日平均給水量、２, ４３９立方メート
ル。 
 収益的収入及び支出。 
 第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のと
おりと定める。 
 収入。 
 第１款水道事業収益１億８, ４６５万円、第１項
営業収益１億７, ３６４万４, ０００円、第２項営業
外収益１, ０９０万６, ０００円、第３項特別利益１
０万円。 
 支出。 
 第１款水道事業費用１億８, ４６５万円、１項営
業費用１億１, ８１４万９, ０００円、第２項営業外
費用４, ９９９万６, ０００円、第３項特別損失３５
８万９, ０００円、第４項予備費１, ２９１万６, ０
００円。 
 資本的収入及び支出。 
 第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のと
おりと定める。 
 資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額
７, ４６１万円につきましては、過年度分損益勘定
留保資金７,４６ １万円で補てんしようとするもの
でございます。 
 収入。 
 第１款資本的収入１１０万円、第１項負担金１０
０万円、第２項固定資産売却代金１０万円。 
 支出。 
 第１款資本的支出７,５ ７１万円、第１項建設改
良費４, １６６万３, ０００円、第２項企業債償還金
３, ４０４万７, ０００円。。 
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 議会の議決を経なければ流用することのできない
経費。 
 第５条、次に掲げる経費については、その経費の
金額をそれ以外の経費の金額に流用し、またそれ以
外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会
の議決を経なければならない。 
 （１）職員給与費、３, ８０３万円。 
 （２）交際費、３万円。 
 他会計からの補助金。 
 第６条、水道事業運営のため、一般会計からこの
会計へ補助を受ける金額は、１, ０８６万７, ０００
円でございます。 
 棚卸資産購入限度額。 
 第７条、棚卸資産の購入限度額は２, ３２２万２,
０００円と定める。 
 次の１ページから２２ページの予算実施計画予算
説明書、また２３ページからの調書につきまして
は、説明を省略させていただきます。 
 以上で説明といたします。 
○議長（中川一男君） 次に、病院事業会計予算に
ついて説明を求めます。 
 病院事務長。 
○町立病院事務長（三好稔君） ただいま上程され
ました議案第９号平成１６年度上富良野町病院事業
会計予算につきまして、概要を御説明申し上げま
す。 
 病院経営に関する業務の取り組みにつきまして
は、さきの町政執行方針に述べさせていただきまし
たことから、省略させていただきます。 
 次に、予算規模についてでありますが、３条予算
の収益的収支では９億１, ９８０万８, ０００円、前
年比５, ２８５万４, ０００円、５. ４％の減となり
ました。 
 収入の主なる減額の要因は、外来収益の減少と経
営健全化に対する一般会計補助金との減額でありま
す。 
 また、費用の減額の主なる要因は、院外処方への
進展による診療材料費、薬品費の減少によるもので
あります。 
 ４条予算資本的収支では８, １４４万７, ０００
円、前年比２, １２９万３, ０００円、３５. ４％の
増であります。 
 収入の主なる要因は、企業債元金の償還に一般会
計からの出資金の繰入額の増であります。 
 また、費用の増の要因は、平成１４年度に更新整
備した医療器械ＣＴ等にかかる企業債償還金の発生
によるものであります。 
 こうしたことから、病院事業の予算総額は１０億
１２５万５,０００ 円、前年比３, １５６万１, ００

０円、３. １％の減となったところであります。 
 なお、一般会計からの繰入金は、収益的収入の負
担金及び補助金で１億８, ２９５万１, ０００円、資
本的収入の出資金で６, ７０４万７, ０００円、合わ
せた繰入金総額は２億４, ９９９万８, ０００円、前
年比４６０万６, ０００円、１. ９％の増でありま
す。 
 以下、議案を朗読し、説明といたします。 
 予算書をお開きいただきたいと思います。 
 議案第９号平成１６年度上富良野町病院事業会計
予算。 
 総則。 
 第１条、平成１６年度上富良野町病院事業会計の
予算は、次に定めるところによる。 
 業務の予定量。 
 第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。 
 （１）業務量。 
 イ、病床数、一般病床４４床、療養型病床３６
床。 
 ロ、患者数、年間７万６, ３４３人、１日平均２
８０人。入院患者、一般病床、年間１万４, ６００
人、１日平均４０人。療養型病床、年間８, ５７８
人、１日平均２３人。外来患者、年間５万３,１６
５人、１日平均２１７人。 
 収益的収入及び支出。 
 第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のと
おりとする。 
 収入。 
 第１款病院事業収益９億１, ９８０万８, ０００
円、第１項医業収益８億７６３万５,０ ００円、第
２項医業外収益１億１, ２１７万３, ０００円。 
 支出。 
 第１款病院事業費用９億１, ９８０万８, ０００
円、第１項医業費用９億３８５万円、第２項医業外
費用１, ５９４万７, ０００円、第３項特別損失１,
０００円、第４項予備費１万円。 
 資本的収入及び支出。 
 第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のと
おりと定める。 
 収入。 
 第１款資本的収入８, １４４万７, ０００円、第１
項出資金６, ７０４万７, ０００円、第２項企業債
１, ４４０万円。 
 支出。 
 第１款資本的支出８, １４４万７, ０００円、第１
項企業債償還金６, ２１０万９, ０００円、第２項建
設改良費１, ９３３万８, ０００円。 
 企業債。 
 第５条、起債の目的、限度額、起債の方法、利率
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及び償還の方法は、次のとおり定める。 
 起債の目的、医療機械等整備事業。 
 限度額、１,４４０万 円。 
 起債の方法、普通貸借または証券発行。 
 利率、４％以内。 
 償還の方法、政府資金については、その融資条件
による。銀行その他の場合は、その債権者と協定す
るものとする。ただし、企業財政その他の都合によ
り据え置き期間及び償還期限を短縮し、もしくは低
利に借りかえすることができる。 
 一時借入金。 
 第６条、一時借入金の限度額は７億円と定める。 
 予定支出の各項の経費の金額の流用。 
 第７条、予定支出の各項の経費の金額を流用する
ことのできる場合は、次のとおりと定める。 
 （１）、医業費用と医業外費用との間。 
 議会の議決を経なければ流用することのできない
経費。 
 第８条、次に掲げる経費については、その経費の
金額をそれ以外の経費の金額に流用し、またはそれ
以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議
会の議決を経なければならない。 
 （１）職員給与費、６億６３５万８, ０００円。 
 （２）交際費、５０万円。 
 他会計からの補助金。 
 第９条、一時借入金利子及び特殊経費に充てるた
め、一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は
３, ８５０万５, ０００円である。 
 棚卸資産購入限度額。 
 第１０条、棚卸資産の購入限度額は、１億５, １
３１万７, ０００円と定める。 
 次の、１ページから２１ページの予算実施計画、
資金計画、損益計算書、予定貸借等などの説明資料
等につきましては、説明を省略させていただきたい
と思います。 
 以上、説明といたします。御審議賜りまして、お
認めくださいますようお願い申し上げます。 
○議長（中川一男君） 以上で議案の説明を終わり
ます。 
 これより、質疑に入ります。 
 なお、先ほど前段で説明されました町長並びに教
育長の行政執行方針に基づいて、各案件が今議会に
提出されております。この質疑は、先ほど町長並び
に教育長の行政執行方針の概要についてのみ質疑と
いたします。 
 また、質疑の回数は、上富良野町議会運営に関す
る先例により、１人１回限りといたします。 
 これより、質疑をお受けいたします。 
 １３番村上和子君。 

○１３番（村上和子君） ただいま、町長の執行方
針が述べられましたが、そこで、今年は歳出構造を
根本から見直しをする作業に着手するとおっしゃい
ましたが、私もまさにそのとおりであると考えま
す。 
 それで申しますのは、平成１６年度は財政調整基
金の取り崩しが、１５年度を上回る規模で予算編成
がなされたわけですけれども、今までは取り崩した
基金をまた積み返すという手法をとってきたわけで
ございますけれども、今年はかなり厳しいですし、
来年度以降は基金の積み返しをするという手法は、
ちょっとむずかしいのではと考えます。 
 と申しますのは、今、経常収支比率が８９.９％
ですか、これは９０といってもいいような、本当に
８０を超えてしまっておりますし、やはりここで本
当に思い切った構造改革、町長だけではできません
ので、職員の方も意識改革をしていただいて、事務
事業の洗い出しと、一たんすべてゼロにしまして、
ゼロからの評価をしていただくぐらいの思い切った
構造改革を進めていただきたいと思います。そして
町民に、どうしてその改革が必要なのかということ
をわかりやすく説明をしていただきたいと思いま
す。 
 また、町長は町民にも今後の取り組みの中で、痛
みを伴うものになるということでございますけれど
も、町民に負担だけを押しつけて、町民の住民サー
ビスが低下することがないように、それだけは避け
ていただきたいと思います。それをするには、やは
り町民にはこの部分を担ってほしいという共同参
画、これを進めていく手法を即取り込んでいただき
たいと思いますけれども、どのようにお考えなので
しょうか。 
 それと、国の緊急地域雇用創出の対策事業で、大
雪山の山道の整備とかに当たるということでござい
ますけれども、これは雇用が何人ぐらい生まれます
のでしょうか。１人か２人ぐらいなのでしょうか。 
 それとまた、道で１村１雇用の村おこし事業で、
道の予算が３億つけられましたけれども、それの事
業にこれがかわるわけなのでしょうか、お尋ねした
いと思います。 
 それと、とかく国の三位一体の改革は、地方に痛
みを押しつけるような印象があるわけでございます
けれども、そうばかりではなくて、政府が自治体に
配る補助金や交付金を減らすかわりに財源を地方に
移す、その結果、地方は自分の判断で行政を運営で
きるというわけですから、むだが省けるので私はか
えって独自の発想を、そういうことで、今、例えば
去年の２月に１円の資本金があれば新しく会社を興
せる規制改革がありまして、それによりまして１年
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間で７００件新しい会社が生まれたと、こういうふ
うにどんどん規制緩和、規制改革がされてきている
わけなのです。 
 それですから、私は町の活性化のためには、若い
起業家を育てたり、若手の農業者を育てることに力
を入れていく行政、こういうのを考えたらいいので
はないかと思いますけれども、町長のお考えはいか
がでございましょうか。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） １３番村上議員の御質問に
お答えさせていただきますが、まず財政運営につい
てでありますけれども、執行方針でも述べさせてい
ただきましたように、今、国の地方財政の方向性が
定まらない中で、非常に厳しい地方財政運営がなさ
れていると。我が町においても、同じような状況に
あるというようなことから、歳入構造に見合った歳
出構造にしなければならないというのは、議員の御
発言どおり私もそう認識いたしておるところであり
まして、今後１６年から２０年にかけての我が町の
財政構造は、執行方針でも述べさせていただきまし
たように、抜本的に構造を改革していかなければな
らないと、そのスタートの予算組をさせていただい
たのが今年度の、１６年度の予算編成であるという
ふうに認識いたしておるところであります。 
 そういう中で、議員から御発言がございましたよ
うに、従前は基金の使用をしても、決算時におきま
してはそれの積み戻しができ得たと、しかし、今後
は内部流用資金も全くないといっていいほどの金額
でございまして、決算ベースでの予算編成をさせて
いただいたというようなことから、今年度からにお
きましては、基金の使用につきましては、積み戻し
ということはなかなか難しいと、不可能であるとい
うような認識をしておるところでありまして、基金
にも限度がございますから、その基金を使用しなく
ても済む、歳入に見合った歳出構造にしていくため
には、これは新たな組織機構の中で担当部署を新た
に設けてございますけれども、行政改革事務局の担
当の中で、ひとつ地域住民とともに、行政だけが対
応するのではなくて、町民の皆さん方の意見も聞き
ながら、今期１０年からの行政改革を進めてきたよ
うに、町民の皆さん方の声を聞きながらこの改革に
とり進んでいきたいというふうに思っております
し、その改革につきましても、執行方針で述べさせ
ていただきましたような３本の柱を中心とした中で
の改革推進を図っていくと。 
 この中におきましては、町民の皆さん方にも痛み
をという部分もございますし、また内部的にも当然
にして聖域なき構造改革を進めていかなければなら
ないというふうに認識しております。 

 次に、山道の関連につきましては後ほどお答えさ
せていただきますが、新たにつくられる予算審議の
中でお答えさせていただきますが、そこらあたりは
議長の御配慮をいただきたいなというふうに思いま
す。 
 次に、国の地方財政の方向でございます。 
 議員おっしゃるように、今、三位一体改革という
ことで地方につきまして国は改革を図ろうとしてお
るところでありますが、私といたしましては、一部
におきましては国の厳しい財政運営の中で、国の負
担が一部、やはり地方に肩がわりさせられてしまう
のではないかなという危惧を持っているところでご
ざいます。 
 しかし、今、三位一体改革というのは、ある面で
推進していただくということは、議員御発言にあり
ましたように、私もある面では同意する、同感であ
りますが、今のところは削減の部分だけが先行し
て、税源移譲が伴ってきていない。先ほど、一般会
計の予算の中で、新たな部分ですよということで、
所得贈与税ということで、新たな税源移譲の暫定的
措置として対応させていただいて、国が見ているの
が２,２０ ０万しか我が町には当たっていないと。
これは、大人口のある大きな都市におきましては、
多額の金額になるわけでありますが、人口一人当た
り１,６７ ４円という掛け算式でございますから、
到底にしてその削減幅に対する補助金、助成金等々
との削減幅に対するものの補てんにはなっていな
い。国は１００％、あるいは８０％の補償をするの
だよといっておりますが、我が町では６０％ぐらい
しかなっていない。 
 その不足の部分はどうかというと、不足の部分は
交付税で見ますということでありますが、何度も御
説明させていただきますように、交付税は３億円か
らの減額をされていて、その分の減った分、交付税
で見てありますよっていって見てはあります。しか
し、別なところの部分が削られておりまして、総体
的には３億以上の減額になるということに相なって
おるわけでありますから、これらのことにつきまし
ても、国の今後の地方財政の方向性を十分に見極
め、あるいは三位一体改革の方向性の行方を十分に
認識した上で、地方自治として、我が町としての財
政運営を十分に対処していかなければならないとい
うふうに認識をいたしております。 
○議長（中川一男君） 先ほどの雇用等の数字等
は、また後ほど議論させていただきたいと思います
ので、よろしいでしょうか。 
 他にございますか。 
 １４番長谷川徳行君。 
○１４番（長谷川徳行君） 先ほどの町長の執行方
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針の中の市町村合併について、お伺いしたいと思い
ます。 
 １５年度の執行方針の中では、町長は町の将来の
まちづくりの方向を定める大変な重要な課題である
と、この町村合併をいっております。そこで、議
員、町民の意見を伺い、自立か合併かを選ぶか、町
の将来を見据えて方向性を見極めていくことが私の
使命だと。また、本年の執行方針でも、住民自治の
根幹にかかわる大きな地域課題としての判断を求め
られていると。そしてまた、そのためには議員、町
民の意見を伺いながら、町の将来のあるべき姿を模
索し、合併の可能性や広域行政の推進を図りながら
変革の説明に取り組んでいくことが私の使命だと、
こう言っています。 
 将来を見据え、方向性を見極め、町のあるべき姿
を模索し、議員、町民の意見を聞くことも本当に大
変で大切でございますが、何年も模索し続けても結
論が出ないようですし、議員、町民の意見も賛否両
論かと思います。やはり、どこかで線を引いていか
なければならないと思います。 
 ３月１日付けの道新では、合併しない見通しと回
答しているようでございますが、町長は町の財政に
熟知し、行政にも精通していると思います。合併し
てやっていけるのか、合併しなくてもやっていける
のか、やはりそれによって議会も住民も行政も、そ
れなりの心構えも必要だと思います。町長は、直接
選挙で選ばれた首長でありますし、１万２, ０００
人の乗客が乗っている船の船長でもあります。町長
は、この町の進むべき方向をはっきり示さなければ
ならないと私は思うのでございますが、町長はどの
ようにお考えでしょうか。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） １４番長谷川議員の市町村
合併の考え方についての御質問にお答えさせていた
だきますが、私も１５年の執行方針の中でお答えさ
せていただきました。あの時点におきましては、あ
くまでも第２７次中央制度審議会がどのような地方
制度をつくろうとした答申を総理大臣に出すのかと
いうことを見極めた中で判断をしていかなければな
らないという認識を持って御発言させていただい
て、今日まで来ているわけでありますが、２７次地
方制度審議会の答申の中では、小規模自治体、基礎
自治体ということの位置づけが、人口１万人規模と
いう格付がなされたと。 
 しかしながら、その規模的な形の中では、我が町
は１万２,６ ００からの人口を抱えているというよ
うなことで、基礎自治体として承認されたという認
識に相なっているところでありますけれども、今度
は逆に、先ほど来お答えさせていただいております

ように、執行方針でも報告させていただいておりま
すように、財政運営をいかにして対応していくか
と。議員が御質問で懸念されておりますように、合
併しないで財政運営ができるのかどうか、このこと
が最も重要な課題かなと。 
 今、私といたしましては、昨年までの考え方とし
ては、基本的に合併特例法を目当てとして、合併特
例法のある期間内にあわてて合併する考え方は持っ
ておりませんというお答えを今までさせていただい
ていましたが、今もその気持ちに変わりはございま
せん。特例法の対応を得るために、あわてて合併の
道を選ぶ気はないと。ただ、今後は基礎自治体とし
て認められたけれども、財政運営で上富良野町の財
政運営を、今、国の地方財政の方向性が定まってい
ない中でありますので、見極めることはまことに厳
しいわけでありますけれども、その中で我が町が財
政運営を果たしていける、先ほど来お答えさせてい
ただいておりますように、歳入構造に合った歳出構
造に持ち込んでいけるかどうか、そのことによって
町が自立の道を歩んでいけるかどうかの判断に相な
ろうかなというふうに思っております。 
 それともう一つ、残念と申しますか、もう一つの
問題は、我が町としては合併協議を申し入れてくれ
る自治体があるとするならば、どこだかの市長さん
ではないけれども、門を閉ざしてはまったくおりま
せんが、今のところ、どこへ向かっても合併協議を
する、任意協議会で勉強するというところがござい
ません。北に向かってもその気はない、南に向かっ
てもその気はないというようなことで、私どもとし
ては、今、合併についての勉強をするというか、研
究をするそういう相手がいないという状況でありま
すから、しかし、我が町としても将来永劫に合併を
しないで自立していけるかどうかということは、今
後の広域行政の推進等々も含めながら判断をしてい
かなければならない要素であろうなというふうに
思っておりますが、将来的にもやはりそういった部
分の勉強については、今後も課題として対応してい
かなければならないというふうに思っております。 
 現時点におきまして、我が町が自立の道を模索せ
ざるを得ない合併の相手がいないという現状の中
で、自立の道を一生懸命に努力していくしかないの
かなというふうに認識いたしているとこであります
ので、御理解を賜りたいと思います。 
○議長（中川一男君） 他にございますか。 
 ９番米沢義英君。 
○９番（米沢義英君） 何点か町長にお伺いいたし
ますが、今御答弁にもありましたが、将来的には６
０億規模程度の、まだ下がるかもしれませんが予算
を組みたいという形の答弁であります。いずれにし
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ましても、住民にとってはその６０億規模程度とい
うのは、一体何かというところが一番疑問な点であ
ります。 
 そういった意味では、住民と共働のまちづくりを
進めるということでの方針は出ているわけでありま
すが、しかし具体的にどういう方向での住民と共有
を進めていくのかという点では、全く見通しがない
と言わざるを得ません。そういう意味では、そうい
う方向を示すのであれば、具体的に産業や商工業に
おいても、また住民生活においても、福祉や医療の
分野においても、こういう具体的な対策を進めるの
だというようなものがなかなか見えてこない。 
 従来の延長戦では、こういう方向でやるというこ
とはわかりますが、しかし、それではだめだという
ことが方針の中でも、財政の行政改革これから進め
ようとする中でもうたわれているわけですから、当
然、６０億規模ということになれば従前のような財
政構造ではだめだということでありますから、施設
の統廃合や職員等の給与の削減等が当然出てくるの
だろうと思うのですが、そういった方向をどうある
べきかということが、私は今回の執行方針の中にも
全く感じられないわけです。 
 もしも、自立の方向で進めるというのであれば、
やはりこの上富良野町に一定の生産額があるわけで
すから、そういう生産額をいかに上富良野町の中に
お金を落としてもらうかという仕組みをつくるこ
と、それには当然、商工業や農業における地元の産
物を使った特産品の開発や、あるいは外に売って出
て販路を見出して、そこで上富良野町の、少なくと
も当面生きる道を模索するだけの、こういう具体的
な展望と対策を示す点ではなかなかやはり弱い。今
求められているのは、まさにそういった意味での
リーダーシップであるにもかかわらず、そういった
ところがなかなか出てこないというふうに感じま
す。 
 さらに、痛みを伴うと言っておきながら、という
ことを一方的に住民に押しつけて、この間もそうい
うような政策を行ってきました。これでは当然、住
民は納得するものではありませんから、こういった
部分の全体構造、町の活性化、やはり活力あるまち
づくり、住みよいまちづくり、色彩のあるまちづく
りと言葉で言っていますが、これがどんどん色あせ
てきているのではないかと、私はこのように考えま
すが、職員の方にしても、政策能力を持っている方
がたくさんおられます。そういった部分の活力も、
まだまだ引き出せないという状況があるのではない
かというふうに考えますが、そういった意味での政
策、立案という点でも、もっとリーダシップを発揮
すべきだと思いますが、この点について、町長の予

算執行の上で大切な勘どころありますから、この点
についての町長の見解についてお伺いしておきたい
と言うふうに思います。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） ただいま、９番米沢議員の
御質問にお答えさえていただきたいと存じます。 
 執行方針の中でも、今後の行財政改革の方向性に
ついては、方針の中でも３つの柱を立てて、その柱
をもとに対処していくのだと。そして、先ほどもお
答えさせていただきましたように、さきの議員の御
質問でお答えさせていただきましたように、基本的
にその３つの柱をもとにしながら、住民の考え方を
お聞きしながら、その改革を抜本的な構造改革をし
ていくと、歳出構造の抜本的な見直しをしていくと
いうことで、今後もとり進めていくのですよという
ことで、今御案内のとおり、私、就任をさせていた
だきましてから２期目の行財政改革実施計画の１５
年度が最終年度でございます。第１期目の改革と第
２期目の改革、この６年間におきまして約６億弱の
一般財源の削減を果たしてまいりました。そして、
それでも今後の財政運営の中では難しいという状況
で相なっておりますので、もっともっと歳出構造を
抜本的に見直すと、そのためには住民の皆さん方の
痛みもお願いしなければならないと。 
 私は、議員が、今までの私の行政執行の中で、住
民にばかり痛手を押しつけて、内輪では職員等々の
対応を酌んでいないという御発言でありますが、そ
れは私としてはそういう考え方を持っていないと。
職員の給与減額、あるいは職員の人員削減について
も４０名弱の削減をしてきております。そういう中
で経費を節減しながら、なお同じように町民の皆さ
ん方にも御負担をいただくと、そういう行政執行を
させていただいていると。議員の感覚とはちょっと
外れているのかなと、私の内部的な改革については
御理解いただいていないのかなというふうに思いま
すが、今後も当然にして内部改革を十分実行してい
くと。 
 今回も、それぞれの対応の中で節減も図ってまい
りました。１６年度予算でも節減をさせていただい
ております。そういう中にあって、今年度１６年度
予算には、住民の御負担をいただく部分について
は、基準的なものしか改正をさせていただいていな
いということで御理解を賜っておきたいなと。基本
的に議員が御心配のように、住民にのみ一方的に痛
みを強めるような行政運営は、私は一切しないつも
りで調整の運営をさせていただきたいというふうに
思っておりますので、御理解をいただきたいと思い
ます。 
○議長（中川一男君） ４番梨澤節三君。 
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○４番（梨澤節三君） 予算編成、まことに御苦労
さまです。今、同僚議員が言われたことは、議員の
大半が感じたのではないかなと思います。 
 それで、すべて大体言われましたので、俺につい
て来いというのであれば、町長、助役もそうかもし
れませんが、ことしの１２月に退職金が出るはずで
すから、その後の退職金なんかはもらえるかもらえ
ないかわかりません。だから、今回は俺は退職金を
４分の１減らす、２５％減らす、そういう条例か法
律か、そこら辺はわかりませんが、そういうのを
やって、俺も痛いんだ、住民も我慢してくれという
のであればともかく、でなければ見えません。そこ
まで言う、それをきっと見せていただきたい。俺の
退職金は俺のものだ、我々議員も同じですよ、我々
議員だって来年の３月、ここに行くときには大変革
が起きます。まして、合併前に退職金をまるまるも
らってなんていうことにはならないのです。これ
は、もう町民がみんな見ております。この点につい
て、俺について来い、自立でやるというのであれば
どちらでもいいのですが、ここのところをお聞きい
たします。これは、助役もあるのですか、退職金と
いうのは。 
 次は、心の問題です。 
 ラベンダー祭りと十勝岳火まつりを一緒にとい
う、私、今、古事記の世界の本を読んでいるのです
けれども、大体お祭りというものには心があるので
すよ。 
 きょうは３月３日、ひな祭りです。桃の節句で
す。桃の花というのは、女の子の邪気を払う、こう
いうことなのですよ。そういうように、心があるの
です、お祭りというものには。 
 まず、ラベンダー祭りから言いますと、ラベン
ダー祭りというのは、上富良野で大した力を入れ
て、ハーブサミット、ハーブの全国大会をやって、
そして盛り上げようとしたところが大成功だった。
私たちもこれは半分以上行っています、ハーブ全国
大会に。そうしたら、そのときの役員が次の年に全
部いなくなって、人脈が切れて、どんなになるのだ
と思ったら、ハーブ畑がもう雑草ぼうぼうですよ。
町長も、私と一緒に並んで見たはずです。これは、
ラベンダー祭りはやれるのかなと思っておりました
ら、何とかやっていたと。ところが、今度はこれを
一緒にやると。 
 それからもう一つ、十勝岳火まつりです。これ
は、昭和６３年１２月の２４日にボーンと爆発しま
して、それから雪の解ける５月までみんなで苦労し
ました。そのときに、ちょうど天皇崩御などもあり
ましたけれども、結婚式を延期したり、役場もあっ
たと思うんです。私そのとき媒酌人でしたから、非

常につらい思いで伸ばした思いがあるからはっきり
と覚えているのです。 
 そして、その年が明けて、山よ静まってくれとい
う心の思いを込めて、この十勝岳火まつりというの
ができたのです。それが、上富良野の心ですよ。十
勝岳よ静まってくれと。それから、それ以前からあ
るラベンダー祭りというのは、これは心はわかりま
せんけれども、全国大会までやって何とかという起
死回生の思いでやったものだったと思うのですけれ
ども、心がそれぞれ違うのです。この違う心を一緒
にやるということは、先人の心を踏みにじるものな
のですよ。先輩が苦労して苦労してつくってきたそ
れをつぶしてしまうことになるのですよ。 
 それで、町長は盆踊りをやめて、それから忠魂碑
前の招魂祭をやめて、そして今、ラベンダー祭りと
十勝岳火まつりを一緒にという、全然趣旨が違いま
す。ただ金もうけのためなんてことだったら、私
や、これは町民みんなもそうだと思います。金もう
けのため、お祭りを何と思っているという、町民大
半です、これは。 
 というようなところでもって、町長、お考えをお
聞きいたします。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） ４番梨澤議員の御質問にお
答えします。 
 私の退職金を減らせという御発言でありますが、
それはもちろんそれらも含めながら、この部分、だ
れの何をではなくて、歳出構造全般的な部分の見直
しを図りながら構造改革をしていかなければならな
いという認識に立っているということで御理解をい
ただきたいなと。これらも、聖域なき改革をしてい
くということで、これらにつきましても十分にその
対象になるものというふうに認識をいたしていると
ころであります。 
 それから、ラベンダー祭り、十勝岳火まつりとい
うのは、議員からも御発言がございました。これ
ら、町が実施しているのではなく、町が一部助成を
させていただきながら、上富良野色彩イベント実行
委員会という組織の中で実施させていただいて、そ
れぞれの運営母体を持って対処しております。 
 この十勝岳火まつりの発祥につきましては、私も
十分理解をしております。私も当時、商工会の役員
でありまして、商工会がラベンダー祭りを実施して
いたのが、地域イベントとしての実行委員会の中に
移っていったという中で、新しい商工振興のための
事業を展開しようということで、たまたま十勝岳の
噴火の鎮火に伴います対応の中で、十勝岳火まつり
というものの実施を商工会主催で対応していたとい
うことでありまして、これも色彩イベント実行委員
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会の中で、地域のイベントとして４つのイベントを
対応させていただいておりますが、一つの御指摘の
ありました盆踊りにつきましては、参加者の減に
よって現在、今実行できないでいるところでありま
すけれども、これらにつきましてはそれぞれの運営
委員会の中で検討に検討を重ねて、議論を重ねて、
その方向性を定めていただいたと。これは、行政
が、町が実施していることではないということで、
ひとつ御理解をいただきたいなと思います。 
○議長（中川一男君） 他にございますか。 
 ３番岩崎治男君。 
○３番（岩崎治男君） 私は、教育行政執行方針に
基づきまして質問をさせていただきます。 
 新たな第６次の社会教育の中期計画に基づいて、
国や道の教育方針を指針として、教育行政の推進に
最善を努力するというような前書きのもとに、中身
に入っているわけでございます。 
 そういった中身がありまして、へき地とか、また
複式教育について、町内には５校の小学校のうち、
３校が複式教育を行っているという実態にあるわけ
でございますけれども、そういった中にありまし
て、先日、新聞を見ていますと、国の方針としまし
て小中学校の併設のモデル校というような内容の部
分がございました。これらにつきましては、教育長
はどのようにお考えか。 
 それから次に、上富良野小学校と上富良野西小学
校に特別支援教育の指導体制の充実を図るために、
２名の特別支援教育指導助手を配置しますというよ
うな部分がございますけれども、最近の学校教育の
中では、教頭や校長になり手がいないと、そういう
候補者が欠けてきて、ここ何年かすると、教頭にな
らなかったら校長にならないわけですけれども、若
返りが図られて、先生の世界で大変な事態が起きて
いるのだというようなことを聞きました。 
 ということは、管理職にならないで、安定的な生
活を求めているという教員が最近ふえているという
ようなことを伺っております。そういった中で、こ
ういった２名の特別支援教育指導助手、こういう助
手というのはどういうのか内容はわかりませんけれ
ども、そういう内容も含めて、そういうような助
手、こういう人件費も含めた経費節減が求められて
いる中で、そういう教員とか教員助手をふやすより
も、中身の濃い立派な先生を、教育熱心な先生を配
置して、ただ単に教育の指導員をふやすというだけ
ではなくて、現在の定数の中でもっと洗練された先
生を求めた方がいいのではないかということでござ
います。その２点についてお伺いしたいと思いま
す。 
○議長（中川一男君） 教育長、答弁。 

○教育長（高橋英勝君） ３番岩崎議員の、私の執
行方針の中での４点ぐらいの御質問がありましたの
でお答えしたいと思いますけれども、一つは教育の
これからの推進の一つの大きな柱としては、私たち
の町の総合計画であり、社会教育地域計画でありま
す。その生涯学習の中での学校分野、社会教育分野
であるということで、その指針に基づいて、その中
から私たちの町の特殊性のあるまちづくり教育推進
ということで言っておりますので、これからのその
具体的な推進については、その中からということで
御理解いただきたいと思います。大きな柱の中に
沿ってということで、御理解いただければいいのか
なと思います。 
 それからもう一つは、小中学校の統合、今、中高
一貫教育だとか小中学校の一貫教育という部分につ
いては、非常に国の方の教育推進の中での改革の中
でも検討がなされておりますし、近々そういうモデ
ル校も指定されて実践的なことに結びついていくの
かなと思っておりますけれども、私も東中の実態を
考えますと、小中学校が隣接している、なおかつ小
中学校の義務教育の中で一貫教育であれば、例えば
それぞれの先生が力を出し合って、子供たちにその
情熱を傾けるという部分については、非常に効果的
な手法だと思っておりますし、そういうことがあれ
ば、本当に我が町も率先して手を挙げてそういうよ
うな方向づけ、将来を見越した教育という部分で推
進してほしいものだなということで思っておりま
す。 
 また、もう一つ、特別支援教育については、非常
に理解をいただけなくて残念なのですけれど、今私
たちの町に特別支援を要する子供、約１, ２００人
の児童生徒がおりますけれども、その中に７０人の
方がそういう特別支援を必要とする子供がおりま
す。 
 ですけれど、国の基準の中では、例えば情緒障
害、それから知的障害、そういうものについては、
知的障害であれば８人で１人の先生、情緒障害であ
れば５人で１人のクラスを持ちなさいというような
ことで教員が配置されるわけですけれども、うちの
実態を見ると、本当に知的障害であれば、情緒障害
であれば、もう学校現場で先生たちがその教室の手
に負えないような実態ということで、これは校長か
らも非常に私たちに強く求められておりまして、そ
の中でもソフト・ハードの中で、特に私たちが教育
分野で意を注いでいかないとならないという分野に
ついては、この特別支援教育ということでございま
すので、そういう面では、ただうちが経費が足りな
いからではなくて、その実態を理解した中で、上富
良野教育の推進を、特別支援をどうするかというこ
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とで配置しておりますので、御理解いただきたいと
思いますし、また、予算審議の中で十分説明をして
まいりたいと思っております。 
 それから、教職員の資質の問題を言われましたけ
れども、これは本当に私たちの情報の提供が少なす
ぎて誤解いただいているのかな、理解いただいてい
ないのかなということで残念なのですけれども、今
本当に先生たちに情熱を傾けていただいておりま
す。約１００人の先生がおりますけれども、そうい
う面では本当に私たちが客観的に見る様子よりは、
そのためには今言ったように、本来の学校運営だけ
ではなくて、例えば部活動、子供たちの校外活動に
ついても、意を燃やす先生が本当に先生だと思って
おりますので、知識だけを教えるのではなくて、心
も教える先生ということで、そういう資質の持った
先生を配置されて頑張っているということで御理解
いただきたいと思いますし、また、教頭先生、校長
先生などのなり手がいないということは、これは新
聞紙上で言っております他管のいろいろな用件の中
で言っておりまして、上川管内の教育の推進という
面ではそういう実態はありません。むしろ、校長、
教頭になるためには５人に１人から３人に１人しか
なれないというような厳しい条件の中で、校長、教
頭が承認されておりますので、優秀な先生というこ
とで御理解いただきたいと思います。 
○議長（中川一男君） 他にございますか。 
 １６番渡部洋己君。 
○１６番（渡部洋己君） 昼になったみたいですけ
れども、農業関係で２、３ちょっとお伺いしたいな
と思います。 
 前回、条件不利地域ということで話をさせても
らったのですけれども、今回、町長の方針の中で、
農地の条件不利地域、傾斜に植林を進めたいという
話もあるのですけれども、これは非常に難しいのか
なと。 
 今の農地法からいっても、なかなかそう簡単には
いかないし、本人が植えたいというのであれば、許
可が出ればいいのだろうけれども、今そういったと
ころも賃貸されているので、そこを簡単に木を植え
れとこっちから言うのもどうなのかなという話もし
ますし、そこら辺が１点と、あと新規就農の絡み
で、新規就農者を受け入れするとなると、研修の期
間に住む場所ですよね。受け入れする人が住まわせ
てやるのならいいのですけれども、去年もあったの
ですけれども、実際アパートを借りて通っていた
ら、その負担が大きいということで、町でそういっ
たものを、公営住宅だとかを手配してやるのならい
いのですけれども、ただ簡単に受け入れをして、最
終そこら辺までも費用を使わなければならないのか

なというふうに考えます。 
 もう１点、今の水田ビジョンの中で担い手対策だ
とかというと、６５歳で云々と、どうも錯覚をおこ
すというか、６５歳になると農家をやめなければな
らないのではないかという、そういう意識を持った
人がいるというか、これは国の交付金を受けようと
思ったら、そこら辺の条件はあるのですけれども、
今、農家は、我々としても町としても少しでも減ら
したくないといいますか、減っていってその農地を
残った分は残った人が受ければいいのですけれど
も、例えば３軒やめた分１軒が持って、その分そう
したら所得が上がるかといったら、やはり皆さんが
やっているからそれぞれ所得を上げて利益を上げる
のであって、戸数が減ることに非常に懸念を感じて
いるので、そこら辺は年をとっても、やはりその施
設園芸だとかそういったことで、まだまだ元気なう
ちはやれるのだという、そういう指導もしていった
方がいいのかなというふうに思っております。その
ようなことで御質問をいたしたいと思います。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） １６番渡部議員の御質問に
お答えさせていただきます。 
 まず、行政執行方針で述べさせていただきまし
た、不良農地と申しますか、利用しにくい農地の植
林化ということでありますが、これは議員が御心配
のとおり、行政が指導して強制的に対応するという
ことは全く不可能であります。これらにつきまして
は、言うならば優良農地の作付けしないで放置され
る農地を少しでも減らすと。流動化が促進されてい
くのであれば、農地を植林する必要はないわけであ
りますけれども、優良農地が作付けされないで放置
されるようなことが生ずるのであれば、そういった
ことも考えていかなければいけないということで、
これらについては農業委員会だとか関係者、そして
地権者との協議の中で対処していかなければならな
い課題でありますが、目的とするところは先ほど申
し上げましたようなことであるということで御理解
いただきたいと存じます。 
 それから、新規就農者の受け入れでありますが、
これらにつきましては、やはり受け入れに対しまし
てはそれ相応の受入者の対応だとか、その後の指導
等々も含めながら、その農地の購入等々の資金的な
問題、いろいろな問題を対処しながら対応していか
なければならない。これらにつきましては、ＪＡさ
んとも十分連携をとりながら対処していかなければ
ならない課題でありますけれども、確かに過去から
も何度も言われておりますように、住宅の対応とい
うことが非常に重要であるというふうに言われてい
るところでありますが、現在、町といたしましても
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公営住宅等々につきましては、今改築を促進しなが
ら対応をしているというようなことで、非常に厳し
い状況にあります。これらにつきましては、今後の
町政の中で、民間住宅の対応とかいろいろなことを
考えながら対処していくように、住宅対応について
は大きな課題として今までもお聞きいたしておりま
すので、今後の課題として考えていかなければなら
ないのかなというふうに思っております。 
 また、水田ビジョンにつきましては、今議員から
御質問をいただいた以前に、私も何度かこの話は耳
にいたしておりますが、決して６５歳になったから
農家ができなくなるのではなくて、６５歳になって
もそれなりの農業経営はできるわけでありますか
ら、そういったことを考えながら農業の対応を図っ
ていく、６５歳になったからやめるということだけ
ではなくて、６５歳になってからの農業経営という
手法も考えながら、地域農業の推進を図っていくよ
うに十分配慮していかなければならないというふう
に思っておりますので、御理解をいただきたいと思
います。 
○議長（中川一男君） 他にございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） なければ、これをもって質
疑を終了いたします。 

──────────────────                
◎予算特別委員会の設置について 

○議長（中川一男君） お諮りいたします。 
 ただいま議題となっている議案第１号から議案第
９号は、なお十分な審議を要するものと思われます
ので、この際、議長を除く１７名の委員をもって構
成する予算特別委員会を設置し、これに付託の上審
査することにいたしたいと思います。これに御異議
ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 御異議なしと認めます。 
 よって、議案第１号から議案第９号については、
議長を除く１７名の委員をもって構成する予算特別
委員会を設置し、これに付託の上審査することに決
しました。 

──────────────────                
◎休 会 の 議 決           

○議長（中川一男君） お諮りいたします。 
 議事の都合により、３月４日から３月９日までの
６日間を休会といたしたいと思います。これに御異
議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 御異議なしと認めます。 
 よって、３月４日から３月９日までの６日間休会
とすることに決しました。 

──────────────────                
◎散 会 宣 告           

○議長（中川一男君） 以上で、本日の日程は、全
部終了いたしました。 
 本日は、これにて散会いたします。 
 休会中及び再開後の予定について、事務局長から
報告いたさせます。 
 事務局長。 
○事務局長（北川雅一君） 御報告申し上げます。 
 ただいま御決定いただきましたとおり、明４日か
ら３月９日までの６日間は、休会といたします。 
 ３月１０日は、本定例会の３日目で、開会は９時
でございます。定刻までに御参集賜りますようお願
い申し上げます。 
 以上であります。 

午後 ０時１０分 散会 
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午前 ９時００分 開議  
（出席議員 １８名） 

──────────────────                
◎開 議 宣 告           

○議長（中川一男君） 御出席、まことに御苦労に
存じます。 
 ただいまの出席議員は１７名であります。 
 これより、平成１６年第１回上富良野町議会定例
会３日目を開会いたします。 
 直ちに、本日の会議を開きます。 
 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した
とおりであります。 

──────────────────                
◎諸 般 の 報 告           

○議長（中川一男君） 日程に入るに先立ち、議会
運営等、諸般の報告をいたさせます。 
 事務局長。 
○事務局長（北川雅一君） 御報告申し上げます。 
 町の一般行政について、村上和子議員外９名の議
員から一般質問の通告があり、その要旨はお手元に
お配りしたとおりでございます。 
 なお、あらかじめ執行機関に質問の要旨を通告し
てございます。 
 質問の順序は、通告を受理した順序となっており
ます。 
 また、質問の日割りにつきましては、さきに御案
内のとおりでございます。御了承賜りたいと存じま
す。 
 本日、平成１６年度上川南部消防事務組合一般会
計予算書をお手元にお配りいたしましたので、審議
の参考としていただきますようお願い申し上げま
す。 
 以上であります。 
○議長（中川一男君） 以上をもって、議会運営等
諸般の報告を終わります。 

──────────────────                
◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件 

○議長（中川一男君） 日程第１ 会議録署名議員
の指名を行います。 
 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に
より、議長において、 
    １番 清  水  茂  雄  君  
    ２番 徳  島    稔  君  
を指名いたします。 

──────────────────                
◎日程第２ 町の一般行政について質問 

○議長（中川一男君） 日程第２ 町の一般行政に
ついて質問を行います。 
 質問の通告がありますので、順次発言を許しま

す。 
 初めに、１３番村上和子君。 
○１３番（村上和子君） おはようございます。
トップを切って、さきに通告してあります４項目に
ついて質問させていただきます。町長の力強い御答
弁をよろしくお願いいたします。 
 まず、１項目めは、児童虐待、ドメスティックバ
イオレンスなどの実態はあるのか。また、上富良野
町独自のサポートマニュアルなど作成してはどう
か。 
 １点目、最近、テレビ・新聞等でよく報道されて
いる児童虐待やドメスティックバイオレンスの実態
を把握するための方策について、上富良野町はどの
ようにされているのか、お伺いいたします。 
 ２点目は、まず基本的な認識やサポートすること
を考え、学校、病院、保育所など現場の職員が被害
者を発見してから、行政や民間のサポート体制まで
つなげる上富良野町独自の手順を示した機関ごとの
マニュアルをつくり、町民に広く啓発してはどうか
と考えますが、いかがでしょうか。 
 ２項目めは、町民と行政が情報を共有し、それぞ
れの役割を認識し、協働してまちづくりをする改革
を進めてはどうか。 
 １点目、町民の生活の利便性を考える改革とし
て、夜間や休日、時間外における諸証明の交付を２
４時間、一年じゅう開いている公共施設、消防署を
利用してはいかがか。 
 ２点目は、町税や水道料など収納率向上のために
もコンビニエンスストアでも納付できる制度を導入
してはどうか。 
 ３点目は、公用車の小型化や共用化などして、今
ある台数８６台を減らすなどの節減を考えてはどう
か。また、リースバック方式にしてはどうか。 
 ４点目、公共施設の今後のあり方として、公共施
設の利用の見直し、無料化等は、今後においては難
しいのでは。これは町民として理解しなければなら
ないのではと思います。公共施設の管理運営等の費
用もかなりかかっており、町民が担うことができる
部分はどの部分なのか。役割分担等示していくべき
ではないか。 
 次に３項目めは、緊急雇用対策、住宅リフォーム
を促進してはどうか。 
 上富良野町は今厳しい雇用情勢があり、町も財政
難であることは承知しているが、町民の消費意欲を
喚起させ、消費拡大が町内産業の活性化を促し、そ
れを雇用の場の安定確保へとつなげるためにも、町
民が町内施工業者を利用してリフォームを行ったと
き、その経費の一部を助成するなどの施策を考えて
はどうか。 
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 ４項目めは、平成１６年度の地方財政の対応とし
て、地域再生事業債が利用可能、４月中に配分され
ることになったので、即それに見合う事業を起こし
てはどうか。 
 国の総務省は、地域の経済活性化と雇用創出の目
的で、地域再生事業債が打ち出されました。地域再
生事業を計画して、例えば図書館も予算の関係で大
幅改修が先送りとなり、１２月、実施設計の予算づ
けをしたにもかかわらず、大変残念である。これら
についてなぜそうなったのか、御説明をいま一度お
聞きしたい。また、これに対しても大幅に設計を変
更して建てる方向にしてはどうか。 
 また、学校給食センター等も大変老朽化してお
り、毎年何かしら改修しており、ことしはボイラー
の取りつけもままならない状態である。これらもこ
の地域再生事業債を考えるお考えはないか。国の補
助金で整備されて５年以上たち、自治体が再生計画
に位置づけたものは、民間転用しても補助金を返さ
ずに済む特例が設けられるので、学校給食センター
も民間委託も含めて考えてみてはどうか。 
 以上でございます。よろしくお願いいたします。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） ただいま１３番村上議員の
御質問にお答えさせていただきたいと思います。 
 まず、１点目の児童虐待とドメスティックバイオ
レンス、いわゆる配偶者からの暴力行為に関する御
質問でありますが、児童虐待の問題につきまして
は、本年度、通報や育児の悩み相談による２件の事
例に対応したところでありますが、いずれのケース
も児童相談所と連携のもとに、重大な事態に発展し
ないように未然防止に努め、早期に問題解決をいた
しております。 
 議員が言われるとおり、児童虐待の発生予防や早
期発見、再発防止などに適切に対応するためには、
虐待を発見しやすい立場にある学校、保育所、幼稚
園、民生児童委員、保健師などの各関係機関、関係
者の連携による虐待防止のネットワーク構築が必要
であると認識いたしております。 
 平成１６年度中には、これらの児童虐待防止ネッ
トワークを立ち上げたいと考えておりますが、この
ネットワークが有効に機能していくためには、地域
からの通報等の協力も不可欠でありますので、より
一層の虐待問題に対する理解と認識を深めていただ
くよう、住民広報に取り組んでまいりたいと思いま
す。 
 また、ドメスティックバイオレンスの問題につき
ましても、児童虐待と同じように家庭におけるトラ
ブルとして、悩みの相談や通報がないとなかなか表
面化しにくい問題であります。 

 現在、町には直接的に相談や通報の事例がないこ
とから、その実態はないものと認識いたしておりま
すが、そのような実態が発生した場合は、速やかに
警察等に連絡し、早期の問題解決に向け対応する考
えでありますので、御理解を賜りたいと思います。 
 次に、情報共有による協働のまちづくりについて
の御質問にお答えさせていただきます。 
 まず、１点目の各種証明書の発行に関してであり
ますが、住民の個人情報の保護・管理につきまして
は、電子機器による情報の広域利用の拡大や技術の
高度化に伴いまして、機器の守秘対策はもとより、
操作する担当者一人一人までにも及ぶ厳格な守秘義
務が課せられ、その事務の対応が求められておりま
すことは御承知のとおりであります。 
 また、消防は、緊急事態の業務の場であり、あら
ゆる事務をつかさどることはふさわしくないと思慮
いたしております。 
 したがいまして、緊急事態に備えての態勢である
消防署にあっては、有事の対応が当然優先され、発
行に要する確認行為と一連の個人情報を処理すべき
事務対応を求めることは、本来の職務に支障を来す
おそれが予想されるばかりか、個人情報の管理上に
おいても不測の事態を招きかねないことが予測され
ますことから、現時点ではその考えは持っておりま
せん。 
 ２点目のコンビニエンスストアでの納付できる制
度の導入についてでありますが、町税、水道料金な
どの公金を民間業者に取り扱いを委託することは、
地方自治法２４３条で原則禁止されております。し
かし、国におきます規制緩和の一環として、平成１
５年４月１日から、コンビニエンスストアについて
も公金の収納事務委託が容認されたところでありま
す。コンビニエンスストアでは、休日、夜間を問わ
ず２４時間納付が可能でありますので、都市におい
ては住民の利便性が大きく向上するものと思ってお
ります。 
 しかし、当町におきましての町税等公共料金の収
納が大きく進まない原因が、納税者等の経済的要因
によるところが大きく占めていること、また、この
制度を導入するには、電算システムの更新が必要で
多額の費用が要することから、費用対効果の面から
してもこの制度の導入は考えておりません。 
 道内の市町村では、まだこの制度を導入している
ところはなく、二、三の市で検討を始めたと聞き及
んでいるところであります。 
 次に３点目の公用車に関し御提案いただきました
小型化や共用化については、現在その方向で取り組
んでいるところであります。また、リースバックに
つきましても関心を持って、費用がどのように変化
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するか、具体的に検討を加えるよう指示をいたして
おりますので、結果として効果が期待できれば、導
入に向けての判断をする必要があると考えておりま
す。 
 次に４点目の公共施設についてでありますが、公
共施設は固定的に維持管理経費を伴っておりますこ
とから、今後も受益者負担の原則に基づき、維持管
理経費の一部については、利用者である町民の皆さ
んに御負担をお願いしていかなければならないと考
えております。 
 また、管理運営方法につきましても、御提案いた
だいたように、周辺地域の方々や関係団体、あるい
は関係組織などが管理の担い手となっていただける
ような仕組みをつくる必要があると思っております
ので、４月の新体制において検討課題の一つとする
よう参考にさせていただきたいと思います。 
 次に、長寿高齢化社会を迎え、高齢者、障害者の
居住環境改善・改良や過疎対策としての定住促進、
地元産業を守るための担い手確保のために、個人住
宅への新築・改修に対して融資借入金に対する利子
補てん、あるいは補助金などを独自で実施している
町村があるわけであります。当町におきましても同
様の事業として、商業振興条例に基づく店舗の新築
等に補助を実施しており、これらについては地元業
者への発注を義務づけているところであります。 
 御提言の全町民を対象にした住宅のリフォーム助
成による雇用の創出につきましては、助成の目的に
もよりますが、現在行われております介護保険制度
における在宅介護住宅の改修事業の実施状況からす
ると、作業の効率性・専門性、事業の経済性など、
地元業者の新たな雇用の創出にはつながっていない
状況と聞き及んでおります。 
 また、御案内のとおり、現在の町の財政状況から
して、一般財源の捻出が極めて厳しい状況にありま
すことから、その実施は困難と考えますので御理解
をお願いいたしたいと存じます。 
 次に、地域再生事業債を利用して図書館の建設や
給食センターのボイラー取りかえ等を行う考えはな
いかとの御質問にお答えさせていただきます。 
 議員の御提言にありますように、国は平成１６年
度の地方財政への対応策として、地域再生事業債の
創設と早期配分の決定を行ったところであります。 
 この事業債は、地域経済の活性化と地域雇用の創
造を図るために創設され、地方単独事業を積極的に
推進することを目的としており、地方自治体の単独
事業にかかわる一般財源の補てん措置として認めよ
うとするものであります。しかしながら、その財源
措置については、既に地方交付税の中に算入済みで
あり、地方交付税が抑制されている現況において

は、この事業債を活用いたしたとしても、公債借入
残高をふやすばかりとなり、当町の財政状況からし
ても、この事業債を現段階で活用する考えはありま
せん。 
 また、図書館の建設につきましては、昨今の厳し
い財政状況のもとでは第４次総合計画内での実現は
困難なことから、平成１７年度、道の補助採択を受
け、公民館の大改修を行い、図書室の充実を図ろう
と計画しているところであります。 
 なお、学校給食センターのボイラー更新について
は、防衛施設局との調整の結果、調整交付金事業と
して平成１６年度実施設計、１７年度に整備する予
定としておりますので、御理解を賜りたいと思いま
す。 
○議長（中川一男君） 再質問ございますか。 
 １３番村上和子君。 
○１３番（村上和子君） 再質問させていただきま
す。 
 １項目めの児童虐待とＤＶ、ドメスティックバイ
オレンスの関係ですけれども、先日、大阪の住吉区
の母親とその知人による小学校６年生の虐待死等の
事件ございましたけれども、上富良野町は例外では
なかったということで、２件の事例があったという
ことでございますが、それも通報によるということ
で、差し支えのない範囲で、重大な事態にならず解
決できたということでございますけれども、その経
緯を教えていただきたいと思います。 
 それと、ドメスティックバイオレンスの方は、配
偶者からの暴力の防止、また被害者の保護に関する
法律の制度から２年が経過しているわけでございま
すけれども、幸いにして上富良野町は現在のとこ
ろ、こういう事例はないということでほっといたし
ておりますけれども。 
 私、旭川へ行って調べてまいりました。旭川は、
これらの対応の窓口が設置されておりまして、現在
は５７０件相談が寄せられており、そのうちドメス
ティックバイオレンスによるものが３５０件相談が
あったと。そしてシェルター、駆け込み寺のような
シェルターも用意されておりまして、現在１０名の
人がお世話になっている状況にあります。上富良野
町でも、配偶者の暴力等で苦しんでいる人が、今現
在表面には出ておりませんけれども、どこに相談し
ていいのかわからない状態ではないかと考えますの
で、児童虐待の方は子育て支援班、今度４月からで
きます、そこで窓口対応、それからＤＶの、ドメス
ティックバイオレンスの方は、保健福祉課の相談窓
口に設置していただきたいと考えるのですけれど
も、いかがでございましょうか。 
 それから、２項目めの１点目の休日の業務を消防
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署でやってはどうかという件でございますが、１２
月に同僚議員からも休日の窓口業務の質問がありま
して、町長は、休日に職員を配置するのは難しい
と。予測では３０件ぐらいだと。そのために人件費
をかけて、また財政効力からしても意義はないと、
こういう答弁でございましたが、私はそうであるな
らば、２４時間、一年じゅうあいております消防署
で、消防職員で、当然火事がありましたり有事の際
は最優先業務、そちらの方の業務が最優先すること
は、それではあると思いますけれども、業務の拡大
を図るというとらえ方で担っていただくことはでき
ないのかなと。 
 それで、個人情報のいろいろな問題、難しい問題
があると、漏えいの問題等があるとおっしゃいます
けれども、確かに以前私この問題で質問しましたと
きに、公務員、消防職員ももちろんそうだと思うの
ですけれども、公務員としては守秘義務があると。
そういうことを、漏えいとか、そういうものを破っ
た場合には当然として罰則規定があるのだと、だか
ら心配はないと。こういうふうな御答弁をいただい
ておりまして、これからは、町民にも痛みを伴う改
革とおっしゃるならば、やっぱり住民も協力して
担ってもらう面も多々あると思うのです。町民のそ
の利便性を考えれば、こういったことこそサービス
を施すべきではないか。頭から考えられないと、こ
ういうことはできませんと、こういうふうにおっ
しゃいますけれども、現に山口県の柳井市で消防本
部でやっております。こういう実態もあって、よそ
の町村のまねをすることはございませんけれども、
よそにできてうちにできないことはないと、こうい
うふうに思うのです。何でもやる気がなければ、何
を申し上げましてもやるかやらないか、やる気があ
れば検討もしていただけるのではないかと思うので
すけれども、いかがでございましょうか。 
 それから、３項目めの雇用対策と住宅リフォーム
の件でございますけれども、店舗の新築等は商業振
興条例の補助が出ていることは承知しております。
それで、町民に対する公平性の点から、個人の方も
新築したい、改修したいということもあると思うわ
けなのです。新築となればあれでございますので、
とりあえず改築する方に、リフォーム経費の１０
％、大した、何百万円とかということは確かに財政
上無理だと思いますけれども、リフォーム経費の１
０％あるいは最高１０万円ぐらいまでの交付はそん
なに高額ではなくて、３年間ぐらいの有期事業とし
て考えては。これは当然、町内の地元業者を利用し
て、これをやりますと消費拡大、また雇用も生ま
れ、産業の活性化にも、それから高齢化にもなって
おりまして、住居環境の整備の促進にもなると思う

のですけれども、これらにつきましていかがお考え
でございましょうか。 
 それから、４項目めの地域再生事業債の件でござ
いますけれども、これを利用するには、六つのクリ
アしなければならない項目があるとお聞きしており
ます。その六つの基準に当てはまる事業を起こすの
が難しいのだろうと私は考えます。 
 それで、昨年１２月の図書室の改修の実施設計、
あれは何だったのでしょうか。議会軽視も甚だしい
と考えます。これは、私、昨年の６月に、図書室の
建設が無理であれば改修をということを質問させて
いただきました。そのときの御答弁では、図書館新
設整備基本への構想及び既存図書室改築計画を策定
し、町理事者と協議を重ねて本年度中に明確にする
と御答弁をいただいております。どこでその優先順
位が変わりましたのか、こういう大きな額の投資は
後回しにということでございますが、結局１６年は
見送り、先送りと、１７年度と。ことしは屋根をふ
きかえるだけ、７００万円予算計上されております
けれども。優先順位の考え方と申しますのが、どう
も私納得できません。 
 そして、老朽化したボイラーのとりかえも来年度
に見送ると。ことしは実施設計だけと。これも将来
を担う子供たちが大変大切だと。未来のある子供た
ちの学校給食のこういうものも後回しにしてしまう
と。事業の優先順位の考え方、これはどうなので
しょうか。また、それと行財政改革の中で、給食セ
ンターは将来的には民間委託との計画がありまし
て、その民間委託するにしても、このままでは民間
委託はできないと。改修をして民間委託をしなけれ
ばいけないのだと。そうなりましたら、この補助事
業であったものでありましても地域再生事業を活用
して、この給食センターを改修いたしました後、民
間委託に回すというような考え、そういう地域再生
事業債を活用するということのお考えはいかがなの
でしょうか。 
 よろしくお願いいたします。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） １３番村上議員の再質問に
お答えさせていただきます。 
 まず、１点目の児童虐待の２件の通報があって対
処した経緯についてでありますが、これにつきまし
ては、やはりプライバシーの問題もありますので、
細部にわたっての説明は控えさせていただきたい
と。２件あって、それを最善の対応で善処したとい
うことで御理解いただきたいなと思います。 
 それから、ＤＶの件でありますけれども、これは
児童虐待以上に掌握が難しいのかなというふうに認
識いたしておりますが、これらにつきましても、先
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ほどお答えさせていただきましたように、情報の収
集、また情報の提供等々を対応しながら、この問題
について我が町の地域からそのような実態が発生し
ないように、また発生したとしても早期対応をし早
期解決をする、警察の協力をいただきながら対処し
ていくというような先ほどお答えさせていただきま
したようなことで進めさせていただきたいと思いま
すし、当然にして、この担当は保健福祉課が担当す
るということでありますので、御理解を賜りたいと
思います。 
 それから２点目の消防署におきます２４時間の証
明等の交付についてでありますが、消防署というの
は特殊な職務でございます。今、消防署職員におき
ましても最低の人員で消防業務の遂行をいたしてお
るところでありまして、余裕の人員がいるのであれ
ばこの業務をさせるということも可能でありますけ
れども、ただ、そういった人員の問題、それから先
ほどお答えさせていただきましたように、全く職種
の違うところにこの戸籍業務等々の戸籍業務、ある
いは印鑑証明等々いろいろな証明があると思うので
すけれども、これらの業務をそこにさせるというこ
とにつきましては、今の状況からすると、本人の守
秘義務はありますけれども、機械の操作をしている
ときに後ろへ回ってそれを見るというようなことに
ついても十分配慮しながら、住民生活課、戸籍の担
当の方は、左右の細心な配慮をしながら対応をして
いるということでもございますので、そういった意
味合いからしても、消防職員にこの業務をさせると
いうことは、私自身としては現在考えておりませ
ん。他の自治体でやっているところがあるとして
も、それなりの対応を図ってやれるのかどうかとい
うこともありますけれども、私としては今のところ
考えていないということで御理解を賜りたいと。 
 それから、住宅リフォームの助成対策であります
が、先ほどお答えさせていただきましたように、
今、介護保険制度で対応している事業の推進の中で
いろいろと対応しているところでありますが、例え
ば１５年度１月末で約６５件の改修等の対応をして
おりますけれども、これらにつきましても基本的に
は小規模な改修というようなことでもございます
し、また、そのリフォームの内容、中身にもよりま
すけれども、そのことによって、雇用促進というも
のを大きく期待するということはなかなかそこまで
の対応をするということは、なかなか難しいのでは
ないかなというふうに思っておりますし、そのため
に一般財源を捻出するということは、今の財政構造
からしてなかなか難しい状況にあるということで、
今はそういうことに取り組む状況にないということ
で御理解を賜りたいと思います。 

 それから、公民館改修につきましては、議会軽視
という厳しい御指摘がありましたが、実施設計の計
画は１５年度、今年度で対応させていただきまし
た。そして、１６年度着工ということを主目的に対
応したところでありますが、何度もお答えさせてい
ただいておりますように、財政的に非常に厳しい中
にありまして、北海道の補助助成が対象になりそう
であるというようなことから、一般財源の捻出でな
くて、同じ事業をやるにしても、幾らかでも国、道
の助成金を対応して取り進めるということが財政運
営上有利であるというようなことから、次年度に繰
り延べさせていただいたということで御理解をいた
だきたいと思いますし、また、給食センターの改修
等々につきましても、非常に厳しい状況の中での対
応でありますが、計画的に逐次改善をしていかなけ
ればならないというふうに思っておりますし、給食
センターのボイラーの件についても、その優先順位
がどうかと。私としては、耐用年数が来たから即交
換するというのではなくて、使えるものは使える期
間大いに利用すると。こういう厳しい財政の中で、
耐用年数とともに更新していくという物の考え方は
持ち合わせておりません。使えるものは少しでも改
修しながら、修理をしながら、少しでも使って、そ
して最終的に交換していくと。１６年度このボイ
ラーが全く使えないということではないと。１６年
何とかだましだまし使える状況にあるという報告を
聞いておりますので、それでは１７年に防衛施設局
の補助採択を受けて、一般財源を振り向けるのでな
くて、補助採択を受けて、そして改修をしていくと
いうことで計画を立てたということでありますの
で、御理解をいただきたいと思います。 
 それから地域再生事業債、これ、議員ちょっと、
最初に国が示した方向で議員お考えなのかなという
ふうに思っておりますが、今これは方向がはっきり
していることは、この償還については国は一切面倒
見てくれないのです。もう既にそれは既存の交付税
の中に含まれているのだというのが前提なのです
よ。ですから、例えば１, ０００万円なら１, ０００
万円の地域再生事業債を借りたとしたら、その１,
０００万円はすべて一般財源で償還しなければなら
ない。ですから、さっきお答えさせていただきまし
たように、公債残高が膨らむだけである。国がその
償還について面倒見てくれないのだと。そういう借
金を議員は勧めておるわけですけれども、私として
はそういう地方債の借り入れについては、今、健全
財政指針で示しておりますように、少なくとも単年
度におきます地方債の借り入れは、一般財源ベース
の償還で４億円ベースというものを基本として、今
財政運営をさせていただいておりますので、それに
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プラスして借金をふやすということは、今後の財政
運営に大きく支障を来すというふうに認識しており
ますので、今のところ、この地域再生事業債を我が
町で使うと、利用するという考え方は持っていない
ということで御理解をいただきたいと思います。 
○議長（中川一男君） 再々質問。 
 １３番村上和子君。 
○１３番（村上和子君） ２項目めの３点目の公用
車の件でございますが、これはリースバックも効果
が期待できれば導入の判断をされるということでご
ざいますけれども……。 
○議長（中川一男君） 村上議員、再質問で公用車
の質問をしていないのですよ。だから、再々ではで
きませんので。 
○１３番（村上和子君） わかりました。 
 それでは、公用車は一番初めにしましたですけれ
ども。 
○議長（中川一男君） 納得したと理解しておりま
す。 
○１３番（村上和子君） だめなのですか。 
○議長（中川一男君） それで再質問で出なかった
ので、理事者側納得したという見解だと思います。 
○１３番（村上和子君） では、わかりました。 
 それでは、２項目めの休日の、時間外の件でござ
いますけれども、消防署はそういう任務があると。
だめだということであれば、１週間のうち、病院の
ような、夜間診療のような、１週間に曜日を決めま
して、１回でも結構でございますけれども、夜間業
務を考えて、こういうことはどうでしょうか。やっ
ていただけませんでしょうか。これは行政として町
民に利便性をということで、こういうことを検討し
てみていただきたいと。頭からもうそれはちょっと
財政的にどうのということでなくて、考えていただ
きたいと思います。 
 それと今、３点目の雇用対策の住宅のリフォーム
の件でございますけれども、この助成につきまし
て、町長、介護保険を利用してどうのこうのとおっ
しゃいましたけれども、私は、介護保険を利用する
方法でなくて、これから高齢化に向けましてもバリ
アフリーとか、せめて玄関だけでもとかリフォーム
をしたいと、こういうふうに考えていらっしゃる方
たくさんおりますので、そういった方に、何かそん
なに大きな、今、町民の夢と希望といいましょう
か、何か住宅環境の整備のところに対して、財政厳
しいと。町長何か申し上げますと財政厳しいと、金
がないとおっしゃいますけれども、何かいい妙案な
いものか考えていただきたいと思いますが。 
 それと第４項の件につきましては、教育長にも
ちょっと御答弁お願いしたいと思うのですが、最

初、町長と教育長ということでお願いしてありまし
たのですけれども、よろしくお願いしたいと思いま
す。 
○議長（中川一男君） 先ほどのボイラーだとか図
書館だとか、そういうことで質問だと思うのです
が、教育長に要点は何をお聞きしたいのかというこ
となのですが。 
○１３番（村上和子君） 図書館とボイラー。 
○議長（中川一男君） それはわかります。 
○１３番（村上和子君） 給食センターの件です
ね。 
○議長（中川一男君） 給食センターです。でも、
それは町長の方から先ほど答弁しているわけですか
ら、それに対して教育長の答弁は何を求めているの
か。 
○１３番（村上和子君） 計画がありましたのです
ね。昨年の６月質問申し上げましたときに。図書館
新設整備基本法と既存図書室改築計画、これを策定
されているということで、そこら辺のところはどう
なったのかと思いまして。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） １３番村上議員の再々質問
にお答えさせていただきます。 
 まず、最初の消防業務における証明書の交付の件
についてでありますが、それがほかのであるなら
ば、夜間における業務として、例えば週に１回なり
取り組んではどうかという御質問でありますが、さ
きにも同僚議員の御質問にお答えさせていただきま
したように、年間予測すると、年間３０件あるか、
３０数件かなというような状況であります。例え
ば、１週間に１回対応したとしても、議員から御指
導いただいております事業対評価、事業評価をした
ときに、本当にその業務が対応した中で有効なのか
ということを判断いたしますと、私は事業対評価を
してこの事業を推進していくということがなかなか
難しいというふうに認識いたしておりますので、現
状の中の対応の中で、住民の皆さん方の不便な部分
についてどう解消するかということも十分配慮しな
ければなりませんが、現状の中での住民の御協力を
賜りたいなというふうに思っているところでありま
す。 
 それから、住宅リフォームの件でありますが、先
ほど私は介護保険を利用してやってくれということ
でなくて、介護保険制度における住宅の改修事業に
おいてはこういうような状況ですよと。そういうよ
うなことで、大きな部分はないですよということを
申し上げたわけでありまして、バリアフリー等々に
つきましても、介護保険を適用するためには、それ
なりの認定におきます対応を受けなければ対象には
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なりませんので、介護保険でやってくれということ
でなくて、介護保険の状況がこうなのだよというこ
とで御理解を賜りたいと。 
 このことにつきましては、先ほどもお答えしまし
たように、今、町としては、このリフォームの対応
の中で、このことを推進することによって雇用の促
進にいかにつないでいくかと、つながるかというこ
とも十分検討しなければならない課題であると。現
時点において、一般財源の捻出をしながら対応して
いくということはなかなか難しいということで御理
解を賜りたいと思います。 
 それから、最後の公民館の改修、あるいは給食セ
ンターの改修等々につきましては、実施の中でどう
対応するかと。町といたしましては、それぞれの改
修計画、補修計画、そういったものの計画を立てて
対応いたしておるところであります。しかし、計画
を立てたから即実施すると。例えば、それぞれの所
管から、このことにつきましては平成何年度に実施
してほしいわという計画が上がったとして、それが
上がったことを、計画がありますよ、こういう計画
がありますよということで議員の皆さん方に御説明
を申し上げる。しかし、それに対して予算がつくと
いうことが前提ではありません。予算つくために
は、これはあくまでも３カ年間の実施計画の中で、
その中にどう織り込むかと。そして財政計画をどう
立てていくかと。その中でやはり先ほど議員が疑問
に思っている優先順位って何だろうという部分もあ
るわけでありますけれども、間に合うものは我慢し
てもらう、そしてどうしても緊急性あるものについ
ては対処するというようなことで、予算措置の中で
考えているということで、ひとつ計画が必ずその計
画年度のとおりに実施されるという方向に進みたい
わけでありますけれども、極端にこのように財政が
厳しい状況に陥っていると。言うならば、国の地方
財政の中で地方交付税が予想以上に大きく減少して
いると。そういう中にありましては、計画の先送り
もしなければならないということについては、ひと
つ御理解を賜りたいなというふうに思います。 
○議長（中川一男君） 以上をもちまして、１３番
村上和子君の一般質問を終了いたします。 
 次に、５番小野忠君。 
○５番（小野忠君） 私は、さきに通告いたしまし
た２項目について、町長、教育長にお伺いをいたし
ます。 
 まず、先に町村合併に対する町長の基本的な考え
方について質問をいたします。 
 カラスの鳴かない日はあっても、合併を論じられ
なかったりマスコミが取り上げない日はないほど、
世の中は合併という大きな渦の中に巻き込まれ、翻

弄されているように感じます。こうした中にあっ
て、町長も意欲的に取り組んでおりますが、基本的
にいかがお考えなのかについてお伺いをいたしま
す。 
 まず第１点は、三位一体の改革であります。 
補助金の廃止・縮減、地方交付税の見直し、税源の
移譲をする三位一体の改革については、時折報道は
あるものの、我々の期待するような方向には至って
いないような感じがします。税源の移譲といって
も、税源に何があるか。税を負担する企業はない
し、人も減少しつつある中で、町長は三位一体の改
革がどのような形で実現するとお考えか。どのよう
な形かは無理にしても、三位一体の改革の実現性に
ついていかがお考えか、お伺いいたしたいと思いま
す。 
 ２点目は、我が町が合併をしないで生き残れる道
はないのかという点であります。 
 我が町の一体性、継続性を確保する点から合併し
ない方が望ましいかと思います。財政は合併しても
しなくても苦しいのは五十歩百歩かと思います。我
が町なりに個性ある自立ができるまちづくりを進め
られないのか、この点についていかがお考えか、お
伺いをいたしたいと思います。 
 まず３点目は、町村合併と男女の結婚を同一視す
ることはできませんが、結婚の場合は、迷い、ため
らいがあった場合は失敗する例が多いとは聞いてお
ります。合併は国の方針だからとか、特例措置を期
待して全部が合併しますと、特例措置も特例でなく
なる可能性もあります。貧しくとも歴史ある我が町
を残すために、合併協議会には参加せずに、広域連
合で事務処理することについてはいかがお考えか、
お伺いをいたしたいと思います。 
 以上３点について、町長の率直な所信をお伺いを
いたします。 
 次に、教育長にお伺いをいたします。 
 まず、給食業務について。 
 新学期を控えて、入所・入学する児童生徒の中
で、アレルギー体質の子を持つ親が少なからずおら
れるようであります。給食とアレルギーとの関係
で、どこまで食事制限することができるのか、極め
て難しい問題だと思いますが、成長期に必要な栄養
がとれないことは命にかかわることなので、本町で
はどのように配慮されているかを承知いたしたく存
じます。 
 私は、施設・学校・保護者が子供の状態をしっか
り把握することによって、すくすくと子供は心身と
もに発達すると思っておりますが、教育長の御所見
を賜りたいと思います。 
 以上で終わります。 
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○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） ５番小野議員の３点の御質
問にお答えさせていただきます。 
 まず、１点目の三位一体改革につきましては、議
員の認識と同様に、私も地方が求めている内容から
離れているのではないかと強く感じているところで
あります。このたび一般財源化された国庫補助負担
金を見ましても、その補助メニューを実施するか否
かの裁量の余地はなく、あくまでも負担の移譲の感
を強く持たざるを得ない内容となっているのであり
ます。 
 これに関しての国の対応策として、本年度以降３
年間の暫定措置とされた所得贈与税については、人
口１人当たり１, ６７４円を徴収する方法で財源措
置され、残りを交付税措置とされたと言われており
ますけれども、交付税総額が大きく削減されている
状況からして、国庫補助負担金の削減相当額を他で
措置されたとの実感は到底持て得ないものでありま
す。 
 なお、これからも引き続き実行されます三位一体
改革の実現性については、今の段階で述べることは
できませんが、少なくとも来年以降において削減対
象となる補助メニューがどの分野に及んでいくの
か、また、税源移譲される税目が最終的にはどれに
なるのか、そのことにより地方財政への影響がどう
なるのかを十分に注視していかなければならないと
考えておるところであります。 
 次に、２点目の市町村合併に関する御質問であり
ますが、富良野圏域における市町村合併の状況につ
いては、昨年の１月に中富良野町が任意合併協議会
から離脱したことにより、５市町村枠組みの合併協
議の機会がなくなりました。その後、南富良野町と
占冠村が法定合併協議会設立に向けて協議が進めら
れていることは、既に御案内のとおりであります。 
 このように、我が町を取り巻く近隣の市町村の状
況からいたしますと、合併協議の機会がない現段階
におきましては、必然的に自主自立の道に軸足を置
いた中でまちづくりを進めていかなければならない
と考えているところであります。 
 次に、３点目の広域連合を進めてはとの御質問で
ありますが、さきの御質問にもお答えさせていただ
きましたように、財政状況がますます厳しい状況を
迎える中で、単独での道に重点を置いたまちづくり
を進めていく上においても、行財政の効率化は極め
て重要な課題となります。そのためには、広域的に
行政を推進することが最も有効な取り組みであると
考えております。 
 現在、富良野圏域では、広域連合準備室の設置に
ついては凍結状態でありますが、今後も広域行政の

推進を圏域の市町村に働きかけ、その推進に努力し
てまいりたいと考えておりますので、御理解を賜り
たいと思います。 
○議長（中川一男君） 教育長、答弁。 
○教育長（高橋英勝君） ５番小野議員の４番目の
学校給食についての質問にお答えいたします。 
 学校給食は、学校給食法に基づきまして、児童生
徒の心身の健全な発達に資し、かつ食生活の改善に
寄与することを目的として実施しており、本町では
昭和３８年から学校給食を開始し、昭和５４年には
学校給食センターを建設し、センター方式により、
現在は小中学校合わせて約１, ２００食を提供して
おります。多様化する食嗜好の中で栄養面に配慮
し、バランスのとれた献立内容の工夫や衛生管理・
安全対策にも細心の注意を払い、児童生徒に喜ばれ
る学校給食の提供に努めているところでございま
す。 
 食事性アレルギーにつきましては、そばアレル
ギーが多いため、平成４年度からそばの使用を中止
しております。また、長芋は材料としての使用が難
しく、そのほか生卵やイクラ類の生ものは食中毒の
原因として大きいため、以前から使用しておりませ
ん。 
 近年、子供たちを取り巻く社会や生活環境の変化
は、心身の健康にもさまざまな影響を及ぼしてお
り、特に食生活では、飽食と言われる豊かさの中
で、不規則な食生活や偏った食事内容による疾病も
多くなり、栄養管理の問題点も指摘されているとこ
ろでございます。 
 また、食物アレルギーを持った児童生徒も年々増
加の傾向にあります。本町では、平成４年度より食
事性アレルギーの原因食品調査を学校を通じ実施し
て、毎月発行している給食だよりの献立表に使用材
料を明記して、家庭及び学校に周知しているところ
でございます。平成１５年は、１４名の食事性アレ
ルギー児童生徒がおりますが、学校、保護者と連携
しながら、それぞれの児童生徒のアレルギー体質に
配慮し、牛乳の代替としてお茶を提供し、パン給食
の脱脂粉乳アレルギーにはパンをおにぎりに変える
など、児童生徒の体質を考え給食を提供するように
努めているところでございます。 
 今後においても、食事性アレルギー児童生徒に
は、毎月発行しております給食だよりで給食の献立
内容を周知し、該当する児童生徒に対しましては、
これまでどおり学校、保護者と連携し、児童生徒の
体質に合った給食を提供するよう配慮してまいりた
いと考えておりますし、学校給食の衛生管理や安全
対策にも細心の注意を払い、より安全でおいしい給
食の提供に努めてまいりたいと考えておりますの
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で、御理解をいただきたいと思います。 
○議長（中川一男君） 再質問ございますか。 
 ５番小野忠君。 
○５番（小野忠君） 町長にもう一度お伺いいたし
たいと思います。 
 まず、合併問題の問題について、全面的、一点一
点でなくて、一応合併問題についてはなかなか難し
いなということを私も感じております。それで、合
併はお嫁さんがいないからできないし、それからま
た、広域連合をするにはまだちょっとお嫁さんがい
ないのかなと。このような状態が現在続いておるな
らば、自立でいかなければならないということを今
回、今の答弁のところに出ておりますけれども、一
応合併特例法は来年の３月でまず終わろうとしてお
ります。そこへもってきて、また、今、国は、この
通常国会に対して新法を出そうというようなことも
報道されております。こうなってくると、果たして
どういうことになるのかということは疑問視するも
のがたくさんあります。 
 それで前回、町報の中で町の考え方を出していた
だいたもの、私資料を見てみますときに、ただ財政
だけが平成２０年になると８０から６０になってし
まうのだと。それだけではやっぱり町民の皆さん方
がわからない部分がたくさんあるのです。ただ、一
度にただそれだけになるよというだけではだめでは
ないかと思うのです。それで今後、やっぱりこのシ
ミュレーションをきちっとつくって、そして、まず
この町報に公開すると。こういう細かいこともやっ
ぱり紙面に書いて、やっぱり町長、今回の執行方針
の中では痛みを伴うと出ているのですから、一応町
民の皆さんにも痛みを伴ってもらうためには、やっ
ぱりきちっとしたものをシミュレーションを出し
て、そして公開をしたら、町民の皆さん方も、あ
あ、そうかなという感じになってくるのでなかろう
かと私は思うのであります。 
 それで、町長、今後どうであろうと、やっぱりき
ちっとしたシミュレーションをつくって、それで町
民に、広報誌に情報を公開していただくということ
ができるのかできないのか。ここまでしか聞くこと
は無理でないかなと。幾ら聞いてもそこら辺は
ちょっと難しいのではないかと思いますので、そう
いう点ひとつもう一度御答弁をいただきたいと思い
ます。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） ５番小野議員の再質問にお
答えさせていただきます。 
 市町村合併につきましては、今、市町村合併特例
法は、議員御発言のとおり、１７年３月３１日を
もって終結するわけでありまして、きのうですか、

合併促進新法が、特例法が閣議決定されて上程され
たと。今国会で議決に向かって取り進められていく
ということでありますが。また新たに国は、町村合
併の推進のために、今度は都道府県知事の権限を強
化した中で対処していくわというような新法であり
ます。 
 また、今までのお話で私が何度も申し上げており
ますように、現合併特例法による、その対応を受け
るために市町村合併を促進するという考え方は私は
持ち合わせていないと。将来の上富良野町のまちづ
くり、合併したらどうなるか、合併しないで自立で
いったらどうなるかという姿をどうやってつくり上
げて住民の皆さん方の理解を得るかと。議員御質問
にありますように、今のところは我々は、合併をし
たらということにつきましては、５市町村で合併研
究会をつくって資料をつくったその限度を超える資
料を提供することはでき得ない、協議をされており
ませんのででき得ませんけれども、自立していった
らどうなるかということにつきましては、今、我が
町と美瑛町が自立のための研究会を発足して研究し
ておるところでありまして、これらについてもまと
め次第、議員の皆さん方にも御説明申し上げ、町民
の皆さん方にも開示していきたいなというふうに
思っておりますが、まずは自立した場合どうなるか
という大きな課題は、一つには、財政的に厳しいか
ら合併するということは、まことに残念なことでは
ありますけれども、そういう方向性を選んでいきた
くはないというふうに思いますが、何といっても、
自立していくためにはかまどがどうなるかというこ
とが最も大切であります。 
 ですから、財政状況がどうなるかということをま
ず住民の皆さん方にも知っていただかなければなら
ないということで、町広報で北海道がつくり上げた
シミュレーション、そして我が町が中期財政計画を
立てたシミュレーションで説明をいたしております
が、これも決してそうなるということではありませ
ん。今、先ほど三位一体改革でお答えさせていただ
いたように、これからの三位一体改革がどのように
なっていくのかということも予測できない。国が地
方財政をどのように導こうとしているのかというこ
とも予測できない。では、三位一体の中で財源移譲
するという、税源移譲をすると言っているけれど
も、何の税源を移譲されるのか全くわからない。 
 そういう中にあって、上富良野町がこれから先の
財政計画を立てるということは全く不可能でありま
すが、中・長期の財政計画の中で先ほど議員がお話
ししたように、平成２０年度になれば、我が町の歳
入構造は６０億円ぐらいになるだろうという予測を
立てました。昨年の２月であります。ところが、今
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年度、国が三位一体改革によります１兆円１兆円の
対応をした結果、このままの状態でいけば、６０億
円歳入構造というのは平成１８年、２年間早まるで
あろうというような中期財政計画を今年度の２月、
１年後に立てざるを得ない状況にあります。しか
し、これも、今、国は三位一体改革の中で減額する
分、減らす部分だけは対応しておりますが、税源移
譲の部分が、先ほども言いましたように、所得贈与
税という部分でできた部分と、また加えて住民税の
改正による増税の部分だけでありまして、基本的に
税源が、所得税が移譲されてくるのか、消費税が移
譲されてくるのか、過去にありましたたばこ消費税
だとかいろいろな税がありますが、その何が移譲さ
れてくるかによって町の収入状況は議員おっしゃる
ように変わってくるというようなことで、非常に見
定めが難しいわけでありますが、そういう中にあっ
て、これから財政状況の見通し、将来のまちづくり
を目指す方向性等々につきましては、住民の皆さん
方に御説明を申し上げて、自立の道を選ぶのか、合
併の道を選ぶのか、そういうような判断材料という
ものを提起をしていくように、最大限の資料を作成
していきたいなと。これから進めていきたいという
ように思っておりますので、御理解を賜りたいと思
います。 
○議長（中川一男君） 再々質問よろしいですか。 
 以上をもちまして、５番小野忠君の一般質問を終
了いたします。 
 次に、３番岩崎治男君。 
○３番（岩崎治男君） 私は、次の３点について一
般質問をいたします。 
 第１点目、町立病院の運営について。 
 我が国の医療は、国民皆保険制度の整備と、どの
医療機関でも受診が可能な仕組みのもとで、世界最
高の平均寿命を達成し、世界保健機関の評価から
も、我が国の健康システムは世界最高と言われてい
るところであります。 
 私たちが日ごろ、健康で安心して暮らせるのは、
緊急の場合に身近に町立病院が医療機関としてある
からであります。しかし、町立病院は、多額の一般
財源を投入して運営を行っているわけであります。
国からの交付税の大幅削減、医療制度の改革、薬価
の改正等、厳しい病院運営と認識しておりますが、
平成１６年度の一般財源投入額も含め、今後、町立
病院の健全化経営についてどのようにお考えか、町
長の見解を求めるものであります。 
 ２点目、病院の医療体制について。 
 今の医療制度は、すべての国民が公的な医療制度
に加入し、いつでも必要な医療を受けることができ
るわけでありますが、その一方で、医療制度を取り

巻く環境は大きく変化してきております。 
 さきに、大学病院よりの医師の名義貸しが問題に
なったところであります。現在の町立病院の医療体
制は、医師、看護師、准看護師、その他技師の定数
等、医療基準に適合した内容で運営されているの
か、できるだけ細部にわたり説明を求めます。 
 次、３点目は、農産物の認証制度について。 
 近年、世界の食料事情をめぐる環境は非常に厳し
く、新たに発生した病原菌、病原体が増大し、蔓延
を防ぐ対策が急がれるところであります。肉牛によ
るＢＳＥ、いわゆる狂牛病の発生に始まり、鳥イン
フルエンザ等、世界各国にまたがり食料の安全性が
問われております。農畜産物の多くを海外輸入に依
存している我が国においては、大きな死活問題であ
ります。その中で、消費者に信頼して買っていただ
けるのは、私たちがつくった、国内で生産される食
料であると思うわけであります。 
 このような状況下にありまして、農業団体、農業
技術者、行政が一体となり、農産物の認証に関する
検討会を立ち上げるべきと考えます。地産地消が求
められている中にありまして、消費者に安心して買
い求めていただけるあかしとなるレッテルが必要と
考えます。地場産の食料品に対する認証制度につい
て、町長の見解を求めるものであります。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） ３番岩崎議員の御質問にお
答えさせていただきます。 
 最初に、町立病院の健全経営についてであります
が、町立病院は、自治体病院として地域住民の医療
の確保を使命として、昭和３３年に開設をいたしま
した。この間、住民の健康保持のため、公衆衛生活
動など地域医療の中核的な役割を担うべく、また、
地域に欠ける医療構成、公平な立場で提供すること
を基本姿勢に取り組んでまいりました。 
 現在、病院運営のための一般会計から病院会計へ
の繰出金は、平成１６年度予算で約２億５, ０００
万円であります。 
 なお、病院事業に対して国から交付税が平成１５
年度においては１億２,０ ００万円交付され、約１
億３,００ ０万円程度は町独自の負担となっておる
ところであります。 
 このことから、町民１人当たり年間負担額は約１
万円となっておりますが、この１万円は他の自治体
病院と比較してもそう高くないものと考えます。 
 診療報酬のマイナス改定が続くなど極めて厳しい
医療環境の中で、今後においても、現行の診療体制
を堅持するためには、一定の繰り出しは避けられな
い状況にあると考えます。しかしながら、町の財政
状況からしても、でき得るだけ負担の軽減を図るた
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め、病院の健全化を今後も考えていく必要があると
考えております。 
 次に２点目の病院の医師、看護師、医療技術職員
等の医療体制についてでありますが、病院に必要な
従事者は、医療法施行規則に標準とする人員の算出
が規定されております。現在、医師の標準数は７.
２人でありますが、実人員は５. １人で、２. １人不
足している状況にあります。標準医師数が７０％に
あることから、６０％以下で適用される診療報酬の
減算措置の適用はありません。また、看護師、看護
補助者、薬剤師は、施設基準に適合をいたしており
ます。 
 次に３点目の農産物の認証制度についてお答えさ
せていただきます。 
 今、消費者の健全志向や食に対する安全・安心が
求められている中で、牛のＢＳＥや鳥のインフルエ
ンザの発生、食品の偽装表示、輸入野菜の残留毒
性、無登録農薬の使用など、食品に対する不信・不
満が高まっておるところであります。 
 このようなことを背景にして、富良野農協におい
ては、一部の農産物ではありますが、栽培の経過や
農薬の使用状況などについて情報開示を行い、ク
リーンなイメージを販売戦略の一つとして、「ふら
のエコフード」の認証制度を独自に位置づけ、消費
者の安全・安心に対する信頼を得る努力を行ってお
ります。 
 この農産物の認証につきましては、その拡充の必
要性を感じており、これまでＪＡ、農業改良普及セ
ンター、富良野沿線５市町村等の関係機関で協議を
重ねており、今後もさらに認証制度の確立に努めて
いくことで協議を継続してまいります。 
 私といたしましては、地元で生産される農畜産物
は地元と密着した食材であってほしいと考えており
ます。安全で安心な農畜産物の供給とクリーンなイ
メージをつくり上げていくことが消費者の信頼を勝
ち得る近道であると思いますし、富良野産ブランド
としても、この認証制度の拡充は重要であると考え
ておりますので、御理解を賜りたいと思います。 
○議長（中川一男君） 再質問ございますか。 
 ３番岩崎治男君。 
○３番（岩崎治男君） ただいまの町長答弁で、国
からの交付税約１億２,０ ００万円、町独自の負担
が１億３,０ ００万円である。町民１人当たりの１
年間に負担する額は約１万円ほどであると。わかり
やすい答えであると理解をいたしているところであ
ります。 
 しかし、交付税を除いて、町の一般会計より病院
会計へ約１億３, ０００万円もの繰り入れを行うこ
とも、自主自立での病院会計の運営する努力は必要

と考えるが、いかがでしょうか。 
 平成１４年度の病院事業会計報告書、ここに、手
元にありますけれども、報告書の余剰金計算書の中
の欠損金のところで、前年度末処理欠損金が６億
９, ９２６万何がしがあるということでございまし
て、当年度純利益で２, ５５６万３, ０００何がしを
繰り入れて、差し引きでもって６億７,３７ ０万何
がしとなっているところであります。この欠損金の
額は昭和３３年に町立病院が開設して以来、何年ご
ろよりこのような状況になっているのですか。お伺
いをしたいと思いますし、また、今後１４年度のよ
うに、１５年度、１６年度と純利益として繰り入れ
をしていける見通しがあるのかどうかということに
ついても見解をいただきたいと思います。 
 それから、さきの薬事法により、民間薬局による
薬剤の投与が可能となったわけでありますが、民間
薬局で今現在やっておりますけれども、これでよい
のであれば、全部民間薬局にお任せしたらいかが
か、いろいろな面で経費節減につながるのではない
かというふうに考えるわけでございます。 
 それから、次に２点目の病院の医療体制について
再質問いたします。 
 町長は、２日の開会の行政報告の中で、町立病院
が２０００年に旭川医大などから医師３人の名義借
りをした問題について、昨年１１月に富良野保健所
の立入調査を受け、医師の勤務の虚偽報告に対し
て、１月、保健所長から文書で厳重注意を受け、始
末書を提出したとのことであります。ただいまの答
弁で医師の標準数は７. ２人、実人員は５. １人であ
るとのことであります。現在、町立病院の医師は内
科医３人、外科医が１人の計４名と認識をいたして
いるところであります。そういったことでなってい
るところであるのですが、実人員が５.幾ら という
ことは、１. １人がどのような医師確保の内容と
なっているのかということをお伺いします。 
 それから、レントゲン技師とか医療技術職員につ
いて、施設基準に適合した配置人員となっているの
かということもお尋ねします。その内容ですけれど
も、どのような部署にどのような技師が、何名が仕
事に携わっているのかについてもお伺いをしたいと
思います。 
 それから、病床数について、内訳の報告をいただ
きたいと思います。 
 再質問の３点目、食料品の認証制度について再質
問いたしますが、農家が畑に種をまき、丹精を込め
て育て、収穫し出荷した食料品を消費者に安心して
食べていただくためには、農産物の認証制度が必要
であるというふうに思います。農薬の検知などを含
めた施設の導入をし、制度の確立をすべきだと考え
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ます。 
 上富良野町の取り組み、また富良野合併新農協と
力を合わせた広域圏での取り組みなどについて、町
長の考えを伺います。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） ３番岩崎議員の再質問にお
答えさせていただきますが、今、御質問の中で通告
内容を十分認識していなかったのか、再質問の中で
新たな御質問が出てまいりました。これらにつきま
しては、今、担当と調整をさせていただきますが、
まず、部門別の人員の配置につきましては、病院事
務長から説明をいたさせます。 
 さて、御質問のお答えに入らせていただきます
が、議員おっしゃるとおり、町立病院の累積欠損金
は６億数千万円の欠損金がございます。これは今何
とか差益２,００ ０万円前後の利益を上げておりま
すので、言うならば、過去にありました不良債務に
つきましては解消をすることができ得ましたが、年
間２,００ ０万円相当の病院の利益では、この累積
欠損金がなかなか減ってこないというのが現状でご
ざいますが、私といたしましては、この累積欠損金
がふえないことが第一であると。減らす、町立病院
が利益を上げていくということは、全く不可能であ
ります。病院が利益を上げるためには一般財源の繰
出額をふやさなければ、病院は利益が上がらないと
いうのが現状でありますから、自治体病院というの
は、利益を上げることは全く難しいというのが現状
でありますので、この累積欠損金がふえない運営を
することが第一であるというふうに思っておりま
す。 
 そういう中にありまして、いつごろからかという
ことは、過去におきましては、何年からということ
はちょっとお答えでき得ない、記憶にないわけであ
りますが、過去におきましては赤字になった分は当
年度決算において一般会計から繰り入れて、病院企
業会計の赤字決算はしなかったというのが過去の会
計処理上で対応しておりました。しかし、平成に
入って何年間かと思いますが、その手法を取りやめ
て累積欠損金をつくっていく病院企業会計の処理に
転じたと。一般会計からの繰り出しをしないで対応
していくようになったということでありますが、そ
れが何年からかということについては、今、私とし
ては記憶がないので、平成に入って何年か後だろう
という記憶でお答えさせていただきますので、御理
解を賜りたいと思います。 
 そして、なおまた、繰入金につきましても、交付
税がだんだんだんだん減ってくる中にありまして、
今現在、一般財源で人口１人１万円ぐらい相当の繰
り出しをしておりますが、この繰出額については、

少しでも減らさなければならないというふうに思っ
ております。ただ、減らすということにつきまして
は、やはり病院の現状の中で減らすことは、なかな
かもう経費の節減等々の対応を図ってきております
けれども、医療費の改正、薬価基準の改正等々でな
かなか難しいというように思っております。これを
減らすためには、現在の２科体制とか、緊急医療体
制とか、そういった部分に手を加えなければ、この
繰出金を減らすことが難しいというふうに私は認識
しております。そのためには、町民の皆さん方の理
解を得なければならない。他の自治体から比較すれ
ば、１人１万円というのは決して高くないと。まだ
まだ美瑛町さんだとかよその自治体はまだまだ多額
の財政投資をしているわけですから、我が町の町立
病院はまずいい方であるというふうに私は認識して
おります。しかし、１万円が高いというのであれ
ば、では幾らがいいのかということになると難しい
わけでありますが、町の財政状況からしても、１万
円を８, ０００円相当にでも、１億３, ０００万円を
１億円でも、あるいは８,００ ０万円の繰り出しで
済むように、プラス交付税というようなことができ
得ればなというふうに病院の健全経営についての努
力をして、今後も重ねて努力をしていかなければい
けないというふうに思っております。 
 それからもう１点、院外処方の件であろうと思い
ますが、１００％院外処方というのは、病院経営を
していてこれは不可能であります。これは当然にし
て、入院している患者さんに対しては院内で薬を出
さなければいけない。ですから、我が町におきまし
ては、過去においては３名の薬剤師が必要だと言わ
れておりましたが、今、院外処方の対応を図ること
によりまして、今１. １名の薬剤師でいいという数
値になっております。１.１と いうのは難しいです
から、やっぱり２になるということでありますが、
薬剤師の増員を避けるために院外処方を実施して、
現在９０数％の対応を図っていると。残りの部分に
つきましては、やはり薬局へ赴くお年寄りだとかい
ろいろな方々のそういったニーズにもこたえてやっ
て、院内で処方しなければならないということでも
ございますので、御理解をいただきたいと思いま
す。 
 それからもう１点の医師の定数の１.１人 分はど
うなのだと。これが言うならば、医大から出張医、
派遣医で対処している人数換算分であります。今、
三好医師、鳥本医師等々、人数につきましては
ちょっとわかりませんが、これについても事務長の
方からお答えさせていただきますけれども、そうい
う旭川医大から派遣されている医師が１. １人分あ
るということで御理解を賜りたいと存じます。 
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 それから、最後の認証制度、エコフードについて
でありますが、議員が御質問にございました検知な
どを含めた施設の導入等々につきましては、今後も
ＪＡさんと十分に協議を進めながら、沿線５市町村
広域圏の中で、農業担当の課長職等で対応しており
ます幹事会を結成しておりますので、そういう５市
町村との協調を図りながら、ＪＡとの連携を深めた
中で、推進についても努力をしていきたいというふ
うに思っておりますので、御理解を賜りたいと思い
ます。 
○議長（中川一男君） ただいま町長の答弁の中
で、赤字の年度ですが、町長の思い違いもあるよう
でございますので、その点も町立病院事務長より説
明いたさせます。 
 答弁。 
○病院事務長（三好稔君） ３番議員の御質問にお
答えをいたしたいと思います。 
 まず、１点目の欠損金の発生の状況、経緯でござ
います。 
 これにつきましては、発生の初年度につきまして
は、昭和５９年、２, ９９０万円程度でございま
す。それから毎年度、現在に至るまで欠損金の発生
に至っております。そんなことによって、毎年度累
計額が大きくなってきておるといったような状況で
ございます。 
 ちなみに、５９年度におきまして８,１０ ０万円
の赤字が出ました。そんなことから、欠損金の発生
に至ったといった状況でございます。 
 あと、平成になってからも、平成元年には７, ６
００万円、平成２年には９, ０００万円、平成３年
には４, ０００万円と、こういった単年度の赤字が
発生したといったような状況等が繰り返された中に
おいて、この多額の欠損金に至っておるという状況
でございます。 
 さらに、医師の状況でございます。 
 ５. １人ということで、常勤４人、先ほど町長か
ら御答弁申し上げました医大等からの出張医、実人
員換算で１.１人 。内容につきましては、今現在、
火曜日の当直、そして翌日一日診療、さらには金曜
日の一日診療ということで、この先生にかかわる分
については、実人員換算で０. ６になります。その
ほか土曜日、日曜日の救急医療にかかわる医師の宿
直、日直も派遣を受けております。これにつきまし
ては０. ４。さらに、毎週月曜日午後、ＣＴ等の読
影の関係で医大の放射線の医師１名、実人員換算で
０. １ということで、合わせて１. １ということにな
るところでございます。そんなことで御理解をいた
だきたいと思います。 
 それから、技術職員の配置の状況でございます。 

 これにつきましては、配置の基準につきまして
は、医療法施行令に定められておりまして、薬剤師
につきましては２名でございます。そして、理学療
法士につきましては、その病院の実態において配置
するといったことで、実態としては１名。さらに栄
養士につきましては、２００床以上の病院について
は栄養士を配置するといったような基準でございま
すが、実態として管理栄養士２名を配置いたしてお
ります。そのほか、病院の実態において配置する職
員といたしまして、臨床検査技師２名、そして放射
線技師２名等でございます。 
 さらに、病床数でございますが、一般病床におき
ましては４４床、療養型病床については３６床、そ
のうち医療病床といたしまして１６床、介護病床２
０床となっておるところでございます。 
 以上です。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） 先ほどお答えした部分で、
累積欠損金の発生年度等々について私の記憶違いが
ございますので、議長の方でこの件についての対処
をお願いしたいと思います。 
○議長（中川一男君） 了解いたしました。 
 再々質問ございますか。 
 ３番岩崎治男君。 
○３番（岩崎治男君） 町立病院の関係について
再々質問をいたしたいと思います。 
 関連でございますので、ちょっと話題は変わりま
すけれども、病院の医療型病床に短期入院をした場
合の利用料と申しますか、使用料と申しますか、こ
の介護保険の関係の料金であります。介護センター
に申し込みをして、紹介をいただいて、特養ラベン
ダーハイツ、また、町立病院の空きベッドの方に入
所させていただいているわけです。ショートステイ
の話ですけれども。この年寄りがショートステイを
利用させていただく場合に、町立病院に入れていた
だいた……。 
○議長（中川一男君） ３番岩崎議員、通告にない
ものですから。 
○３番（岩崎治男君） 病院の関連で。 
○議長（中川一男君） 病院でも、ないので。 
○３番（岩崎治男君） うまくないですか。 
○議長（中川一男君） うまくないです。 
○３番（岩崎治男君） これはちょっと違うと思い
ますね。病院の関連質問で、病床何とかというとこ
ろを聞いているのですから。それに関連して病床の
内容を質問しなかったから、流れとしていかないの
ですよ。それで先に病床の数も聞いたのです。 
○議長（中川一男君） 暫時休憩いたします。 

──────────────────                
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午前１０時２８分 休憩 
午前１１時００分 再開 

──────────────────                
○議長（中川一男君） 休憩前に引き続き、会議を
開きます。 
 ３番議員岩崎治男君の再々質問を続行いたしま
す。 
 岩崎治男君。 
○３番（岩崎治男君） 再々質問いたしますけれど
も、病院にもショートステイという部分がありまし
て、先ほど申し上げましたように特養老人ホームの
方にもあるわけでございますけれども、私どもの年
寄りがいつもお世話になっているわけですけれど
も、その実態として、この介護支援センターの方に
入所の申し込みをいたしまして、入所させていただ
く場合に、そのときの状況によって町立病院のベッ
ドを利用させていただく場合と特養ホームの方の
ベッドをさせていただくことがあるわけなのです。
この辺の区分について質問をしているわけなので、
その辺の答弁を求めます。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） その件について、私の方か
らでなくて担当の方からお答えさせていただきま
す。 
○議長（中川一男君） 町立病院事務長、答弁。 
○病院事務長（三好稔君） ３番岩崎議員の御質問
にお答えをいたしたいと思います。 
 短期入所、いわゆるショートステイの入所の関係
でございますが、住民の方が介護認定受けられ、そ
して一時的に施設使用をするといったときのことに
ついてでございますが、これは私の認識といたしま
して、それぞれの利用する方が主体的にその施設を
選定するものと私自身は認識をいたしております。
そういった状況の中で、私ども医療の施設でござい
ますので、その利用される方の状況によって病院が
いいのか、ハイツがいいのかといった部分、この辺
の考え方のものはあるかと思います。 
 ちなみに、うちの病院においては、療養型３６床
ありまして、介護についてはもういつも大体満床で
ございます。残りの１６床において、短期入所して
いただける可能な範囲でショートの方を受け入れし
ておるという状況にございます。 
○議長（中川一男君） 以上をもちまして、３番岩
崎治男君の一般質問を終了いたします。 
 次に、１１番中村有秀君。 
○１１番（中村有秀君） 私は、一般行政につきま
して、４項１１点につきまして一般質問を行いたい
と思います。 
 まず、第１項目めは、町立病院の運営についてで

ございます。 
 平成１３年２月から、町長の強い指示により院外
処方せん発行が実施され、平成１３年度の院外処方
せんの発行は、２月から３月の２カ月間で２,５３
９件、５０. ６％の発行率、１４年度は１万８, １０
２件、５９.２％ の発行率でありました。院外処方
せんの発行率が徐々に上がってきている実態にあり
ます。平成１５年４月から平成１６年１月までの院
内・院外処方せんの発行の月別状況についてお伺い
をいたします。 
 次に、院外処方せん発行により、必要薬剤師数に
ついてお尋ねを申し上げます。 
 過去の私の質問に対して、次のように事務長から
の答弁をいただきました。平成１４年２月末では
１. ６７人、平成１４年１０月末では１. ５７人、平
成１５年７月末では１.２ ３人。したがって、院外
処方せんの発行率が上昇すれば必要薬剤師数は減じ
るので、平成１６年１月末現在の必要薬剤師数値を
明らかにしていただきたいと思います。 
 ３点目は、薬剤師による薬剤管理指導業務につい
て、平成１５年９月から業務に着手したと平成１５
年９月の第３回定例会で答弁をいただきました。し
たがって、平成１５年９月から平成１６年２月まで
の月別実施患者数及び件数についてお伺いをいたし
たいと思います。 
 次に２項目めは、道道吹上上富良野線の中茶屋
ゲートの閉鎖についてでございます。 
 平成１５年１１月２９日土曜日、午後６時４０分
ごろから７時ごろまでの２０分間に、１０分間置き
で十勝岳中茶屋地点で連続して３件の交通事故が発
生いたしました。急な異常天候で路面がアイスバー
ン状況になったのが原因と思われるが、そのことに
ついて、道道吹上上富良野線は１１月２９日午後９
時から翌日の午前１０時まで中茶屋ゲートが封鎖さ
れました。次の点についての経過等をお伺いいたし
たいと思います。 
 まず第１は、交通事故発生から防災無線による
ゲート封鎖の放送までの、時間を追って、状況とそ
の対応についてお尋ねをいたします。 
 ２点目は、道道吹上上富良野線２１.６キ ロメー
トルは、北海道土木現業所富良野出張所が維持・管
理をしております。今回の事象や今後の災害発生、
または災害発生が予測されるときの土木現業所のマ
ニュアル、上富良野町と土木現業所間のマニュアル
の内容についてお尋ねをいたしたいと思います。 
 次に、第３点目は、社会福祉法人北海道社会事業
協会富良野病院の改築についてでございます。 
 略称富良野協会病院と申しますが、富良野協会病
院が老朽化、狭隘、駐車場不足等を含めて改築計画
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が出され、富良野市議会は、市街地活性化（地域セ
ンター病院に係る）特別委員会が平成１５年６月の
定例会で設置をされました。同特別委員会は、１０
数回開催され審議が行われておりますが、平成１６
年２月１９日開催の同特別委員会で、高田市長は、
一つは３カ所の候補地について、現在地、地域人材
開発センターグラウンド、ＪＲ駅裏。２点目は、沿
線市町村との協議については、これまで担当者間の
間で協議をしてきたが、煮詰まっていない。首長に
よる協議を２月２６日に行う。３点目は、場所の決
定については、３月中に方向を出せるよう努力をし
たいと言明したと報道されております。 
 したがって、地域センター病院として、上富良野
町としてもこの動きについては十分関心を持ってい
かなければならないと。そういう関係で、次の点に
ついて質問をいたしたいと思います。 
 まず一つは、沿線市町村の担当者間で協議をして
きたと言われているが、その開催年月日、協議内
容、当日の出席者を明らかにしていただきたいと思
います。 
 ２番目は、首長による協議を２月２６日行うとあ
るが、その協議内容を明らかにしていただきたいと
思います。 
 ３番目は、地域センター病院として富良野協会病
院の改築計画に対する町長の所見をお伺いいたした
いと思います。 
 次に、市町村合併についてお尋ねをいたします。 
 同僚議員からも市町村合併について質問がありま
したけれども、平成の大合併と言われる合併特例法
が平成１７年３月末までの期限が迫って、連日、法
定協議会、任意協議会の設置、その反面、種々の事
情により法定または任意協議会からの離脱、解散等
も報道されております。 
 北海道の動きは、法定協議会は１６地区で５５市
町村、任意協議会は２１地区で６６市町村で進めら
れております。道内では３７地区１２１市町村が法
定または任意協議会が設置され、その設置率は５７
％と言われております。 
 私ども議員も自主的にまちづくり研究会を立ち上
げ、上富良野町の将来を見据えた研究・協議を進め
てきております。 
 さて、市町村合併の富良野の広域圏の動きを見て
みますと、中富良野町は、任意協議会より離脱を
し、当面、約５年間は合併せず、自主自立でいく。
当町から合併への働きかけは行わないと四方町長は
言明されております。 
 上富良野町は、基本的に飛び地合併はしない。合
併特例債を得る目的での合併はしない。また、第２
７次地方制度調査会最終答申で、基礎自治体人口が

１万人規模とされたということで、それらを含め
て、当面合併をしない方向で尾岸町長は考えている
ように思われます。 
 また、南富良野町は、占冠村との任意合併協議会
を１５年２月に設置、２町村で合併で軟着陸をした
い。次なる合併を目指す気はないということで池部
町長は言われております。 
 また、原占冠村長は、望んでいたのは５市町村の
合併協議を期待したが残念。今後は南富良野町との
協議を進めたいということで、現在、任意合併協議
会が南富、占冠さんで進められて、４月には法定協
議会に移るというような報道がされています。 
 さて、富良野市は、任意協議会が設置に至らな
かったが、合併の門戸を閉じず、機会があれば話し
合いたい。現状としては、単独自治体として行政運
営を進めるということで高田市長は言われておりま
す。 
 以上の富良野広域市町村の現状から、当町は厳し
い財政状況下であるが、自主自立の選択肢しかない
というのが現状ではないかという判断をされます。
自立のための財政状況を含めた情報を町民に提供
し、協働のまちづくりのため、次の事項について町
長の見解を伺います。 
 まず、１番目は、町民の情報提供と町民の声を聞
く具体的方法、経費節減、使用料の値上げ、補助金
等の削減、各種事業の先送り、住民サービスの低下
等も含めて具体的にしていくべきだと思います。 
 ２番目は、今後の広域行政の推進についてどのよ
うに考えているか、お尋ねいたします。 
 それから、３番目は、平成１７年３月末以降、新
たな市町村合併特例法について、総務省は平成２１
年度までに合併のときの優遇措置を決めたが、町長
の見解をお伺いいたしたいと思います。 
 以上でございます。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） １１番中村議員の御質問に
お答えさせていただきます。 
 まず、町立病院の運営についての１点目、平成１
５年度における処方せんの発行状況でありますが、
院外処方せん発行率、件数で申し上げたいと思いま
す。４月におきましては、１, ５９３件の６５. ８
％、５月におきましては、１, ７４５件の６８. １
％、６月は１, ７７７件の７４. ８％、７月は１, ９
７４件の７７. ２％、８月は２, ０９４件の９３. ６
％、９月は２, ２１５件の９３. ７％、１０月は２,
３６８件の９５. ３％、１１月は２, ０２２件の９
４. ２％、１２月は２, ３８２件の９４. １％、１月
は２, ０７２件の９１. ８％であります。 
 ２点目の平成１６年１月の必要薬剤師数について
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でありますが、薬剤師数算出基礎に基づいた薬剤師
数は１. １人であります。 
 ３点目の薬剤管理指導業務の実施状況につきまし
ては、９月実施人員２名で２件、１０月２人で３件
実施いたしました。その後につきましては、業務を
進めている中で障害事項に直面したことから、その
問題解消に向けた取り組みを行ってまいりました。 
 その概要は、病棟業務の必須条件であります薬剤
師による注射管理業務が２人部屋の患者に限ってい
たことから、２人部屋病室の患者の病室移動によ
り、薬剤師の注射管理した患者と看護師が注射セッ
トした患者が同室に混在いたしました。このこと
で、注射の中断ミスや二重注射が起こる危険性や、
病状が違うなど多様な患者の混在により患者への負
担をかけることなどから、ベッドサイドでの服薬指
導が難しく、また一部の患者ではプライバシー保護
の問題から、指導が困難となりました。 
 こうした中で、服薬指導業務を進展させるため、
薬剤師、医師、看護師の連携による課題となってい
た医師の注射指示時間帯の改善が図られたことによ
り、一般病棟の患者すべての注射管理を薬剤師が行
うことで、患者の病室移動における問題が解消され
ることから、３月より病棟における服薬管理指導業
務を再開いたしました。再開に当たって、プライバ
シー保護の観点から、栄養指導室の使用を考えてお
るところであります。 
 なお、セット注射の保管場所の問題など、解決し
なければならない課題が残されておりますが、服薬
指導の必須要件の注射管理要件が整ったことから、
鋭意業務を進めてまいりますので、御理解を賜りた
いと思います。 
 次に２点目の道路閉鎖についてお答えさせていた
だきますが、まず、交通事故が発生した時点は、後
日、上富良野交番に照会し、１１月２９日午後６時
４０分、午後６時５０分、午後７時、いずれも中茶
屋付近でのスリップによる路外逸脱の物損事故が３
件発生したことを確認いたしました。 
 この事故に関し、当日の午後８時５５分に旭川土
木現業所富良野出張所から当町の防災担当者に対し
て、十勝岳美瑛線と吹上上富良野線で、道路状況に
より交通の危険があると認められたため、道路管理
者として午後９時に、道道吹上上富良野線の中茶屋
ゲートを閉鎖すること等、その情報を住民へ周知し
てほしい旨の要請を受けました。その後、防災担当
者から状況等の報告を受け、道路防災として住民へ
周知することを指示し、午後９時３５分に防災行政
無線放送により、住民の皆様に中茶屋ゲートでの道
路閉鎖をお知らせいたしました。 
 翌３０日午前８時１０分に、旭川土木現業所富良

野出張所から、道路閉鎖の解除を午前１０時に行う
ので、地域住民への周知要請を受け、８時２５分、
住民の皆さんに防災行政無線放送により、中茶屋
ゲートでの道路閉鎖が午前１０時に解除されること
をお知らせいたしたところであります。 
 また、道道の道路閉鎖に関するマニュアルについ
てでありますが、路面凍結の場合のものはなく、道
路通行規制の基準として、道道吹上上富良野線と道
道十勝岳温泉美瑛線では、異常気象時に、１時間雨
量３０ミリ以上、３時間雨量４０ミリ以上、連続雨
量が２時間で１２０ミリを超えたときは、土砂崩
壊、落石、路肩決壊などの危険性から通行規制を実
施し、冬期間では、亀裂による雪崩が発生する危険
性から通行規制をする場合には、情報は適時町にも
報告されることとなると聞いております。 
 また、町の道路閉鎖等のマニュアルはありません
が、災害により危険な箇所が発生した場合には、警
察署や国道・道道の道路管理者と協議して、通行禁
止または制限等の措置をとり、また交通規制を行う
箇所には検問所を設置して、警戒に当たることとし
ております。さらに道路が被災した場合は、警察署
や他の道路管理者と協議し、迂回路の設定を考える
こととしておるところであります。 
 各関係機関との連携を図る目的で、平成１５年８
月２６日に、旭川開発建設部の主催による上川地方
道路防災連絡協議会が設置され、今申し上げたよう
な対応の協議をしてきた経過にあります。今後にお
いても道路防災協力体制や情報提供、情報交換な
ど、地域道路防災パートナーシップ構築に向けて協
議を重ねていくこととしているところであります。 
 次に、社会福祉法人北海道社会事業協会富良野病
院に関する３点の御質問にお答えします。 
 御説明に当たっては、以降は通称の富良野協会病
院を使わせていただきます。 
 まず１点目の担当者間の協議状況についてであり
ますが、平成１５年１２月２４日に、センター病院
と富良野圏域内の病院の連携について、そして１６
年１月３０日には、センター病院に期待することを
議題として、担当者会議が開催されました。本町か
らは保健福祉課長が、そして他の市町村も保健福祉
を担当する課長が出席したところでありますが、圏
域内における各医療機関と第２次医療圏、地域セン
ター病院としての協会病院との連携強化をどのよう
に図っていくかのソフト中心の意見交換が行われま
したが、富良野協会病院の改築計画についての協議
は一切されなかったことと担当課長から報告を受け
ているところであります。 
 次に、２点目の２月２６日に富良野地域広域市町
村圏振興協議会委員会の協議内容についてでありま
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すが、この会議では、初めて富良野市より地域セン
ター病院改築についての経過、建築計画案、また建
築予定地等についての報告がありましたが、富良野
協会病院の改築について、各町村に対する具体的な
要請等の提起はなく、ただ単に計画状況の説明を受
けたのみの会議内容でございます。 
 ３点目は、富良野協会病院の改築に対する私の考
え方についての御質問でありますが、現在までに協
会病院の改築については富良野市主導で進められて
おり、富良野市での協議内容等が新聞報道されてい
るところであります。今のところ、上富良野町を含
めた圏域市町村への具体的な要請も全くない中であ
りますが、私といたしましては、富良野協会病院が
第２次医療圏におけるセンター病院としての機能を
十分果たす見通しが確認された時点において、当町
立病院の運営にも大きくかかわってくる問題として
受けとめております。どのように対処すべきか種々
検討し、議会とも十分協議をさせていただきたいと
考えておりますので、御理解をいただきたいと思い
ます。 
 次に、市町村合併についての３点の御質問にお答
えさせていただきます。 
 まず１点目の情報提供と意見集約についての御質
問でありますが、町と住民が情報を共有し合うこと
は極めて重要なことと考えております。現在まで町
広報誌等を活用した中で、市町村合併にかかわるさ
まざまな情報の提起を進めてまいりましたが、今後
においてもさらに情報提供には意を注いでまいりた
いと考えております。 
 また、町民の方々の意見を聞く場の設定につきま
しては、判断材料となる資料を作成した上、その情
報を提供した後、新年度早々懇談会等の開催を計画
いたしているところであります。 
 ２点目の広域行政の取り組みについてであります
が、議員の御意見にもありますように、現状からし
て必然的に自主自立の道を歩んでいくことの可能性
は非常に高いと判断いたしているところでありま
す。このことから、厳しい財政状況に対応するため
にも、広域連合と広域行政を積極的に推進しなけれ
ばならないと考えております。 
 現下の状況においては、富良野圏域の各市町村に
よって、広域行政への取り組みに対する考え方に温
度差がありますことから、圏域市町村の意思統一に
は、今なお時間を要するものと思いますが、今後と
も圏域市町村の動向を見きわめながら、広域行政の
さらなる推進に努力してまいりたいと考えておりま
す。 
 ３点目の合併特例法の新法にかかわる御質問であ
りますが、私は合併特例法の優遇措置を目当てとし

た合併については、一切考えていないということを
一貫して申し上げてまいりました。合併問題は１０
０年有余の歴史を持つ上富良野町という町がなくな
るかなくならないかという開町以来の極めて重要な
判断をしなければならない問題であります。 
 したがいまして、合併特例法の新法についても、
十分把握するとともに、この動向を十分に見きわめ
てまいりたいと考えておりますが、優遇措置を当て
にした合併の検討ということではなく、将来の上富
良野町がどうあるべきかの観点で、今後も継続した
中で、議会、そして町民の皆様の御意見を賜りなが
ら、検討を進めてまいりたいと考えておりますの
で、御理解を賜りたいと思います。 
○議長（中川一男君） 再質問は。 
 １１番中村有秀君。 
○１１番（中村有秀君） まず、町立病院の処方せ
んの発行の関係でございますけれども、１３年度が
５０. ６％、１４年度が５９. ２％、１５年度１月で
は８４. ６％と年度ごとに上昇している実態が明ら
かであります。発行率が５０％から６０％推移し、
１５年６月から７月が７０％台、１５年８月から本
年１月までの実績が９０％台と一挙に上昇していま
す。院内でのさまざまな努力がうかがえますが、一
挙に９０％になった要因について、まずお伺いをい
たします。 
 次に、２点目でございますけれども、院外処方せ
ん発行率の上昇によって必要薬剤師数が減じてお
り、ただいま町長から、平成１６年１月実績９１.
８％の発行率による薬剤師数算出基礎に基づいた薬
剤師数は、１. １と答弁されました。したがって、
次の点について伺います。 
 まず一つは、院外処方せん発行率が最高の平成１
５年１０月、いわゆる９５. ３％でありました。こ
の数字での必要薬剤師数は幾らになるか、お尋ねを
いたします。 
 次に、現在薬剤師が２名おります。１. １の必要
薬剤師数をどう考えているか、所見をお伺いいたし
たいと思います。 
 次に、４点目は、薬剤管理業務は１５年９月から
実施し、その状況は９月では２人で２件、１０月は
２人で３件と報告されました。私は１５年９月の定
例会で、事務長はこう答弁されています。薬剤管理
指導料は１件３, ５００円で、現行の一月当たりの
指導可能な件数は４０ないし５０件で試算しますと
月１７万円程度、年間２００万円程度の報酬が見込
まれるということで、事務長は答弁をしています。
したがって、１５年９月から１０月に実施をした４
人５件の薬剤管理指導料は幾らかということでお尋
ねをいたしたいと思います。 
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 次に、平成１５年９月、１０月に薬剤管理指導も
実施してきたが、業務を進めている中で障害事項が
直面したことから、その問題解消に向けた取り組み
を行ってきた。その概要について述べられました
が、私が平成１５年９月定例会での一般質問に対
し、事務長はこのように答弁されています。業務遅
延についてでありますが、これまで幾度となく中村
議員より御質問を受け、その都度業務開始時期を明
言してきたが、その実行に至りませんでした。本業
務の推進につきましては、医師及び看護師等の協力
体制が必要であり、薬剤師と医師、看護師と医師、
看護師間における手法の調整に時間を要しました。
このことから、前回答弁した時期より業務着手が遅
延したことを大変申しわけございません。おわび申
し上げます。そして次に、薬剤管理指導業務の平成
１５年度の実施状況についてでありますが、これま
で６月５日に北海道社会保険事務局長に対し薬剤管
理指導料、施設基準に係る届け出を行い、４月１
日、薬剤管理指導料届け出が受理されました。薬剤
師、医師、看護師間における業務の調整が行われ、
９月から業務に着手したところであります。 
 私は、この答弁から、障害事項が種々あって、そ
の問題解決に１１、１２、１、２、３月からやると
いうことですから、４カ月を要したとのことであり
ますけれども、平成１５年９月に実施に至る経過の
中で、この障害事項の諸問題の対策、対応が十分調
整をされた上で９月実施と私は判断しているわけで
す。ですから、これらの経過が、例えば薬剤管理指
導業務の実施は、１４年４月から実施をします、１
４年１０月から実施をします、１５年４月から実施
します、そして１５年９月から実施しますと、４回
変わっている。今回も９月、１０月でやったけれど
も、障害事項が起きたということで、１６年３月か
らということになると、余りにも私は職員の意識改
革、これが全然、町長がいつも言う、これだけ言っ
ているのにということが徹底されていないというこ
とが考えられます。したがって、この障害事項は、
この答弁の中から言えば、十分対応が調整されて９
月実施ということで判断一般的にしますでしょう。
この点について明確に明らかにしていただきたいと
思います。 
 次に、２項目めの道道吹上上富良野線の中茶屋
ゲートでの関係でございます。 
 今、町長の方から、時間を追っての経過を説明し
ていただきましたけれども、私はこの経過について
調べていきますと、まず一つは、町の定期バスが路
外に逸脱して側溝に落ちたのが午後６時ごろなので
すね。その段階で、車両班からショベルカーが応援
に行ってバスを出しています。その段階で、会田さ

んの話では、車が２０台以上ずっと連なって渋滞を
していたという報告があります。その後、１８時４
０分、１８時５０分、１９時ということで、町長答
弁のように交通事故が中茶屋付近で発生し、２台目
の車両の乗車されている方がけがをしたのも事実で
あります。 
 それから、ここで言う物損事故３件というのは、
実態ではないような気がいたします。というのは、
その後、１９時に３回目の事故が起きた後、１１０
番の通報が１９時５分、これは交番で確認をしてき
ました。１１０番通報が通行者の携帯から発信がさ
れた。それでパトカーが１９時２８分、現場に到着
した。それから次に、１９時１９分、上川南部消防
の北署に１１９番通報があって、事故車両者からの
携帯から発信をされております。そして、１９時３
３分に北署の救急車等を含めて、北署から３台の車
両が出ております。したがって、この段階で、事故
車は３台、負傷者はいたが、搬送はしてもらわなく
てもいいということで、搬送の拒否の承諾書もいた
だいているということで北署では言っております。 
 これらの経過からいって、２０時３０分ごろ、道
路維持委託業者より旭川土木現業所富良野出張所に
交通事故の発生や、それから道路状況の報告を受
け、それで旭川土木現業所富良野出張所ではゲート
を閉鎖せざるを得ないということで、中茶屋ゲート
の閉鎖。それから電光掲示板ということで、４線に
ゲートがあります。そこの電光掲示板の道路封鎖の
標示をするというような。それからもう一つは、露
天ぶろの利用者に対しての周知をしなければならな
い。それからもう一つは、各宿泊所にいる利用者に
ついての周知もしなければならない。それらの作業
を行って、２０時５５分に旭川土木現業所富良野出
張所から上富良野に第一報が入り、そして、９時に
道道吹上上富良野線の中茶屋ゲートを閉鎖、そし
て、防災無線で２１時３５分にやったという経過あ
ろうと思います。 
 したがって、私は、交通事故発生してから、中茶
屋ゲート閉鎖に至ってはわかりましたけれども、私
がただいま申し上げた旭川土木現業所富良野出張所
の次長ともお会いしたり、それから上富良野交番に
行ったり、上川南部消防北署に行ったり、車両班に
行って確認した事項を、今時間別に申し上げまし
た。 
 したがって、道道吹上上富良野線の道路維持委託
業者に当日の状況を聞きました。そうすると、今ま
でかつてこの時期に経験したことのない異常な気候
と道路状況であった。それから砂の散布を午前１
回、午後１時から１回と４立方メートルずつ別２回
散布をしたけれども、午前が強い雨で流され、午後
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は雨と急激な冷え込みでアイスバーン状況になっ
て、道路は危険な状態になりつつあったと。時間的
には、１５時ごろから道路状態が悪くなってきたと
いうことでございます。 
 したがって、私は、今、このような状況の中か
ら、どうだれが判断するかというマニュアルの問題
についてお尋ねをいたしたいと思います。 
 というのは、今回の道路封鎖に関係して、今回の
ような路面凍結の場合のマニュアルはないとの答弁
でございました。したがって、道道吹上上富良野
線、道道十勝岳温泉美瑛線は、十勝岳及び温泉宿泊
施設、また吹上露天ぶろもある山岳地帯で今後の再
発も十分予想をされます。したがって、路面凍結の
場合のマニュアル化を旭川土木現業所に要請し、調
整を早急に図るべきと判断するが、町長の所見を伺
いたいと思います。 
 それから２点目は、危険な箇所が発生した場合と
いうことで、警察署や国道・道道の道路管理者が協
議をして云々という答弁がございました。それで危
険な箇所の発生を予知、または現認した人が通報す
る体制のマニュアルを具体的に考えていかなければ
ならないのでないかと思います。 
 というのは、時間がたてばたつほど、そういう事
故が多発するおそれが十分あります。したがって、
今回の場合、警察署のパトカーが出動している。そ
れから消防署の救急車等車両は３台出動している。
この段階で、危険予知への判断というのはどう考え
るかという問題と、それから道路管理者への道路状
況の通報は一切警察も消防もしていなかったのです
ね。ですから、今後起こり得るということで、私
は、この通報体制をどう住民周知なり、道路なりな
りで考えていかなければならないのかということ
で、今、議会の我々の控室に上富良野地域防災計画
未定稿の原稿がありますので、ちょっと見させてい
ただきました。これは今後道と協議をするという内
容でございますけれども、この中で、上富良野町の
事務業務は何をやるか、旭川土木現業所富良野出張
所の事務業務は何をやるか、それから、風水害対策
編での異常現象発見時の措置とも書いてあり、それ
から、道路発生時の情報伝達経路、それから応急対
策室の広報活動ということが具体的に書かれており
ます。 
 したがって、私は、この中に路面凍結の関係等も
含めて、具体的に出していくべきではないかという
気がします。 
 それから次に、３番目、協会病院の関係です。 
 富良野協会病院は、富良野広域圏の第２次医療圏
における地域センター病院として位置づけられてい
ます。富良野協会病院の改築について、富良野市の

高田市長は、沿線町村との協議について、これまで
担当者間で協議をしてきたが煮詰まっていないと、
富良野市議会の市街地活性化（地域センター病院に
係る）特別委員会で言明をされています。 
 しかし、ただいまの答弁によると、１５年１２月
２４日は、センター病院と富良野圏域内の病院との
連携について協議をしたよ、平成１６年１月３０日
はセンター病院に期待するということで協議をした
とあります。 
 それで、昨日、富良野市議会の代表質問がありま
して、私が傍聴させていただきました。そうする
と、富良野高田市長は、この保健福祉担当者会議で
は、地域医療のあり方、センター病院として取り組
んでいく課題、それから建設位置について協議をし
たと答弁をされています。しかし、今の町長の答弁
では、そういう改築計画については一切なされてい
ないということでございますので、それであれば、
担当者間で協議をしてきたが煮詰まっていないと言
われております。それであれば、煮詰まっていない
のは何の課題なのかということで、これを明らかに
していただきたいと思います。 
 では次に、２点目の２月２６日開催の富良野広域
市町村振興協議会委員会の中での地域センター病
院、富良野協会病院の改築についてということで、
町長は、改築についての経過、建設計画案、建設予
定地等の報告されたというのが答弁です。しかし、
昨日、富良野市議会の代表質問で、富良野市の２人
の議員が、最終的には３名ですけれども、今、議題
で僕が申し上げることについては２人の議員が質問
をし、市長はこう答弁しています。沿線市町村との
協議については、改築についての計画、建設計画、
建設予定地等も報告をしたが、建設にかかわる資金
計画も協議しということで、はっきり言っているわ
けです。ですから、このことが事実かどうかという
ことでお尋ねをいたしたいと思います。これは私は
もう実際に傍聴して、市長の答弁を直接聞いたので
すから、これはもう間違いありません。 
 それで、衖間で伝わる富良野協会病院の総改築費
が８１億円、そのうち沿線市町村で３４億円負担を
してほしいとも言われている。これは町で流されて
いるうわさでございます。ですから、現実にこのこ
とも含めて、資金計画等が協議をされたのかどうか
ということでお尋ねをいたしたいと思います。 
 それから２点目、協会病院の改築について、今
後、富良野市主導で進められているということです
けれども、今後もそれを見守っていくのかどうかと
いうことで、あくまでも富良野市中心のことですか
らということで行く。 
 それから、次に、協会病院改築の資金計画で、例
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えば資金計画のことが協議していないのであればな
いでよろしいですけれども、富良野市はそう答弁し
ていたので、もし、今後、改築の場合、上富良野町
の負担金の要請があった場合の考え方についてお尋
ねをしたいと思います。 
 というのは、私が富良野市の資料等も調べてみま
すと、富良野市は協会病院に対して、平成１１年か
らずっと見ますと、合計で地域センター病院医療機
器整備事業補助金ということで、平成１１年度に４
００万円、１２年度に４５０万円、以下ずっと調べ
ていきました。それから地域センター病院事業資金
元利補給金、それから地域センター病院住宅整備資
金元利補給、これらを１１年度からずっと見てみま
して、７,２ ００万円しか出ていないのですね、現
実の問題。救急体制の問題についてはまた別な角度
で予算が出ておりますけれども。 
 それで、それであれば、それでは中富良野と上富
良野がそれぞれ町立病院にどれだけ負担しているか
ということは、この中富良野、上富良野で行われた
保健福祉医療研究会の報告書、この中に町からの繰
入金ということで、この中で明らかになっておりま
す。それを見ると、この資料から見ると、上富良野
町は１０年から１４年まで１２億６, ９６２万１, ０
００円、中富良野町は７億６, ６１４万１, ０００
円。そうすると富良野市は、この７千何ぼぐらいし
か出していないのですね。協会病院に対して。その
ほか救急体制の関係が出ています。それで、富良野
市長は１５年９月の定例会で、高田市長は、協会病
院の支援についての質問に対して、こう答弁してい
るのです。本市といたしましては、市立の病院を
持ってございませんけれども、それぞれの病院事業
者に対しての経営に対しての助成、あるいは特に大
きいのは機器導入の助成等を行いながら、地域医療
の継続、あるいは診療の支援をさせていただいてい
るところでありますということですけれども、上富
良野町、中富良野町が町立病院に対する負担と富良
野市が地域センター病院も含めて富良野協会病院に
出している金額が、おおよそ、もうけたが違うわけ
です。したがって、私は万が一、協会病院改築での
上富良野町への負担要請があった場合の考え方は、
今の数値の中からどうするかということでお尋ねを
いたしたいと思います。 
 それからもう１点は、協会病院が第２次医療圏に
おけるセンター病院の機能を十分果たして、見通し
が確認された場合、当町立病院の運営にも大きくか
かわっている問題として受けとめるという町長のお
考え方ですけれども、一つは毎年補助金、３条、４
条による補助金、それから出資金、それから負担金
等を出しております。それで今、第４次総合計画の

病院事業計画で医療機器整備事業ということで、１
６年度１, １４０万円、１７年度２, ９６０万円、１
８年度２, １００万円、１９年から２０年までは１,
４１０万円という数値を出されております。そうす
ると、私は、そういう医療機器整備事業をやるのは
いいけれども、どの程度のレベルの医療水準で、言
うなれば地域センター病院とのかかわりから判断し
ていくかということは、これで町長は種々検討して
ということでございますけれども、基本的にその姿
勢についてお尋ねをいたしたいと思います。 
 次に、市町村合併についてお尋ねいたします。 
 同僚議員からもるる説明がありました。したがっ
て、私は、今、富良野広域圏の現状はこうなのだ、
そのためにどうなのだということでお尋ねをしまし
た。それで一つは、町民の方々の意見を聞く場を設
定ということで、判断材料となる資料ということで
ございますけれども、新年早々というから、もう計
画が進められていると判断をいたしたいと思いま
す。したがいまして、もう今現在計画的に進められ
ているということで、その資料の内容はどうなって
いるかということでお尋ねをいたしたいと思いま
す。 
 次に２点目は、新年度早々懇談会を開催を計画と
いうことです。昨年、町政懇談会等を開催し、私も
前懇談会に参加をいたしました。現実に１４０名程
度の方しかお集まりをいただけませんでした。しか
し、今回は、具体的に自主自立ということの判断を
していけば、この懇談会の開催方法、それからもう
一つは、住民の周知方法をどう考えているかという
ことでお尋ねをしたいと思います。 
 それから、次に町長が飛び地合併はしないという
ことで判断をされる。しかし、今、北海道では４カ
所、飛び地合併が現実に出てまいっております。一
つは羅臼町と中標津町、それから浦臼町が砂川、上
砂川、歌志内、赤平、滝川と。それから南幌町が由
仁、栗山と。それから木古内町が函館というような
ことが出ています。したがって、今も今後も飛び地
合併はしないということで進めるかということでお
尋ねをいたしたいと思います。 
 それから次に、広域行政の関係です。 
 町長は、平成１５年の第４回定例会の行政報告で
は、次のように述べています。広域行政等の経過に
ついてでありますが、９月４日の富良野地区広域圏
市町村振興協議会の委員会において、懸案でありま
した広域連合準備会を来年度から立ち上げることに
ついて協議をしたところ、既に南富良野町と占冠村
の合併協議が始まっていることから、第７次地方制
度調査会の最終答申を踏まえて協議をすることに
なっていたとあります。そして、その後の方に、５



 

― 72 ―

町村の枠組みは、言うなれば南富、占冠の関係で、
当面凍結することになったところですと。そして、
その後に、また、委員会において上富良野町、中富
良野町、富良野市で何らかの形での広域連携につい
ての方策が必要なことから、３市町で広域行政の取
り組みについて今後協議を進めることとなりました
と、１２月の定例会で報告しています。そうする
と、ただいま同僚議員の質問に対して、広域行政の
関係は凍結状態であるという答弁でございました。
したがって私は、凍結状態なのか、まだ開催が未開
催なのかということでの内容は僕は十分違うと思う
のですね。そういうことで、町長が１２月で言う３
市町で広域行政の取り組みについて今後協議を進め
ることとなりましたということなので、進められる
と思うが、開催内容について伺おうと思ったのだけ
れども、凍結をしているということであれば、１２
月定例で町長が行政報告したことと内容が非常に違
うということで疑義を感じているところでございま
す。 
 それから、次に、町長は合併特例法の優遇措置を
目当てにした合併については一切考えていないし、
一貫して答弁されたということです。それで今度、
今、合併特例新法が出ています。そうすると、合併
特例新法では、町長の言う優遇措置というのは合併
特例債を目当てにしたということの判断をしたいと
思うのですけれども、昨日、閣議決定した合併特例
法案、新法と言いますけれども、この中で知事の勧
告権があったり、特例債の措置はしないけれども、
合併しても地方交付税の算定基準を変更しないと。
したがって、従来合併した場合、１０年は補助金等
も認めるということでございましたけれども、例え
ば平成１９年に合併をした場合は９年、平成２０年
では８年、平成２１年では６年間見るよということ
でございます。 
 それで、町長の言う、今後も議会、町民の皆さん
等々の意見を賜りながらということでございますけ
れども、今後、この特例新法を目当てにした形でな
くて、あくまでも自主自立でいくということの強い
決意なのか、それらをお伺いいたしたいと思いま
す。 
 以上でございます。 
○議長（中川一男君） 町長答弁は、昼食休憩後と
したいと思いますので、よろしくお願いします。 
 昼食休憩に入ります。 

──────────────────                
午前１１時５６分 休憩 
午後 １時００分 再開 

──────────────────                
○議長（中川一男君） 休憩前に引き続き、会議を

開きます。 
 １１番中村有秀君の再質問に対し、町長の答弁を
求めます。 
 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） １１番中村議員の再質問に
お答えさせていただきたいと思います。 
 まず、１点目の院外処方におきます８月よりの件
数の増加についてのその理由はということでありま
すが、８月から病院といたしましては、院外処方を
中心とした対応を図ると。従前は希望者等々の中で
対応していたところでありますが、外来につきまし
ては、基本的に院外処方を基本とするというような
ことで対応してきたということから、件数の上昇を
生み出してきているということでございます。 
 また、２点目、３点目におきます、１０月におき
ます９５.３ ％というのは、薬剤師の人員にして何
ぼになるのか、幾らになるのかと。あるいは、薬剤
管理指導業務における１５年度の収入についてどう
なのかということにつきましては、事務長の方から
お答えさせていただきたいと思います。 
 また、２点目の必要薬剤師数が１.１ という数値
について、町長はどう思うかということであります
が、御案内のとおり、当町立病院におきましては、
当初薬剤師３名を必要とするというような指導を受
けてきたところでありますが、薬剤師を増員するこ
とはまず難しいというようなことから、院外処方を
対応していこうということで進めてまいったところ
でございます。その中で、院外処方を推進すること
によって、薬剤師の業務が減ってくるということに
対しましては、入院患者における御指摘のある薬剤
管理指導業務を推進することによって、病院の収入
にもつないでいきたいというようなことからこの対
応を図っているということでございますので、現在
の状況の中では、より一層、議員が御質問にあるよ
うに、私といたしましても薬剤管理指導業務を推進
していただくというようなことで取り進めていただ
かなければならないというふうに思っておるところ
でありますし、今日、途中から、わずか２人ずつ２
カ月間実施して、途中から障害が出てきたというこ
とで、また検討を加え、３月からまた再度始まった
ということでありますが、このことにつきまして
も、私といたしましては本当に誠心誠意、この業務
を遂行する意思があるのかどうかというさきの定例
議会での議員の御質問でも、私自身としても憤慨し
ているということでお答えさせていただきましたよ
うに、やはり薬剤業務がこのように業務が減ってき
ておるわけでありますから、当然にして新たな管理
指導業務を推進していくということが大きな課題で
あると、義務であるというふうに思っておりますの



 

― 73 ―

で、今、昨年４月から、新院長のもとで、新たな感
覚のもとで、新たな方向で、今、内部協議を進めな
がら、この是正に向かって取り進んでいるという報
告を聞いておりますので、早急に、議員が御質問に
ありますように、私としても遅きに至るという認識
は持っておりますが、早急に是正し、その対応を進
めていくように今後も十分指導をしていきたいとい
うふうに思っております。 
 ２点目の道道吹上上富良野線における交通事故の
状況でありますが、その前後において、町の定期バ
スが離脱して道路をふさいだとかという状況も情報
を聞いているところでありますが、これは一つの現
象としてあるわけでありますけれども、当日の凍結
の状況、気象状況からして、非常にスリップ等々の
事故については非常に危険な状況であったという報
告は聞いております。そういう中にあって、土木現
業所として、道路管理者としての中で、通行どめの
対処をしたというふうに認識をいたしているところ
でありまして、当時の事故件数等々につきまして
も、警察からいちいち報告をいただくことには相
なっておりませんので、事故の件数がどうだったか
ということはこちらの方からお聞きしながら報告を
受けているというような状況でありますし、先ほど
もお答えさせていただきましたように土木現業所と
いたしましても、この種の凍結による交通の閉鎖に
対するマニュアルは、土木現業所も開発建設部も持
ち合わせていないというようなお話を聞いていると
ころでございますが、道路状況に応じた中で、道路
管理者が責任を持って対処していただくものという
ふうに私としては認識いたしておるところでありま
すし、また加えて、こういうような三角地帯の気候
変更に伴います道路状況の急変に伴う対応について
は、やはりそこを運行する者も自己防衛を図るため
のチェーン装備をするなり何なりの自己防衛を図っ
て対応するということも私は必要でないかなという
ふうに思っているところであります。 
 ただ、この中で私ども担当の方に指示をいたしな
がら対応したところでありますが、８時５５分に土
木現業所からこの通報を受けて、９時３５分に防災
無線で住民に報告したと。これは基本的に４０分と
いう時間がかかっているわけでありまして、これに
ついてはもう少しスピーディーな広報ができ得ない
のか。これらについてはもっともっと検証を加えて
いかなければならない課題であるという反省を持っ
ておるところでございますので、御理解を賜りたい
と思います。 
 また加えて、防災計画、今、町が全面見直しをい
たしております防災計画の中に、この凍結に対する
マニュアルと申しますか、防災計画の中で含めて検

討してはどうかという御質問でありますけれども、
防災計画の中に凍結路面におけるその対応について
ということにつきましては、国の防災計画に含める
ことにはなじまないのではないかなというふうに認
識をいたしておるところでありますが、今後とも、
先ほどお答えさせていただきましたように、旭川開
発建設部が中心となって対応していただきました上
川地方道路防災連絡協議会の中において、この種の
問題についても、全般的な道路管理の問題について
も、協議を重ねながら、地域道路防災パートナー
シップの構築を図っていきたいというふうに思って
おりますので、御理解を賜りたいと思います。 
 次に、３項目めの富良野協会病院の問題でありま
すが、このことにつきましては、富良野市議会にお
いて富良野市長さんがどのような御答弁をなされた
か、どういう認識のもとでお答えされたかというこ
とについては、私がとやかく言う立場にはございま
せんが、基本的に富良野地方の振興協議会の幹事会
の中でそれぞれに協議をいたしておりますのは、協
会病院の設立のことについて、新築についての協議
ではなくて、センター病院としての協会病院の位置
づけ、第２次医療圏域におけるセンター病院として
のあるべき姿を圏域の幹事会の中で検討をしている
ということでありまして、一切幹事会が私ども首長
会議を先越して協会病院の建設について協議すると
いうことは、私ども担当には指示しておりません。
ですから、あくまでも幹事会におきます協議は、セ
ンター病院としての方向性について協議をしている
ということで御理解を賜りたいと。 
 そして、建設につきましては、さきにもお答えさ
せていただきましたように１月２６日に、初めてこ
の協議会の委員会の中に、富良野市の方から協会病
院の建設について、そしてまたセンター病院として
の位置づけについて、説明がなされ、提起がなされ
ましたが、そのことについて協議はという形ではな
くて、報告を受けて質疑をしたということで私は認
識を持っております。ですから、あくまでも建設が
どうの、あるいはセンター病院の位置づけがどうの
ということについての協議は細かくはしていない
と。ただ、私の方で申し上げたのは、この提案され
たのは、どこで作成されてこれは出てきたのかとい
うことについて確認を申し上げましたら、あくまで
も富良野医師会と富良野市が協議をした結果の素案
であるということで提案されたということで私は聞
き及んでいるところでございます。 
 その中で、私としては、常にこの問題につきまし
ては協議会の中でもお話し申し上げておりますけれ
ども、私の考え方としてどう考えるかということに
つきましては、協会病院の新築問題とセンター病院
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としての位置づけの問題、これを同一視して考える
べきではないと。我々、第２次医療圏の中において
は、協会病院がセンター病院として第１次医療圏を
どう対応するのかと。そして、我々が持つ自治体病
院なりの対応、センター病院としての責務をどうす
るのかということについて我々は協議には乗るけれ
ども、協会病院の建設については、これはあくまで
も富良野市の第１次医療圏の協会病院であって、こ
の建設については、私は、富良野市が主導をとって
富良野市が対応すべきものというふうに認識をいた
しております。 
 ただ、この中で、センター病院としての第１次医
療圏の我々の地域に対して協会病院がどう対応する
のかということを含めた中で我々は十分に見定めて
いかなければ、町立病院の経営にも大きく影響する
というようなことを含めながら、町立病院の経営に
大いに寄与していただけるようなセンター病院とし
ての責務を果たしていただけるということであれ
ば、私としては、それ相応の建設に対する費用の負
担についても、応分の考え方は持たなければならな
いのかなという認識は持っておりますが、あくまで
もセンター病院としての協会病院の果たす役割が町
立病院にどう対応してくれるのかということが優先
するというふうに認識いたしておりますので、御理
解をいただきたいと思います。 
 次にまた、町立病院の医療機器の購入、４条予算
で御提案させていただいております件についてであ
りますが、御案内のとおり、今、４条予算で医療機
器の更新を図っております。これはもう耐用年数が
過ぎたとか古くなったとかということで新たな機器
に更新するのであって、新たな医療機器を購入して
医療レベルを上げる対応をしているということでは
ございませんので、私としては、現在の町立病院の
レベルを守っていけるかどうかということが大きな
課題であると。場合によっては、現在の町立病院の
現況をやはり縮小しなければならない財政状況に陥
るのではないかというようなことを危惧いたしてお
りますが、そうならないように、現在の状況を維持
していけるように努力をしながら、病院経営を進め
ていきたいというふうに思っておるところでありま
す。 
 最後に、市町村合併の件でございますが、議員
おっしゃるように、情報は住民に十分提起をしなが
ら、そして資料も十分に対応しながら、今、町とい
たしましては、資料につきましては、こういう資料
ということで今まだ資料づくりはしておりません。
新たに組織機構改革の中でつくり上げました行政改
革推進事務局を中心として、これらの資料を作成で
きるものを作成しながら、また、３月末を目途に美

瑛町と協議を重ねております、研究を重ねておりま
す。自立の道を歩むための対応についての研究成果
も含めながら、住民に開示しながら、町民トークな
り懇談会を開催して、住民の皆様方の声を聞きたい
と。そのための手法としては、御指摘のように、前
回、昨年の１月に対応した懇談会については非常に
回数は重ねましたけれども、参加していただく方々
が少なかったということでありますが、これらにつ
いてのＰＲ等々も含めながら、一人でも多くの方々
の参加をしていただくような手法を考えながら対処
していきたいなというふうに思っておるところであ
りますし、また加えて、あの時点の住民の皆さん方
の市町村合併についての認識と現状の今の町民の皆
さん方の市町村合併に対する認識というのは、いさ
さか違うのではないかと。もっともっと、あの当時
から見れば住民の皆さん方の関心が大きくなってき
ているというふうに私は認識いたしておりますの
で、この種の町民トークあるいは懇談会には、一人
でも多くの方々においでをいただくような対処をし
ていきたいというふうに思っております。 
 それからもう１点、飛び地合併は今後ずっと永劫
末代にしないのかということでありますが、私の現
時点の考え方としては、飛び地合併というのは、非
常に行政効率が低下すると。いろいろな住民に対す
る対応としても非常に低下するということを考えま
すと、飛び地合併については考えを持っていないと
いうことで御理解をいただきたいと思います。 
 それから、広域行政の問題でありますけれども、
先ほどもお答えさせていただきましたし、過去にお
いても行政報告等々で報告させていただいておりま
すように、富良野圏域５市町村におきまして、本来
であれば今年の４月１日から、広域連合の準備室を
立ち上げて取り進めていこうということで協議がな
されていたところでありますが、御案内のとおり、
占冠村と南富良野町の町村合併の協議会が設立され
たというようなことから、両方を同時に対応し得な
いというようなことで、広域連合の立ち上げについ
ては、当分の間凍結するということで、昨年の１１
月１３日の第２７次地方制度審議会の答申以降の委
員会において決定を見ておるところでございます。
そのときに協議をしたのは、南富良野並びに占冠に
ついては、町村合併の協議を進めていくと。しから
ば富良野市、中富良野町、上富良野町は、何もしな
いでいいのかというような反省のもとで、私の方で
提案させていただいて、富良野市、中富良野町、上
富良野町の３市町が、今後の合併も含めた、広域行
政も含めた、何らかの行政推進を図るための協議と
いうか、話し合いをしようではないかということを
御提案申し上げて、御了解をいただいて、その対応
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を図ったところでございます。 
 １月９日だったと思いますが、なかなか高田市長
さんの方にお話ししても、日程調整がなかなかでき
得ないというようなことから、僭越ではありました
が、私が音頭を取って日程を組ませていただき、中
富良野町の町長さんに場所を決めていただいて３人
が集まりました。４時間半にわたって、それぞれの
首長としての自治体を預かる者としての御意見が出
されました。私といたしましても、いろいろな話題
提起をしながら、私の考え方も提起したところであ
りますが、その時点におきましては、自主自立の道
を歩んでいこうという、そしてその中で、最終的に
はいろいろな課題が出てきたときには、もう一度協
議をし直そうということで、話が落ち着いたと。そ
して広域行政についての話し合いについても、やは
り市町村合併が優先すべきであるという考え方もあ
れば、広域行政が優先されるべきだという考え方も
あるということで、これらのことについては統一し
て結論を出すことができ得なかったというようなこ
とで、言うならば、３人が集まって４時間半、それ
ぞれの話をし合ったということで、議事録も何も事
務担当者もつけていなく、３人で話し合ったという
ことでありますので、これは私としては、結論を導
き出したとか、話し合いがこう解決したという認識
には至っていないと。互いの考え方を発言し合った
ということで終わったというふうに認識いたしてお
るところでございます。 
 そういうようなことからすると、今の考え方とし
ましては、議員が整合性がないのでないかというこ
とでありますが、広域連合は広域連合として今後も
我々は考えていかなければならないというふうに
思っておるところでありますので、御理解をいただ
きたいと思います。 
 それから、最後になりますが、市町村合併の新法
についてであります。 
 現特例法を目当てに合併はしないと申し上げてお
りますが、新法ができたからといって、また新法を
もとに私は合併の道を選んでいこうという気持ちは
持っておりません。ただ、これからの上富良野町の
まちづくりを目指した中で、やはり自立で対応して
いくというまちづくりを目指して、その姿をつくり
上げた段階で、それがなし得ていける状況なのか、
あるいはそうではなくて、どうしても合併という、
国が言う合併という道を歩まなければならないの
か。そこらあたりの部分を十分見きわめて私は最大
限、現状では合併について協議をする相手がいない
わけでありますから、当然にして自主自立の道をど
うやって進めていくかということを模索して、そし
て住民の皆さん方に御説明を申し上げながら、将来

の上富良野町のまちづくりがこういう姿になってい
きますよというものは提示でき得るならば提示しな
がら、そして住民の皆さん方の、あるいは議員の皆
さん方の御判断をいただきたいなと。私としては、
今、現時点におきましては、合併をする相手がいな
いという状況の中で、自立に向かって努力をしてい
かなければならないという認識を持っておるという
ことで御理解をいただきたいと思います。 
○議長（中川一男君） 町立病院事務長、答弁。 
○病院事務長（三好稔君） １１番中村議員の再質
問にお答えをさせていただきたいと思います。 
 まず、１点目の１５年におきますところの一番院
外処方せん発行率の高かった１０月の薬剤師数でご
ざいますが、１カ月で見ると０.９２ 人でございま
す。ただ、施設基準におけるところの薬剤師の算定
になりますと、前１年の数値を平均化したもので試
算いたしますことから、若干の微数の変化があるか
と思います。そんなことで御理解をいただきたいと
思います。 
 ２点目の薬剤管理指導料、いわゆる収益に関する
ことでございますが、先ほど御答弁申し上げまし
た、これまで５件といったことで、これは年度当初
予定しておる予定額と大きな差異がございます。あ
と３月中における実績があったとしても、大きな予
定額との差異といったことで、このことについては
非常に遺憾なことで大変申しわけなく思っておりま
す。 
 さらに、薬剤管理指導業務、開始当初において予
測できなかった部分がどうなのかといったことでご
ざいますが、これにつきましては、私これまで再三
再四その進展の状況、そしてまたできなかったこと
について御説明をさせていただいて、そのとおりで
ございます。今回もまた御答弁申し上げましたよう
なことで業務が停滞をしているといったこと、この
ことにつきましては、私事務長の現場においての非
常に力不足といったようなことで感じておりまし
て、自分を戒めておるところでございます。 
 私も限られた時間でございますが、これらの業務
の進展につきまして、精いっぱい努めてまいりたい
と思っております。大変これまでの再三の答弁の履
行できていないということで、これは申しわけござ
いません。おわび申し上げたいと思います。 
 以上です。 
○議長（中川一男君） 再々質問ございますか。 
○１１番（中村有秀君） 答弁漏れがあるのだけれ
ども。煮詰まっていないと言われた事項は何かとい
う問題。それから、資金計画が協議されたかされな
いかということ。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
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○町長（尾岸孝雄君） 先ほどお答え申し上げまし
たように、協議はしていないわけです。ですから、
煮詰まっていないのですよ。それから、建築や何か
についても協議していないのですよ。報告を受けた
のですよ。これは何なのと言ったら、医師会と市役
所がつくったものですということで、委員会の中に
こういう建築についてはこういうことでありますよ
と、センター病院としてはこういうことであります
と、これは富良野市の案ですよということで提言を
受けただけで、協議がなされていませんので、煮詰
まっていないとか、審議してこういうことになった
とかということにはなっていないということを私は
認識しておるということで御理解いただきたい。 
○議長（中川一男君） では、再々質問。 
 １１番中村有秀君。 
○１１番（中村有秀君） まず、院外処方せんの薬
剤師の関係でございます。 
 １５年１０月の９５. ３％が０. ９人ということで
ございますが、一応、１.１人 ということが現在の
状況ということでお話を伺いました。当然、入院患
者の投薬等もあります。しかし、何としてでもこの
１. １人、現在は２人の薬剤師がいるわけですか
ら、何とか薬剤管理指導業務の徹底を図るか、もし
くは１人の薬剤師とあとパートでという方法もあろ
うかと思います。そういう点で、それらの関係につ
いてどう考えているかということでお伺いをいたし
たいと思います。 
 それから、新たな院長の体制で、現在いろいろな
改革をやっていただいているということでございま
す。今、町長の話では、この障害事項が種々あって
ということは遅きに至ることだということだけれど
も、とりあえず私は現状がそうであればいたし方な
いという、言いたいことはたくさんありますけれど
も。ただ、今後、障害事項を完全にクリアされて、
３月からされているということでございますので、
今後、この種のことでいろいろ質疑が出ないという
ことで頑張っていただきたいと思います。 
 事務長は、医者の世界の中に入っていろいろなも
ので御苦労されて、改革をしていただいたというこ
とで、厚くお礼を申し上げたいと思います。 
 それから、道道の関係です。 
 私、このような状況の中から、今、町長の答弁で
は、交通事故の件数の報告が何とかということでな
くて、言うなれば、予測される時間帯で危険な状態
だということをいかに土木現業所富良野出張所が受
けるか、言うなれば道路維持管理の委託者か、もし
くは町民の皆さん方かというようなことで、たまた
ま今回のこの上富良野町地域防災計画書の中で、異
常現象発見時の措置ということで発見者の通報義

務、災害が発生するおそれがある異常な現象を発見
した者は、町役場、上富良野交番、北消防署、消防
団員に通報すると。それから町への通報ということ
で、発見者から通報を受けた警察官、北消防署員、
消防団員は、その旨を町に通報する。通報は総括対
策部が受け付け、夜間、休日は役場庁舎警備員が受
け、総務課長または防災係長に連絡するというよう
なことなので、ただ私は、ここで残念なのは、町長
は今、４０分の問題というずれの問題を言っていま
したけれども、私はできれば交番、それから北署
が、そうやって出動をして現場を見ている。そうい
うことであれば、そこで土木現業所なりに一応通報
するというような、というのは、交通事故が起きて
あれだからということではなくて、そういうものが
あった段階で２次災害、３次災害が起きないような
体制のことをやるべきだなという気がするのです
ね。それで今、第１回の答弁書の中では、今後にお
いては、道路防災協力体制や情報提供、情報交換な
ど、地域道路防災パートナーシップ構築に向けて協
議を重ねるということでございますので、路面の凍
結はなじまないということではございますけれど
も、現実に事故が発生し、今後も起こり得るという
ことであれば、それらも想定に入れたこの協議、情
報交換をぜひやっていただきたいと思います。 
 それから、富良野協会病院の関係です。 
 私は、一般に報道されている高田市長の言葉を、
これまで言うなれば、富良野市長は特別委員会の委
員に、協会病院の改築については沿線町村との協議
はどうなのかという質問に対して、これまで担当者
の間で協議をしたが煮詰まっていないと。このこと
について、僕は佐藤課長にお伺いをいたしました。
こんなにやっていたのかと。こんなことはしていま
せんと。ましてや我々市町村の一担当課長が、この
問題について煮詰まるような協議なんてできる立場
でないということをはっきり言っているのですね。
いみじくも今町長からもそういう答弁でございまし
た。しかし、富良野高田市長は、そういうことで富
良野の特別委員会に対して言っている。それからも
う一つ、資金計画も協議をしたということで、きの
うの代表質問で言っているのですね。町長は、言う
なれば改築についての経過、建設計画案、建設予定
地等の経過や報告を受けたということですから、協
議とは違うのですね。 
 ですから、私は今、この２点の問題を、合併の問
題もいろいろな絡みがある中で、富良野の高田市長
は、富良野市議会、富良野市民に向けている言葉
と、それから、我々上富良野町長や上富良野担当課
長に言っている言葉と、全然差があり過ぎるのです
ね。そうすると私は、今後、広域行政だとか協会病
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院の改築の問題ですね、富良野市とこんな形で話し
合うということが十分できるかどうかという危惧を
するのです。 
 ですから、それらの意見の方に若干の違いがあれ
ばいいけれども、何か言い方を両方に使い分けてい
るという印象を私は受けました。ですから、その
点、町長として、どう今の、きのうの私の富良野で
の議会傍聴の関係は今度新聞に載るかどうかはわか
りませんけれども、議事録にはっきりそう残るだろ
うと思います。あくまで資金計画についても協議を
したということでございますので、それらの今高田
市長の二つの動きを見て、町長はどう考えるかとい
うことで、お考えを聞かせていただきたいと思いま
す。 
 それから、市町村合併の関係です。 
 現在、判断材料となる資料の作成は、行政改革推
進事務局ができた段階で新たにということでござい
ます。これは一つ要望をしておきたいと思いますけ
れども、前回、昨年の１月の段階と今の段階では、
市町村合併に対する背景だとか、町民の認識は十分
変わってきていると私も判断します。したがって、
判断材料となる資料につきましては、町民の生活だ
とか環境だとか、そういういろいろな直接触れ合う
ような形の内容のある判断資料になるものをつくっ
ていただきたいということを要望申し上げたいと思
います。 
 それから、次に広域行政の関係です。 
 町長は昨年の１２月の議会の中では、この３市町
で何らかの形での広域連携についての方策が必要と
いうことで３市町でやるということでございまし
た。先ほど同僚議員の質問に対しては、凍結状態で
あると答弁されたが、今の再質問の答弁では、一応
１月９日、４時間半かかってやったということでご
ざいます。しかし、今、合併等のいろいろな動きの
ある中では、困難かなという気がいたしますけれど
も、一応広域連携の今後の取り組みについて、どう
考えているかということでお尋ねをいたしたいと思
います。 
 以上でございます。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） １１番中村議員の再々質問
にお答えさせていただきます。 
 まず、病院の薬局の対応でありますが、先ほどか
らお答えさせていただいておりますように、人員
は、当初は３人分を２人で働いていたと。非常に頑
張っていただいたと。結果的に院外処方を始めた
ら、１人分を２人で稼いでいると。こういうことで
は今の状況からして許されるわけでありませんの
で、当然にしてその１人分については、薬剤管理指

導業務を推進していただいて対応していかなければ
ならないと。薬剤師を１名減らして、臨時だとか何
とかで対応するという考え方は持っておりません。
ただ、このことによってまだまだ薬剤師の業務があ
るわけでありますから、その責任を果たしていただ
いて、病院収益への向上に努力していただかなけれ
ばならないと思っておりますので、そういう方向で
今後も十分に指導してまいりたいと思っておりま
す。 
 それから、交通事故等々の凍結における道路障害
等でありますが、通報等々のシステムづくり、環境
づくりということは、先ほど来お話ありましたよう
に、議員も御発言ありましたように、今後こういっ
た部分については、昨年の台風１０号等々の絡みか
ら、それぞれの道路管理者におきましても、これら
の対応については十分認識をいたしておるところで
ありますので、今後もこれらの防災連絡協議会を通
じた中で、地域道路防災のパートナーシップの構築
に努めていかなければならないと。それから、防災
計画の中においても、この対応については含め得る
ことは難しいというふうに思いますけれども、この
道路管理、町道もありますので、町としての管理す
る道路とか、そういう対応を含めながら、今後そう
いった通報制度等々も含めて、マニュアルづくりに
ついても十分煮詰めて検討をしていかなければなら
ないなというふうに認識をいたしておりますので、
御理解をいただきたいと存じます。 
 次に、地域センター病院の問題でありますけれど
も、富良野市さんがどういう考え方でおるのかとい
うことは、私から答弁がどうのということについて
は、私から先ほどもお答えさせていただきましたよ
うに、お話し申し上げる立場にもございませんか
ら、その方のお考えはその方のお考えということで
ありますけれども、１月２６日の協議につきまして
は、富良野市さんの方から、最終的には富良野市と
医師会とでつくり上げたそれらのことについて説明
をいただいて、それぞれに疑問を感ずることにつき
ましては、それぞれの町村長は意見を述べておりま
す。 
 私の方でお話し申し上げたのは、先ほど申し上げ
たのと、もう一つは、センター病院としての救急医
療体制をどうするのだということを、富良野市さん
の案の中に載っていないじゃないかと。この救急医
療体制というものについてもひとつ検討課題に加え
てやというような話をさせていただいたと。中富良
野さんは中富良野さんの方でもいろいろな御意見を
述べたという中で、最終的には、市長さんは本日の
意見をセンター病院に話しながら、方向性と場所に
ついて進めていきたいと思っておると。これにつき
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ましては、富良野市議会終了後に集約していきたい
というお答えをいただいておるだけで、全然建築費
を云々、説明では建築費の２割を目途とした市町村
の補助対策を講じたいわという富良野市の御意見で
ありました。ただ、建築費の２割以内を自治体が負
担すると。市町村が補助金としたいということであ
りましたけれども、私の方としては、町立病院を
持っているから負担する気ありませんというお答え
をしているというようなことで、これらについては
どうしましょうなんていう協議は一切されていない
と。ただ、そういう富良野市の考え方を提示してい
ただいて、私どもはお聞きをしたということである
という認識をしております。 
 今後におきましてはどうかということにつきまし
ては、やはり上富良野町としては、先ほど来町立病
院との絡みもありますので、意見を申し上げなけれ
ばならないことについては意見を申し上げて、広域
圏域の中で協議を進めていきたいなというふうに
思っております。 
 それから市町村合併でありますけれども、非常に
要望されました資料づくり、この資料づくりという
のはなかなか難しいということは御理解いただきた
いと。国が地方財政をどのようにしていくかと。地
方制度をどういう位置づけするかと。これが全く明
確に方向性が定まっていないと。私どもは主要財政
の運営について三位一体改革なるものがあるけれど
も、削減は計画どおり進むが、税源移譲は全くない
というようなことで、非常に見通しが立たない状況
にあると。その中で予測、予測で進めていかなけれ
ばならない。その予測が余りにも数値が先走りして
しまうと、また誤解を生むことにも相なるし、そう
いったことを十分認識しながら、町民の皆さん方に
御理解をいただけるような資料づくりを最大限努力
をして、そして町民の皆さん方とこの町村合併につ
いての議論を交わしていきたいなというふうに思っ
ておりますので、ひとつ御理解をいただきたいと。
議員御指摘のとおり、最大限資料づくりには努力し
ていきたいと思っております。 
 それから、広域行政でありますけれども、今の状
況で、これは私の判断でありますが、今までの広域
の中での協議の中から進めていくと、広域連合の審
議については、準備室の立ち上げ等々の準備につい
ては、基本的には南富、占冠の合併議論が決着つく
までは前へ進まないという認識を持っております。
ということは、南富、占冠さんも一番心配している
ことは、富良野市、中富良野町、上富良野町で広域
行政の推進を先に決定をして進まれるのをやはり気
にしております。我々も協議に仲間入りさせてほし
いというのが考え方であります。しかし、今は、合

併について軸足を努力しているので、一緒にはやれ
ないのだということでありますので、我々も富良野
広域圏を大事にしようと。将来的にもこの富良野圏
域は、５市町村、この富良野盆地、昔の富良野村、
これが中心になって今後もいくものであるというこ
とを前提としながら、広域圏域を大事にするために
は、やはり南富、占冠さんの意向というものも十二
分にしんしゃくして広域連合の発足を考えていかな
ければいけないというふうに思っておりますので、
御理解をいただきたいと思います。 
○議長（中川一男君） 以上をもちまして、１１番
中村有秀君の一般質問を終了いたします。 
 次に、４番梨澤節三君。 
○４番（梨澤節三君） 私は、通告に従い質問いた
します。 
 まず初めに、平成１６年度予算案についてです
が、予算委員会もありますので、疑問点について確
認させていただきます。 
 なお、同僚議員との重複もございますが、御了承
いただきたいと思います。 
 まず１点目は、図書室についてですが、この件に
ついては、昨年実施設計までされており、議会も承
認しているにもかかわらず、なぜ実施されていない
のか。十勝岳の火山性地震が活発化してもおり、財
政難とはいっても最優先課題ではないであろうか。
計画中止の理由をお聞きいたします。 
 この件については、教育行政執行方針で示されて
おりますが、さらにお聞きいたします。 
 ２点目は、新規事業空き店舗の活用についてです
が、この計画は総合計画に計画されているのでしょ
うか。それとも思いつきでしょうか。また、事業成
果、特に事前評価は実施されたのか。企画倒れには
ならないのか。数値をもって示すべきと思います
が、お聞きいたします。 
 ２点目、次にＮＰＯ法人タンポポとボランティア
の活用についてお聞きいたします。 
 １点目は、ＮＰＯ法人とは非営利団体をいいま
す。利益を上げなければならない空き店舗に入ると
いうことは非常に紛らわしい。なじまないのではな
いかというように考えますが、お聞きいたします。 
 ２点目は、ＮＰＯ法人タンポポには、新保健セン
ターでデイサービスを担当させてはいかがですか。
能力不足等については、社会福祉協議会からボラン
ティアを派遣してもらい対処すると。個人ボラン
ティアの方々には事務能力もあり、管理能力もあ
り、中には、登録はされておりませんが、お手伝い
をしている看護師の有資格者もおります。最も大切
なことは、ボランティア精神にあふれている個々の
方々の協力により、ＮＰＯ法人タンポポを育て上げ



 

― 79 ―

るという考えにはならないでしょうか、お聞きいた
します。 
 ３番目、次は、新保健センターの使用料について
お聞きいたします。 
 社会福祉協議会の新保健センター入居に当たり、
使用料を取るということをお聞きしましたが、福祉
というのは行政の一部であり、上富良野町の行政の
大部分となるものではないかと思います。新聞報道
を見ますと、東京都は、福祉はすべて社会福祉協議
会に委託するが、施設使用料は無料であると報道さ
れております。また、この富良野圏域をお聞きしま
したところ、福祉協議会の施設使用料は、当然すべ
て無料でありました。考えをお聞きいたします。 
 ４点目、次は、市町村合併についてお聞きいたし
ます。 
 １点目は、今、住民の皆さんには合併賛成の方も
反対の方も、住民投票の声が盛り上がっています。
そのためには、最も必要な情報提供と説明会につい
てどのようにお考えか、お聞きいたします。 
 ２点目は、自立して、これは町長の新年交礼会で
おっしゃったことで報道されておりますが、自立し
て８０億円予算から５年かけて６０億円予算に至る
シミュレーション、これは町民の皆さんにどのよう
な痛みを与えるのか、お示しをいただきたい。 
 同じく、今度は合併でも富良野との飛び地合併、
中富良野に声をかけての３市町合併、本来の５市町
村合併について、それぞれのシミュレーションを住
民の皆さんに提供されてはいかがか、お聞きいたし
ます。 
 次は、イラク問題についてお聞きいたします。 
 イラク復興のための人道支援については、イラク
派遣自衛隊員の無事の帰国を祈って黄色リボン・旗
運動が全国的に広まっております。上富良野では、
ラベンダー商店会がすかさず黄色い旗を上げ、黄色
を鮮明にしております。Ａコープウイズ店では、店
員全員が黄色いリボンを着用しており、心がよく伝
わってきます。帰国のときには、さらに黄色い旗を
いっぱいに掲げ、お帰りセールをやると帰国隊員も
喜ぶことでしょう。心が伝われば、結果として活性
化に至るわけです。 
 そのほか北海道の自衛隊駐屯地のある自治体、い
ろいろ努力しておりますが、上富良野町としてもま
ちづくり課が、上富良野のポスターの縮小版、非常
にあの国旗ぐらいあるポスターをこれぐらいのもの
に縮小して、「ラベンダー発祥の地上富良野 日本
一心地よい空気に包まれて」ということで、十勝岳
とラベンダー畑、これとにおい袋を贈っておりま
す。これを上富良野駐屯地から行っている隊員に
贈っておりますが、すばらしいことではないかと思

います。 
 イラクの砂漠の中で、上富良野のポスターを見
て、ラベンダーの香りをきいて、心のいやしとする
ことができるでしょう。何よりの慰めとなり、付加
価値として上富良野のラベンダーのＰＲがなされる
わけです。考えた職員は、仕事とはいえ、褒められ
るべきことではないでしょうか。 
 そこで、イラク復興人道支援参加隊員の無事の帰
国、帰町に際しての出迎え、歓迎等について、町長
にお聞きいたします。 
 これは質問ではありませんが、イラクの平和協力
も大事ですが、最も大事なのは有事法制です。国民
を守るということが一番大事なことだということ
は、これは町長に言うまでもなく御認識されている
とは思います。 
 次は、最後に、男女共同参画社会についてお聞き
いたします。 
 さきの新聞報道を見ると、日米中韓で実施された
「高校生の生活と意識に関する調査」では、日本の
高校生は「男は男らしく」「女は女らしく」といっ
た性差意識が突出して低く、「女は女らしくすべ
き」では、アメリカ５８％、中国７２％、韓国４８
％でありましたが、日本は２８％ですね。次、「男
は男らしく」では、アメリカ６４％、中国７５％、
韓国５５％であり、日本は４３％とやっぱり低いわ
けです。さらに、「結婚前は純潔を守るべき」で
は、アメリカ５３％、中国７５％、韓国７４％で、
日本に至っては３３％という数字です。これは報道
によるのですけれど、読売です。これは男女共同参
画社会の推進により、日本の若者の意識が影響を受
けたのではないだろうかというように解説してあり
ました。この報道をどのように受けとめられます
か。また、男女共同参画社会の町としての法制化、
条例化についてのお考えをお聞きいたします。 
 以上でございます。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） ４番梨澤議員の６項目の御
質問のうち、平成１６年度予算案についての御質問
にお答えさせていただきます。 
 まず、１点目の図書室の移動につきましては、現
在の公民館は昭和４６年に建設され、今日まで生涯
学習機能、図書室機能、文化的機能を備え、施設の
有効的な活用が図られているところであります。し
かしながら、時代の経過とともに施設の老朽化や施
設機能上の不便さといった種々の課題や施設の安全
性等の問題もあることから、現在の公民館の大規模
改修を行い、町民の利便性と建物の危険解消を図る
よう計画したものであり、昨年１２月に実施設計の
補正予算の議決をいただき、早期着工に向けて鋭意
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努力をしていたところであります。 
 当施設の改修につきましては、執行方針でも申し
述べましたとおり、町の多額の財政投資が必要であ
ることから、道に対し補助採択を受けられるよう協
議を進めてきたところであります。 
 この結果、平成１６年度は、保健福祉総合セン
ターの事業採択を受けることにしており、公民館改
修の事業採択は、道の財政事情もあり非常に厳しい
ということから、町の効果的な財政運営を勘案し、
１年延期し、平成１７年度に北海道の補助採択を受
けて実施するよう計画をいたしましたので、御理解
を賜りたいと思います。 
 次に、２点目の新年から商工会が実施いたします
空き店舗事業につきましては、町の第４次総合計
画、基本計画の活気ある産業のまちの魅力的な商店
街づくりの中で位置づけされている事業でありま
す。事業主体であります商工会においては、昨年か
ら内部の審議を重ね、計画書を作成しており、町に
おきましても、運営方法、事業効果の説明や、また
ＮＰＯ法人タンポポの会の代表者とともに事業予定
施設にも出かけて説明を受けるなど、審査を行って
きているところでありまして、あわせて本予算書に
もあるとおり、国の補助を受けるための補助金申請
をも申請中であります。 
 また、事業評価については、当面は３年を目途と
してその事業活動を見定め、町としてもその後の支
援をしていくべきか否かの判断をしたいと考えてお
りますので、御理解を賜りたいと存じます。 
 次に、ＮＰＯ法人に関する２点の御質問にお答え
させていただきますが、まず、空き店舗の運営に参
加を予定しておりますＮＰＯ法人タンポポにつきま
しては、同店舗内におきまして、週２回の宅老所の
開設を計画するもので、同法人がそこで収益を見込
んで運用するものではありませんし、他の日の利用
についても、老人クラブ連合会、あるいは町内趣味
の会などの他団体の利用をしていただくことで協議
を進めておるところであります。目的はあくまでも
より多くの方々、団体に利用していただき、市街地
への集客力を高め、交流の場として、情報交換の場
となり、その相乗効果として周辺商店街へのにぎわ
いを取り戻すことを意図とするものであります。 
 運営については、趣味の工芸品の展示・販売、地
場産品の展示・販売など、事業収益から一定程度の
使用料金をいただき賄っていくことで計画している
内容でありますので、御理解をいただきたいと存じ
ます。 
 次に、２点目の保健福祉総合センター内に整備い
たします新規のデイサービスの運営をＮＰＯ法人タ
ンポポの会に行わせてはどうかとの御提案でありま

すが、このデイサービス運営につきましては、計画
の段階から町からの委託方式ではなく、参入する社
会福祉法人など、民間事業者に施設を貸与し、同法
人が介護保険法に基づく通所介護事業所との指定を
受けて、経営のノウハウにすぐれた法人による独立
採算方式で自主運営をお願いしたいと考えておると
ころであります。 
 御質問のＮＰＯ法人タンポポの会につきまして
は、現在、宅老サービスを行っており、町も側面的
に支援しているところでありますが、他の福祉分野
にも少しずつ対象を広げ、実績を上げていただける
よう、今後の事業展開に大いに期待しているところ
であります。 
 新規のデイサービス事業とのかかわりについて
は、事業運営法人との間で間接的に協力していただ
ける部分も生じてくるものではないかと考えており
ますので、御理解を賜りたいと思います。 
 次に、３点目の保健福祉総合センター内に入りま
す社会福祉協議会の使用料の御質問にお答えさせて
いただきます。 
 社会福祉協議会につきましては、町民の福祉向上
のために社会福祉、地域福祉の中心的な機関とし
て、さまざまな福祉事業を担っておりますので、そ
の活動拠点であります事務所については、当然にし
て使用料をいただくという考え方は全く持っており
ません。ただし、当協議会が訪問介護事業の指定を
受け実施しておりますヘルパーステーションにつき
ましては、介護報酬利用料の中より運営する収益事
業でありますことから、占有面積に応じた使用料を
いただきたいと考えているところでありますので、
御理解をいただきたいと思います。 
 次に、市町村合併についての御質問にお答えさせ
ていただきます。 
 第１点目、情報提供と説明会の開催についての御
質問でありますが、合併問題につきましては、上富
良野町の存立にかかわる極めて重大な問題でありま
すので、この決定に当たっては、議会や住民の意思
に基づいて決定すべきであると考えております。 
 このことから、私ども行政と町民の皆さん方が情
報を共有し合うことが重要なことと考えております
ので、町民の皆さんが判断できるような情報を提供
した上で、その後、新年度のできるだけ早い時点で
懇談会等を開催し、御意見をいただく計画をいたし
ておるところであります。 
 次に、合併の２点目の質問ですが、まず、自立の
シミュレーションについてでありますが、当初平成
２０年に歳入規模が６０億円と見積もっておりまし
たが、国の三位一体改革等により町の中期財政計画
の見通しを行った結果、財政規模が６０億円に達す
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る時期が２年早まって平成１８年度に見込まれ、一
段と財政状況は厳しくなってくるものと予測してお
るところであります。 
 また、富良野市との合併、そして、富良野市、中
富良野町、上富良野町の３市町による組み合わせ、
さらには富良野圏域５市町村による合併のシミュ
レーションを提供すべきとの御意見でありますが、
５市町村の財政見通しにつきましては、平成１４年
に立ち上げた合併研究会において、全戸配布したパ
ンフレットで、平成２２年度までの歳入合計額の推
移について町民の皆様方にお示しをいたしたところ
であります。 
 御承知のように、その他の組み合わせによる合併
のシミュレーションを行う上では、対象となる市町
村の基準を同一視し、予測を行うことが必要なこと
でありますので、そのためには、対象市町村の合意
がないと想定作業を進めることはできません。現在
それらの合意を得られていない状況から、シミュ
レーションをすることは困難と考えておりますの
で、御理解を賜りたいと思います。 
 次に、イラク派遣についての御質問であります
が、日本を代表してイラクに派遣された隊員の方全
員が所期の目的を達成して、無事帰町することを心
から祈念するものであります。帰町に際してのお出
迎え、歓迎につきましては、その労を心からねぎら
うことができるよう、駐屯地と十分協議を進めた中
で決定をしてまいりたいと考えております。 
 次に、６点目の男女共同参画社会についての御質
問にお答えいたしますが、平成１１年６月に男女共
同参画社会基本法が制定され、この法律の趣旨に基
づき条例を制定して効果を上げている事例も目にす
るところであります。北海道においては、平成１３
年４月に、北海道男女共同参画推進条例が施行さ
れ、道内の市町村にあっては、これまで５市町村で
制定されております。男女が互いにその人権を尊重
し、喜びも責任も分かち合いつつ、性別にとらわれ
ることなく、その個性と能力を十分に発揮できる豊
かな社会を実現していくことは、本町にとりまして
も極めて重要な課題であり、議員と意をともにする
ものと受けとめておるところであります。 
 議員より、外国と日本人の高校生の生活と意識調
査結果の比較について申し述べられましたが、その
結果につきましては、それぞれの国の長い歴史の中
で培われた人間形成での意識が調査にあらわれてい
るものと思われます。 
 今日の社会環境を見渡すと、あらゆる分野におい
て男女平等参画社会の到来を多くの国民が認識して
いるかといった点では、まだ多くの課題を抱えてお
り、今後その実現に向け、意を注いでいかなければ

ならないと思っておるところであります。 
 男女共同参画社会の条例の制定については、今後
の検討を進めてまいりますが、町民の合意形成等の
ための期間も必要でありますので、いましばらく調
査研究をさせていただきたいと考えておりますの
で、御理解を賜りたいと思います。 
○議長（中川一男君） 再質問ございますか。 
 ４番梨澤節三君。 
○４番（梨澤節三君） 再質問をさせていただきま
す。 
 まず、予算案の図書室の件ですが、予算委員会も
ありますけれど、これ、議員の皆さん全部が気にし
ていると思います。というのは、十勝岳の噴煙に色
がついたりしてきておりますから、安全上の問題が
絡んでおります。あれだけの重みのものがあそこに
あるということについては、もう議員全員が気にし
ております。これは町民の生死にかかわる問題とい
うことでありますから、ここのところ、財政がどう
とかということにはならないと思います。安全が最
優先されるのではないかと私は思います。 
 災害は忘れたころにやってくるといいます。こと
しの防災訓練のとき、私、訓練所の方を見させてい
ただきましたけれど、あのときはサイレンを鳴らす
のを忘れて、初期的何とかかんとかと新聞出ており
ましたけれど、サイレン鳴らすのを忘れたり、さっ
き言った、山の煙の色がついてきたり、そういうこ
とで、防災に対する心、この十勝岳に対する心が、
ちょっとなおざりになっているのでないのかな、こ
ういうときこそ来るのではないのかなというのを非
常に懸念するわけなのです。この辺のところを町長
にお聞きをいたします。 
 それから次は、デイサービスを上富良野町以外の
民間業者に委託されるとのことですが、この件につ
いて私はいかがなものかと思います。 
 話はちょっと変わりますけれど、我が町は、富良
野のＮＰＯの演劇法人に補助金を何十万円か出して
きております。私は、この件については、富良野市
でさえも割れているのに何でかなと今でも疑問に感
じているのですが、上富良野にせっかく非営利団体
のＮＰＯ法人タンポポができたのに、商店の活性化
に本当に役立つと考えているのか疑問に思います。
この非営利団体ＮＰＯ法人タンポポを育てるにして
は、話が通らないのではないのでしょうか。私の町
内、私町内会長しておりますが、ふれあい荘ござい
ます。そして、表だけきちっと締めて、そしてお買
い物とかそういうものは行っております。よく行動
しております。それが表戸を開いて、中のぞかれ
て、みんなにのぞかれてということには、私の感覚
ずれているのかもしれませんが、いかがなものかな
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と私は思います。 
 私は以前に、役場が仕事を手放さない限り、ＮＰ
Ｏというのは育たないですよということを言ったと
思います。ところが今、手放すけれど、町以外の業
者に委託するということでは、ＮＰＯは育たないの
ではないかと思いますが、このことについて考えを
お聞きいたします。 
 それから、新保健センターについてですが、社会
福祉協議会からは使用料は取らないが、ヘルパース
テーションからはいただくということです。先ほど
は、デイサービスは町以外の業者に委託して、使用
料をいただくと。今度は、ヘルパーステーションか
らもいただくと。ということで、これでいくと、ど
うなっているのですか。本来なら福祉というのは育
てていかなければならない。にもかかわらず、これ
業者が入るということは、値上げしてもその業者が
勝手に上げているということにつながっていくので
すよ。それから、ヘルパーは値上げできないのです
よ。介護保険の関係で。とすると、先細りになって
いくということになってしまうのですね。しかし、
それからも使用料をいただくということは、これ、
言葉は悪いですけれど、町も困っているのだから、
福祉だって聖域ではないよ、そういうことになるの
かなと感じ取れます。 
 デイサービスも、タンポポが無理なら社会福祉協
議会にさせたらよいと思います。足らないところは
補助してやればいいのです。民間は上げようとしま
すけれど、社会福祉協議会は上げないで補助してや
ればいいのですよ。ところが、今の考えでいけば、
町民に負担がいくのですよ、役場はいいですよ。使
用料入ってくるから、役場はいいのです。しかし、
町民にはその負担が行くのです。結局、業者を介護
保険に使って、弱いヘルパーからはいただきますよ
と。こんな考えは、管内広しといえども、こういう
町はないと思います。 
 美瑛と自立についてお話しされたようですが、
私、きのう聞いてみました。美瑛のヘルパーステー
ションはどのようになっていますかと。そうした
ら、美瑛のヘルパーステーションは保健センターで
無償貸与でやっておりますと、こういうことです。
福祉というものから、福祉というものは、守って育
ててやらなければならないと私は思うのですが、さ
らにヘルパーステーションから使用料を取るという
ことについて、公共料金についてと同僚議員から、
公共料金についてはっきり取ったらということも出
ておりますが、これそのとおりなのです。これから
言いますけれど。はっきり見せなければならないの
ですよ、どんどん。ただ、このヘルパーからの使用
料というのは、いかがなものかということで考えを

お聞きいたします。 
 次は、市町村合併についてお聞きいたします。 
 市町村合併については、同僚議員いろいろと聞い
ております。私聞いておりましたら、町長は自立宣
言をしているのではないかなと。平成１７年３月ま
では合併はしませんと、私言っているように聞こえ
てしようがないのですけれども。その辺いかがなの
ですか。 
 それで、この今の福祉の問題も絡んでくるのです
けれど、市町村合併というのは役場を残すか、町、
町民を残すか、これになるのです。自立ということ
は、我が身が一番大事になってくるのです。保身の
ためには福祉も食ってしまうのですよ。自立のため
に痛みを伴う町政とは、先ほども言いましたけれ
ど、何なのかということをはっきり言うべきだと思
います。 
 それで私、こう思うのですよ。自立のためには、
何でもとにかく手数料は取ります、それから使用料
も取ります、これの値上げもします。さらに税金等
も値上げすると。サービスは、先ほど同僚も言いま
したけれど、サービスは低下しますよと。自立は、
自立のためにはこれは当たり前のことだと言うべき
です。これが本当の自立ですよということを言うべ
きだと思います。先ほど、公共料金を取るべきだと
言ったのもこれなのですよ。これに絡んでくるので
す。 
 さらに、もっとはっきり言わなければならないで
すね、町長。町民は、いいですか、町長、三役、議
員、公職者、職員を養わなければならないのですよ
と言わなければならないです。これぐらいの傷みは
耐えなければだめですと言わなければだめなのです
よ。だけれど、実際これが傷みなのです。これが傷
みなのです。これに対して町民の皆さんが何と言う
ことか。このことをしっかり説明してから、合併の
是非は住民投票としてはいかがかお聞きいたしま
す。 
 先ほど、ニュースありました。洞爺村の村長が合
併に不熱心な余りに、議会で不信任案を受けて失職
をしました。失職ということは、退職金が当たらな
いということなのですよ。それを避けようとして村
長やっておりましたけれど、失職をしました。 
 それから、あと月形町のように、やっぱり町民と
反対の宣言をしたところが、住民投票の結果、合併
となると。 
 こんなことは責任問題です。こういう場合は直ち
にもう辞職ということになるのではないかと思いま
すが、まず住民投票ですね、お聞きいたします。 
 それから２番目の合併の対応をいろいろ三つぐら
い同僚議員も言いました、私も先ほど言いましたけ
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れど、これについては、今、５市町村長というか、
皆さん私悩んでいると思うのです。それは何かと
いったら、やっぱり話し合いをしないから悩んでい
るのではないのかなというように受けとめます。 
 それで私は、上富良野町長は、主導権を持って、
どうですか、話し合いをしませんか、結論は一番最
後ですよということでです。結論を全部先に言って
いるから、全部おかしくなっているのです。この辺
全部そういうことなのですよ。結論は出すことない
のです。結論は住民の意見を聞き、町長は提案し
て、議会が議決するという段階を踏んでやっていけ
ばいいのですけれど、今全部結論が、１７年３月ま
で合併しないと、もうはっきり宣言しているのと同
じなのですね。だからおかしくなっているのです。 
 そこで、富良野市長は手を広げておりますよと
言っておりますし、それから中富良野町は、窓口業
務だけになります、新法できましたら。今もう悩ん
でいるはずです。それから南富と占冠の場合、今合
併ということです。私広域議員やっておりまして、
環境衛生で議員同士で話しております。このように
言っております、占冠の議員が。南富と占冠で合併
しても、そちらが合併した場合には占冠は支所では
なくて出張所になってしまうと。そして議員も出せ
なくなってしまうというようなことでもって、やは
り非常に悩んでおります。それが現況ではないかと
思います。 
 このところでもって、このままでうろうろうろう
ろしていると、本当にシーニックバイウェイという
ことで、この地域よくなるのかなというようなこと
もばらばらばらばらして、陸の孤島になるのではな
いかという感じを受けます。 
 そこで町長に、４市町村長に話し合いをしません
かと声をかけられてはいかがでしょうか。これを言
えるのは、上富良野町長、尾岸町長しかいないので
す。これ言えるのは、尾岸町長しかおりません。こ
このところを声をかけていただきたいと。ただし、
合併の結論は一番最後ですよということで。そし
て、これ、タイムリミットもあるのですよ。タイム
リミットは今年の９月議会。９月議会を目途にその
声をかけたり、話し合いをしたり、住民投票をやっ
たりということですが、いかがでしょうか。 
 次は、男女共同参画社会について、教育長にお聞
きいたします。 
 町長は、しばらく調査研究をということでござい
ましたけれど、慎重な審議を期待いたします。 
 さて、先ほどの高校生の意識調査の「結婚前の純
潔を守るべき」で、日本は他の国の半分に近い３３
％でした。今、上富良野の小学校高学年の女の子で
も、一部かもしれませんけれど、「てめえ」「おま

え」言葉を使っております。「てめえ」「おまえ」
と使っています。そして、この高校生の意識調査で
もあるように、ここにさらにこれを助長するものが
あるのです。それは何かといいますと、携帯電話で
す。携帯でございますよ。大阪の中学校の先生が中
学に入ったばかりの女子生徒と援交、援助交際をし
たあげくに殺したということは、教育長御存じだと
思いますが、そういう事件が起きております。出会
い系サイトで少女たちが犯罪に巻き込まれる事件が
相次いでいます。私もそうですが、携帯電話の有害
性について大人がわかっておりません。私なんかも
使い方がわからないと言った方がいいかもしれませ
んが。この有害性については本当にわかっておりま
せん。ところが、中学生、ぱっぱっぱっぱっとやっ
て、指一本でとっとっとっとっメールから何からど
んどんどんどんやっております。進んでおります。
大人がついていっていないというのが現状かなと思
うのですけれど。この携帯の有害性について、よく
おわかりになった先生、学者、そういう方から、
親、中学生への教育をされて、この純潔といいます
か、昔は貞操観念と、そんな言葉でありましたです
けれど、そういうものについて予防線を張るという
ことにされてはいかがかと思うのですよ。それでこ
のことについての考えをお聞きするのと、もう一つ
は、これとちょっと絡んでいくのですけれど、先
日、町民生活課の実施する青少年問題協議会で、
私、資料を町民生活課にお渡ししたのですけれど、
教育長の方にそれ行っているでしょうか。今、私質
問したことはほとんど載っているのですけれど、参
考になるかと思ってお渡ししたのですが、いただい
たでしょうか。 
 以上でございます。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） ４番梨澤議員の再質問にお
答えさせていただきます。 
 まず、図書室の公民館の改修問題でありますけれ
ども、議員おっしゃるように安全性が第一でありま
す。しかし、財政の運用の面からもして、補助金を
いただいて対応できるという状況下が生じたという
ことでありますので、私としては、今年１年、図書
館の安全性については、何とか維持していけるもの
という判断のもとで１年先送りしたということで御
理解をいただきたいと思います。 
 それから、２点目のＮＰＯタンポポでありますけ
れども、委託につきましては、先ほどもお答えさせ
ていただきましたが、介護保険のサービス事業者と
しての認定を受けなければデイサービスの対応がで
き得ないという部分もございますので、今後、先ほ
どもお答えさせていただきましたように、タンポポ
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が成長していただいて、そういった事業参入をも含
めた中で対応でき得るような組織に成長していただ
くためにも、町としてもできる限りの支援をしてい
きたいと。今、タンポポさんがやっているのは、宅
老所ということで対応しているのだということで御
理解を賜っておきたいなというふうに思っていま
す。 
 それから３点目の保健福祉総合センターの施設料
の問題でありますが、これ議員ちょっと誤解をされ
ておるのかなと思いますが、介護保険制度におきま
して、それぞれの事業者に施設料というものも含め
て介護保険料の中で払っているわけですよ。ですか
ら、その施設料としていただいている部分について
は、町の施設を貸与するわけですから、その施設料
としての部分については、町にお支払いいただきた
いと。町が直接にやっている部分については、当然
にしてそれらの部分は歳入として出てくるわけです
けれども、そういう施設料としての介護保険制度に
おける使用料等々の中での支給部分をいただくとい
うことで、独立採算で対応していただくということ
を前提とした中で対処しているということでござい
ますので、保険制度をひとつ理解していただきたい
と思います。 
 それから、もう一つ、民間に委託したからサービ
ス料が上がるとか、町民に不利益になるということ
でなくて、保険制度の中で対処されますので、これ
については大きな変動はないものというふうに、私
は直営でやるも委託でやるも大きな変動はないもの
ということで認識いたしておりますので、御理解を
いただきたいと思います。 
 次に、市町村合併でありますが、私常に申し上げ
ておりますように、１７年３月３１日に合併特例法
で特別な優遇措置をしていただくことを目的に、そ
れを目的に合併するということは一切考えていない
ということでありますので、合併をしないと宣言し
ておるのでなくて、その特例法の適用を受けて合併
する気はないということをお話ししておるのです。
それから、先ほどの議員にもお答えさせていただき
ましたが、新法ができたから、その新法を目当てに
合併するということは考えていないと。私は、上富
良野町という町の姿を描いた中で、自立の道を歩め
ばどうだと。そういう中で将来の上富良野町を見据
えた中での合併するかしないかの判断をしていきた
いというふうに思っております。そのためには、何
といっても、何度も申し上げておりますように、自
治体の大切なかまどであります財政運営が優先され
ると。その財政運営の中で、先ほど来お話し申し上
げておりますように、昨年の１月の合併懇談会等々
で住民にも御提示申し上げました。平成２２年まで

の我が町の歳入状況について見通しをシミュレー
ションとして示しておりますが、そういう中にあり
まして、先ほど来お話ししておりますように、また
何度も私が申し上げておりますように、今後は受益
者負担の原則に従って、応分の受益者の皆さん方の
御負担をいただくように相なりますよと。そのこと
が今後の財政運営の中でどこまで対応して受益者の
負担と、それから今の行政サービスをどのようにし
ていくかということについては、これから担当部署
をつくりまして、行政改革推進事務局をつくりまし
て、その中で十分煮詰めた中で資料をつくって、住
民の皆さん方に提示していきたいというふうに思っ
ておるということで御理解をいただきたいと思いま
す。 
 また、住民投票でありますけれども、何度も議員
から住民投票の実施についての御意見を承っておる
ところでありますが、現在の状況下の中で、私は市
町村合併についての住民投票をする考え方は持って
おりません。例えば上富良野町がＡ町と合併しよう
という協議が進んで、合併を進めていこうという中
にあって、住民に、ではＡ町と上富良野町と合併し
ていいですかという、どうですかということが対応
でき得るのであれば、住民投票ということも一つ考
えなければならない。アンケートということも考え
なければいけないのかなと思いますが、私は最終的
に言うことは、いつも申し上げておりますことは、
住民の代表であります議員の皆さん方、議員の皆さ
ん方の判断と議員の皆さん方の方向性を私は信頼し
なければならないと。すべきであると。やはり最終
決議機関であります議会の対応であると。私が住民
投票、住民投票ということになりますことは、逆に
言えば、議員の皆さん方のことに対することに相な
る可能性も出てくると。ですから、当然にして住民
投票も将来的なまちづくりのためにしなければなら
ない判断がなされるとするならば、当然にして条例
制定で議員の皆さん方の議決を経て対処しなければ
ならないわけでありますが、現時点で私の方から住
民投票条例を提案する考えは持っておらないという
ことで御理解をいただきたいと。 
 それから、圏域におきます市町村合併について、
上富良野町長がリーダーシップをとるべきでないか
という御発言でありますが、確かに場合によっては
そういうことも考えられますし、一部では、富良野
線の母村の町長だから、あなたがリーダーシップ
とって、あなたがまとめろという声も耳にするとこ
ろで、話の中に出てくるところでありますが、私と
いたしましては、今の現時点で、中富良野町にして
も、富良野市においても、合併する気はないと。今
の現状態では富良野市は、先ほどもお話ししました
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ように、４時間半にわたって話し合った結果におい
ても、現時点で富良野市は皆さんと同じ自立の道を
歩むよということでありますので、合併する気ない
人に私が合併してや、合併してやということで頭を
下げてお願いに行く考え方は持っていないというこ
とで、さきにもお答えさせていただいたように御理
解をいただきたいと。上富良野町として、合併をし
てください、お願いしますと言って歩く気持ちはご
ざいませんし、協議をしないということであります
から、それをリーダーシップをとって協議をしよう
やということに巻き込むことはできない。しないと
いうことの前提でそれらが、両自治体が協議だけで
もしようやという雰囲気づくりは私はしていかなけ
ればいけないなというふうには思っておりますが、
そういうことで御理解をいただきたいと思います。 
 以上であります。 
○議長（中川一男君） 暫時休憩いたします。 

──────────────────                
午後 ２時２７分 休憩 
午後 ２時２８分 再開 

──────────────────                
○議長（中川一男君） 休憩前に引き続き、会議を
開きます。 
 教育長。 
○教育長（高橋英勝君） 梨澤議員の青少年の健全
育成、また青年の非行の問題等のいろいろな御質問
ありました。２月２７日に青少年問題協議会で、
今、子供たちが、中学生、高校生が抱えるいろいろ
な問題行動、１３点ぐらい出されているのを目にし
ております。それから、私たちの上富良野町の青少
年健全育成を進める会の中でも同じような課題を抱
えて、これは心の問題も含めて、児童生徒の自身の
問題、また家庭、学校のあり方などさまざまな要因
を抱えておりますし、まず一番議員が指摘されてお
ります携帯電話の問題も、時代背景的に、先日札幌
で調査した調査結果では、高校生の７割が携帯電話
を持っている。また、中学生にしては２割、小学生
にしては１０人に１人、これはイコールには上富良
野なっておりませんけれど、そういういろいろな要
因を抱えておりますので、いつも言っておりますよ
うに、学校、家庭、地域社会が一丸となって、ま
た、地域の子供は地域全体で育てるということを心
に刻んで、意識を持って、全力で総力挙げて、その
問題解決に当たっていかないとならないということ
で認識しておりますので、御理解いただきたいと思
います。 
○議長（中川一男君） ありますか。 
 資料、いただいているそうです。 
 再々質問。 

 ４番梨澤節三君。 
○４番（梨澤節三君） ヘルパーからの使用料です
けれど、これ、社会福祉協議会ですね。私、富良野
にお聞きしましたら、富良野は逆に管理料をもらっ
ているのですね。逆に管理料、社会福祉協議会が管
理料をもらっているのですよ、市から。そういうこ
とでやっております。そうしてヘルパーも当然その
使用料を払うなんていうことにはなっておりませ
ん。そういうことからいったら、ここも、ちょっと
話進みますけれど、もし合併が１７年３月までしな
くても、合併にその後半強制みたいになってした場
合は、富良野市は、富良野市の本庁舎に、職員は本
庁舎に入れています。教育委員会は図書館の方に
移っていますけれど。そういう状況で必ずしもそこ
の保健福祉課が新保健センターに入っていられると
いうことにはならないですよ。そういうようなこと
からいくと、社会福祉協議会に委託したらいいので
す。そして、管理料を払えばいいのですよ。この辺
のところについてのお考えいかがでしょうか。現実
やっているのですよ、富良野は、そうやって。恐ら
く美瑛もそうだと思います。美瑛も社会福祉協議会
は福祉センターに入ってもらっていると。それか
ら、ヘルパーは保健センターに入って管理しても
らっていると。そういうことです。何でかんで職員
がそっちへ入っていって管理しなければならないと
いうことにはならないのではないかと思うのです
が、このことについてどのようにお考えになります
か。 
 それから次は、市町村合併についてお聞きします
が、雰囲気の問題ではないのです。市町村合併は。
目の前に来ている、この何というのですか、大岩が
転がってきているという問題なのです。これをどう
するかということで、雰囲気としてというのは、そ
んな町長、認識が甘いのではないですか。 
 それから、ここの５市町村というのは、国、道の
合併構想圏内に入っているということなのですよ。
これが利尻とか礼文とか、そういうようなところと
は違うのです。しかし、あそこら辺は、利尻は利尻
で一つなっていっていますね。稚内ともやりましょ
うかというような、そういうようなぐあいなって
いっていますけれど。何で、私はその広域の環境衛
生へ行っていて、皆さんと仲良く話していて、何で
こんなにばらばらなのだろうかと。この各首長は何
をやっているのだと思います。話し合いを何でしな
いのだと。結論を言うから話し合いできないのでは
ないか。だれも結論なんか求めていないと。町長は
自立宣言をしたわけなのですよ。平成１７年３月ま
で、この特例法期間内には合併はしないという宣言
をしたということに受け取ります。 
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 それと、これは、このことについては町民も何も
言っていません。合併のことについては。それから
議会もみんな不安な感じで質問をどんどんしており
ます。町長の考えとは違っておりますよ。過半数
違っております。現実に、これは道から出た資料
で、うちの議会の半分以上の方は持っております。
この中に、５市町村の法定定数２６人、旧富良野地
区は１３人、旧上富良野地区は７人、あと３、２、
１、１３対１３になっているというようなことまで
も言えばすっと来ます、道から。このように合併し
ても７人です。議会議員は。合併しなかったら７人
切るのではないかと思いますよ。ですから、議員は
腹据わっていますよ。それで、あとはいかに町民の
方にこの合併ということを理解してもらって、あと
町民と一緒になって決めていきたいなというのが議
員の心です。そして、なぜかといいますと、これに
出てきているのですけれど、２１０億円というのが
特例債で使える金額なのですよ。１５０億円、これ
７割、１５０億円が国から来るということで、あめ
玉、あめ玉と言っている、それですね。この二百何
億円を町長提案、議会議決でけっ飛ばすというよう
なことには、非常に責任を感じてできないというの
が大半です。だから、これは町民の方に提示をし
て、住民投票でもってしっかり確認をしてから、月
形町であるとか洞爺村のようなことにはなりたくな
いというのが我々議員の本当の心です。そして、町
長は要するに、もう独断専行してこうやって、平成
１７年３月までは、この特例法期間は自立宣言をし
ております。 
 それから先ほどは、同僚議員が図書室の問題で議
会軽視ではないのかと言われております。これどの
ように、皆さん受け取っておりますよ。こんな大き
な問題、合併の問題、それから議会で承認している
ことを無視して、議会軽視も甚だしいと。これが議
会軽視でなくて何ですか。これがいくと洞爺村のよ
うな形になりかねないというように私は懸念いたし
ますね。 
 それから次は、住民投票の件についてですけれ
ど、住民投票で二つのことがわかるのです。一つ
は、これ合併するしないということがわかります。
それから、もう一つは、ことしの１２月にある町長
選挙です。これが自立といったら当然選挙ですよ
ね。町が続くのだから。しかし、合併といったら、
あと中２カ月ぐらいしかないのですよ。そうしたら
町長選挙しないでいいのですよ。これは。これは、
ここのところは選挙管理委員会に結論までは要りま
せんけれど、この考え方はどんなものかというよう
なところをちょっとお聞きしたいと思うのですよ。
市町村合併でもって、合併をするといった場合は１

２月町長選挙をして、あと中２カ月で合併になって
しまうのですよ。この場合は、特例か何かでもって
というような形になるのか知りませんけれど、可能
なのかなと。むだ金ですからね。また、対抗馬が出
たところで、合併、町民がすると判断した場合は、
対抗馬は自立だと言って出たってそれは通らないの
ですから。選挙ということにならないのですよ。こ
れちょっとお尋ねいたします。 
 そして、この合併は、住民自治が一番大切なので
すよ。職員が、私、職員のことを言うと、職員のど
うとかということではないのです。５市町村が合併
すると約９００人になります。９００人になって、
これは中澤課長から報告受けましたけれども、１０
年プラス５年でもって２００人、定年退職者でもっ
て対処できます。そうすると適正職員数の６００か
ら７００ぐらいになるでしょうと。こういうことを
聞いております。私は職員のことを言っているので
はないのです。ここで私が言っているのは、金もな
ければ、職員が身動きもとれない自立でいるのと
違って、徐々に徐々に減っていきますから、住民自
治について教えていくことができるのですよ。ずっ
と教えていくことができるのです。そして、最後に
は住民自治というものができ上がってしまうのです
よ。１０年プラス５年で。これが私は大事だと思
う。職員も大事ですけれど、職員ではないのです。
大事なのは、住民なのですよ。町民がここのところ
をじわっといっていくときに、よく教えてもらいな
がら、住民会活動、町内会活動、そのほか道路だと
かいろいろなことを教わりながらやっていくと。そ
ういう私はいずれそういう時代になると思うのです
けれど、今はそういうことを言っておりますけれ
ど。これが大事なのです。ここのところもお考えに
なって町長はおられるのかおられないのか、お聞き
いたします。 
 まだいっぱいありますけれど。この辺で。 
 以上です。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） ４番梨澤議員の御質問にお
答えさせていただきます。 
 まず、私と考え方がちょっと違うのかなという気
がするわけでありますが。１点目の後から出てきま
した議会軽視という、予算措置がされなかったから
議会軽視だ。計画段階で議員の皆さん方に、町とし
てはこういう計画を持っていますよということで前
もって計画段階で御説明を申し上げて、その計画が
予算措置されなかったから議会軽視とは私はつなが
らないと。そういうことであったら、私としては計
画段階から皆さん方と協議することができ得なく
なってくると。必ず計画で出したものは予算つけな
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ければいけないということになりますと、これはも
う本当に計画段階で説明するよりも、予算措置の段
階で説明せざるを得なくなってくるということで、
ひとついろいろな計画の中で、先ほど何度も申し上
げておりますけれども、道費をいただける可能性が
出てきたから、補助金をいただいて対応したいとい
うことで、一般財源で全額するのではなくて、一部
でも補助金をいただきたいということが前提だと。
そのためには安全性だとかいろいろな問題はあるけ
れども、何とか１年間、今まで辛抱した中で１年間
対応していけるように努力していきたいと、対処し
ていきたいということでありますので、御理解をい
ただきたいと思います。 
 それから、社会福祉協議会の施設料の問題であり
ますけれども、先ほど来何度もお答えさせていただ
いておりますように、介護保険制度でサービス事業
所として、介護報酬の中にその運営費用の中で含ま
れていて、施設料というのが介護保険からお支払い
するわけですよ。そのお支払いした保険料は施設を
貸与している町がちょうだいしますよということで
ありますので。ちょっと議員がおっしゃる富良野市
は管理使用料を払っておるぞということであります
が、私どももセントラルプラザにつきましては、商
工会に管理運営を任せておりますから、管理運営費
ということで商工会にお払いしております。保健福
祉総合センターは、保健福祉課が行って管理運営す
るわけですから。管理運営を社会福祉協議会に委託
しておるのではないのです。事務所をただ提供して
いるわけです。それだけでありますので。社会福祉
協議会のその部分からは料金はいただきませんよ
と、当然にして。しかし、介護保険制度で支払って
いるものは、そのうちの施設料というものは町の施
設を使うわけですから、委託業者からちょうだいし
ますよということでありますので、全く議員の考え
方とは違うと。これはあくまでもちょうだいする
と。介護保険制度で支出されているものですから、
ちょうだいするという考え方でおるということで御
理解いただきたいと。 
 それから市町村合併について、町長選必要でない
のでないかということでありますけれども、私はそ
こらあたりは、基本的には、今、合併するように決
めるといっても、当然にしてに合併しようという相
手がいないわけですから、今私が言っているのは、
合併しないと町長は宣言したと言うけれど、１７年
３月３１日までの特例法を目当てにした合併はしま
せんよと。今、合併を上富良野町は協議する相手が
いない中で、１７年３月３１日まで合併できるか協
議ができないわけです。ですから、合併はしないと
いうのでなくて、でき得ないですよということで御

理解をいただきたいのと、そういう状況にありまし
て町長選どうのということについては、私の方から
答えるというのはなかなか難しいわけであります
が、その間、合併協議もなされない、合併の相手も
いない、そういうような実情の中でいかがかなとい
うふうには思いますが、これらについては選挙管理
委員会としてどう考えるのか、事務局担当の方から
ちょっとお答えしてもらおうかなと思います。 
 それから、議員のおっしゃるあれですが、私とし
ては、住民投票ということについても場合によって
は考えなければならないけれど、現状では考えてい
ない。今、議員の皆さん方は私の考えと半数以上が
反対だぞと。半数以上が合併推進派だぞという御質
問のようにお聞きいたしましたけれども、私は今、
議員会の皆さん方が中富良野町と勉強会を、研究会
を立てて、一生懸命協議されているということを私
は重要視したいなと。私は中富良野の議員の皆さん
方にもお話し申し上げておりますけれども、ひとつ
ここらあたりから、一つのスタートラインと申しま
すか、方向性が定まればなということで、今、正直
申し上げて、議員会の皆さん方が中富良野町の議員
会と研究をしておる、その成果というものに対して
私は大いに期待している。その経過については私は
尊重して対処していきたいというふうに思っておる
ところでありますので、御理解をいただきたいと思
います。 
○議長（中川一男君） 選管書記長、答弁。 
○選管書記長（田浦孝道君） ４番梨澤議員の大変
急な質問でありますが、一応、町長の答弁聞いてい
ますと、今の段階で答えるのはどうかなと思います
が、現行法の公職選挙法で特別選挙等の規定がござ
いますので、その事実行為があれば、そのような法
に照らして手続をすることになるというふうに認識
をしております。 
○議長（中川一男君） 以上をもちまして、４番梨
澤節三君の一般質問を終了いたします。 
 暫時休憩いたします。 

──────────────────                
午後 ２時４４分 休憩 
午後 ３時０５分 再開 

──────────────────                
○議長（中川一男君） 暫時休憩前に引き続き、一
般質問を続行いたします。 
 次に、１２番金子益三君。 
○１２番（金子益三君） 私は、さきに通告してあ
ります二つの項目について、町長にお聞きいたしま
す。 
 １点目は、管理職の人事評価体制についてでござ
います。 
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 新年度から行われます行政組織の組織機構改革に
伴い、現在の１６課６５係から１２課２６班に再編
されるに当たって、今後、課長及び新年度から呼び
名が変わります主幹等の管理職に昇格する職員人事
に際し、職員による管理職としての資質等の人事評
価投票システムの導入を図るべく考えがあるのか。 
 また、加えて、新年度以降の職員の採用につい
て、多様化する地方自治に対応できるべく専門能力
を持つ新規採用者について、上富良野町独自の採用
基準を設置するお考えがあるのか。また、その採用
時期、人数についての根拠をお伺いいたします。 
 ２点目でございます。庁舎内イントラネット整備
に伴い、町長と職員の連絡強化による意思疎通につ
いてお伺いいたします。 
 昨今の情報化社会の中で、トップと部下との情報
の共有化というのは重要なポイントであります。上
富良野町においても、行政イントラネットの開設に
より庁舎内外での職員と町長との情報の相互化、共
有化は簡単に行える環境になりました。町長からの
連絡事項等が各課に直接オンタイムで通達する必要
が求められ、また逆に、同時に各課からの案件等も
リアルタイムで町長のもとへ届けられる必要性があ
ると考えます。今後の町長の情報共有化に対する対
応策はどのようにお考えがあるのか。 
 また加えて、職員全員に庁舎内外での来庁者及び
職員間でのあいさつの励行についても徹底指導する
お考えがあるかどうか、お伺いいたします。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） ただいま１２番金子議員の
２項目の御質問にお答えさせていただきたいと思い
ます。 
 最初に、人事管理制度に関する御質問からお答え
させていただきます。 
 まず、今後において課長や主幹職など管理職に職
員を登用するに当たって、人事評価投票システムを
導入する考えがあるかとの御質問でありますが、現
在のところ、投票制度を導入する考え方は持ってお
りません。しかしながら、職員の資質などを高める
必要がありますので、職員の能力評価をするための
基準づくりを初め、役職定年制度や希望昇任、ある
いは希望降任制度などを念頭に置いた人事制度を確
立しなければならないと考えております。 
 また、職員の採用に関しましては、現行の職員数
適正化計画に基づき取り進めておりますことから、
新規採用の機会がなかなかないわけでありますが、
議員の意見にあるように情報通信技術、あるいは行
政内部において特殊な知識や能力を有する専門職員
を直接採用する必要がある場合などには、その都度
採用に当たっての基準を定めて実施していく考えで

おります。 
 次に、２点目のイントラネットを活用した連絡強
化による意思疎通についての御質問にお答えさせて
いただきます。 
 平成１５年度の総務省補助事業により、役場をセ
ンターにして学校、病院、公民館など１６公共施設
を無線ＬＡＮで結ぶ上富良野町公共イントラネット
を整備いたしました。町民が集まる主な場所には、
公共用端末パソコン１２台を配置して、町民がイン
トラネット内の情報やインターネット上のホーム
ページを閲覧できるようになっておるところであり
ます。 
 ４月１日からの新組織への対応から、正式な運用
は４月に入ってからになりますが、既に昨年１１月
から試験を兼ねて一部運用を開始しているところで
あります。 
 住民に提供する行政情報提供システムや町民交流
掲示板システム、施設予約システムなどについて
は、徐々に充実を図っていく予定となっておるとこ
ろであります。 
 また、行政事務関係では、財務会計システムとグ
ループウエアシステムが既にイントラネット上で一
部稼働しており、電子メールや電子回覧、掲示板を
使用した事務能率の向上へ向けた活用方法につい
て、模索と実践を積み重ねているところでありま
す。 
 しかしながら、私を含めパソコンになじみの薄い
職員も少なからずいることから、種々システムの機
能を使いこなすところまでは至っていないのが実態
であります。しかし、職員の中には既に多様な機能
を活用している者もあり、これらの習熟者が核と
なって、私のような初級にも満たない初心者を巻き
込みながら、早急に操作機能の向上を図るよう進め
てまいりたいと考えております。 
 既にイントラネット接続施設間の通知事項や報告
物は、電子メールや電子掲示板等を使用しており、
活用環境は整いつつあるところであります。私が身
にしみて感じているのは、これらの便利で画期的な
機能を使いこなせないというもどかしさであり、操
作技能習得の必要性を痛感している一人でありま
す。議員御提案の趣旨は十分に理解いたしましたの
で、イントラネットの活用については、今後とも職
員一丸で研究と実践を高めてまいりたいと考えてお
るところであります。 
 なお、来庁者に対する接遇や電話対応の悪さにつ
いては、以前から御指摘を受けていたことから、重
ねてこの改善を指示してきたところであります。毎
月開催の定例課長会議においても、月間の職員意識
改革プランを設定しており、ちなみに３月は「接遇
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はいつも思いやりと優しい心で」を実践テーマに取
り組んでいるところであります。 
 過去に比較すると大きく改善されたものと思って
おりますが、今後とも職員の接遇改善に努めてまい
りたいと思っておるところでありますので、御理解
を賜りたいと存じます。 
○議長（中川一男君） 再質問ございますか。 
 １２番金子益三君。 
○１２番（金子益三君） ただいまの御答弁につい
て再質問させていただきます。 
 まず、１点目の管理職の人事評価投票システムで
ございます。 
 先日の新聞報道にもございましたとおり、実は、
岩手県の滝沢村というところにおいて、全国の自治
体で初の職員みずからが自分たちの職場をつくって
いくという村長の考えのもとにおきまして、管理職
の人事評価のための投票が行われたわけでございま
す。私は、先にはっきり申しておきますが、何も今
ここに御臨席されている管理職の方が悪いとか、そ
れから、降格人事を行えとか、そういったことを申
しているのではなく、この滝沢村においても、実際
に職場をともにする部下のその目で見て、やはり自
分の上司というものは、自分たちが責任を持って選
んでいくのだと。その選ばれた人間も緊張感を持っ
て仕事をする。もちろん選んだ部下も責任を持つ。
このシステムこそが、これから組織機構改革を行っ
て、よりコンパクトな地方自治を進めていく上にお
いても、部下と上司が問題提議をともに共感する一
つの改革につながると思います。 
 実際にこの村でも、４４歳から４８歳という非常
に若い管理職が、課長が生まれておりますし、旭川
市におきましても、４０代前半の課長という若い管
理職が誕生しております。 
 やはりこういう自分たちの上司を自分たちが決め
ていくという、いわゆる今まで従前行っておりまし
た任命権者であられます町長が一方的に決めるので
はなく、再編されるというこの大きな組織機構のと
きだからこそ、自分たちの上司を決めていくという
方向にしていっていただきたいと思います。 
 公務員制度改革関連法が今いろいろ見直されまし
て、法的整備も必要なこととはなってまいります
が、ある自治体の首長が、この公務員関連法案の大
綱に関しまして四つのキーワード的なものを考えて
いる報道がありました。御承知のとおり、恒久性で
ありますパーマネント、パートタイム、テンポラ
リー、フレックスという、今までの枠組みの中には
ない公務員の一つの新しいスタイルという提案もさ
れている首長もいらっしゃるのが現状でございま
す。 

 やはり部下は上司を選べないというそういう間
違った認識は今後変えていかなくてはいけない。民
間においては、既に自分たちの上司をやはり自分た
ちが選んでつくり上げていくということは行われて
おるわけでございます。民間と公務員と同じくする
必要はないですが、やはりこういういいことという
のはどんどんうちの町にも取り入れて、まねをし
て、プラスになることであれば、どんどん投入して
いってほしいと思います。 
 そのもう一つの新しい職員の採用でございます
が、確かに現行の職員適正化計画に基づき行ってい
るのでありましょうが、やはり新しい若い職員とい
うのも入れていきませんと、このまま退職者だけを
押し出して、その後の補充が少ないというのであれ
ば、やはりいずれは空洞化をしてしまい、非常に多
様化する地方行政の町としての地方自治に対応する
ことが難しくなっていくのではないでしょうか。現
在の日本の工業関連のように、本当に優秀な若い人
材がすっぽり抜けてしまうような、そんな役場庁舎
になってしまうことは非常に問題があると私は考え
ます。 
 また、その採用に当たりましても、やはり公務員
の試験を受けてこられる優秀な人の中においても、
さらに目の粗いふるいにかける必要はあると思いま
す。例えば、先ほど町長がおっしゃっていただいた
情報通信技術のそういった専門職というのは、その
都度採用に当たっての基準を決めるというふうに御
答弁いただきましたが、逆にそういう部分というの
は外注していけばいいだけのことであって、わざわ
ざそういうために人を入れてしまうと、その所期の
目的が達成された後には、むしろ邪魔なものになっ
てしまう可能性が大いにあります。そうであれば、
もちろん公務員としての資質が大前提ではあります
が、例えば、英語の語学に堪能も条件と加える。そ
れも英検何級といったような四角四面な問題ではな
く、やはりネーチャーイングリッシュがしゃべれ
る、ＴＯＥＩＣ６５０点以上を取得するとか。例え
ば情報技術にしては、いろいろまだ国家試験の枠に
はなっておりませんが、例えばＭＯＵＳですとか、
そういったいろいろな多種検定試験がございます。
それをきちっと受けてこられたような方をどんどん
これから採用されて、プラスアルファの技術がもう
当然持っているのだというところの若い優秀な人材
を採用していただきたいと思います。 
 ２点目の庁舎イントラネットの整備についてでご
ざいますが、私は、何も町長みずからがパソコンの
前に立って、苦手なキーボードを打って、いろいろ
なホームページをごらんになってくださいというこ
とを申しているのではないのです。イントラネット
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及びインターネットが非常に整備されたというの
は、これはあくまでも手法であります。私が一番大
事にしてほしいのは、電話やファクスや、それから
無線のようなものではなく、どのような時間におい
ても、どの場所においても、町長が各課及び自分た
ちの部下に、自分の思いであったりとか、逆も指示
なりで、課長から提言があったものというのをいつ
でも見られる、そういう環境になったのであります
ので、やはりこういったものをどんどん活用してい
ただきたいのですよ。パソコンを打てというのでは
なく、言いたいことは、例えば文書で、手書きでも
いいのですよね。町長はこれとこれとこれを私は各
皆さんに見てほしいと。今まで従前であれば、どん
どんたくさん判こをついて、決裁を回って町長のも
とに行っていたものが、画面を開けばすぐに起案が
上がってくるぐらいの、その情報のスピード性とい
うものを町長に重視してほしいわけであります。 
 これは庁舎内のみならず、情報というものは、い
わゆるイントラクティブですね。総合性がないと全
く意味がないのですね。川上から川下に情報を流す
だけでは、何の反映もされませんし、町長が常々住
民自治も大事だと、町民の声を大事にしていきたい
と、そうおっしゃっているのであれば、町民の声が
より町長にダイレクトに届くようなシステムづくり
を構築していただくことが、トップとしての責任だ
と思います。 
 例えばですけれども、町長、上富良野町のホーム
ページ、２００４年３月１０日現在、何件ヒットし
ているか御存じないでしょうね。これはいいので
す、数字は、数字はどうでもいいです。２万１, ８
００件の方が見られています。それに、今現状、電
子掲示板を使っているということではございます
が、町民からの意見が反映されるページというのが
一つもございません。唯一あるとすれば、御意見・
御感想のメールを送るというところだけでございま
す。実際その２万１, ８００人ごらんになっている
中で、何件メール届いているか、町長把握されてい
ますか。町長のもとに御意見・御感想、苦情等々も
含めて、そういったものが実際行っているのか。町
長のもとに行っているのかというのが一番の問題で
あります。 
 私もよく匿名で送ったりですとか、匿名で送って
もメールの送り先はばれますから、匿名ではないの
ですが、無記名で出したり。それから、よその自治
体にも出します。ニセコ町の逢坂町長の個人のホー
ムページにも、私はニセコ町の問題について一度
メールを送ったことがありますが、その日のうちに
返事が来ました。やはり情報というのは、それが一
番大事なのですね。もちろん見るだけの情報、返事

に値しない情報も多々あると思いますが、それが
フィルターを通すことによって町長に伝わるという
のでは、町民の意思が反映されないと思うのです
ね。ですから、今までのようなあり方というのは今
後変えていただきたく思います。というのも、これ
だけお金をかけまして情報のインフラが整備された
わけですから、今まで以上に情報の共有化というも
のを町長が大事にしていただきたく思います。 
 何度も言いますけれども、町長みずからパソコン
を打つ必要はないという認識で聞いてください。 
 それと庁舎内外のあいさつの励行でありますと
か、それに対して各課長の定例課長会議の中で月間
の意識改革プランを行っているということでござい
ます。一つには、これだけ情報というものが便利に
なればなるほど、コミュニケーションの発達は、
ディスコミュニケーションにつながるということな
のですね。情報を取りやすくなればなるほど、人間
同士の心の触れ合いというのは非常に薄くなってい
くわけでございます。その中において、課長会議で
毎月のテーマを決めて、実践テーマに取り組んでい
るというのと、実践されているというのでは、天と
地の差があるわけでございます。民間団体において
は、当然、朝礼や終礼というものがあります。朝
会ったら、せめてその班の中では「おはようござい
ます」に始まって、５時の終礼とともに「御苦労さ
ま」で終わるのは、これは業務でも何でもなく、人
間として当たり前のことだと思いますね。 
 町長がよくお帰りになる際に、職員の皆さんに声
をかけていく姿を拝見いたしますが、やはりその中
で、職員の方みずからも自然にあいさつの返事がで
きるようなことを徹底していただきたく思います。
それが住民サービスの窓口にもなる、各種行政で発
行するものの手数料の金額がアップになっても、
やっぱり住民が気持ちよくやっていただけることだ
と私は信じておりますので、会議を開いて、テーマ
を掲げるのではなく、それが実践化されることをお
願い申し上げて、再質問といたします。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） １２番金子議員の再質問に
お答えさせていただきます。 
 まず、人事管理システム、この投票制につきまし
ては、私も報道を見た記憶がございます。こういう
手法もあるなと。その中の御意見として、投票する
側としては、責任を感ずるわと。投票された側とし
ては、職員にこれだけ信頼されて１位、２位、３
位、何位やらまでを人事権を持った首長が昇格させ
るという話でありましたけれども、そういう職員の
信頼に対して責任を感ずるといういろいろな報道が
なされていたのを記憶にありますが、確かにそう
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いった一つの手法ということも考えられ得るのかな
というふうに思いますけれども。 
 今、基本的に我が町においては、この人事管理シ
ステムというのが、人事権を持った者だけの中で今
日までずっと来ているというのが実情であります。
私は、就任以来、人事異動をするために適材適所の
人事異動をするぞということで対応しても、職員一
人一人の性格から、能力から、全員分を掌握でき得
ない状況にあっては、やはり職員の意思を確認する
ということが大事だということで、レポートの提出
をさせて、その中で職員の考え方を見きわめながら
人事異動の対応を図ってきておりますし、また、昇
格人事につきましても、いろいろな面で年功序列と
いうことだけでなくて、やはり職員の能力を見定め
た中でということで対応していくというようなこと
でありますし、また加えて、そういった部分を含め
ながら、やはりそれらの人事管理については、ある
一定のルールと申しますか、人事権をすべて剥奪し
てしまうようなことではうまくないと思いますが、
ある程度のルールづくりは私は必要であるという認
識で、今、内部調整をさせながら、職員の勧奨定
年、役職定年の問題だとか、あるいは昇任、あるい
は降格、これらについての希望をどう対処していく
かというような人事管理のシステムづくりを今指示
をしておりますので、それらのものができ上がり次
第、また、その方向性の中で人事管理を進めていき
たいというふうに思っておるところでありますし、
また加えて、私としては、これからなかなか国も前
へ進まないで、出したり引っ込めたり出したり引っ
込めたりしております公務員法の改正、これは私は
どうしても必要であるというふうに認識いたしてお
りますので、国が早急にこの公務員法の改正等も含
めた対処をしていただくようにお願いをしたいなと
いうふうに思っております。 
 そういう中にあって、初めて公務員法の枠の中で
職員の人事管理対応ができ得るという一つの前提が
ありますので、そういうような部分も含めながら対
処していきたいものだというふうに思っておりま
す。 
 それから、採用と専門職の新規採用、あるいは職
員の新たな若手の採用の件でありますが、議員おっ
しゃるとおり、財政的に厳しい非常にその中にあり
まして、職員の定数に関する適正化の計画のもとで
職員の採用等々の対応を図っているところでありま
すが、新規採用につきましては極力抑えていくと。
定年退職者をもって職員の削減を図っているという
のが現状でありまして、このままでいきますと、議
員が心配されているようなことは、私も心配してい
るところであります。これは何としても、例えば少

ない人数であろうと、適正化計画の見直しを図って
でも、定期的な職員の採用ということが将来的に重
要であるというふうに認識をいたしているところで
あります。これらについても十分今後検討を加えて
いかなければいけない。財政的な部分だけでなく、
十分考えていかなければならないものというふうに
思っておりますし、また、専門職、やはりそれぞれ
にすぐれた、議員からも提案ありましたいろいろな
専門職、これらの採用につきましても必要であると
いうふうに思っております。今年度４月１日で専門
職を採用しようということで公募いたしましたが、
残念ながら、町の希望に沿う希望者がいなくて、採
用を見送らざるを得なかったというような状況にあ
りますが、今後もこの専門職の採用については、そ
れぞれの分野の中で十分検討を加えながら対処して
いきたいというふうに思っております。 
 それから、次のイントラネットの問題であります
が、町長みずから開かないでいいぞと言われまし
て、胸をなでおろして安心をいたしているところで
ありますけれども、我が町におきましては、住民の
情報等々の広聴の部分におきましては、町民ポスト
だとか、あるいは現在もメールが、議員も送ったと
いう話でありますが、いろいろなメールが来ている
ことにつきましては、すべて私のところに決裁が
回ってまいります。それらにつきましては私も決裁
し、返事の対応もして、担当に返しているという状
況でありますので、これらにつきましても何件かず
つ出てきているのは実情でありますが、今後もこう
いった中で、メールも含めた中、あるいは町民ポス
ト等々も含めた中で、住民の行政に対する意見が、
考え方が十分に伝わるようなことを今後も促進をし
ていかなければならないし、また、職員も、財政投
資をしたこの装備を有効に利用し運営していって、
行政の効率化に対応していただくように取り進めて
いかなければならないというふうに認識をいたして
おるところは、議員と同じ考えであるということで
御理解を賜りたいと思います。 
 ただ、この中で、いろいろとメール、私はできま
せんけれども、職員に対するメールだけの送信で、
あるいは職員からの考え方をメールだけで受けてお
くということが本当にそれでいいのかということを
考えますと、議員も疑問視されておりましたコミュ
ニケーションの問題を考えますと、やはり対面して
職員の考えを聞き、私の考えを指示する、そういっ
たことが私は重要であるというふうに思いますし、
また、加えて、役場組織機構の中で、それぞれに所
属する責任者がおるわけでありますから、私が直接
メールで担当係に、職員に指示をするということ
が、それが果たしていいのかどうか。これはやはり
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所属長に私は指示をする、あるいは助役に指示をし
て所属長に対応するという、組織の流れというもの
も十分対応を考えながら対処しなければならない
と。また、職員が提言する意見というものを即私の
ところへ上がってくるそのシステムをすべてそれを
了とするべきかということになると、やはりその職
員一人一人の考え方でなくて、その今、これから組
織変更するグループの中で、そういった一つのこと
を討議をした中で、やはりそのグループの中から意
見として、改善策として、提言されてくると。ここ
の考え方も大切でありますけれども、そういうよう
なシステム、組織機構の中でのルールと申します
か、そういうようなことも大切であるというふうに
思っておりますので、そういったこととの絡み合い
を含めながら、このイントラネットの有効な活用の
促進を図っていきたいというふうに思っておりま
す。 
 それから、職員のあいさつの励行でありますが、
御指摘をいただいておりますのは、これはもう常に
御指摘をいただいております。私が就任以来、職員
に申し上げておるのは、役場庁舎に来た方々は、来
庁者は、皆さん方の家庭に訪問したお客さんと同じ
ですよと。そういう感覚でごあいさつをしてくださ
いよと、接遇をしてくださいよということで、既に
申し上げてきているところでありますが、なかなか
私も十分満足するような結果にはなっておりません
が、一時期から見れば、先ほどもお答えさせていた
だいたように、相当改善してきたなと。私が「おは
よう」と言ったら、「おはよう」という声が聞こえ
るようになってきたと。昔は全く聞こえなかった
と。「皆さん御苦労さんでした」と帰るとき、議員
もおっしゃるように「御苦労さんでした」と言った
ら、「御苦労さんでした」という声が聞こえるよう
になった。これは私はもう大いに発展したなと思っ
ておりますが、それがぱらぱらであるという声につ
いては、まだまだ私も今後十分職員の理解を得るよ
うに、あいさつの励行ということ、もう初歩的な問
題でありますので、今後も指導を強化していきたい
というふうに思いますので、御理解をいただきたい
と思います。 
○議長（中川一男君） 再々質問です。 
 １２番金子益三君。 
○１２番（金子益三君） ということは、町長、人
事評価システム等々のことは、上富良野町独自の考
え方で役職定年制や希望昇任もしくは希望降任制
は、今のところお考えはあるが、よその自治体で行
われました部下からの選択というのは、今のところ
は考えていないということでよろしいですね。 
 それともう一つ、インターネットのメールのとこ

ろでありますが、やはり町長のところにすべてが上
がってきていないというのと、町長がすべて見える
環境にないというのが問題であって、私、数年前に
上富良野町の行政ホームページができる前の観光
ホームページのところに、ある職員に観光の部分に
ついての苦情なんか来ていないのですかとお尋ねし
たところ、たくさん来ていますよと。来ているけれ
ど、これは町長には見せられないのですよと。こん
なばかな話があっていいのかなと。私はもちろんそ
のとき議員でも何でもないですけれども、それはお
かしいのではないかなということが、先ほど、その
フィルターのかかった意見しか町長のところに行っ
ていないのではないかということなのですけれど
も。やはり下から上がってくるという、この役場独
特のシステムを、わかりますが、町民なり、住民の
声というものに町長が耳を貸す姿勢にするお気持ち
があるかどうかを伺います。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） １２番金子議員の再々質問
にお答えさせていただきます。 
 まず、冒頭一番最初に、議員にも文書でお答えさ
せていただいた中で、投票システムは考えていない
ということで、人事管理のシステムは考えていない
ということで御理解いただきたいと。しかし、先ほ
ど来言っているように、人事管理のシステムづくり
は、これは早急にしなければならないというふうに
思っています。 
 それから、イントラネットでありますが、議員開
かなくてもいいぞと言われたから安心したのですけ
れども、私はメール等々、あるいは町民ポスト
等々、所管から上がってくるものを決裁しておりま
すが、そこで選択されているという認識は私は持っ
ておりません。今お聞きしますとそういうようなこ
とがあるのだぞということでありますが、今後所管
には、住民から上がってきたメールあるいは町民ポ
ストについては、どんなものであろうとも私の目に
通すように、決裁を受けるように指示をいたしたい
なというふうに思っておるところであります。 
 ただ、そういうことを確認するためには、私自身
が開いて見ることをまず勉強しなければならないと
いうふうに思っておりますので、御理解をいただき
たいと思います。 
○議長（中川一男君） 以上をもちまして、１２番
金子益三君の一般質問を終了いたします。 
 これにて、本日の一般質問を終了いたします。 

──────────────────                
◎散  会  宣  告 

○議長（中川一男君） 以上で、本日の日程は全部
終了いたしました。 
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 本日は、これにて散会いたします。 
 明日の予定について、事務局長から報告いたさせ
ます。 
 事務局長。 
○事務局長（北川雅一君） 御報告申し上げます。 
 ３月１１日は、本定例会の４日目で、開会は午前
９時でございます。定刻までに御参集賜りますよう
お願い申し上げます。 
 以上であります。 

午後 ３時４１分 散会 
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午前 ９時００分 開会  
（出席議員 １８名） 

───────────────────                
◎開 議 宣 告            

○議長（中川一男君） 昨日に引き続き、御出席ま
ことに御苦労さまに存じます。 
 ただいまの出席議員は、１７名であります。 
 これより、平成１６年第１回上富良野町議会定例
会、４日目を開会いたします。 
 直ちに、本日の会議を開きます。 
 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した
とおりであります。 

──────────────────                
◎諸 般 の 報 告           

○議長（中川一男君） 日程に入るに先立ち、議会
運営等諸般の報告をいたさせます。 
 事務局長。 
○事務局長（北川雅一君） 御報告申し上げます。 
 本日の一般質問は、さきに御案内の日割り表のと
おりでございます。 
 以上であります。 
○議長（中川一男君） 以上をもって、議会運営等
諸般の報告を終わります。 

──────────────────                
  ◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件 
○議長（中川一男君） 日程第１ 会議録署名議員
の指名を行います。 
 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に
より議長において、 

 ３ 番  岩  崎  治  男  君  
 ４ 番  梨  澤  節  三  君  

を指名いたします。 
──────────────────                
◎日程第２ 町の一般行政について質問 

○議長（中川一男君） 日程第２ 昨日に引き続
き、町の一般行政について質問を行います。 
 初めに、９番米沢義英君。 
○９番（米沢義英君） 私は、さきに通告していま
した点について、町長及び教育長についての見解を
問うものであります。 
 第１番目には、産業廃棄物処理施設の問題であり
ます。 
 さきの１２月の定例町議会において、私はこの点
について町長に質問いたしました。 
 町長は、産業廃棄物処理の建設については、地域
住民の側に立って対処するということを述べまし
た。また、そのもとで地域住民からは、産業廃棄物
処理施設の建設については、建設中止をしていただ
きたいとの地域の関係者の署名捺印を添えた申し出

が、町と業者にありました。今後、町においてはこ
の申し入れについてどのように対処されるのか、お
伺いいたします。 
 今、地域住民においては、環境が損なわれるなど
など、なぜ上富良野町に持ってこなければならない
のか、こういう声が聞かれます。そういう意味でも
これから道においても何らかの回答をしなければな
らないという状況にありますから、改めていま一
度、ここにおいての町の見解について伺うものであ
ります。 
 次に、介護保険税の問題について伺います。 
 今回、介護保険の納付金の税率が変更されるよう
になりました。これは国の制度にのっとったものだ
ということであります、しかし、この根本原因とい
うのは国の財源不足を、地方やあるいは介護の加入
者に負担させる、こういうところから来ているもの
であります。 
 今、私たちの生活は年金保険料等の引き上げ、給
付等の削減、数々の国民負担がふえるという状況の
中で、生活そのものが大変になるという状況があり
ます。確かに、この今回の税率改正の中で、平均
７, ０００円引き上げということでありますが、こ
のことをもってしてても、所得能力に応じて当然所
得の少ない人ほど負担率がふえるということは明ら
かであります。 
 私は国の制度だからというのではなくて、国の制
度であったとしても、やはり住民の立場に立って、
その軽減の対策をとるということが求められるもの
であります。町においては、国の制度だから補てん
できないということをしきりに言われますが、私は
住民の声をきっちり聞くという立場からも、いま一
度町からの繰り入れなど、税率の据え置きをし、軽
減対策を図るべきだと考えますが、この点について
の町の見解を求めます。 
 次に、行政の見直しについて伺います。 
 今、町は、行財政の見直しという形の中で、将来
は６０億円規模の財政構造が適当ではないかという
形の中で方針を打ち出してきています。しかし、住
民にしてみれば、何のことなのかさっぱりわからな
いというのが実態であります。この間のこの問題に
おいても、国自体の問題と町の運営自体の問題がそ
の財政の根幹を狂わしているわけですから、この問
題をはっきりさせないで、ただ財政難だから多少の
負担は町民に求めることは当然だ、町の行政改革と
いう形の中で、職員や給与の削減、見直しを行って
いるからやむを得ないのではないかという方向を示
しておりますが、しかし、根っこがきっちり何が原
因でこのように状況になったのかということも開示
されないまま、住民にとってはまさに不明確の中で
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財政採算というのはあり得ないものであります。 
 今、住民が求めているのは、当然内部努力、当然
国に対する財源の保身、地方自治体の当然行政が
やっていける分だけの交付税の増額、これを行って
ほしいというのは、どの自治体へ行っても住民にし
ても当然の声となっています。 
 そういう意味では、まだまだ内部での経費の節減
や透明性の確保という点でも、住民の立場から言え
ばかけ離れているのではないかと、私自身考えてい
ます。そういう意味では財政再建というのなら、収
入役制度や町長車の廃止、また、自前でできるもの
は自前でできる。例えば、清掃業務など外注部門の
見直しなどあらゆるものの見直しを行って、具体的
な対策、そして町の今後すべき方向を住民に説明す
るべきだと考えます。そういう意味では、今後この
ような点についてどのように対処されるのか、町長
に見解をお伺いいたします。 
 次に、保育行政について伺います。 
 今、保育は多様な保育が求められています。例え
ば、就業時間が不安定という状況の中、変則的にな
るという状況の中で、待機児対策や特別保育、子育
て支援などという充実というのは、今当然のことに
なってきています。また、国においても児童福祉法
の改正や保育行政についてのあり方の改正が行わ
れ、また、指導も行われているという状況がありま
す。 
 この間、町においても、なぜ保育所に入所申し込
みを行っても入れないのか、あるいは職場の時間帯
が６時・７時過ぎるという状況の中でなぜ延長保育
を実施できないのか、また、一時保育という特別保
育ができないのかという声がたくさん出ておりま
す。また、寄せられています。 
 また、この間、町の広報にも保育所入所申し込み
に当たって、なかなか回答が来ないという声も載っ
ています。そういう意味では、私はこの保育行政の
あり方というのがいま一度真剣に討議されているの
かどうなのか、この点でも疑わざるを得ません。そ
ういう意味では、私は一時保育や延長保育など、特
別保育の充実をさらにしなければならないと考えま
す。 
 そこでお伺いしたいのは、ことしから西保育所が
民間委託されるという状況の中で、午後６時３０分
の退所時間を延長するという形になりましたが、他
の保育においては実施されないのかお伺いすると同
時に、また、今後の一時保育所の保育のあり方につ
いての町の見解について伺いいたします。 
 次に、障害児童対策について伺います。 
 今、母子通園センターを終了した児童の、障害児
の保護者で構成するドレミキッズの会があります。

そこでは自己運営をして、少しでも子供たちが一般
の生活ができるように、日常の生活が不安、少しで
も軽減できるようにという形の中で運営して、音
楽・リズムの運動を通じて子供たちの相互の成長や
心の触れ合いを大切にしながら運営しているところ
があります。 
 そういう意味は、私は障害児支援制度もあります
が、しかしこの制度の恩恵にも預かれない、例え
ば、介護保険では町独自の上乗せサービスや横出し
サービスなどの制度があるにもかかわらず、こうい
う制度がこの人たちにはなかなか対応されてないと
いう問題点が明らかになっています。憲法にも、だ
れ一人ともひとしく健康で文化的な暮らしを送ると
いうことが明文化されている。このことからして
も、当然この趣旨からいっても逸脱していると言わ
ざるを得ません。 
 そういう意味ではどういう対策がよいのかという
ことを早急に検討し、具体的な対策を講ずるべきだ
と思いますが、この点についても昨年質問しました
が、今後どのような対応をされるのか明確な答弁を
求めるものであります。 
 次に、耐震診断の実施について伺いいたします。 
 今、阪神大震災の教訓、あるいは十勝沖などの教
訓などによって、消防力の強化と耐震性の強化とい
うのは当然のことになりつつあります。その上に
立って２００２年に、消防庁においては消防拠点と
なる公共施設というと耐震化推進委員会というとこ
ろが、学校等の公共施設等の耐震改修の促進が必要
だということが報告として取りまとめられました。 
 その上で、公立小中学校の建物の４３％に耐震上
何らかの問題があるということが指摘され、また、
同時に、耐震診断のおくれは大きな問題だと指摘さ
れています。町においてもこの診断における状況は
どのようになっているのか、小中学校における診断
はどのようになっているのか、また、老朽化してい
る公民館の耐震診断についてどのようになって、今
後どのような補強体制をされようとしているのか、
これらの点についての教育長の明確な答弁を求める
ものであります。 
 次に、子供の権利条例の制定について伺いいたし
ます。 
 子供はひとしく社会の中で、大人や地域社会の中
で見守られ成長しなければなりません。しかし、こ
のことが今、とかく社会の諸事情によって屈折した
形の中で大きな子供たちに心の痛手、傷になって大
きな問題として今出てきています。 
 今、上富良野町においても、一人一人の子供たち
が本当に大切にしているのであるかということを考
えたときに、いま一度町の教育や遊び場、あるいは
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町全体の社会環境そのものがどうなっているのかと
いうことを総点検する必要があると私は考えていま
す。その上に立って、時代を切り開いていく主賓と
しても子供の権利条例というのはとても大切なこと
であり、国際的にも子供の権利条例の制定や、ま
た、自治体独自の制定が行われてきている背景もこ
こにあるわけであります。 
 上富良野町の将来を担う子供たち、環境づくり、
また、一人の人格を持った人と尊厳されるために
も、この町に参加できる環境づくりのためにも、町
独自の権利条例の制定はこの間どのように検討され
てきているのかお伺いいたします。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） ９番米沢議員の７点の御質
問にお答えさせていただきたいと思います。 
 まず１点目の、産業廃棄物処理施設についてであ
りますが、議員の御発言のとおり、平成１５年の第
４回定例会におきまして、産業廃棄物の設置計画に
対する町としての基本的な姿勢として、計画周辺住
民の一致した考えである内容を指示することを述べ
させていただきました。このことにつきましては現
在も変わるものではございません。 
 地域においては地域協議会を立ち上げて、反対で
ある意思統一をされ、当該事業者にその意見が伝え
られたところでありますが、その後の変化は現在の
ところ特にありません。 
 今後、町といたしましては、事業者等からの何ら
かの動きがあってもあくまでも地域の意思を尊重
し、対応を進めていく考えであります。 
 次に、２点目の国民健康保険税についてでありま
すが、介護分につきましては、あくまで対象年齢４
０歳から６５歳まで２号被保険者に限られているこ
とや、その納付額については全国の介護保険財源の
３２％を対象者数によって配分されるシステムであ
りますことは、既に御承知いただいているものと思
うわけであります。 
 そのため、市町村が納付すべき介護納付額の算定
においては、市町村独自の算定裁量が入り込む余地
はなく、加えて本町介護保険会計の動きとともに、
直接連動しない制度でもあります。全国のすべての
２号被保険者がひとしく負担することとなっており
ますことから、町がその補てんをすることは考えて
おりませんので、御理解をいただきたいと思いま
す。 
 次に、３点目の行財政の見直しについての御質問
にお答えさせていただきます。 
 このことにつきましては、町政執行方針で申しあ
げておりますように、行政運営の方法や財政構造を
改めることになりますことから、議員の御提案のこ

とも含めて、行政内部の改善検討を行わなければな
りません。 
 なお、行政経費の全体を点検する必要から、ケー
スによっては町民の皆様にも一定の協力をいただか
なければならないものと思っております。 
 改革に当たっては、今までも多様な御意見を町に
寄せられておりますが、今後の具体的な検討に向け
ては、改めて多くの町民の皆様からも幅広く意見を
いただけるようにと、町広報紙を通じて意見の募集
をお願いしてまいりますので、議員にも御支援と御
協力をいただきますようよろしくお願いを申し上げ
たいと思っておるところであります。 
 ４点目の保育行政に関する御質問にお答えさせて
いただきますが、保育サービスの充実については、
利用者の生活実態及び意向を十分に踏まえた提供体
制を整備するとともに、多様な保育需要に応じて広
く住民が利用しやすい保育サービスを行うことが必
要であると認識いたしております。 
 延長保育や一時保育など、保育サービスの充実に
関する対応につきましては、次世代育成支援対策推
進法に基づく総合的な子育て支援の行動計画とし
て、現在作成中のエンゼルプランの中で具体的施策
を盛り込んでまいる考えであります。 
 なお、エンゼルプランのニーズ調査の結果、延長
保育への意向があることから、指定管理者の運営に
よる西保育所で現在の閉所時間をさらに延長する保
育を本年度試行的に実施して、他の二つの民間保育
所についても、その成果を見きわめながら受け入れ
態勢がとれるか否かの検討をしてまいりたいと考え
ておりますので、御理解を賜りたいと存じます。 
 次に、７点目の母子通園センターを終了した障害
児童への日常生活支援の御質問につきましては、さ
きの議会でもお答えしておりますが、保護者の有志
のグループにより障害のあるお子様のために自主的
に学習交流を開催されていることは、療育の視点で
は大いに意義があり高く評価しているところであり
ます。 
 この活動を継続していく上で、議員御質問の日常
生活支援について、障害者支援制度における居宅生
活支援事業としての位置づけが可能なのかどうか、
保護者のグループの考え方も十分にお聞きしなが
ら、町としてもできる限りの支援策を検証してまい
りたいと考えておりますので、御理解を賜りたいと
存じます。 
○議長（中川一男君） 教育長、答弁。 
○教育長（高橋英勝君） ９番米沢議員の、５番目
の耐震診断の実施についての御質問にお答えいたし
たいと思います。 
 耐震診断につきましては、文部科学省より各市町
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村の学校設置者に対し、昭和５６年以前の新耐震基
準以前の設計で建築された古い学校建物に関して耐
震診断や耐力度調査を行い、耐震性能の把握に努め
るよう通知が来ているところでございます。 
 本町では、昭和５６年以前の古い学校建物といた
しましては、上富良野小学校校舎の一部、上富良野
西小学校の体育館、東中小学校校舎、上富良野中学
校校舎及び東中中学校校舎が該当いたします。 
 この調査は、学校設置管理者の努力規程というこ
とであり、本町においては現在のところ該当校舎、
体育館の耐震診断を実施していないのが現状であり
ます。学校施設は多くの児童生徒が１日の大半を過
ごす学習・生活の場であることから、安全性豊かな
環境を確保することが重要と考えており、また、地
域住民の方々の応急避難所としても大きな役割を果
たしていることから、今後早期に耐震診断を進め、
学校施設の安全対策に万全を期すよう十分検討して
まいりたいと考えております。 
 次に、公民館の耐震診断と今後の対応であります
が、公民館は昭和４６年に建設され、以来３４年が
経過し、施設の老朽化も著しく、公共建築物として
その耐久性や耐震性など種々の問題を抱えながら施
設の運用を図っているところでございます。 
 公民館は生涯学習の拠点施設として活用し、不特
定多数の人が出入りする施設でもありますので、施
設の安全性を調査の上、平成１０年度に公民館構造
診断を実施したところであります。この診断調査結
果では、施設の構造耐力と耐震性能は現在の建築基
準法に比べると十分な構造や耐震強度が保有されて
いないため、建物を再生利用する場合には、構造や
耐震強度の補強が必要であるとの調査結果を得てい
るところでございます。 
 現在の公民館と図書館の新設整備は町の懸案事業
として種々検討を重ねてまいりましたが、町の財政
事情から早期の実現は困難でありますので、当面町
民の利便性と施設の安全性や現在の図書室整備の機
会もありますので、平成１７年度に公民館施設の大
規模改修工事を実施するよう計画しております。 
 工事の施工に当たりましては、施設の構造耐力や
耐震補強の問題も含め、危険解消と安全対策に最善
の対応を図るよう考えておりますので、御理解をい
ただきたいと思います。 
 次に、６点目の子供の権利条例の制定についての
御質問にお答えいたします。 
 議員より、昨年３月に同じ質問を受け、子供の権
利条例の制定につきましては子供たちの権利を尊重
し、また、理解を深め、その権利を保障できる地域
づくりをねらいとし、さらに子供たちが社会に参画
していただく機会の促進を図ることからも、条例を

制定し成果を上げることも大切であり、十分検討し
対応を図ってまいりたいとお答えしたところでござ
います。 
 この間、教育委員会や校長会等で子供の権利条例
の制定についてだけではなくて、町の教育環境づく
りや教育力の向上も含め種々協議を重ねているとこ
ろであります。 
 未来を担う子供たちが、これからの時代に向かっ
て心身ともに健やかに心豊かに生きていくために
は、地域の子供は地域全体で育てるとの基本理念の
もとに、これからも意を用いて育成することが大切
であると思っております。子供権利条例の制定につ
きましては、町の条例制定することにより子供たち
の教育や権利、理解のみならず健全育成の関心が高
まり、また、社会への参画機会の促進など成果を上
げる要素も大きいと思いますので、引き続き関係者
の意見や議論を高め、条例制定に向け努力してまい
りたいと考えておりますので、御理解をいただきた
いと思います。 
○議長（中川一男君） 再質問ございますか。 
 ９番米沢義英君。 
○９番（米沢義英君） 町長にお伺いいたします。 
 産業廃棄物処理施設の問題でありますが、地域住
民の側に立って、あくまでも意思を尊重するという
ことでありますが、ここで明確にしていただきたい
のは、業者の方が建設するということがたとえ出て
きても、あくまでも反対の意思表示をするというこ
とで確認してよいのか、また同時に、道においても
その旨の意見を反映するということで確認してよい
のか、この点を明確にしていただきたいというふう
に考えております。 
 次に、国民健康保険税の介護納付金の問題であり
ますが、条例というのは自治体でつくれるわけです
から、当然その自治体の条例が優先するということ
もあるでしょう。そういう意味では今回の国民健康
保険税の介護納付金においては、大きな問題点が当
初からあると言われてました。当然総納付額の３割
を、かかった費用の納付するということですから、
これから高齢化社会という形の中でお年寄りがふえ
てくれば、当然総費用が膨らむことはわかってたこ
となのですが、このことを国はみずからのことを
きっちりと財政措置をしないで、地方に押しつけた
ことによってこれから毎年この制度が税率が引き上
げられると、これが地方自治体でも大きな問題に
なっています。 
 それだけ勝手なことをやっているのですから、そ
して、自治体にこれだけの負担を負わそうとしてい
るのですから、やっぱり町自体でもその防御策とし
て住民の側に立った何らかの具体的なやはり保身策
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というか、一般会計からの繰り入れ等の対策という
のは必要だと私は考えておりますが、この点につい
てもう一度明確な答弁を求めます。 
 次に、財政の見直しについてお伺いいたします。 
 将来的には、財政の見直しは当然必要なことだと
いうことを言われています。今回収入役制度や町長
車の廃止、あるいは清掃業務等の委託経費の自前で
できるものは自前でできるという形の旨を私は訴え
ています。何も収入役が憎くてこういうことを言っ
ているのでありませんので、誤解を受けないように
大変失礼かと思いますが申し上げておきたいと思い
ます。 
 私、こういうだけ住民の生活が大変になっている
ときに、やっぱり町みずからもいろいろな努力もさ
れてきています。この点については一定の評価も私
自身しております。しかし、住民の側に立てばまだ
まだ不透明な部分があるということで、ここでもう
一度明確な答弁をお伺いしたいのは、将来的には公
用車の廃止、そして、収入役制度の廃止、また、こ
れらについて清掃業務等の委託業務等の見直しにつ
いては、行うということで確認してよろしいのか、
なかなかこの表現では私読み取ることがなかなか難
しい表現になっておりますので、明確にしていただ
きたいというふうに思っています。 
 次に、保育行政の問題であります。 
 閣議決定等においても、一時保育や、あるいは延
長保育、これらについては特段の配慮をすべきだと
いう形で、地方自治体においての速やかに履行する
ことを求められて、今各地で進められています。 
 そういう意味で、先ほども紹介いたしましたが、
広報にも載っていたように入所申し込みをしたが、
その後改善されたかもしれませんが、なかなかき
ちっとした対応はできないと、職も求めることはで
きないと。他の市町村に預けて仕事に行っていると
いう声も聞いてます、実際。そういう意味では、町
づくりという点でも大きなマイナス点であるという
ふうに考えています。国がそのことを速やかにやれ
と言っているのに、この間、町はなかなかエンゼル
プランのこの対応を待ってからという形の中で進め
てきました。 
 しかし、今回、西保育所においては試行的に実施
するという形の方向を打ち出しましたが、どうも私
は言っていることとやっていることのやっぱりずれ
があるのではないかと。やることはいいのだけれど
も、それでは他の中央保育所はどうするのかという
問題なのです。西保育所というのは、それぞれの地
域に住んでいる人たちの生活実態が違います。中央
保育所においてもそれぞれの生活実態が違うので
す。わかばにおいてもそれぞれの生活環境や実態が

違うのです。それを試行的に西保育所だけで実施し
たとしても、それが平均的な問題として出てくるの
かどうかという問題です。 
 西保育所でやった場合は地域限定品になって、そ
のことしかわからないでしょう、恐らく。本来やる
のだったら一斉にやるということをなぜやらないの
かと。そして、一方では、エンゼルプランを待って
から、この間の答弁では実施したいということを
言っておきながら、今回、西保育所でやると言うの
だから、この間の議事録を見てもそういう答弁に
なっているわけです。どうも言うことと実際にやろ
うとすることの矛盾がある、ここにやはり一貫した
保育行政のあり方についての指針というものが、体
系的なものがつくられてきてないという大きな問題
が浮かび上がっているのです。もしも、西保育所で
これ試行的にやると言うのだったら、どういう目安
で何を一つの物差しとして、これ将来的にどういう
基準でやろうとしているのか、お伺いいたします。 
 私、勘ぐることは嫌なのですが、民間委託になっ
たから特別な配慮をするのではないかということ
も、これはそういうことも思われるのです、こうい
う町の人たちにしたら。行政にしたら試行的にやる
ということで、その枠で考えるからそれ了解という
ことになるのでしょうけれども、住んでいる人たち
にしたら、町づくりというのは一つのものなのです
よね。そこもう一度考えていただきたいのと、一時
保育についても、やはり母子家庭の方についても、
なかなか仕事を求めたけれども保育所に入所は認め
られなかったという声もあります、そういう意味で
はいま一度、私は町の態度というのをきっちり示し
て速やかに、国が勧告して履行するように進めてい
るわけですから、このことをきっちり肝に銘じて、
速やかに履行すべきだと思いますが、この点につい
てもう一度どのようにされるのか、見解についてお
伺いしておきたいというふうに考えています。 
 次に、母子通園センター、障害児対策の問題につ
いて伺いいたします。 
 今、この点について言えば、昨年質問して、また
同じ答弁なのですよね。十分保護者のグループの意
見を聞いてから対処するということの答弁です。こ
れも前回と同じで今回も同じなのです。私の言いた
いことというのは、本当に文化的な生活を送るとい
う形の中で、だれしもひとしくやっぱり生活、健常
者であってもこういう障害持った方であっても、当
然の権利として義務としてあるわけです。そのこと
をやはり町も忘れてはならないというふうに思いま
す。 
 この間、介護保険制度においても、上乗せや横出
しサービスという形の中でこの介護保険制度の対象



 

― 101 ―

から漏れた方、あるいは外れた方を少しでもやはり
快適な生活環境の中で暮らしてもらいたいという形
の中でそういう制度があります。 
 実際現場へ行ってどういう状況なのかということ
も話を聞いて見てきました。非常にやはり専門的な
知識と要素が必要な事業だということも、行ってま
たわかりました。 
 そこで保護者の方が言っているのは、この支援費
の制度によらなくても、私たちがこの子供たちを将
来大人になったときにどんな、やはり社会の中で生
活できるのかということを考えたときに、本当に思
い余るものがあるのだということなのですよ。そう
いう中で、私たちはみずから町の支援も欲しいが、
それだけではだめだから、みずから自立して率先し
てこういうことをやって、この子供たちの将来につ
なげたいと、その思いが１点なのだという話を聞い
たときに、私は本当に胸が熱くなる思いがしまし
た。 
 何を求めているのかという話を聞いたときに、や
はり指導者の方来ておりますから、そこに対する指
導者のお礼だとか、あるいは子供たちが次の段階、
次の段階へ進む段階において、新しいこのリズムに
必要な器具だとか材料だとか、遊び道具だとか、そ
ういうものを具体的に支援してもらいたいのだとい
う話なのです。 
 ですから、この３カ月間の中でも、直に行って話
を聞けばわかるということ、見えることたくさんあ
るのです。そういうことを、ただお互いにその保護
者の意見を十分を聞くというのでなくて、出向いて
いって聞くという、そういうところまでやっぱりし
ていただきたいと思うのです。保護者の方はなかな
かそういったところは言えないのです。負い目もあ
ります。そういうところを察してやっていくという
のが本来の行政のあり方だと思いますので、この点
を速やかに実施されるようお伺いいたします。見解
を求めます。 
 次に、耐震性の問題について伺いいたします。 
 今、全国的にもこの耐震構造という問題で老朽化
した公共施設と小中学校を含めた公共施設です。小
中学校の７割がこの現状では１９８１年以前に建て
られた建物で、うち耐震性が確保されているのはわ
ずか１８. ２％、体育館に至っては１２. ６％という
現状にとどまっているということが明らかに、我が
党の国会議員団の調査でも明らかになっています。 
 何が問題なのかということなのですが、ここで。
この問題というのは何が進まないのかいう問題は、
国が耐震性を診断しなさいよということを言ってい
るのですが、教育長も答弁したように自治体任せな
のです。財政がないからできないという、こういう

状況の中で診断できないからどのように改修するの
かわからないという問題なのですが、しかし、行政
はそういうことは言っておられません。 
 上富良野においても、小中校における耐震性の強
度というのは速やかに実施されなければなりません
し、実施するということでありますから、もしも実
施するということであれば、その計画をいつから、
どう実施されるのか、お伺いいたします。 
 次に、公民館のこの耐力度の調査の問題について
もお伺いいたします。 
 この評価も既に終わっております。この評価の中
では、床のずれや鉄骨の骨組みのずれ等が指摘され
ています。そういう意味では耐震性に耐えるもので
ないから速やかにこれを補強し、何らかの耐震性を
補強し実施しなさいということが言われております
が、この点どうなっているのか。その経年劣化と物
理劣化、社会的劣化のこの三つを例を挙げてそれぞ
れを具体的に示しております。 
 この公民館というのは答弁にもありましたが、避
難施設であったりとか、住民の日常的に使う大切な
場所であります。そういう意味では、お金がないと
いうだけで後に起こるような問題ではありません。
この間いろいろとこういう文化的なものということ
で図書館の建設というのが要望されましたが、どん
どんどんどん後ずさりされて、なかなか実施されな
かったのです。パークゴルフ場ができてみたりだと
か、いろいろなことがありました。それよりも先に
こういったところのやっぱり優先順位で言えば、当
然こういった劣化しているところに住民を施設利用
させておいて何事かという問題なのですよ、一言で
言えば。 
 そういう意味では、いつからその補強の問題につ
いても対処されるのか、明年度からという話には
なっているのですが、本当にこの耐震性の補強も含
めた具体的な対策をやられるのか、この点について
の明確な答弁を求めておきたいというふうに思いま
す。 
 あと子供の権利条例については、これはすぐでき
るというものではないかと思います。確かに教育長
述べられているように、この上富良野町の教育現場
のあり方、また、遊び場等の改善の仕方等ありま
す。そういう意味では、十分検討していただいて、
その上でもう大体目安があれば、その目安も聞かせ
ていただきたいというふうに答弁を求めます。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） ９番米沢議員の再質問にお
答えさせていただきます。 
 まず、１点目の産業廃棄物処理施設の件でありま
すけれども、これについて、北海道に対し許認可権
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者に対しまして自治体が意見書を述べるという中に
ありましては、この中では賛成だ反対だという意見
を述べる資格はございません。 
 ただ、地域維持の状況だとかそういったことを述
べるだけで、言うならば、自治体の意思というもの
はそれほど重視されているようなと、私個人では考
えるわけですけれども、私的には考えるわけですけ
れども、自治体の意見を過大視して許認可に対して
対応していただけるようなものではないような気が
いたしておるところでありますけれども、そういう
ようなことで、反対賛成の意見を述べるものではな
いということで、御理解をいただきたいなと思いま
す。 
 ただ、何度も申し上げておりますように、地域住
民が反対しているものに対しまして私が賛成という
ことは全く考えられないと。やはり何度も申し上げ
ておりますように、地域住民の意向に対して私自身
も地域にそういうような施設ができることについて
は大反対であります。もっともっといい施設であれ
ば誘致もしたいですけれども、この種のものにつき
ましては、私は上富良野がごみ捨て場になることに
つきましては全く反対でありますので、御理解を賜
りたいと。御心配をいただかなくても私自身の意思
は変わらないということで、御理解いただきたいと
思います。 
 それから、２点目の介護納付分の税率の件であり
ますけれども、これは何度も申し上げておりますよ
うに、また、議員からも御意見の中にありましたよ
うに、国の施策の中でスタートしてまだ日が浅いと
いうことで、私自身にしても理解のでき得ない部分
もありますし、国自体も３年ごとに見直していくと
いうような、いろいろな政策を講じながら定着に向
かって努力をしているところでありますが、これに
つきましては、私といたしましては、これはもう我
が町の住民、４０歳以上の者全員が負担しなければ
ならないわけであります。たまたま国保に加入して
いる住民にのみ町税をもって助成するということに
なりますと、いや、他の住民はそれぞれの保険の中
で負担をしておるわけでありますから、４分の１ぐ
らいですか、概略で町民の４分の１近くの国保の住
民にだけ支援をするということは、私は平等でない
というふうにも思っておるところでありまして、そ
ういった観点も含めながら、この制度に対する一般
会計からの繰り出しについては考えられないという
ことで、ひとつ御理解を賜りたいと思います。 
 次の行財政の改革については、何度も申し上げて
おりますますように、今までの改革の経過を踏まえ
た中で、今後、なぜこの行政改革が必要なのかとい
うことも十分住民の皆さん方に理解をしていただき

ながら、そのためにどのような改革を必要とするの
かということをも含めて、多く住民の皆さん方の意
見を聞きつつ、今まで対応いたしてきたように改革
懇話会というのか、また、名称は別としても、住民
の代表の方々の意見を聞きながらこの対応を進めて
いきたいというふうに思っているところでありまし
て、議員御発言にありますように、また、それ以外
の各分野についても、すべてにおいて聖域なき構造
改革に向かってこれから担当部署を新たにつくって
行政改革推進事務局をつくって、そこの中でこれか
ら対処していきたいというふうに思っております。 
 ですから、この分野、あの分野ということでなく
て、収入役制度の問題も、町長車の問題、公用車の
問題、これらについてもすべて含まれた中で改革に
向かって努めていきたいというふうに思っておると
ころであります。 
 余談でありますけれども、収入役制度については
自治法の改正というような部分も、今、国では審議
されているようでありますので、これらの部分も含
めながら十二分に我が町の状況に合った、自治体の
規模に合った財政構造にするための改革を進めてい
きたいというふうに思っておりますので、ひとつ議
員も御理解を賜って御支援をいただきたいなという
ふうに思っておるところであります。 
 次に、保育所の件でありますけれども、基準等の
細部のことにつきましては、所管課長の方からお答
えさせていただきますが、基本的には今回、なぜ西
保育所にその延長保育等々の対応をするのかという
ことでありますが、これらの対応をするためには人
員配置だとかいろいろな対応を整備をして進めてい
かなければならないわけでありますが、今回、議会
の御承認をいただきまして、指定管理者制度の中で
運営していくという形で４月１日からスタートと。
そのスタートの段階でこれを対応できるということ
で、スタートの段階からこの延長保育等々も含めた
人員の配置だとか対応を計画を進めていただいて実
施をすることに相なっているわけでありまして、こ
れからも保育の多様なニーズにこたえていける体制
整備をしながら、議員の御質問にありましたような
種々のニーズにこたえていける保育行政の推進を
図っていきたい。そのためには、今後、中央保育所
にしろわかばにしろ、これらの部分を含めながら、
人員の配置だとかいろいろな整備を重ねながら、今
後の対応を進めていく、そのための大きな基本とな
るものは、あくまでもエンゼルプランを中心とした
中で推進をしていきたいというふうに思っていると
ころでありますし、これらの子育ての各分野につき
ましては、今までとは別に専門職で子育て支援班を
設置してこの中でこれからの我が町の子育てをどう
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するかと、全般的な対応を含めた中でこの子育て支
援班という組織をつくって、新たな認識のもとで新
たな責務をもって対処していきたいというふうに
思っておりますので御理解をいただきたいと思いま
す。 
 最後に、母子通園センターのこの件であります
が、議員もいろいろとお気遣いをいただいておるこ
とにつきましては、私どもこのグループの方々、私
もよく知っているお母さん方です。私も何度も直接
このグループの方々と会って、私じかにお話をさせ
ていただいて、このお母さん方の子供を育てる障害
児という子供を育てるあの意気込みというのは、議
員と同じように私も本当にすばらしいなというふう
に思っております。 
 それで、どういうことが行政ができるのかという
ことにつきましては、私は、お母さん方は我々は自
主的に個々の考え方で進めていって、行政が関与し
て口出しを余りされたくないよというような気持ち
が議員の意見にもありましたように、そういう気持
ちというのは非常に大きいと、そこは私は大切にし
てやらなければならないと。しかし、だからと言っ
て、行政は知らないよということにはならない。議
員の御意見にもありますように、行政が何ができる
のかということを十分認識しながら、このグルー
プ、お母さん方の気持ちを育ててやれるように努め
ていかなければいけないなというふうに思っており
ますので、議員と同じような気持ちでこのグループ
の方々に対してこの事業に対して努力をしていきた
いというふうに思いますので、御理解を賜りたいと
思います。 
○議長（中川一男君） 教育長、答弁。 
○教育長（高橋英勝君） ９番米沢議員の３点の再
質問にお答えいたしますけれども、１点の耐震問
題、議員も説明の中に私たちに御指摘いただいたよ
うに、全体的には学校から言えば２０％しか耐震構
造に合致していないと。私たちも教育長会議やなん
かの中で、国はやれやれということで努力規程をど
んどん下の方に押しつけるけれども、その裏側の意
見がどうなるのだということを私たちも国や私たち
の組織を挙げて国に対してそういう制度を早くつ
くってほしいということで、一生懸命今努力してい
るところでありますし、また、公共施設も私たち公
民館をたくさん避難所やなんかに指定していなが
ら、調査すれば結果的には客観的に私たち素人が見
ても、今の建築基準法の耐震法建築基準法には合致
しないものと思っております。 
 いずれにいたしましても、子供の問題だけでなく
て命の大切さということからいけば、放置できない
重要な課題だと思いますけれども、調査はしたけれ

ども、結果は出たけれども、できないということに
なったときに、その対策をどうするかというとで、
私たち現場の管理責任者としては非常に大きな悩み
を抱えておりますけれども、今、御指摘あったこと
を、また、そういうあらゆる機会を通じて国の方に
対して要望するように働きかけるよう努力してまい
りたいと思いますので、御理解をいただきたいと思
います。 
 それから、公民館の耐力度調査の補強の問題、大
規模改修する時点の耐震度の問題、それから耐力度
の問題、これ今の施設を今の法律に合致する施設改
修というのは到底不可能であります。ただ、今の現
実の建物の中で、最大限安全確保をできる範疇の中
で最大限で努力をしましょうということで言ってま
すので、これをやったからすべて今の法律をクリア
するということにはならないと思いますので、そう
いうことを解消するためには生涯学習の拠点施設と
して、早くそういうものが実現できるようなことの
財政の努力、また、国、道の補助金の制度のあるう
ちの検討課題ということで、また引き続き検討して
いかなければならないのかなということを認識させ
られておりますので、御理解をいただきたいと思い
ます。 
 それから、子供の権利条例ですけれども、これ議
員から御提案ありますように、子供たちが生きる権
利、参加する権利、育つ権利、守られる権利、こう
いうことからいくと、早く子供たちを主人公にし、
主体性を持ってという部分で努力しなければならな
いと思ってますけれども、私たちも、いくらいい条
例ができたって、規則ができたって、細則ができ
たって、また、マニュアルができたって、実践力が
なければただ絵にかいたぼたもちになってしまいま
すので、そういう面では、家庭だとか、学校だと
か、それから子供たちが集まって子供たちが持つ意
見だとか、そういうものを共有するようなことの努
力をしていかなければならないということの認識に
立っておりますので、この条例があることによって
子供たちがなお地域に参画できる、権利を守られる
という部分については大切な要因だと思っておりま
すので、引き続き努力させていただきたいというこ
とで、御理解をいただきたいと思います。 
○議長（中川一男君） 保健福祉課長、答弁。 
○保健福祉課長（佐藤憲治君） ９番米沢議員の御
質問にお答えいたします。 
 議員おっしゃるとおり、この一時保育とか延長保
育についての必要性という部分については、国の次
世代育成支援対策法の中で全国の市町村に対して構
造計画を立てるような形になってございますが、そ
の中で、議員が御質問の保育のニーズの保育サービ
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スの充実という面での部分で、保護者が両親とも共
稼ぎとか、あるいは家庭の仕事の関係で保育に欠け
る家庭については努めてそういうような保育所の充
実という面でこの次世代育成の中でもうたわれてご
ざいまして、今、現在、先ほど町長がお答えした中
で、エンゼルプランを策定を進めてございますが、
１６年度中にこの昨年行いましたニーズ調査を分析
の上、十分この延長保育等も、それからいろいろな
特別保育というのがございますが、これらについて
のニーズ量といいますか、保育サービスを提供する
量を十分見きわめて、北海道ともこれ協議しなけれ
ばならないような形になってございますので、そう
いうようなことを踏まえまして具体的な計画を盛り
込んでまいりたいというふうに考えてございます。 
○議長（中川一男君） 再々質問、 
 ９番米沢義英君。 
○９番（米沢義英君） まず、保育行政の問題につ
いてお伺いいたしますが、確かに道の協議も当然必
要だというふうに思います、うたわれています。こ
こでお伺いしたいのは、先ほども言いましたが、な
ぜ西保育所だけが行うのかとという点では、どうい
う評価で今後見通しを立てられるのかということ
で、その見通しを立てて今後の他の二つの保育所に
おいても対応を図るということなのですが、そこら
辺がよくわからないのですよね、私はね。どういう
評価・基準のもとで次の段階に進むのかということ
が明確にされてないのです。ただ要望があるからと
いう形だけなのか、それだったらアンケートにも
あったように他の保育所にもありましたし、そうい
う意味では人手が整ったからこちらはやるというこ
とであって、なぜそれでは町の保育所において人手
が整えられないのかと。それは民間がやるから整え
られたのかということだから、それで切り捨てるの
か。そこにこの制度のやっぱり取り違いというか
やっぱり実施の仕方の問題点が私はあると思うので
す。 
 その問題点というのは、今、担当の課長が言われ
た問題点というのは、早くから指摘されていた問題
ですよね。今始まった問題でないわけですよ。その
ことが前々から言われているのにその対応の遅さと
そのまずさ、その計画を持ってなかったというとこ
ろに問題点がある。エンゼルプランをつくられてな
いその自治体でも、これは独自で進めている自治体
もたくさんあるわけですよ。そういうことを考えた
ときに、やはりそのことを言ってもらちが明きませ
んから、来年度からそれではどうするのかと、すぐ
そういう要望があれば実施するという用意があるの
かどうなのか、この点をまず伺いたいというふうに
思っています。入れないお母さん方にしたら職を求

めて、やっぱり子供さん抱えてどうしたらいのかと
いう実際声がたくさんあるわけですから、そういう
思いに心を寄せながら、こういう行政の運営という
のはやらなければならないし、この見通しをきっち
り立てる必要があるというふうに思いますが、いま
一度その延長保育や一時保育のあり方についてどう
されるのか、きっちりと明確な答弁をしていただき
たいというふうに考えています。 
 次に、障害児対策の問題では、町長言われるよう
に、町長も話聞いたということでありますから、そ
の話を聞いたことをもしも伝わっているのだろうと
思いますが、担当の課長さんにこうだよと言ってや
れば、担当の課長さんも心動かされて速やかにやっ
たのではないかなというふうに、私今話聞いていて
思うのです。そういう意思の伝達というのがされて
いたのだとは思うのですが、やっぱりそういうとこ
ろが今一番保護者の方にしたら求められるところな
のです。 
 この担当、指導者の方にしても今１人でやってい
るわけですから、大変なのですよね、体の調子が悪
い、子供さんが病気になるということもありますか
ら、そのときの代替の人をどうするのかという悩み
なのですよ。そういうことがあるとするならば、
今、上富良野町で子育て支援という形でこういう方
がもう１人いるはずです。そういう人と今こちらに
やっぱり採用している指導者をこのグループの中に
入れて、やっぱり交互の指導体制をとれるような対
策というのも必要ではないかというふうに私は見て
思ったわけです。 
 この指導者の方は、北海道認証の指導の資格を
持っています。もう一方の方については、そこまで
持っているかどうかわかりませんけれども、こうい
う質の高い指導されているわけですから、こういっ
た点についてもう一度きちっとした全体的なその子
育て支援のあり方、そこに配置する指導者のあり
方、それを網羅する方々でこういった子供たちの支
援対策も強化できるのではないかというふうに思い
ますので、この点についてもう一度確認しておきた
いというふうに思います。 
 子供の権利条例については、教育長おっしゃるよ
うに、条例ができたからといって済むわけではあり
ません。やっぱり根本的な環境づくりがどうなって
いるのかという、また、教育現場やそれぞれの社会
教育の指導がどうなっているのかということもあり
ますので、その点について今後十分配慮していただ
きたいというふうに思っています。 
 次に、耐震性の問題では、学校については今後十
分対処するということでありますが、要望していく
ことだということでありますが、具体的にいつから
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その耐震性の診断をするのかということの答えが得
られてませんので、もしもわかれば、わからなかっ
たらわからないということで答弁していただきたい
と思います。 
 次、公民館の問題ですが、これは待ったなしの今
状況だというふうに思います。確かに上から公民館
図書室をおろせば、その部分対処できるのかもしれ
ませんが、しかし、ここに所見の中にも書かれてい
ますように、鉄の腐敗だとか、やっぱりゆがみだと
か、やっぱりこういうようなことを考えたら十分耐
えられるような状況ではないということですから、
この点についても来年度それだけではなくて、き
ちっとしたもしも将来的にこれがすぐどうなるこう
なるという話ではないとすれば、耐震性の補強対策
というのがあってしかるべきだと思いますので、こ
の点についてお伺いいたします。 
 あとは、国民健康保険税、行財政の見直しについ
てでありますが、確かに国の制度で不平等だからと
いうことはありましょう。しかし、今は国の制度の
中でどれだけ不平等の制度があるかということに
なったときに、やっぱり私はその不平等の制度が国
民の暮らしや住民の生活を脅かしているわけですか
ら、せめて税率のやっぱり据え置きを町の条例でで
きるわけですから、やるべきだと思いますが、この
点明確に答弁願いたいと思います。 
 あと、行財政の見直しは、公用車の廃止も収入役
制度も、その他の制度についても当然やるというこ
とで、よろしいか、再度答弁求めたいと思います。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） まず、介護の部分の税率の
問題でありますが、さきに何度もお答えさせていた
だいておりますように、私としては一般財源の繰り
出しを考えていないということで御理解をいただき
たいと。その理由につきましては、先ほど来お答え
させていただいたようなことであるということで、
御理解をいただきたいと思います。 
 それから、行財政改革の中では、何度も申し上げ
ておりますように、これから行政改革推進事務局を
中心とした中で、住民の皆さん方の声を聞きながら
抜本的な改革を進めていくということが基本でござ
います。 
 議員の皆さん方のお手元にも、１６年度以降にお
ける行財政改革の基本的な考え方という資料を配付
させていただいておりますので、目を通していただ
いているものと思うわけでありますが、こういった
観点の中で住民の声を聞きながら聖域なき改革をし
ていくということでありますので、公用車の問題、
収入役の問題、それから清掃の問題、委託の問題、
これらも全部含めた中で改革に努めていきたいとい

うふうに思っておりますので、御理解をいただきた
いと思います。 
 それから、保育所問題でありますけれども、次年
度から云々ということでありますが、町といたしま
しては、まず西保育所で対応を即、今回のスタート
の中で実施できるということでありますので、延長
保育を希望する方々は西保育所の方にひとつ通園し
ていただきたいと。今、学区生をひいているわけで
ありませんので、小学校だとか中学校のように学区
生をひいているわけでなくて、それぞれの希望に
沿って、西保育所、わかば愛育園、中央保育所で対
応しております。ただ、オーバーする場合の最終的
な人員の調整というのは、父母と調整をさせていた
だいておりますけれども、基本的にそういうような
関係をもってひとつ利用をいただきたいと。 
 それはその状況の中で、先ほど来お答えさせてい
ただいておりますように、今後その状況を見きわめ
ながら整備体制を整え得る状況であれば、中央にし
ろわかばにしろ、その延長保育等々の父母のニーズ
にこたえた保育所行政の推進に向かって努めていき
たいというふうに思っております。 
 それから、最後の件でありますが、私も議員と同
じ考え方を持っているよと、そのグループの皆さん
方の声も聞きましたと。ただ、行政として今一番難
しいのは、そういったグループがたくさんあるとい
うことです。一つにまとまった形ではないというよ
うなことから、その一つのグループだけをどう対応
するかと。残された他のグループについてはどうす
るかというその部分を十分配慮しながら、行政の公
平性、平等性をどう対処していくかということも含
めて検討しながら進めていきたいというふうに思っ
ておりますので、御理解をいただきたいと思いま
す。 
○議長（中川一男君） 教育、答弁。 
○教育長（高橋英勝君） ９番米沢議員の再々質問
の３点ですけれども、私が２回お答えしたとおりな
のですけれども、１点は、子供の権利条例、議論を
高めて議員も理解していただいているように、地域
ぐるみでやっぱり子供を育てる、そういうことの意
識を持ってそれぞれの立場でこの条例を制定して、
なおかつ実践に結びつくということの努力をさせて
いただきたいと思っております。 
 それから、公民館の方も大丈夫かということです
けれども、これは再質問でもお答えいたしましたけ
れども、今の建築基準法、耐震法からいくと大丈夫
だということの明確なお答えはできませんけれど
も、今ある施設の中で、今危険を解消できる最善の
努力をして、当面新しい生涯学習の建設の数という
ことで、大規模改修に当たってはそのことを十分留
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意して、さらなる努力して危険解消、安全解消に努
めていくということで、御理解をいただきたいと思
います。 
 それから、学校の耐震性の問題については、これ
は文部科学省の方では、客観的要素でもいいから調
査をしなさいと。その調査費については全部中の構
造の劣化の、例えば鉄筋の腐食やなんか全部やるの
でなくて、緊急、危ないと思うところの調査だけで
もやりなさいと。１戸当たり大体３０万円ぐらいで
できるそうですので、できれば私たちも緊急にやら
ないとならないところと、財政的な裏づけの中で計
画的にやる部分というのを見きわめないとならない
と思っておりますので、今５校ありますので、子供
たちのために命ということからいけば、来年からで
も１校ずつでも早期に実施してその把握をきちっと
するということの努力をしたいと思っておりますの
で、御理解いただきたいと思います。 
○議長（中川一男君） ９番米沢義英君。 
○９番（米沢義英君） 今の町長の答弁で納得でき
ないところがありますので、再々々質問を要求いた
します。 
○議長（中川一男君） 米沢議員、町長の答弁で納
得はできないと思います。もうこれ以上出ないと思
いますので、あきらめていただきたいと思います。 
 暫時休憩いたします。 

──────────────────                
午前１０時１０分 休憩 
午前１０時１１分 再開 

──────────────────                
○議長（中川一男君） 休憩を解きます。 
 以上をもちまして、９番米沢義英君の一般質問を
終了いたします。 
 次に、１番清水茂雄君。 
○１番（清水茂雄君） 私は、さきに通告してあり
ます２点４項目について質問させていただきます。 
 初めに、行財政運営方針について伺いますが、２
０世紀と２１世紀にまたぐ国家的大事業として、地
方分権、三位一体改革案が進行、地方自治体は合併
の激震の中、厳しい財政難から大幅な予算の削減及
び医療の縮小を強いられ、先行き不透明な現状にあ
ります。この難局に当たって最も大切なことは、住
民が主体的に行政に参加し、行政と一体となりみず
から考え、みずからの責任で社会をつくる自己決
定・自己責任が地方自治の原則であり、住民一人一
人が原点に戻るべきであると考えます。 
 さて、当町においても非常に厳しい限られた財源
の中で、平成１６年度予算案が明示され、総額予算
で前年度対比１９億１, ５５４万１, ０００円、１
２. ６％減の１３２億５,５２７ 万５,０００ 円、ほ

とんどの部分で事業の縮小削減が図られたが、将来
に向かっての行財政運営方針について、２項目質問
いたします。 
 初めに、財政指標について伺いますが、当町の財
政指標はどの部分も健全化にほど遠く、公債費の償
還に充てる割合を示す公債費負担比率は１４年度１
８. ４％、公債費比率は１６. ７％、町債の許可制限
に係る指数である起債制限比率は１１.２％ 、財政
の弾力性をあらわす経常収支比率は８３. １％、財
政力指数は０. ２５３％、現在非常に厳しい現状に
あります。年度別推計数値では平成１８年度には全
ての部分で危険数値となり、財政再建団体となるこ
とは必至と思われる。町長は住民にも痛みを負って
もらわなければならないと言われたが、それには理
事者みずからも身を律し範を示さなければ、住民は
納得できません。この厳しい難関を乗り越えるの
に、町長はどのような施策をもって対応する考えな
のか、所信を伺いたいと思います。 
 次に、組織機構改革について伺いますが、町長は
実施計画の中で、時代の要請と住民ニーズに対応し
ていく体制整備、また、将来的な小さな役場づくり
の基礎を確立していくと示されたが、将来的な機構
縮小規模目標、住民サービスのあり方、経済効果
等々を詳細に説明していただきたいと思います。 
 以上の観点を踏まえた上で、将来に向かって自立
で生き残るための組織機構改革を詳細に示していた
だきたいと思います。 
 ２点目に、子育て支援対策について伺いますが、
現在、戦後の社会環境の変化に伴い核家族化が進み
人々の物に対する価値観が変わり、その結果、異常
な速さで少子化が進展しており、ひいては人口に対
する高齢化率が急上昇し社会環境のアンバランスが
生じ、また、少子化による過保護から物を大切にす
る心や人を思いやる気持ち、命の大切さを思う心に
欠け、親は子を、子は親を、他の人を、虐待または
あやめる凶悪事件が日常茶飯事のように発生すると
いう。幼児・児童・青少年たちを取り囲む環境は憂
うべき事態となっております。ゆゆしき一大事であ
ります。国も道も事態の緊急性を認識し、少子化対
策及び子育て支援対策に大幅予算を組み込み、改善
対策に本腰を入れて取り組んでおります。 
 当町も所管におきまして、さまざまな支援施策を
講じており、現在エンゼルプランを作成中でありま
すが、将来の町づくりを視野に入れた実質的な施策
を希望いたします。以上の観点から、３項目質問い
たします。 
 初めに、子づくり支援対策について伺いますが、
１人の女性が生涯に産む子供の数の平均、合計特殊
出生率というのだそうですが、全国で１. ３２人、
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北海道は１.２２ 人当町の出生児数は昭和４０年に
は３７７人、平成２年には１８０人、平成１５年は
１５０人と減少しております。こうした観点から、
２人３人とお子さんを産む方には奨励策を講じ対応
すべきであると考えるが、少子化についての重要性
についてどのような施策で対応するのか所信を伺い
たい。 
 次に、子育て支援対策について伺いますが、少子
化対策の一環としての子育て支援は最も重要な部分
であります。 
 ①就学時までの医療費の無料化、②学童保育の充
実、③学資助成の拡充、④児童手当の見直し、⑤児
童館などの施設の充実、⑥既存施設の有効利用など
など、思い切った施策が必要であると考えます。そ
のことが、ひいては安心して子を産み育てられる環
境となり、最も有効な少子化対策であり、町の将来
を考えた場合に最優先課題として行政が取り組まな
ければ、町の将来はないと言っても過言でないと考
えますが、新エンゼルプランの中で、どのように位
置づけ対応する考えか、町長の所信を詳細に伺いた
いと思います。 
 最後に、児童・青少年の健全育成施設について伺
いますが、近年、青少年犯罪及び青少年児童を巻き
込んだ事件が増加しており、凶悪化の傾向にありま
す。本町におきましても、平成１４年度に犯罪少年
２名、不良行為少年１０名、うち女子が７名、１５
年度は犯罪少年６名、うち女子が２名、不良行為少
年２１名、うち女子は１０名、これは富良野警察署
調べでありますが、富良野警察署管内で激増してい
るのは当町だけであります。他の市町村に至っては
減少しているのが現状であります。異常増加であ
り、マスコミ等で連日報道されているような凶悪事
件が発生するかもしれない要素が秘められている可
能性がないとは言われない現状を、私たちは認識し
なければなりません。 
 次世代を担う児童・青少年が健やかに育つことは
私たちの願いであり、育ちゆく環境改善を図ること
は、行政・家庭・学校・社会・すべての人々の責務
であります。育成団体などへの助成は欠くことので
きない行政の務めであると考えますが、町長は基盤
となる行政を預かる者としていかなる施策をもって
対応していく考えか、所信を詳細に伺いたいと思い
ます。 
 以上であります。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） １番清水議員の２分野６点
の御質問にお答えさせていただきたいと思います。 
 まず、最初の行財政運営方針についての２点の御
質問にお答えさせていただきますが、財政指標につ

きましては、議員の御質問にあるように、多くの自
治体は過去に経験のない大変厳しい事態を迎えてい
るところであります。 
 我が町の平成１６年度の予算においては、国の地
方交付税の大幅な削減方針により、財政的に大きな
打撃を受けたところでありますが、この事態が平成
１７年度以降も続き、さらに削減額がどの程度に
なっていくのかなど、先の見通しの立たない状況に
あることから、各種財政指標においても悪化の傾向
で推移していくことは、改めて言うまでもないとこ
ろであります。 
 このような中で、どのように対応するかとの御質
問でありますが、先日の町行政執行方針の中で基本
的な考え方を申し上げておりますように、町民とと
もに財政構造の改革に向けて行政全般にわたった抜
本的な点検見直しを図る作業に着手してまいります
ので、改めて御理解と御協力をお願いする次第であ
ります。 
 次に、２点目の組織機構改革等についての御質問
でありますが、この件についても執行方針で申し上
げておりますように、現行体制を再編統合し、１２
課２６班に改める中で、当面の最重要課題でありま
す財政の危機的状況から早期に脱却し、将来的に向
けて効率的な行政運営を安定的に行える道筋をつけ
ることのほか、子育て支援を効率的・総合的に調整
を図り、具体的な対応を進められる状況を努めてま
いります。 
 なお、自立で生き残るための組織機構改革を詳細
に示せとの御質問でありますが、今の置かれている
環境の中では、私も将来のことを断定的に語ること
ができ得ません、基本的にはこれからも基礎自治体
としての地域づくりを進めていくことができるよう
な組織機構を初め、行政運営の手法などについて
も、必要に応じて改善・改革をしていかなければな
らないと考えているところであります。 
 ２点目の子育て支援対策に関する３点の御質問に
お答えさせていただきますが、１点目の子づくりに
対する奨励策については、一市町村段階での取り組
みだけではこの少子化の流れを変えていくことは非
常に難しく、国全体として総合的に少子化対策に取
り組んでいくことが必要であり、大きな課題である
と認識しているところであります。 
 国では現在、義務教育就学前までの児童を養育し
ている世帯に対し児童手当を支給しておりますが、
さらに本年４月から、次世代育成支援対策の推進の
一環として、子育てを行う家庭の経済的負担の軽減
等を図るために、その対象支給年齢をさらに小学校
３年生までに引き上げる予定であります。町として
も、この国の制度に沿って推進をしてまいりますの
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で、御理解をいただきたいと思います。 
 ２点目の少子化対策は、議員の御質問のとおり、
現在、町では国の次世代育成支援対策推進法に基づ
く、行動計画としてのエンゼルプランの策定作業を
進めておりますが、国の示す基本事項を踏まえ、計
画に盛り込む施策については、地域における子育て
の支援や母性、乳児等の健康の確保、子供の心身の
健やか成長に資する教育環境の整備など、７項目を
柱としてニーズ量や実施時期、財政状況を見きわ
め、子育て支援策の実行プランを作成した中で、少
子化対策の推進にも努めてまいりたいと考えており
ます。 
 ３点目の児童・青少年の健全育成につきまして
は、議員御発言のとおり、町内においても非行少年
とは異なる不良行為等により補導された少年が、増
加傾向を示している状況にあることは事実と受けと
めております。少年を取り巻く環境は非常に早い速
度で変化しているとともに、長引く不況により先の
見えない社会情勢もまた日常的な行動を阻害する一
因とも言えるのではないかと考えます。 
 そのような中で、少年の健全な行動を醸成してい
くために、何が大切で何をしなければならないかは
言うに尽くされているとはいえども、即答し得ない
課題であるように思われるわけであります。語り尽
くされている言葉に、子供は地域の宝ということが
ありますが、まさしくそのとおりであると言えま
す。家庭・学校・地域・行政などが一体となって、
青少年をはぐくむことは町民一人一人の意識の共有
であろうと感じておるところであります。 
 そのため、現在各市の青少年に対応する団体や地
域団体による青少年健全育成を進める会による情報
の交換や巡視活動、青少年の参加活動などが精力的
に実施されているほか、防犯協会、地域安全活動推
進委員会、各学校、ＰＴＡなどにおいても、健全な
育成を目指し活動を進めていただいているのが実態
であります。 
 行政としては、これらの行動に必要な情報の収
集、提供が何よりも大切と考えており、今後ともそ
の役割を果たしていきたいと考えておりますので、
御理解を賜りたいと思います。 
○議長（中川一男君） 再質問ありますか。 
 １番清水茂雄君。 
○１番（清水茂雄君） 再質問をさせていただきま
す。 
 町長、質問要旨をよく把握していただきたいと思
うのですが、ただいまの町長の答弁は残念ながら質
問要旨に対しての的確性に欠けており、ぼかし答弁
としか受け取れず、到底納得できるものではありま
せん。 

 町財政においては、地方交付税削減、その他の要
素により１６年度の予算は、ほとんどの部分で大幅
な削減をやむなく編成された努力はわかりますが、
ちりも積もれば山となる、１点の穴からダムは崩壊
するの例えではないが、私まだまだ身近なことで是
正しなければならないことが数多くあると思いま
す。 
 町長は先ほど、町民とともに財政構造の改革に向
けて行政全般にわたり抜本的な点検見直しを図る作
業に着手すると答え、また、町政執行方針の中で少
なからず町民の痛みを伴うものとなると述べている
が、とするなれば、みずからも身を律し範を示して
いただきたいと思います。失礼ですが、例えば一例
を挙げれば、大変な憂慮すべき財政難の中で、町長
専用車はいかがなものか、現在の財政状況からして
町長専用車は廃止すべきであると考えます。車両が
必要な場合においては、あいている公用車を利用
し、時間外及び休日はハイヤーを利用する方が経済
的であり、町内近距離は歩かれてはいかがですか。
健康管理の上からも効果があると思います。いかが
でしょうか。管理職が先頭に立ち、全職員が現状を
認識してささいなことでもむだを省き、一つ一つ積
み重ねることが最も大切なことであります。行政は
最少の予算で最大の効果を上げることが基本と言わ
れておりますが、これはそれ以前の問題でありま
す。 
 以上の観点を踏まえた上で、再度回答をいただき
たい。 
 次に、組織機構改革については、わずか５年間で
２度目の改革ということで、前回は住民から課の名
称が判読しにくく、どこへ行けばよいかわからない
と不評であったが、各組織の庁舎内における配置、
その他において住民が戸惑いや不便さを感じること
なく、利用しやすい配慮をお願いしたいと思いま
す。 
 改革内容においては、統廃合により内容的に整理
充実されており、評価できます。特に、子育て支援
班の設置は現在の超少子化社会において、行政とし
て欠くことのできない最も重要な組織であります。
私といたしましても長年の念願であり、これを機会
に少子化対策全般にわたる組織機構としての充実を
図っていただきたいと熱望いたします。 
 次に、子育て支援対策の中の子づくり支援と子育
て支援対策は関連がありますので、一括質問いたし
ます。 
 町長は私の再三の関連質問に対して、一市町村で
は非常に難しく、国や道の施策に沿ってと基本的に
は同じ内容の答弁を繰り返しておられるが、国の示
す少子化対策基本法及び次世代育成支援対策推進法
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もわかっておりますが、町独自でも思い切った施策
をもって支援各分野で充実に努めるべきであると考
えます。町長は先ほど、子づくり奨励策及び子育て
支援対策の中の６項目の質問に対して具体的な回答
がなく、ぼかしておられるが、エンゼルプランの中
ですべてに対応と理解してよいのか、いま一度具体
的答弁を希望いたします。 
 次に、３点目について再質問いたします。 
 町長は各団体を通じ、健全育成を目指し活動に努
め、行政は活動に必要な情報の収集提供の役割を果
たしていくと答えたが、不十分であり育成団体への
助成も含めて、どのような対応を考えているのか誠
意を持ってお答えいただきたい。 
 以上であります。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） １番清水議員の再質問にお
答えさせていただきます。 
 答弁が不十分だ不十分だと言われますが、議員の
御質問には私は誠意を持ってお答えしているつもり
でありますけれども、その違いがどうも理解でき得
ないので申しわけないと思っております。 
 さて、行財政改革、何度も議員の皆さん方の御質
問にお答えさせていただいております。今、議員が
御発言の部分も含めてすべて、聖域なき改革を進め
ていくのだということを申し上げておるわけであり
ます。つまようじで重箱の隅を突っついて、このこ
とは、このことはではなくて、全体的に町の構造改
革をしなければならない。議員の御心配されている
ことも、さきの議員にお答えしたように、そのこと
も含めて当然である、聖域はないのだと。今までの
２回の私の行財政改革、平成１０年から始めまし
て、第１期、そしてことしで終わります２期目の行
財政改革、この中におきましても一部は町民の皆さ
んの御負担もいただきました。しかし、内部的にも
組織的にも、やはり汗を流すところは汗を流しなが
ら、お互いに改革を図ってまいりました。そして議
員の皆さん方にも昨年は議員報酬の削減だとか役職
加算の削減だとか、いろいろなことで議員の皆さん
方にも、また、議員定数の削減だとか、皆さん方に
も汗を流していただきました。私どもも汗を流して
職員の給与の減額もしております。そういう対応の
中でまだまだやらなければならない。これでも間に
合わない。これからの財政運営ではこれでも間に合
わない、もっと大局的な抜本的な改革をしなければ
ならないと。その改革に当たっては町民の皆さん方
にも御理解をいただかなければならない。そのため
にも町民の皆さん方とともに共同でこの改革を着手
していきたいという気持ちの中で、組織機構の中で
その組織もつくらさせていただきました。 

 そういうことで御理解を賜りたい思いますし、ま
た、私が２回の組織機構の改革を図ったということ
でありますが、組織機構の改革というのは、そのと
きそのときのニーズに即して改善・改革をしていか
なければならないというふうに私は認識しておりま
す。現状の中では私はこの今つくり上げて、４月か
ら施行するこの組織機構が最善であると理解をして
おりますが、これから二、三年後にはその組織改革
では不十分であるというような状況になるかもしれ
ません。 
 ですから、その都度やはり住民のニーズ、世相の
中において組織機構改革というのは見直しを図りつ
つ、また、行財政改革と一体となった組織でなけれ
ばならないというふうに思っておりますのでひとつ
御理解を賜りたいと思いますし、改革を組織機構が
改編することによって住民の皆さん方が戸惑うとい
うことは、十分認識いたしております。少しでも住
民の皆様に戸惑いがないような庁舎内におきます対
応、また、町広報等々での住民の皆さん方への広報
等々を含めて、少しでも御迷惑のかからないような
方向を対処していきたいというふうに思っておりま
す。この点につき、もしお気づきの点がございまし
たら、御指導いただければということでお願いした
いと思います。 
 それから、次の少子化対策に対する奨励策、ある
いは子育て支援策について不十分だということであ
りますが、このことにつきましては議員から何度も
御質問をいただいておりますが、私は何度も答えて
おりますように、同じことだ同じことだと言われま
すが、この少子化対策、一自治体が手をつけて解決
できる課題ではありません。我が町で少子化対策奨
励を厳しい財政の中から対処したとして、じゃ、そ
の人たちが我が町に定住していただく、ずっと定住
して我が町にいていただける雇用体制だとかそう
いったすべての対応を図っていけるかどうかと、全
般的なものを考えながら対処しなければならないと
いうふうにも思いますけれども、これはもう日本国
の人口が平成１７年をピークとして人口が減ってく
ると、そのブレーキを減るのを抑えるために上富良
野町一自治体がどれだけの力を施せるのかと。それ
を考えたときに、私はこれは国家の施策の中で対応
していただくべきものであり、私は国に対し北海道
に対し、この少子化対策・高齢化対策については要
望をしていく。そのことが重要であると思っており
ますので、議員とは少々お考え方が違いますが、実
際としての考え方としてはそういうことであるとい
うことで、御理解をいただきたいと思います。 
 それから、３点目の健全育成団体への資金の助成
という言葉が今議員から御質問いただきましたが、
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いつも申し上げておりますように、私はこれだけの
資金を出すから活動してくださいというのではなく
て、それぞれの組織が活動を展開するために必要な
計画を立てて、この資金援助をしてくれと、資金援
助をしてほしいというようなことが出てくるとする
ならば、私はその事業を精査して財政的に厳しゅう
はございますけれども、議員と同じように次世代の
子供の育成というのは必要であると、重要であると
いう認識をしておりますので、その事業内容におい
ては応分の助成は今後もしていきたいと。今までも
してまいりました、これからもしていきたいという
ふうに思っておりますので、御理解をいただきたい
と思います。 
○議長（中川一男君） 再々質問。 
 １番清水茂雄君。 
○１番（清水茂雄君） 再々質問をさせていただき
ますが、初めに、行財政運営方針についていろいろ
と御答弁いただいたわけですが、ということは、こ
れから行財政改革については、今進めている最中で
あり、今後よりよい方向に持ってくる考えでいるの
で、将来こういう形というようなことは断言できな
いというふうに理解させていただいてよろしいので
すね。 
 しかしながら、私の質問の中で１８年度は財政指
標が大変な状況下に置かれるのでないかなと、町の
推定でもそのような数字になっておりますが、この
点についてどのような対応というか覚悟をされてお
られるのか、お聞きしたいと思います。 
 それから、先ほどから町長も範を示していただき
たいということでいろいろ申し上げており、特に町
長車の問題について御回答がありませんが、どのよ
うになさるのか。例えば全国でも数多くのところが
町長車廃止ということでやっておられるところが数
多くあるのですが、図らずも３日の日の道新の報道
では、富良野さんも市長専用車を一般用途に転換す
るということで、廃止ともとれる記事が載っており
ますが、こうしたことを現在の財政事情を踏まえた
中で、町長として考えられないのかどうか、その
辺、いま一度はっきりした御答弁をいただきたいと
思います。 
 それから、子育て支援対策についてであります
が、町長も今、再三の私の質問、再度再度の質問に
答えてきているということで、大変に苦しい方の答
弁をなされておりますが、この問題についてもより
一層の努力をしていただきたい、そのように感じて
おります。 
 ここで私ちょっとお許しをいただいて、命の大切
さについてあった問題について、ちょっと新聞報道
なんかでもされたのですが、皆さんごらんになった

と思うのですが、町長にちょっとお伺いしたいと思
いますが、愛情を受けて人は成長していくという道
新の先月２９日の新聞ですけれども、ごらんになっ
たでしょうかね。ごらんになった方いらっしゃいま
すか。余りごらんになってないのかなと。これは１
１歳で亡くなった少女のことが報道されているので
すが、脳腫瘍で１１歳で生涯を終えた、昨年の９月
だそうです。このお子さんが命の大切さについて、
いろいろの詩を残しております。その詩をちょっと
朗読させていただきたいと思います。 
 ｢ここには１２色のいろがある 目立たない色も
あるけれど みんながんばって ひとつひとつ｣。
これは１２色という題だそうです。これは家庭科で
すか、１２人の生徒のあれなのだそうですが、そし
て、これは何という先生の質問に対して、一番左の
黄色が私よと言って笑顔で笑ったと。 
 また、｢生まれてすぐ赤ちゃんはミルクのにおい
がする １歳ぐらいになるとたいようのあたかかい
においがする お父さん、お母さん、家族の人 自
然のぬくもり、みんな愛情をうけて人は成長してい
く｣。 
 また、この少女が書いたノートを見て、先生が涙
を流したそうです。｢先生がこのノートを見て な
みだを流してくれた 自分が書いたもので人が泣い
てくれる うれしかった だからがんばって書く｣
と。 
 また、最後の作品には｢心の中は見えない 全て
人に言えればいいけれど なかなか言えない でも
１人に言えればすっきりするよ｣というような詩を
たくさん残したそうです。これが童話作家がこれを
絵本にして出版するそうです。 
 それから、もう一つ、これは長野県であったこと
ですが、くしくもやはり１１歳で亡くなった少女の
お話ですが、これをちょっと紹介したいと思いま
す。５歳で小児がん、悪性固形腫瘍の診断を受け、
１１歳で亡くなった長野県の宮越ゆき子ちゃんとい
う昭和６２年２月２６日生まれの女の子の話をした
いと思います。ゆき子ちゃんは５歳から何度も手術
を受け、科学的治療で骨までやられ、骨髄移植を受
けたり、腎臓の取り払い、足の骨を削ったり、連日
の放射線治療による吐き気や血液検査を６年間、幼
い身体でじっと耐え続けて闘病の中で、母親の思い
を酌み、今から行ってくると心の不安を乗り越え、
笑って言えたという詩があり、また、病院へ通うお
母さんに二つ違いの妹にお母さんを独り占めしてご
めんねと手紙を書き、お母さんは病院には２日か３
日置きでいいよと涙目で訴えたそうです。 
 また、ゆき子ちゃんは苦しい闘病の中で命の大切
さを書いた詩が、「詩集電池が切れるまで」とな
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り、これがベストセラーで増版、増版でなかかな手
に入らないというお話です。この詩を皆さんに御紹
介したいと思います。私も本が欲しかったのです
が、なかなか手に入らなくて持っている方のを
ちょっとコピーをさせていただきました。 
 命はとても大切だ、人間は生きるための電池みた
いだ。でも電池はいつか切れる、命もいつかはなく
なる、電池はすぐに取りかえられるけれども、命は
そう簡単に取りかえられない。何年も何年も月日が
たって、やっと神様が与えられるものだ。命がない
と人間は生きられない。でも命なんか要らないと
いって命をむだにする人がいる。まだたくさんの命
が使えるのにそんな人を見ると悲しくなる。命は休
むことなく働いているのに。だから私は命が疲れた
というまで精いっぱい生きよう。 
 私がこのような詩を、皆さんちょっと不満だった
かもしれないけれども、命の大切さということをや
はり再認識していただいて、子供たちのためにもっ
ともっと力を入れて、そして、行政はやっていただ
きたいというのが私の願いであります。 
 以上であります。終わります。 
○議長（中川一男君） 暫時休憩をいたします。 

──────────────────                
午前１０時５３分 休憩 
午前１０時５４分 再開 

──────────────────                
○議長（中川一男君） 暫時休憩前に引き続き、会
議を開きます。 
 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） １番清水議員の再々質問に
お答えさせていただきます。 
 命のとうとさということは、るるお話を聞きまし
たが、私も命というのは大切であると。小さな子供
の時代から命の大切さというものの教育は必要だな
と思いますが、これは余談として受けてください。 
 まず、行財政改革、このことにつきましては、町
長車について、これは富良野市が云々ということ
で、私は今町の車を、あれは町長ということであり
ますが公用車であります。私だけが乗って利用する
のではなくて、多くの皆さんにその都度利用してい
ただいております。私専用の車ではない、公用車で
あるということはもう、今富良野市さんはことしか
らするのかもしれませんけれども、私のところはも
うずっと前から、お世話等々で必要なときは助役さ
んも収入役さんも利用するし、あいているときは。
そういうことで、これは私の車ということで決まっ
ていることではないということで、ひとつ御理解を
いただきたいなというふうに思います。 
 それで、そういうようなことも含めて、行財政改

革の中で今後の庁舎の設置をどうするかと、ことし
も含めて検討をしていくというのが聖域なき構造改
革であります。 
 それで次に、２点目の子育て支援策に対する奨励
策に対する町長は苦しいお答えをしているというこ
とでありますが、常に一貫して、一自治体が対応で
きるような課題ではないと。これは国家サイドで考
えていかなければならない課題であると、常に議員
の御質問にお答えさせていただいておるところであ
りますので、御理解をいただきたいと思います。 
 以上です。 
○議長（中川一男君） 以上をもちまして、１番清
水茂雄君の一般質問を終了いたします。 
 暫時休憩をいたします。 
 再開時間を１１時１５分といたします。 

──────────────────                
午前１０時５６分 休憩 
午前１１時１５分 再開 

──────────────────                
○議長（中川一男君） 休憩前に引き続き、会議を
開きます。 
 一般質問を続行いたします。 
 次に、１４番長谷川徳行君。 
○１４番（長谷川徳行君） 私は、さきに通告いた
しました１項目について質問いたします。 
 学校及び通学路の安全対策について。 
 学校内や通学路で子供が被害者となる犯罪が相次
ぎ、社会問題になっています。特に２０００年６月
大阪府の池田小学校、昨年の宇治小学校で起きた児
童殺傷事件は社会に大きな衝撃を与え、学校が決し
て安全な場所でないことを知らしめました。学校内
に不審者が侵入する事件は１９９９年は全国で１,
０４２件だったが２００２年には２,１ ６８件に倍
増、そのうち直接子供の生命や身体に危険を及ぼす
おそれであったのは１８件もありました。 
 また、子供の略取、誘拐事件も多発し、登下校中
に被害に遭った事件が１２６件もありました。学校
内の安全対策は不審者を校内に入れないことが基本
となり、また、登下校の安全対策は父兄、防犯協
会、地域住民、警察等の協力が必要と思われます
が、町では学校及び通学路の安全対策はどのように
とっているのかお伺いいたします。 
 以上です。 
○議長（中川一男君） 教育長、答弁。 
○教育長（高橋英勝君） １４番長谷川議員の学校
安全対策のため、学校や通学路の危機管理について
の御質問にお答えいたしたいと思います。 
 議員御指摘のように、平成１３年６月の大阪府の
池田小学校の児童殺傷事件、また、昨年の宇治市の
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宇治小学校での児童傷害事件など、最近児童生徒が
楽しく安心して学べる場であるはずの学校内に突然
不審者が侵入し、多数の児童や教員が犠牲となって
いる事件が発生し、社会問題となっているところで
あります。 
 当町におきましても他人事ではなくて、大きな教
訓として受けとめ、学校などの安全確保については
地域が一体となって適切な対応を図ることの重要性
を強く認識させられております。 
 教育委員会といたしましても、児童生徒の安全管
理につきましては、どの学校においても予測もでき
ない事件がお起こり得るといった認識のもとに、学
校のみならず幼稚園などの幼児も含め、生命の安全
を第一に考え、各学校等の施設の緊急の再点検を行
うとともに、緊急時における安全管理体制や危機管
理マニュアルの作成と教職員の危機管理意識の向上
も含め、児童生徒の安全確保に努めているところで
ございます。 
 現在、学校施設管理面におきましては、不審者が
教室へ侵入した場合、各教室から職員室へ緊急通報
ができるよう通報システムを整備しております。ま
た、突然予測もできない非常事態が発生した場合に
は、児童生徒の生命の安全を守るための緊急的な対
応策として、各学校の教室に防犯スプレーを常備
し、また、職員室にも防犯スタンガンを常備したと
ころであります。 
 幼児・児童生徒の安全対策につきましては、上富
良野の青少年健全育成を進める会の地域のおじさ
ん・おばさん活動や、警察によるパトロールの強
化、交通指導員による声かけや監視、緊急時の登下
校方法など、保護者やＰＴＡを初め各関係団体との
連携と協力をいただきながら、幼児・児童生徒の安
全確保に万全を期すよう、今後も安全管理や安全教
育については地域一体となって取り組んでまいりた
いと考えておりますので、御理解をいただきたいと
思います。 
○議長（中川一男君） 再質問ございますか。 
 １４番長谷川徳行君。 
○１４番（長谷川徳行君） 本当に最近では大きな
都市だけでなく、ごく普通の町で子供たちがこのよ
うな事件に次々と巻き込まれています。学校内の事
件などは本当に嘆かわしく思います。本来なら学校
は開放的で児童が自由に学び、そして自由に遊ぶ場
所だと思っておりましたが、教室の中にスタンガン
や防犯スプレーを置かなければならない状況が、本
当に残念でなりません。今の社会のひずみ・ゆがみ
がどこかにあるのかと思えます。 
 このようなことが起こることは私たち大人にとっ
ても責任の一端があると思われます。子供の安全に

対しては十分な対策をとってやらなければならない
と思いますので、町ではまたいろいろな安全対策を
努めているようですが、次の三つについて再質問い
たします。 
 一つは、校内の安全対策ですが、校内に不審者を
入れないことが私は大前提だと思います。それで、
学校施設に不審者に対する整備は施されているの
か、例えば門やフェンスの整備、また、防犯者の侵
入に対しての監視システムなどはされているのか。 
 二つ目は、通学路の安全対策ですが、各団体との
横の連携が十分行われているのか、また、地域にど
のような啓発を施されているのか。私たち北海道理
容組合は北海道警察と連携して子供１１０番という
Ａ３のプレートをつくって店頭に掲げております。
地域の商店や青少年育成を進める会のおじさん・お
ばさんの家にもこのようなプレートをつくって下げ
ていただくと、危険の回避・抑止につながると思い
ますが、どのようにお考えでしょうか。 
 次、三つ目でございますが、教職員の危機管理意
識についてお伺いいたします。 
 教職員の危機管理の向上の観点から、防犯訓練や
防犯研修などは実施されているのか、あわせて、子
供たちに防犯教育も必要と思われます。また、警察
と連携して危険を想定した避難訓練も必要と思われ
ますが、このようなことは実施されているのかどう
か、お伺いいたします。 
○議長（中川一男君） 教育長、答弁。 
○教育長（高橋英勝君） １４番長谷川議員の再質
問にお答えしたいと思いますけれども、学校は一番
安全なところでということの認識が覆されて、今、
本当に危険が予測できないことが発生しておりま
す。 
 １点目の校内の安全対策でありますけれども、不
審者を、門やなんかをつくって全部そこで監視をし
てということにはちょっとできないのが現実であり
ますし、また、学校舎に対しても、ただ客観的に見
てあんたを不審だとかということもできませんの
で、ただそういうものについては学校現場では、議
員から言われたようなことについては、どの人もそ
ういうことが起こり得るというようなこと、起こっ
たときにどうするかということで、この不審者に対
する監視については、警察やなんかは常に机を前に
置いて対話をするとか、その客観的要素を見て先生
たちがその意識をさらに強めて接待するとか、そう
いうことについては現実的に学校現場で対応してご
ざいます。 
 また、２点目の登下校時における安全対策につい
ては、私たちも言葉や用語では努力をしていますと
お答えしておりますけれども、まだまだ議員言って
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いるように努力をしなければならないなと。地域と
やっぱり共有してその理解を深めて、青少年健全育
成の会の進めの中でも、地域のおじさん・おばさん
活動のステッカーもあって、張っておりますけれど
も、ただつくって、配っておくだけでは意味ありま
せんし、今の理容協会やなんかについても、そうい
うステッカーをつけて店内に張っていただいたり、
外に張っていただいて御協力していただいておりま
すので、そういう面ではいつも言いますように、地
域の子供は地域全体で育てるということからいく
と、まだまだ私たちが意を燃やして努力していかな
ければならないということを再認識しておりますの
で、そういうことを議員から提言あることについて
はさらなる努力をしてまいりたいと思っておりま
す。 
 それから、一番大事なのは、最後に言われた教職
員のとっさにおける対応だと思います。先ほども、
いくらいい条例ができたってマニュアルできたっ
て、教育の指導要領ができたとしても、それを実践
することがなければ、私はだめだと思っております
ので、そういう面では校長会やなんかもとにかく
何々をモニターをつけれとか、スタンガンをつけれ
とか、そういうことでなくて、とにかく現場の先生
がとっさのときに対応できるその危機意識の向上が
必要だよねという話をよくしておりますし、学校現
場もようやく先生たちもそういうことの訓練しよう
ということで、校長会ともその課題については共有
しておりますので、早い時期に防災訓練も学校では
やっておりますけれども、そういう子供たちの危機
安全対策という部分については、２項目の地域と一
体となってという部分で、学校の先生の意識の向上
をさらに図るように努力してまいりたいと考えてお
ります。 
○議長（中川一男君） 再々質問ございますか。 
 以上をもちまして、１４番長谷川徳行君の一般質
問を終了いたします。 
 次に、１６番渡部洋己君。 
○１６番（渡部洋己君） 私は、さきに通告してあ
ります２項目について質問させていただきたいと思
います。 
 まず、１点目は、先月の暴風雪によるハウスの被
害に対しての対応ということです。 
 御存じのとおり、先月、２月２２日から２３日に
かけて、近年にない暴風雪により、これは全道各地
でハウスの倒壊の被害がありました。我が町でも、
最初の調査では３９棟となったのですけれども、後
ほどまた２棟ふえて４１棟のハウス倒壊の被害があ
りました。特に、今回は施設園芸に意欲的に取り組
んでいるメロン、あるいはイチゴ栽培農家が大方で

ありまして、中には４棟から５棟を一晩にして倒壊
いたし、また、資材もなかなか供給できないという
のが現状でありまして、さらに、心の痛手も非常に
大きなものがあります。そんなことで、町としても
対応を考えてはということで、町長にお伺いいたし
たいと思います。 
 次に、２点目でございます。白銀荘の水問題、生
活水の確保ということで、振興公社の白銀荘は日ご
ろ町民及び観光客から憩いの場として広く活用され
ておるわけでございます。しかし、毎年夏場の観光
シーズンになりますと、一時的に水の不足が生じる
ことがあります。利用者に大変迷惑をかけているこ
とが実態であります。そういったことで観光客の減
少が懸念されるわけでございまして、早急に対策を
ということで、町長にお伺いいたしたいと思いま
す。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） １６番渡部議員の１点目の
暴風雪による被害対応についてお答えさせていただ
きます。 
 平成１６年２月２２日から２３日にかけまして、
全道各地で暴風雪に見舞われ農業用ハウスの倒壊な
どの被害を受けたところであります。 
 被害調査を行ったところ、その後において２棟の
倒壊が確認されまして、合計で４１棟の農業用ハウ
スの破損、倒壊の被害を受けたことで承知いたして
おります。今回の被害を受けられた農業者の皆様に
心よりお見舞いを申し上げるところであります。 
 農業ハウスの被害対応につきましては、基本的な
ことではありますが、農業共済組合において、今回
のような被害を受けた園芸施設に対し共済金が支払
われる制度が確立されておるところであります。こ
の制度は農業者に限って認められているものであ
り、掛け金についても２分の１の国庫補助があり、
また、園芸施設が被害に至ったときは８０％の共済
金の補てんされる内容となっておりますので、今回
のような場合に対応していただくために、ぜひとも
制度の活用をお願いするものであります。 
 私といたしましても、種々の検討を行ったところ
でありますが、この共済制度の趣旨観点からして
も、公平性が保たれないことから行政の支援は難し
いものと考えており、農業者の皆様には制度の活用
によって自助努力をお願いするものであります。 
 ２点目の吹上温泉保養センター白銀荘の水に関す
る質問にお答えさせていただきます。 
 株式会社上富良野振興公社に管理運営を委託して
おります保養センター白銀荘の水道水につきまして
は、翁専用水道から供給を受けているところであり
ます。現在、白銀荘の貯水能力は７０トンでありま



 

― 114 ―

すが、国民の祝日に関する法律の改正に伴い、連休
となる回数が増加したことなどにより大勢の来館が
あります。 
 そのため連休の終日になると多数の利用者によ
り、貯水槽の供給が追いつかない日が年に１０日ほ
どあり、シャワー等水の使用の制限をお願いした
り、昨年の８月と９月には、それぞれ３回、３日
間、給水車で飲料水の補給をして応急措置を図った
ところであります。 
 このような実態から、翁専用水道施設に貯水槽を
設置増設する方法、白銀荘施設内に増設する方法な
ど、種々検討した経過の中で、費用が安価で工事日
数が短期間の白銀荘施設内に貯水槽を増設する方法
がよいとの検討結果を得ましたので、平成１７年度
において増設工事を計画しているところであります
ので、御理解をいただきたいと存じます。 
○議長（中川一男君） 再質問ございますか。 
 １６番渡部洋己君。 
○１６番（渡部洋己君） ただいま町長の答弁の中
で、共済制度の活用と言われまして、８０％出ると
いう話ではございますけれども、この共済制度はそ
れは基本でございますけれども、しかし、ハウス共
済のこの内容を少し説明いたしますと、新しいハウ
スですか、１年以内のもので８０％の保障ですね。
それで毎年１年ずつ経過していきますと２０％ずつ
下がって、５年を過ぎると２０％の保障しか出な
い。これは償却されるので当然そうなっていくので
しょうけれども、今回被害に遭われた方々、共済に
入っている方でもほとんどが少ない保障といいます
か、ある程度経過したハウスであって、本当に少な
い保障しかもらえないような状態でございます。 
 また、建てかえには緊急を要するといいますか急
ぐこともあって、非常に多くの労力がかかる。何と
いっても心の痛みですね。早くからハウスをかけて
意欲的にやろうとしてやったそのやさきに、こう
いった被害を受けるというのは非常にショックとい
いますか大きなものがあって、中には再建を断念し
た話も聞きますし、本来ハウス共済というのは今ま
では大体がビニールの被害といいますか、そういっ
たものがほとんどであって、今回のように骨組みま
で倒壊するということは本当にまれなことでござい
まして、何とかそこら辺の対応をお願いしたいなと
いうふうに感じております。 
 もう１点、白銀荘については先ほど御答弁ありま
したように、１７年度に対応できるということなの
で、ぜひお願いしたいなと思います。 
 ただ、ことしまた夏場に今までのような不足を生
じると、町民であるならばある程度理解はしてもら
えると思うのですけれども、よそから来た観光客

で、そういった不便を感じると、それがもとで観光
客が減る可能性といいますか、十分にあるのではな
いのかなと思います。振興公社の中で白銀荘は特に
利益を上げているところの大事な場所なので、将来
の観光客に大きく影響することもありまして、何と
かことしの対応を給水車を使ったりして万全の対策
をとっていただきたいと思います。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） 渡部議員の再質問にお答え
させていただきます。 
 まず、農業ハウスの件でありますが、まことに本
当に心からお見舞いを申し上げたいと思うわけであ
りますが、今回の施策につきましては、早々とＪＡ
さんが骨材の２分の１の助成策を講じたと。そし
て、加えて共済から８０％の補てんがなされるとい
うことでありますので、これに自治体がまた上乗せ
して支援をしていくというようなことではなくて、
ＪＡさんの支援策と共済によっての対応によってひ
とつ自助努力で対応していただきたいと。 
 また、共済に入っていない方につきましては、大
変本当にお見舞いを申し上げるわけでありますが、
こういう制度を奨励するために非常に担当の関係の
方々が御苦労しながら、ここを回って加入促進の奨
励策も講じていたというような経過も報告を聞いて
おるところでありまして、そういう中にありまし
て、私といたしましては、こういった制度を充実す
ることによって自己防衛を図っていただくというこ
とが基本であるというふうに思っておるところであ
りますので、今、行政が先ほども申し上げましたよ
うに、骨材部分は２分の１ＪＡさんが見てくれる
と。農業ハウスの大半、お聞きしますと８０％は骨
材であると、費用は骨材であるということになりま
すと、２分の１見れば４０％と。４０％骨材分を見
ていただく、全体的に共済が８０％見ていただくと
いうことになると、端的な計算をすると１２０％と
いうことに相なるわけだと思うわけでありますが、
その１２０％の保障になると。しかし、これは基本
的には減価償却を計算しますので、そのようには相
ならないということは認識いたしておりますけれど
も、基本的にはそういう保障制度というものがある
ということをひとつ御理解をいただいて、行政とい
たしましては、ひとつそういった自己防衛を図って
いただくようにお願いをしたいと思っておりますの
で、今回、このことにつきましての支援策は考えて
おりませんので、御理解をいただきたいと思いま
す。 
 また、白銀荘の水量の確保については、議員御意
見にありますように、私といたしましてもこの対応
は早急に対処したいと。１７年度・来年度実施計画
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をもって実施計画の中にのせさせていただいており
ますので、ひとつ御理解をいただきたいと思いま
す。 
 また、今年度におきまして、水不足によります給
水制限を極力ないように補給体制の充実を図ってい
きたいと思っておりますので、御理解をいただきた
いと思います。 
○議長（中川一男君） 再々質問ございますか。 
 以上をもちまして、１６番渡部洋己君の一般質問
を終了いたします。 
 これにて、一般質問を終了いたします。 

──────────────────                
◎日程第３ 議案第２３号 

○議長（中川一男君） 日程第３ 議案第２３号か
みふらの景観づくり条例の件を議題といたします。 
 提出者から提案理由の説明を求めます。 
 商工観光まちづくり課長。 
○商工観光まちづくり課長（垣脇和幸君） た だい
ま上程をいただきました議案第２３号かみふらの景
観づくり条例の制定について、その要旨を説明いた
します。 
 本条例につきましては、町民の皆さん一人一人が
景観づくりの担い手であることの自覚を持ち、自然
と町民の生活や生産活動の営みによってはぐくまれ
た上富良野町の美しい景観の形成に関して、景観づ
くりに関する施策を総合的かつ計画的に推進し、魅
力と誇りに満ちた上富良野町の創造と地域の活性化
に資することを目的にこの条例を制定しようとする
ものでございます。 
 また、この条例づくりに当たり、町の各団体から
９名の景観条例策定委員の皆様方に御審議をいただ
き、無報酬の中、６月から６回にわたり夜の９時過
ぎまで熱心に討論・御審議をいただきましたことに
感謝申し上げるものでございます。 
 以下、条文を要約しまして説明をいたします。 
 議案第２３号かみふらの景観づくり条例。 
 趣旨につきましては、先ほど述べましたので、こ
こでは省略をいたします。 
 本条は、６章２２条で構成をいたしております。 
 第１章、総則では、条例設置の目的、用語の定
義、基本理念、町民の皆さん、事業者の方々、町の
役割を掲げ、景観づくりに向けて一体となって連携
をして進めること。また、町がその先導的役割が重
要であることを定めております。 
 第２章、景観づくりの基本施策では、町民の景観
づくりの意見反映に努めた基本計画や、町がみずか
ら行う公共事業の景観に配慮した整備指針の策定義
務、国や北海道などの他の公共団体との連携・協力
や、町民の景観意識高揚の取り組みなど、今後具体

的な景観づくりの施策を展開していく上で整備をし
なければならない事項について定めております。 
 第３章は、景観づくり重点地区などについて、特
に景観づくりを重点的に推進する必要がある地区
や、路線の指定までの手続、規定地区内における景
観の保全や地区内における建築物、広告物の届け出
義務、管理要請などを定めております。 
 行為などの届け出についての考え方といたしまし
ては、規制や制限を前面に押し出すのではなく、個
人や事業者などが行おうとする行為が良好な景観形
成となるよう、地区計画との適合を図りながら助
言・要請の機会を設けることといたしております。 
 第４章では、町長の諮問機関といたしまして、町
の景観づくりの母体として景観づくり建議ができる
組織、上富良野町景観づくり推進会議について必要
な事項を掲げ、構成については町民はもちろん専門
家の参画も予定して、町の景観の定義に沿った活動
をすることを定めております。 
 第５章では、景観づくりの活動など行う町民の
方々、地域の方々、団体等に対する支援、助成や景
観づくりに貢献をしたこれらの方々に対しての表彰
について定めております。 
 第６章では、規則への委任であります。 
 工作物の処理、工事方法、関係様式、上富良野町
景観づくり推進会議委員構成、庶務などについて定
めております。 
 施行期日は、平成１６年４月１日からといたして
おります。 
 以上をもちまして説明といたします。御審議をい
ただきまして、議決くださるようお願いいたしま
す。 
○議長（中川一男君） これをもって提案理由の説
明を終わります。 
 これより質疑に入ります。 
 １３番村上和子君。 
○１３番（村上和子君） これをつくるに当たりま
して、９名の方に６回ぐらい審議をいただいたとい
うことでございますが、その方たちは景観条例をつ
くるまでの委員でいらっしゃるのか、それともまた
景観推進会議というのをこれからやるというのです
けれども、委員１０人以内で組織すると、ここのと
ころがどのようなこの委員の整合性といいましょう
か、その条例をつくるまでの９名の方がその後も、
今後においてもこういう景観推進会議等に臨んでい
くのかどうか、ちょっとそこの辺お聞きしたいと思
います。 
○議長（中川一男君） 商工観光まちづくり課長、
答弁。 
○商工観光まちづくり課長（垣脇和幸君） １ ３番
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村上議員の御質問にお答えいたします。 
 策定にかかわりました９名につきましては、先ほ
ど申し上げましたとおり、６回の会議で一応任務は
終わっております。 
 御質問のこれから設置いたします景観づくり推進
会議のメンバーについてでございますけれども、事
務局といたしましては全員というわけではございま
せんけれども、そのさきに景観づくりに御尽力賜り
ました中から、できるだけ何人かの参加も要請をし
たいというふうには考えております。 
 以上であります。 
○議長（中川一男君） 他にございますか。 
 １５番向山富夫君。 
○１５番（向山富夫君） 何点かお尋ねさせていた
だきたいと思います。 
 この景観条例を策定しようという精神につきまし
ては、もう全く私も考えを同じにするものでござい
ますが、その中で、私の受ける印象としましては、
そもそもこの景観条例がなぜ必要かというようなこ
とについては、かつての高度経済成長、あるいはバ
ブル経済等によって、さまざまな地域で無秩序な開
発等が行われてきたというようなことから、大事な
景観を守っていこうということが事の始まりかなと
いうふうに感じているわけでございますが、まず、
基本的な部分としまして、後世にこのすばらしい景
観や環境を残すということでは、同じにするもので
ございますが、町長の現在、我が町におきまして景
観条例を早急に制定を必要とするというような、現
在そういう差し迫ったような印象をお持ちなのかど
うかということを、まず１点お尋ねさせていただき
たいと思います。 
 それから、内容に少し触れさせていただきます
が、一般論で申しますと、景観を守るという必要が
あるという部分は、ともすれば逆に活発な経済活動
を展開させるような条件も一方では備わっていると
いう相矛盾した現象もあるのではないかと思うので
す。 
 それで、非常に当面当町も経済が非常に混迷して
いる中、例えば効率的な経済活動を行おうとすれ
ば、ここの中にも幾つかその行おうとする行為に対
して規制をするような文言が表記されております
が、例えば、経済効果を高めようとするような行
為、例えば広告なんかでも、より大きく、より高く
というようなことで、効率を高めようとすれば景観
の側面から見ればこれもまた矛盾すると、あるいは
建物等もやはり建築コストを極力抑えようとすれば
高層化を図ることは、これは経済効率を高めること
になりますし、かと言って、景観の方から見ればこ
れまた相矛盾するという非常にいずい状況も想定さ

れるのではないかなというふうに思います。 
 また、一方、郊外においても、これは農業を営ん
でいる仲間の実体験の話として、例えば美瑛なんか
も景観を守るために非常に訪れる観光客なんかにす
れば、非常に丘陵地で起伏があるところはもう美観
は物すごく絵になります。しかし、そこでなりわい
を営む者にとっては非常に不便を感じながらやらな
ければならないというようなことで、もし、今後当
町においても、例えばそういう田は少ないにしても
畑地帯、丘陵地帯におきまして、利便性を追求する
ためにそういう自然景観をまた人工的に手を加える
と、そういうようなところまでこの景観条例の中心
地における経済活動、あるいは農村地帯におけるそ
ういう土地の条件に手を加えるというようなことま
でも想定された条例なのかどうかということも、お
尋ねしたいと思います。 
 それから、もう一つは、これから規則が定められ
るというような取り運びになろうかと思いますが、
その中で罰則等も想定された規則になるのかという
ことで、大きく３点お尋ねさせていただきたいと思
います。 
○議長（中川一男君） 商工観光まちづくり課長、
答弁。 
○商工観光まちづくり課長（垣脇和幸君） １ ５番
向山議員の御質問にお答えしたいと存じます。 
 まず、１点目の御質問でございますが、御承知の
とおり上富良野町の景観を劇場に例えるならば、上
演される題目はすばらしいというふうにだれもが認
めるわけでございますが、そこから見せるための客
席が不十分だと、そういうことでこの景観条例によ
りまして、そういったことの見せる場の部分につい
て、地域の方々と協議しながらつくり上げていく
と。こうすることによって、一般の方、観光客の方
が寄ってみたいということになれば、そこで経済行
為が行われてくるといったことであります。 
 そういったことで、景観で規制することイコール
経済活動を阻害するといったことにはならないとい
うふうに思っておりますし、また、条例の中にもあ
りますとおり、重点地区の指定につきましては、町
からも指定できますし、地域に住んでいる方々から
もここの場所を指定してほしいということで、要請
することもできるというふうなことになっておりま
して、それを指定した場合におきましては、その地
区内におけます広告塔であるとか建物であるとか、
そういったものの行為に対しまして事前に町の方に
届け出をしていただいて、ここの会議において審議
をさせていただいて、必要とあれば助言、指導しな
がらそこの景観を守っていくといったことに相なっ
ていくのかなというふうに思っております。 
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 それから、郊外におけます農用地の部分について
も、議員御発言のとおり上富良野の農村景観をも、
またこれすばらしい景観をなしておるところでござ
います。先ほどの９名の中にも農家の方が１名入っ
ておりまして、その方からもいろいろな現状のこと
を述べられております。 
 そういったことも踏まえまして、そういった方々
の意見もとらえまして、そこをまた重点地区等に指
定していただければ、そういった広告塔だとか観光
客が農地まで入らないようなお願いだとか、そう
いったことの部分を地区での取り組みができてくる
のではないかなというふうに思ってございます。 
 最後の罰則でございますけれども、この町の条例
におきましては、罰則については考えておりません
けれども、１６年度に国が制定しようとしておりま
す景観法の素案の中では、その罰則等が盛り込まれ
ておりまして、今、私が承知している範囲では１年
以下の懲役、５０万円以下の罰金というふうなこと
で、法案が練られているというふうに承知しており
ます。 
 以上であります。 
○議長（中川一男君） １５番向山富夫君。 
○１５番（向山富夫君） 質問の仕方が逆になって
いくかもしれませんけれども、御容赦いただきたい
と思います。 
 罰則規定が設けられるだろうということだという
ふうに理解しましたが、その前提となるその決まり
事といいますか、それは今ここで設置されようとし
ている推進会議の中でそれが罰則に対象になるかど
うかという基準を、その推進会議の判断にゆだねる
ことになるのかどうかということを、まず確認させ
ていただきたいと思います。 
 それから、重点地域という定義でございますが、
これは都度、都度、そのときの社会状況によって、
また、住民の考え方・意思によって地域が何カ所に
も広がっていく、あるいは今指定されていても、将
来そこが除外されるというような、そういうことも
想定されるのかという点もお尋ねしたいと思いま
す。 
 以上、この２点、よろしくお願いいたします。 
○議長（中川一男君） 商工観光まちづくり課長、
答弁。 
○商工観光まちづくり課長（垣脇和幸君） １ ５番
向山議員の御質問にお答えします。 
 罰則については、国が１６年度に制定しようとす
る法律の中であるということで、この町の条例にお
いてはございませんということで御理解願いたいと
存じます。 
 それから、重点地区の考え方でございますけれど

も、先ほども申し上げましたとおり、町が指定する
場合、それから地域の方々が指定を町に申請する場
合というふうなことが考えられますし、また、商店
街の路線についても、商店街のこの路線を重点的に
指定してほしいということもできるということでご
ざいます。 
 何カ所も申請されてもよろしいのでございますけ
れども、景観保全のためには途中でやめたというこ
とには、よほどの大型の国とかそういった開発があ
れば別でございますけれども、これは本当に５０
年、１００年というふうな土地の経過を経て景観が
造成されるというふうに思っておりますので、途中
で変更ということには、よほどのそういったことが
ない限りはないというふうに解しております。 
 以上であります。 
○議長（中川一男君） １５番向山富夫君。 
○１５番（向山富夫君） 申しわけありません。最
後にもう１点お願いいたします。 
 ちょっと今までの質問と違いますが、確認させて
いただきたいのですが、例えば、今後当町におきま
して、町以外の道なり国なりの機関が当町において
さまざまな構造物を計画されるような事態のとき
に、この景観条例が都度町民の意向が反映されるよ
うな担保も期待できるのでしょうか、この点にお答
え願います。 
○議長（中川一男君） 商工観光まちづくり課長、
答弁。 
○商工観光まちづくり課長（垣脇和幸君） 向 山議
員の御質問にお答えいたします。 
 先ほども概要の中で説明いたしましたけれども、
今、そういった町だけでなくて北海道や国が行う公
共事業に対しても、今ここにはございませんが、公
共事業の整備指針というものも町で策定いたしまし
て、それに基づいた整備をそれらの国・道に対して
要請をしていくといったシステムということになっ
てまいりますので、必ず町の方にその重点地区内で
そういった行為を行おうとする計画がある場合には
提出して、先ほどの会議の方で審議を経て、そう
いったいろいろな条件がつくと思いますけれども、
そういった審議を行ってやっていくということでご
ざいます。 
○議長（中川一男君） １１番中村有秀君。 
○１１番（中村有秀君） 私は、平成１１年の１２
月の定例会で、この景観条例、もしくは環境保全条
例の制定ということでお話をしてきたところでござ
います。 
 それで、いろいろな場面で他の市町村の景観、も
しくは環境保全等の条例について研究をしてまいり
ました。その過程の中で、今回の条例案の関係の対
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比を含めてお聞きをしたいと思います。 
 一つは、景観条例ができたけれども、その他の自
然環境保全条例といいますか、そういうものをも今
後条例化をしていくかどうかということでお尋ねを
したいと思います。 
 先ほど、同僚議員からも話があったように、ＪＡ
では平成２年につくられているのですね。しかし、
現実に観光客が来る、農地にも入る、山林にも入る
という、いろいろな被害を受けて非常に苦労されて
いると思います。そういう関係で、これらの関係に
ついてどうするかということと、もう一つは、環境
自然条例の制定についてはどう考えるかという点
で、まずお聞きをします。 
 それから次に、第１５条の関係です。 
 第１５条の( 1) 建築物等の新築、増築、改築等、
または移転ということなのですけれども、よその僕
も何カ所かの景観条例を見ますと、この中に外観の
修繕、それから模様がえ、もしくは色彩の変更とい
うようなことも入られているところがあるのです
ね。そうすると、これらはただ建てるだけだ、ふや
すだけだ、改築だ、もしくは移転だということ以外
に、この点についても当然規則で定めるということ
ですから、その点はどうなのかということでお尋ね
します。 
 それと同じ第１５条の５と６、土地の形質の変
更、６、樹木の伐採または植栽ということなのです
けれども、ほかのところを見ますと、この５、６に
ついては農業または林業を営むために行う行為につ
いては、この限りでないというような方説で書かれ
ているところもあります。現実に農業者・林業者か
ら言わせれば、一々というようなこともありますけ
れども、これらも規則の関係等もあるけれども、ど
う考えておられるかということでお尋ねをしたいと
思います。 
 それから次に、景観推進会議の関係です。 
 第１９条の関係なのですけれども、先ほど同僚議
員のお話では、９名の景観条例策定委員会の中で
も、何人か入っていただくというようなことでござ
いますけれども、一つは、公募をするかどうかとい
うことでお尋ねを１点したいと思います。 
 それからもう１点は、男女共同参画社会の推進と
いうことで言われております。したがって、女性の
会議の委員も一応選出するかどうかということで、
お聞きをいたします。 
 それからもう１点、この景観推進会議の中で、特
別の事項を調査審議するために必要があるときは、
この会議に専門委員ということで、専門家を送るよ
うな意思があるかどうか。これよその条例からいく
と、そういうようなケースがありますので、お尋ね

をしたいと思います。 
 それから次に、景観推進会議の運営なのですが、
必要な事項は規則で定めるということです。ただ、
推進は条例の規定に定められる事項、それから町長
の諮問に応じ景観づくりに関する事項ということで
ございます。したがいまして、推進会議の中に議長
だとか副議長、もしくは委員長だとか副委員長だと
か、そういうような形の会議の一つは決まりという
ものがあるのかどうかということで、当然これ規則
の中に出てくるかもしれませんけれども、お聞きを
いたしたいと思います。 
 特に、景観推進会議で意見を聞かなければならな
いというのが第７条の２項、第８条の２項、第２０
条でもそれぞれございます。そういうことになりま
すと、一つは、委員長、副委員長か、もしくは議長
か副議長かというような関係で置いてはどうかとい
うことで、恐らく規則の中でということだろうと思
いますけれども、それらについてお聞きをいたした
いと思います。 
 それからもう一つ、景観の言うなれば重点地区
の、もしくは重点路線のこれ指定は町の方から行う
か、もしくはその地元の地域でという両面があると
いうことでございますけれども、どちらかにきまし
ては、一つは私は支援の第２０条の中で、ぞれぞれ
の地区の重点路線の段階では、景観協定の締結とい
いますか、そういうものがその地域・地区等やって
いってはどうかという問題、それからもう一つ、必
要な経費は一部助成するということになってますけ
れども、個別の関係かというようなことも出てまい
ります。 
 したがって、今、景観協定を地区なり地域で結
ぶ、そして、今度は景観協定に対する助成というこ
との方法をしていった方が、ある面で地域的な、ま
た、地区路線的な関係で必要ではないかということ
で、それらのお考えをお聞きしたいと思います。 
 以上でございます。 
○議長（中川一男君） 答弁は昼食休憩後としたい
と思いますので、昼食休憩に入らせていただきま
す。 
 午後からの再開時間を１時といたします。 

──────────────────                
午後 ０時０５分 休憩 
午後 １時００分 再開 

──────────────────                
○議長（中川一男君） 昼食休憩前に引き続き会議
を開きます。 
 １１番中村有秀君の質疑に対する答弁を求め、継
続いたします。 
 商工観光まちづくり課長、答弁。 
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○商工観光まちづくり課長（垣脇和幸君） １ １番
中村議員の御質問にお答えいたします。 
 まず、色等の規定に関してでございますけれど
も、この重点地区を指定する場合におきましては、
地区の景観づくり計画を策定することとなっており
まして、その景観づくり策定の中で地区の方々との
話し合いの中で、そういった色等についても話し合
われて決めていくことと相なっておりますので、御
理解いただきたいと存じます。 
 また、１５条におきます植林等の部分でございま
すけれども、同じく１５条の２項の方に軽微なもの
については届けを要しないというふうなことでなっ
ていると思います。その軽微のものと言われるの
は、木であれば保育ですね、間伐とか除伐、そう
いった軽微なものについては届け出を要しないとい
うことで、除外をされていることで御理解をいただ
きたいというふうに思っております。 
 次に、推進会議の構成につきましてでございます
が、今考えておるのは、会長、副会長、２名の役職
の方を考えてございます。また、委員につきまして
は公募して募集をいたしたいというふうに思ってい
ますし、また女性の方にもどんどん応募いただきま
して、登用する方がおられれば登用してまいりたい
というふうに思っております。 
 また、必要に応じ専門家等の部分でございますけ
れども、この部分につきましても、その道の大学の
先生だとか、民間の専門の方を予定をいたしておる
ところでございます。 
 次に、重点地区内においての景観協定等々につい
てでございますけれども、この重点地区の景観保全
のためには、必要に応じては指定に当たって地区の
方とのそういった景観協定を結ぶことも、これはあ
ることと想定をいたしてございます。 
 それから、助成等につきましての考え方でござい
ますけれども、助成につきましては、想定しており
ますのはソフト事業を主に考えているところでござ
います。 
 以上であります。 
○議長（中川一男君） 助役、答弁。 
○助役（植田耕一君） 中村議員の最初の環境保全
条例の今後の制定の考え方がないかという御質問に
お答えさせていただきます。 
 現在のところ、北海道自然環境保全条例、上位法
がございます。そういう中で町としては対応をして
いるところでございます。議員の御発言にあります
とおり、他の町村におきましては環境保全条例とい
うものも制定している町村もあるということで、承
知をいたしているところでございますけれども、こ
の環境保全条例においては特に規制面の面が多く出

てくるという点もございます。そういう点につきま
しては、現状の中におきましては、先ほどの上位法
の同条例の中で対応していく考えでございまして、
当面的には条例を設ける考え方は持ってございませ
んが、必要度等につきまして、今後そういうものが
制定をすべきだというような方向があれば、その辺
のことを検討させていただくというふうな考え方で
おります。 
○議長（中川一男君） １１番中村有秀君。 
○１１番（中村有秀君） 一つは、第９条の関係
で、専門員の関係、場合によってはそういう専門
家、大学教授等云々ということで考えておられると
いうことであれば、規則の中で何かそれらの者につ
いて考えていただきたいという面と、それから、も
う一つは、景観協定の締結、これは僕はある面でそ
この道路の路線のある地区であれば、その周囲の人
たちの協力もいただかなければならない、それから
もしくは地区的にやるのであれば、そういうことで
それぞれの路線、地区ごとの景観協定を結ぶことが
一つ意見を取りまとめる点では非常に大事なのかな
と。 
 そうすると、これらについても想定をしていると
いうことであれば、そういうことを含めて規則の中
で定めていただけるかなという気がいたします。 
 それから、もう１点、１５条の関係で、この外観
の修繕、模様かえ、もしくはという、そのほか軽微
な行為ということだけれども、非常にこれはニュア
ンス的に難しいのですね。その木の問題にしても、
あの木があるから一つの景観ができているのだとい
う、美瑛あたりはそういうところが何カ所かありま
すね、何々の木という名目で。だから、その点がど
うなのかなというその難しい見解だろうと思います
けれども、美瑛の方で見れば農業または林業を営む
ために行っているものはこの限りでないというよう
な、その関係でありますけれども、今、課長の言う
軽微なというのが観光客等が見れば大事なのだよ
と、しかし、その所有者からすれば軽微なのだよと
いうようなケースがあるので、これは町長に届け出
て協議をするということ、もしくは推進会議の中で
やるということで位置づけしているのであれば、そ
れはそれでしようないけれども、一応僕が研究した
中でこの条例案の中ではそういう点が感じられたと
いうことで、それらはこれから執行する面での規則
の制定やなんかの中でまた加味していただければよ
ろしいかと思います。 
 以上、終わります。 
○議長（中川一男君） 商工観光まちづくり課長、
答弁。 
○商工観光まちづくり課長（垣脇和幸君） １ １番
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中村議員のそういった規則で定めて、運営をうまく
進めるようにというふうな御提言がございましたの
で、意見を尊重してこれからの規則をつくってまい
りたいというふうに思っております。 
○議長（中川一男君） 他にございませんか。 
 ９番米沢義英君。 
○９番（米沢義英君） 何点かお伺いいたします。 
 今、助役の方では、環境保護条例みたい等につい
ては、道のその規則というか条例に基づいて行う
と。必要あれば自治体のする範囲で設けるというこ
とでありますが、私、今回の条例見てみましたら、
景観をやはり町の皆さんとともに守ろうという形の
部分が優先されているというふうにまず考えており
ます、そういう意味では一般的にはこれから起こり
得るであろう業者等の介入や、もしくは民間とやっ
ても一般住民であっても、そこに何らかのいろいろ
な悪影響を及ぼすようなそういうものを想定して、
一般的にはこの条例というのは制定されるものだと
私は考えております。 
 今回の町の条例では、確かに町の美観を守って山
並みや、あるいは田畑をいい場所をきちっと確保し
ながら、そこで美しい町並みを見てもらおうという
点では大いに賛成できますし、そういった部分での
景観条例という点ではいいかというふうに思いま
す。 
 ただ、問題だと思うのは、やっぱりそれに伴った
開発行為等の問題、規制をどうするのかという問題
や、あるいは環境保全に当たっても、もしくは企業
等が進出してきた場合に、いろいろなそこは涵養林
であったり、水源の保全池であったり、いろいろな
ことが想定されます。それ以外の場合も想定されま
すが、そういう場合にきちっとしたやはり町独自の
管理を、条例をきちっと起こしながら、やっぱり監
視できるような体制をつくらないと、これで言えば
思いだけがあって、それ以外は後から出てきたとき
に条例は整備しますよというような中身ですよね、
これは。それであったら、この景観条例の中身とい
うのはどうも意味がないのではないかと考えており
ます。 
 こういう意味ではもっときちっとした環境保護条
例や、そういったものの対策というのがあってしか
るべきだと思いますが、この点はどうして今回この
中に盛り込まれなかったのか。また、指定地域にお
いても、これから住民から相談があれば指定すると
いうことで逐次改善していくということであります
が、それで本当に万が一開発業者が出てきた場合、
あるいは何らかの業者が出てきた場合に、とっさに
判断したりだとか対応できない部分が想定されるの
だと思うのですが、そういったところがどうも抜け

落ちているような、そんなような気がしますが、そ
の点について町の見解等についてお伺いしたいと思
います。 
 確かに、今、そのいい視点場づくりということ
で、よく職員の方も勉強もされて、それなりの努力
という点では評価したいというふうに考えておりま
すが、やはりこれをつくる以上、例えば融資条例あ
るとしますよね、融資、企業災害、あるいはこれか
らのやっぱり営業を守るためにどういう融資条例つ
くるのかということで、言うなれば大まかな枠をつ
くって経済を守るための融資を行いますと。それ以
外については後ほど決めますということで、一般的
でしたら、そういう条例もあわせて、規則もあわせ
て上程されるのだが、今回のやっぱり景観条例とい
うのはそういうものがないというふうな点で、どう
も不思議でしようがない部分があります。その点は
どうなっているのか。 
 それと、屋外広告塔においては、道の示す条例の
範囲で十分守れるのだということを言っております
が、上富良野町における、例えばこういうケースは
この道の示す条例で守れますよと、規制できますよ
ということがあれば示していただきたいというふう
に考えておりますが、それらの点について確認させ
ていただきたいというふうに思っています。 
○議長（中川一男君） 商工観光まちづくり課長、
答弁。 
○商工観光まちづくり課長（垣脇和幸君） 米 沢議
員の御質問にお答えいたします。 
 一番最初にも申し上げましたが、この条例につき
ましては、第３章の方で、規制や制限を前面に押し
出すわけではなく、要するに個人や事業者などが行
う行為が良好な環境をつくるということの形成を目
指すということで、当初からこの規制とか、そう
いったものを目指してこの条例はつくられておらな
いということで御理解をいただきたいと思います
し、これは、これから美しい町の景観をつくってい
くのだということの意思を前面に押し出したもので
ございます。 
 また、先ほども向山議員にも御説明申し上げまし
たが、国におきましては景観法の法案が今練られて
おりまして、その中ではそういった開発等々の部分
についての罰則強化等々が織り込まれておりますの
で、それらが公布された段階でこの条例におきまし
ても、そういったものと整合性を図りながら、こう
いった規制等の部分については、そういった開発に
対しましての行為の規制はできていくのかなという
ふうに思っておりますし、また、繰り返しになりま
すけれども、重点地区に指定いたしますときにおき
ましては、そこの方々と景観についてのよく話し合
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いをしながら計画を策定していくわけでございまし
て、当然その中に入ってくるいろいろな建物だとか
施設とか広告塔等につきましては、当然そこの部分
のそういった協定というか、計画に照らし合わせて
どうなのかということの部分で規制がかかってまい
るということで、御承知おき願いたいと思います
し、最後の広告の規制につきましても、現在は道の
規制によりましての部分で大きさ等、高さ等が決め
られておりますけれども、重点地区が指定されてそ
こに同じ看板を立てる場合においては、そういった
ものがその地区の景観を壊すということで、その地
区の中で話し合いが行われているものであるとすれ
ば、そういったものはそこに建たないということに
なっていくのだというふうに思っております。 
 以上であります。 
○議長（中川一男君） ９番米沢義英君。 
○９番（米沢義英君） 景観を守るだけの基本的な
概念・理念だけを条例化したものだということの話
だというふうに思います。しかし、これをやるかど
うか、あるいはこれをやったとしても、やはり景観
という形の中で建築物の新築・改廃の問題やら、
細々とした要件、改善等がもう既に条例という形の
中で出てきているわけですよ。広告塔の設置・移転
についての対応の仕方等々が出てきているわけです
よ。こういったところを見れば、もう既に規則、規
制が一定かけられているというふうに私判断するわ
けです。ただ、これが地域指定だとかなんかないだ
けで、大まかな条文だけで表現しているだけであっ
て、こういうことは同時にやはりそういう規制だと
かというものも含めて出てきて、初めてこれが一体
となった条例の設定という形がなるのだというふう
に思うわけです。 
 そういう意味で、今回のこの重点づくり計画にお
いても、やはり景観づくりの住民の意思高揚の条例
だということではあるにしても、しかし、私はそう
いうものと一緒に初めて出てきて、この景観づくり
の条例そのものが生きるのだというふうに私は理解
しているものですから、この点についてもうちょっ
ときちっとしたやはり条文の精査、業者の責務、ま
た町がその業者がそういった責任に対して反した行
為を行ったときに、きちっとしたやはり環境を守る
対策や町独自の、道の条例があったとしても町独自
のやはり環境保全対策や、あるいは水質等の、ある
いはそういったものの条例設定を行うべきだという
ふうに思いますが、もう一度この点についての明確
な答弁を求めておきたいというふうに思います。 
○議長（中川一男君） 助役、答弁。 
○助役（植田耕一君） 米沢議員の御質問にお答え
申し上げたいと思いますが、御提案申し上げている

条例につきましては、あくまでも景観づくりという
ことで考えているところでございます。この上富良
野町の美しい自然をいかに守るかという中で、その
趣旨で精神的な面が非常に議員がおっしゃるとおり
大きいわけでございます。そういう中で、町民皆さ
んがそういう中で自分たちのその景観という財産を
どう育て、はぐくんでいくかということが趣旨でご
ざいます。 
 そういう中で、一つの環境保全条例という点につ
きましても、この条例制定の以前にそういう問題提
起もございました。そういう中で、町民の皆さんに
おきましても、この点はまず切り離して考えていこ
うではないかという御意見も賜ったところでござい
ます。そういう中で、町民の皆さんが参画した中
で、まずこういう財産をはぐくんでいくという中で
取り組みをしてきたということを、まず御理解を
賜っておきたいと思います。 
 環境保全条例ということになりますと、今、議員
がおっしゃったとおり規制面が相当出てまいりま
す。そうすると、その辺のところの点がどうしても
上位法がございます。また、国の方におきまして
も、今、課長が申し上げましたとおり、景観三法と
いう中で一つの従前議員がおっしゃるとおり、広告
だとかそういう面の看板、そういう面の規制面もや
はり入れなければならないという点で、今法案が整
備されようとしてございます。それが制定されます
と、当然この条例の中におきましては法整備を必要
とされますので、その点につきましては、その整合
性を図って制定しようとすることで考えてございま
す。当然義務化されますので、町として対応してい
かなければいけないということになってございま
す。 
 それともう１点は、この景観づくり条例の中にお
きましては、貴重な財産をいかに有効的にしていく
かという点で、この趣旨のところに入ってございま
す。当然講師の先生呼んだ中でその辺の御意見もい
ただいた中で、せっかくはぐくんでいく、育ててい
こうという点の面がその景観の理論に構成されてな
い中でそのまま放置されていると。そういう点を、
こういう感覚でこういうふうにした方がより人が集
まってきますよ。そして、町民の皆さんの経済活動
の中にも生かされますよという点も出てまいりま
す。そういう点をこの中では期待をいたしていると
ころでございます。 
 特にその面につきましては、町の経済の活性化に
もつながっていくという点も、この条例の中には願
いを込められております。そういう話し合いを、先
ほど町民参画の中でやった中でも、大いに議論をし
てきたところでございまして、そういう面で環境保
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全条例とは切り離した中で、まず貴重な財産をどう
生かしていくかということが、この条例の趣旨でご
ざいますので、その点御理解を賜りたいと思いま
す。 
 また、環境保全条例等の関係につきましては、具
体的ないろいろな点があろうかと思います。そうい
う面につきましては、こういう規制をすべきだとい
うような点が多く出てまいりますと、その辺具体的
な形で条例の制定の動きになっていくのではないか
なというふうに思っているところでございますの
で、当面はこの制定の趣旨に沿った中で御提案を申
し上げたいということで、御理解を賜りたいと思い
ます。 
○議長（中川一男君） 他にございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） なければ、これをもって質
疑、討論を終了いたします。 
 これより、議案第２３号の件を起立により採決い
たします。 
 本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の
起立を求めます。 

（賛成者起立） 
○議長（中川一男君） 起立多数であります。 
 よって、議案第２３号の件は、原案のとおり可決
されました。 

──────────────────                
◎日程第４ 議案第２６号 

○議長（中川一男君） 日程第４ 議案第２６号上
富良野町都市公園条例の一部を改正する条例の件を
議題といたします。 
 提出者から提案理由の説明を求めます。 
 商工観光まちづくり課長。 
○商工観光まちづくり課長（垣脇和幸君） た だい
ま上程されました議案第２６号上富良野町都市公園
条例の一部を改正する条例について、提案の要旨を
御説明いたします。 
 本条例の一部改正につきましては、平成１６年４
月から消費税法の一部改正により、総額表示方式と
なることから、本条例におきましても必要な条文の
整備を行うものであります。 
 以下、議案を要約して説明いたします。 
 議案第２６号上富良野町都市公園条例の一部を改
正する条例。 
 まず、１点目といたしまして、消費税法の改正に
より、条文中の１００分の１０５を乗じて得た額を
使用料とすることを規定した条文を削除いたしま
す。 
 ２点目としましては、別表２、３、４で規定され
ております使用料に１００分の１０５を乗じて得た

額に改正するものでございます。 
 なお、別表４、左の欄に掲げられております柵杭
物等のうち、上富良野町道路占用徴収条例別表に掲
げられています工作物等々と同様のものにつきまし
ては、区分段工作物等名の統一と公園使用料につい
て、それぞれ道路占用使用料と同額に改正するもの
でございます。 
 附則。施行期日。平成１６年４月１日から施行す
るものでございます。 
 以上、説明といたします。御審議くださいまし
て、お認めくださいますようお願いいたします。 
○議長（中川一男君） これをもって、提案理由の
説明を終わります。 
 これより、質疑に入ります。ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） なければ、これをもって質
疑、討論を終了いたします。 
 これより、議案第２６号を採決いたします。 
 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま
せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 異議なしと認めます。 
 よって、本件は、原案のとおり可決いたしまし
た。 

──────────────────                
◎日程第５ 議案第２７号 

○議長（中川一男君） 日程第５ 議案第２７号上
富良野町コミュニティ広場の設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条例の件を議題といたしま
す。 
 提出者から提案理由の説明を求めます。 
 商工観光まちづくり課長。 
○商工観光まちづくり課長（垣脇和幸君） た だい
ま上程いただきました議案第２７号上富良野町コ
ミュニティ広場の設置及び管理に関する条例の一部
を改正する条例につきまして、提案の要旨を御説明
いたします。 
 本条例の一部改正につきましては、平成１６年４
月から、消費税法の一部改正に伴い総額表示方式と
なることから、本条例におきましても必要な条文の
整備を行うものでございます。 
 以下、議案を要約して説明いたします。 
 議案第２７号上富良野町コミュニティ広場の設置
及び管理に関する条例の一部を改正する条例。 
 １点目といたしまして、消費税法の改正により、
「８条の１００分の１０５を乗じて出た額を使用料
とすること」を規定した条文を削除いたします。 
 ２点目といたしまして、別表で規定されています
使用料に「１００分の１０５を乗じて出た額」に改
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正するものでございます。 
 附則。施行期日。平成１６年４月１日から施行す
るものでございます。 
 以上、説明といたします。御審議くださいまし
て、お認めくださいますようお願いいたします。 
○議長（中川一男君） これをもって、提案理由の
説明を終わります。 
 これより、質疑に入ります。ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） なければ、これをもって質
疑、討論を終了いたします。 
 これより、議案第２７号を採決いたします。 
 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま
せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 異議なしと認めます。 
 よって、本件は、原案のとおり可決いたしまし
た。 

──────────────────                
◎日程第６ 議案第３０号 

○議長（中川一男君） 日程第６ 議案第３０号上
富良野町野菜価格安定基金条例を廃止する条例の件
を議題といたします。 
 提出者から提案理由の説明を求めます。 
 農業振興課長。 
○農業振興課長（小澤誠一君） ただいま上程いた
だきました議案第３０号につきまして、提案理由の
説明を申し上げます。 
 野菜価格安定基金につきましては、平成３年より
野菜の計画的生産を推進するため、野菜価格安定対
策に必要な経費に充てるための基金１億円を設け、
果実の運用を行ってまいりましたが、農協合併によ
り富良野管内で生産される野菜につきましては、
国・都道府県の行う野菜価格安定基金制度に加入
し、野菜価格が下落したときには補てん金を受ける
ことになっていることから、条例を廃止しようとす
るものでございます。 
 以下、議案を朗読し、説明にかえさせていただき
ます。 
 議案第３０号上富良野町野菜価格安定基金条例を
廃止する条例。 
 上富良野町野菜価格安定基金条例（平成３年上富
良野条例第７号）は廃止する。 
 附則。この条例は、平成１６年４月１日から施行
する。 
 以上で説明を終わります。御審議をいただきまし
て、議決賜りますようお願い申し上げます。 
○議長（中川一男君） これをもって、提案理由の
説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 
 １７番西村昭教君。 
○１７番（西村昭教君） ちょっとお聞きしたいの
ですが、今、説明の中で国の野菜基金の方にそうい
う制度に入って、農協も合併して入ったということ
で、この基金の役目が終わったという考えだと思う
のですけれども、今、我々農業者を取り囲む状況と
いうのは非常に厳しくなってきているというか、こ
としから米大綱もスタートし、それと今農産物が国
の貿易の非常に障害になっているというのが、どこ
の国も一つの実態としてあるわけで、今ウルグアイ
ラウンドと言っているのですが、そういう中で非常
に農産物が問題になると。特に日本のように貿易立
国になっている国にとっては、自由貿易を求めてい
く反面、農業は保護しなければならないということ
で非常に農業を貿易の主体としている国にとって
は、非常に日本の農産物の保護というのは壁になっ
ているわけで、当然そういう反動が我々農家にも農
業者にも今来ているわけで、それが国の今言ってい
る野菜の関係のいろいろな政策のものにのっても、
果たして農業者が自立していけるのかどうかという
と、非常に私は厳しい環境にあると思うのですよ。 
 そういう意味において、今これをなくすというの
は僕はどうもちょっと腑に落ちないというか、納得
できないというか、本来ならば、この目的をもう
ちょっと今の時代に合ったものに変えて、そしてさ
らなる支援をしていくための備えをしていくのだと
いうことなら、私考えとしてわからないものでもな
いのですけれども、どうもそこら辺はないと。この
お金は崩してどこかに使われていくと。では、農業
者はどうなのかといったら、本当に自分で頑張れと
いうのもそれ結構なのですけれども、私はやっぱり
ある意味ではそういう備えもしておくということも
必要だと思うのですよ。 
 そういう部分で、この廃止に向けて片一方でそう
いう部分の備えをしていく考え方があるのかどう
か、ことしから農業振興計画も新たに取り組む計画
しなければならないという中で、どういうお考えで
これを廃止してどうしていくのかと、これから、そ
こら辺のところをちょっと、もしはっきりしている
お考えがあればお聞かせいただきたいと思います。 
○議長（中川一男君） 農業振興課長、答弁。 
○農業振興課長（小澤誠一君） 西村議員の御質問
にお答えをいたします。 
 一つは、この野菜価格安定制度、国におけますこ
の制度は、私どもが行ってまいりました平成３年の
ころには実はこの制度はございませんでした。途中
から国・都道府県が入ってきたということはござい
ますけれども、一つは、野菜の指定につきまして
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は、これ市町村単位で実は指定された経緯がありま
す。今度、昨年度でありますけれども、野菜の法
律、この法律がひとつ変わった、改正された点がご
ざいます。町村指定というか、市町村指定から地区
指定にひとつ変わったという経緯がございます。 
 そうすると、私ども言えば、富良野地域全体で指
定されるということでございます。ここにはひとつ
面積等の要件がございました。町の市町村指定だけ
でありましたら、野菜の種類によっては指定を受け
られない。この制度にのることもできないというこ
ともひとつございました。ところが枠が大きくなっ
たことから、この国・都道府県が行うこの制度につ
いて全部が加入することができるようになったとい
うか、総体でカバーできるようになったと、このよ
うな状況でございます。 
 それで、いずれにしてもこの制度は国が６０、そ
れから都道府県が２０、それから生産者が２０とい
う基金の積み立てをいたしまして、価格が下落時に
はこういった基金を拠出するという制度であります
ので、私ども含めて沿線では私どもと、それからも
う一つの市が独自の施策をとってましたけれども、
これで総体的に富良野線はカバーできるという制度
になってございます。 
 今後におきましても、この制度をできるようにし
たいと。側面的に市町村についても支援をしたいと
いうふうに考えてございます。 
○議長（中川一男君） よろしいですか。 
 １７番西村昭教君。 
○１７番（西村昭教君） そういうことで地区指定
になったということでありますけれども、私は、そ
れだけでは再生産に果たしてはっきりつながるかど
うかというと、ちょっと疑問な部分があるのですよ
ね。ですから、この何にでもなれるかったら、今要
件があるということですから、当然その要件にのら
ないものは対象にならないわけですけれども、しか
し、それで自立をしていこうという方も出てくるわ
けでありまして、だから、そういう一面から考える
と本当に全体の生産者をカバーしきれないと、今の
国指定の部分ではね。そういう部分ではやはり町独
自のものを持って、やっぱり再カバーするというか
フォローするというか、やっぱりそういう考え方を
僕持たないと、今、国はとにかく担い手をメーンと
してやろうやろうとしているのですよね、畑作もそ
うですし水田もそうなのですけれども。 
 だから、その狭間に入ってやろうとしている人も
いるわけですし、当然入らなくても手法によっては
自立していけるわけですから、そういうものがこの
今課長が説明されたものにのらなければできないの
かといったら、決してそうではないわけで、そうす

ると本当に自立していかなければならないと。 
 しかし、何かのときにやっぱり困った事態も出て
くると思うのですよね、さきの質問にもあったよう
に。やはり制度にありながら入らないでして、何と
かしてほしいという声も出てくるわけですから、そ
ういう面ではやっぱりこのできた当時の目的から、
今は大分状況も変わってはきておりますけれども、
やはりそういう中で、うちの町の農業振興計画もま
だはっきりできてないわけですから、そういう中で
やっぱり僕は考えていってもよかっただろうし、廃
止するのはいつでもできるわけですから、これを新
たにまた復活させるというのはなかなか僕は難しい
という一面もあると思うのですね。町長が本当に復
活を、いや、考えていくぞということをきちっと確
約できるかといったら、それもできないだろうと思
うのですよ。 
 ですから、そういう点では僕はもうちょっと時期
尚早だったのかなという気がするのですけれども、
もう一度今言った部分で総括的に備えるという考え
方があるのかないのかを確認して、終わりにしたい
と思います。 
○議長（中川一男君） 助役、答弁。 
○助役（植田耕一君） 西村議員の御質問にお答え
申し上げたいと思います。 
 基本的に今課長が申し上げた中で廃止という考え
でございます。今、西村議員の方から御提言ありま
したことにつきましては、やはり今後の農業振興計
画の中でそういう議論を踏まえた中で対応していく
べきだというふうに思っておりますので、そういう
中でこれだけでなくて、やはり今後の上富良野町の
農業のあり方についてどう施策を展開していったら
いいかという点で、やはり農業者からもいろいろな
意見をいただいた中で、町としてどういう施策に踏
み切っていったらいいかという中で、今後の農業振
興計画の中にそういう点を生かしていきたいという
ふうに思っております。 
○議長（中川一男君） 他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） なければ、これをもって質
疑、討論を終了いたします。 
 これより、議案第３０号を採決いたします。 
 本件は、原案のとおり決することに異議ありませ
んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 異議なしと認めます。 
 よって、本件は、原案のとおり可決いたしまし
た。 

──────────────────                
◎日程第７ 議案第３１号 
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○議長（中川一男君） 日程第７ 議案第３１号上
富良野町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例
の件を議題といたします。 
 提出者から提案理由の説明を求めます。 
 道路河川課長。 
○道路河川課長（田中博君） ただいま上程いただ
きました議案第３１号につきまして、提案の要旨を
御説明申し上げます。 
 １点目としまして、町道の道路占用料金表につき
ましては、北海道道路占用料徴収条例に基づいて定
められており、今回、道路占用料金表の占用物件の
区分及び占用料の額を改めるものでございます。 
 ２点目としまして、平成１６年４月から消費税が
総額表示方式へ義務化されることから、所要の改正
を行おうとするものでございます。 
 以下、議案を要約して説明といたします。 
 議案第３１号上富良野町道路占用料徴収条例の一
部を改正する条例。 
 上富良野町道路占用料徴収条例（昭和２８年上富
良野町条例第１４号）の一部を次のように改正す
る。 
 第２条、ただし書きの消費税の計算式を削るもの
でございます。別表を次のように改めるものでござ
います。 
 附則。施行期日。１、この条例は、平成１６年４
月１日から施行する。 
 経過措置。２につきましては、既に道路法による
許可を受け、協議が整っている既存物件にかかる１
年当たりの占用料の額につきましては、次に定める
ものを除き、この条例の改正後の上富良野道路占用
料徴収条例第２条の規定にかかわらず、次の各号に
掲げる年度の区分に応じ、当該各号に定める額とす
る。 
 ただし、その額が同条の規定を適用して算出した
額を超える場合には、当該改正占用料額とする。 
 ( 1) 、( 2) につきましての経過措置の１. １につき
ましては、平成８年３月３１日付、北海道公報によ
る激変緩和措置の通達によるものでございます。 
 ３につきましては、電気、ガス、事業者、または
第１種電気通信事業者への既存占用物件に対する占
用料につきましては、当該電気事業者等の支店等ご
とに算出するものとし、その額は改正後の条例第２
条の規定にかかわらず、次の各号に掲げる年度の区
分に応じ、当該各号に定める額とする。 
 ただし、その額が改正占用料額を超える場合に
は、当該改正占用料額とする。 
 なお、( 1) 、( 2) につきましても、激変緩和措置の
通達によるものでございます。 
 別表につきましては、既に御高覧いただいている

ものと存じ、説明を省略させていただきます。 
 以上で、説明といたします。御審議賜りまして、
お認めくださいますようお願い申し上げます。 
○議長（中川一男君） これをもって、提案理由の
説明を終わります。 
 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） なければ、これをもって質
疑、討論を終了いたします。 
 これより、議案第３１号を採決いたします。 
 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま
せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 異議なしと認めます。 
 よって、本件は、原案のとおり可決いたしまし
た。 

──────────────────                
◎日程第８ 議案第３２号 

○議長（中川一男君） 日程第８ 議案第３２号上
富良野町建設機械使用条例の一部を改正する条例の
件を議題といたします。 
 提出者から提案理由の説明を求めます。 
 道路河川課長。 
○道路河川課長（田中博君） ただいま上程いただ
きました議案第３２号につきまして、提案の要旨を
御説明申し上げます。 
 平成１６年４月から消費税が総額表示方式へ義務
化されることから、所要の改正を行おうとするもの
でございます。 
 以下、議案を朗読し、説明にかえさせていただき
ます。 
 議案第３２号上富良野町建設機械使用条例の一部
を改正する条例。 
 上富良野町建設機械使用条例（昭和４７年上富良
野町条例第２３号）の一部を次のように改正する。 
 第５条中に、「１０３分の１０５を乗じていた
額」を削る。 
 別表中、「１万１, ３００円」を「１万１, ５００
円」に、「８, ２００円」を「８, ３００円」に、
「１万３００円」を「１万５００円」に、「９, ２
００円」を「９, ３００円」に改めるものでござい
ます。 
 附則。この条例は、平成１６年４月１日から施行
する。 
 以上で、説明といたします。御審議賜りまして、
お認めくださいますようお願い申し上げます。 
○議長（中川一男君） これをもって、提案理由の
説明を終わります。 
 これより、質疑に入ります。 
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 １３番村上和子君。 
○１３番（村上和子君） ただいまの御説明で、１
６年の４月から消費税が総額方式に変更になるの
で、料金を改正するということでございますけれど
も、例えば、最初の１万１, ３００円、これはブル
ドーザーの１時間の使用料でございますけれども、
これ１００分の３から１０５といいますと、１万
１, ３００円に対して２％というのは２００円では
ないのですね。これは１.７％ になると思います。
そうすると、１万１, ５２６円になると思うのです
けれども、その次の８,２ ００円、これはタイヤ、
ショベル、これ１時間の使用料でございますけれど
も、これも２％あれしますと８,３６ ４円。少ない
金額かもしれませんけれども、ちょっと中途半端、
ちょっととらえ方としては１万１, ３００円に５％
をあれしますと、１万１, ８６５円になるのです
が、これではないなと。そうすると、１万１,３０
０円が３％だったよと、消費税が。 
 このたび５％にそれをやり直して１万１, ５００
円に改正するというのはちょっと数字的に１万１,
３００円に対して２％というのは２２６円でござい
ますから、１万１,５２ ６円になるわけですし、今
度はタイヤ、ショベルの方は８, ２００円が８, ３６
４円になると思うのですが、これも８,３０ ０円だ
と。こういう端数切り捨てなのでしょうか、ちょっ
とお尋ねしたいと思います。 
○議長（中川一男君） 道路河川課長、答弁。 
○道路河川課長（田中博君） １３番村上議員の御
質問にお答え申し上げます。 
 １０３分の１０５ということで、内税方式になり
ますので、それで端数何十円かつきますけれども、
これにつきましては１００円単位に丸めたものでご
ざいます。 
○議長（中川一男君） よろしいですか。 
 他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） なければ、これをもって質
疑、討論を終了いたします。 
 これより、議案第３２号を採決いたします。 
 本件は、原案のとおり決することに異議ありませ
んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 異議なしと認めます。 
 よって、本件は、原案のとおり決しました。 

──────────────────                
◎日程第９ 議案第３４号 

○議長（中川一男君） 日程第９ 議案第３４号上
富良野町立病院一部負担金使用料及び手数料条例の
一部を改正する条例の件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 
 病院事務長。 
○町立病院事務長（三好稔君） ただいま上程され
ました議案第３４号上富良野町立病院一部負担金使
用料及び手数料条例の一部を改正する条例につきま
して、先に提案の要旨について申し上げます。 
 １点目が、消費税法の改正により、平成１６年４
月１日より事業者、免税店制度の適用上限が３, ０
００万円から１, ０００万円に引き下げられたこと
により、当町立病院は限度額を超えることとなるこ
とから、課税事業者となります。 
 ２点目、改正消費税法において、消費税が課税さ
れるものについては、消費税額を含めた総額で表示
することに改められたことから、現行、金額で表示
している病衣使用料、自動車使用料などの料金を消
費税を含めた総額で表示するものであります。 
 このほか、上富良野町手数料条例、別表の文書
料、検死料の料金についても消費税を加えた総額で
表示すると、条例を改正するものであります。 
 また、特別使用料については、現行の病室環境は
特別室としての一定の水準に満たないこと、また、
今後当面、特別室としての環境整備の計画がないこ
となどから、実態にそぐわないものとして条文の削
除を行うものであります。 
 以下、議案を要約し、説明といたします。 
 議案第３４号上富良野町立病院一部負担金使用料
及び手数料条例の一部を改正する条例。 
 上富良野町立病院一部負担金使用料及び手数料条
例（昭和３３年上富良野町条例第６号）の一部を次
のように改正する。 
 １点目、第３条第１項中の消費税の課税について
の削除は、消費税額を加えた総額を表示することか
ら、本条文の削除を行うものであります。 
 ２点目、第３条第１項第４号における消費税の課
税についての条文を加えることについては、条文中
のその他の保険及び一般診療など課税の対象となる
労災、自賠責、自費診療等に対し消費税を課税する
ものであります。 
 ３点目、第３条第１項中第８号の削除は、特別室
の使用料の規定を削るものであります。このことに
より、１３号までの号をそれぞれ繰り上げるもので
あります。 
 また、号中の病衣使用料「５０円」を「５２
円」、自動車使用料「３００円」を「３１５円」、
走行距離１キロ増すごとの単価「１００円」を「１
０５円」とするものであります。 
 附則。施行期日。条例は、平成１６年４月１日か
ら施行する。 
 ２、上富良野町手数料条例の一部を改正する条例
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の一部改正。 
 この条例の改正は、別表第３９号に定める文書料
と検死料に消費税を加え総額を表示するものであり
ます。 
 現行１,０ ００円は一般診断書、自賠責保険診療
報酬明細書、２, ５００円は死亡診断書、５, ０００
円は特別診断書、５００円は諸証明、２, ０００円
は身体障害者意見書、３,００ ０円は生命保険用入
通院証明書、半額の規定は同一のものを２通以上の
場合の料金規定にかかわるものであります。７, ０
００円、１万円、１万５,００ ０円は検死料で、検
死程度に区分した料金です。 
 以上、御提案といたします。御審議いただきまし
て、お認めくださいますようよろしくお願いをいた
します。 
○議長（中川一男君） これをもって、提案理由の
説明を終わります。 
 これより、質疑に入ります。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） なければ、これをもって質
疑、討論を終了いたします。 
 これより、議案第３４号を採決いたします。 
 本件は、原案のとおり決することに異議ありませ
んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 異議なしと認めます。 
 よって、本件は、原案のとおり決しました。 

──────────────────                
◎休 会 の 議 決           

○議長（中川一男君） お諮りいたします。 
 議事の都合により、３月１２日から３月１７日ま
での６日間を休会といたしたいと思います。これに
御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 異議なしと認めます。 
 よって、３月１２日から３月１７日までの６日
間、休会することに決しました。 

──────────────────                
◎散 会 宣 告           

○議長（中川一男君） 以上で、本日の日程は、全
部終了いたしました。 
 本日は、これにて散会いたします。 
 明日以降の予定について、事務局長から報告いた
させます。 
 事務局長。 
○事務局長（北川雅一君） 御報告申し上げます。 
 ただいま御決定いただきましたとおり、明１２日
から３月１７日までの６日間は休会といたします。 
 ３月１８日は、本定例会の最終日で、開会は午前

９時でございます。定刻までに御参集賜りますよう
お願い申し上げます。 
 なお、休会中の３月１２日、１５日、１６日、１
７日は、予算特別委員会をいずれも９時から開会い
たしますので、各会計の予算書等関係議案並びに既
に配付の関係資料を持参の上、定刻まで御参集賜り
ますようお願い申し上げます。 
 以上であります。 

午後 １時５３分 散会 
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第 ２ 議案第１９号 上富良野町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 
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第 ８ 議案第２８号 しろがね土地改良区償還事業円滑化資金融資条例 
第 ９ 議案第２９号 上富良野町営農改善資金融資条例の一部を改正する条例 
第１０ 議案第３３号 上富良野町パークゴルフ場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 
第１１ 議案第３５号 上富良野町財政調整基金の一部支消の件 
第１２ 議案第３６号 上富良野町国民健康保険財政調整基金の一部支消の件 
第１３ 議案第３８号 上富良野町道路線廃止の件 
第１４ 議案第３９号 上富良野町道路線認定の件 
第１５ 議案第４０号 南部地区土砂流出対策事業（ポロピナイ川（Ｈ１５国債）請負契約変更の件 
第１６ 議案第４１号 ポロピナイ川改修工事（Ｈ１５国債）請負契約変更の件 
第１７ 予算特別委員会付託 

     議 案第 １号 平成１６年度上富良野町一般会計予算 
     議 案第 ２号 平成１６年度上富良野町国民健康保険特別会計予算 
     議 案第 ３号 平成１６年度上富良野町老人保健特別会計予算 
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 第１８ 議案第３７号 固定資産評価審査委員会委員の選任の件 
 第１９ 諮問第 １号 人権擁護委員候補者の推薦の件 
 第２０ 発議案第１号 町長の専決事項指定の件 
 第２１ 閉会中の継続調査申出の件 
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午前 ９時００分 開議  
（出席議員 １５名） 

──────────────────                
◎開 議 宣 告           

○議長（中川一男君） 御出席まことに御苦労に存
じます。 
 ただいまの出席議員は、１４名であります。 
 これより、平成１６年第１回上富良野町議会定例
会５日目を開会いたします。 
 直ちに、本日の会議を開きます。 
 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した
とおりであります。 

──────────────────                
◎諸 般 の 報 告           

○議長（中川一男君） 日程に入るに先立ち、議会
運営等諸般の報告をいたさせます。 
 事務局長。 
○事務局長（北川雅一君） 御報告申し上げます。 
 議案第３８号及び議案第３９号の審議資料とし
て、道路網図をお手元にお配りしておりますので、
審議の参考にしていただきたいと思います。 
 予算特別委員長から、平成１６年度各会計予算に 
ついて審査結果の報告がありました。 
 議会運営委員長並びに各常任委員長より、閉会中
の継続調査として、配付のとおり申し出がございま
した。 
 なお、さきに御案内のとおり、人事案件の議案第
３７号及び諮問第１号につきましては、後ほど議案
をお手元にお配りいたしますので、御了承賜りたい
と存じます。 
 以上であります。 
○議長（中川一男君） 以上をもって、議会運営等
諸般の報告を終わります。 

──────────────────                
  ◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件 
○議長（中川一男君） 日程第１ 会議録署名議員
の指名を行います。 
 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に
より、議長において、 
     ５ 番 小 野   忠  君 
     ７ 番 岩 田 浩 志 君 
を指名いたします。 

──────────────────                
◎日程第２ 議案第１９号 

○議長（中川一男君） 日程第２ 議案第１９号上
富良野町職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例の件を議題といたします。 
 提出者から、提案理由の説明を求めます。 
 総務課長。 

○総務課長（田浦孝道君） ただいま上程いただき
ました議案第１９号上富良野町職員の給与に関する
条例の一部を改正する条例の提案理由を御説明申し
上げます。 
 本町の病院は、唯一、地域の公的医療機関である
とともに、救急指定病院でありますことから、１日
２４時間、事故や急病などで搬送される患者の処置
が直ちにできるよう、通常の勤務時間以外におきま
しても、放射線技師や臨床検査技師等の医療従事者
を自宅待機させております。 
 しかしながら、現行体制につきましては、自宅で
長時間にわたり自由を拘束する実態などが課題と
なっており、そのことから、近年においては将来の
あるべき理想の姿や他の病院事例などをもとに、課
題解決に向けた職場内議論を重ねてきたところでご
ざいます。 
 最終的には、特殊勤務手当として位置づけするこ
とが妥当との結論に至りましたので、その内容に沿
いまして、特殊勤務手当の中で新たに医療従事待機
手当を設けるために条例を改正するものでございま
す。 
 この制度の対象とする職種は、放射線技師及び臨
床検査技師とし、毎日双方の技師それぞれ１名に対
し、勤務時間終了時から翌日の勤務開始時間までの
間、病院からの呼び出しに直ちに応じることのでき
るよう、職務命令として自宅での待機を命ずるもの
でございます。 
 この場合の手当の支給額は、条例別表で定めます
額の１, ６００円、または２, ４００円のいずれか該
当する額を支給いたしますが、このことにより新た
に必要とする経費総額につきましては、年間で１３
６万円と見込んでございます。 
 以上が、議案第１９号の提案理由でございます。
御審議いただき、原案をお認めくださいますようお
願い申し上げます。 
○議長（中川一男君） これをもって、提案理由の
説明を終わります。 
 これより、質疑を受けます。 
 ４番梨澤節三君。 
○４番（梨澤節三君） 自宅待機ということかと思
うのですよね。自宅に待機をしていて、多少なりと
も行動はあると思うのですよ。茶の間なら茶の間だ
けということはないと思うのですね。その場合、連
絡が取れるような手段は何か考えておられますか。 
○議長（中川一男君） 病院事務長、答弁。 
○町立病院事務長（三好稔君） ４番梨澤議員の質
問にお答えをさせていただきたいと思います。 
 基本的には自宅待機といったことでございます
が、自宅の周辺、近距離のところというようなこと
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で考えてございます。 
 そして、この連絡につきましては、職員にポケッ
トベルを所有させていきたいと。今現在もそういう
状況にございます。 
 以上です。 
○議長（中川一男君） よろしいですか、他にあり
ますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） ほかになければ、これを
もって質疑、討論を終了いたします。 
 これより、議案第１９号を採決いたします。 
 本件は、原案のとおり決することに異議ありませ
んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 異議なしと認めます。 
 よって、本件は、原案のとおり可決いたしまし
た。 

──────────────────                
◎日程第３ 議案第２０号 

○議長（中川一男君） 日程第３ 議案第２０号上
富良野町職員等の旅費に関する条例の一部を改正す
る条例の件を議題といたします。 
 提出者から提案理由の説明を求めます。 
 総務課長。 
○総務課長（田浦孝道君） ただいま上程いただき
ました議案第２０号上富良野町職員等の旅費に関す
る条例の一部を改正する条例につきまして、提案の
理由を御説明申し上げます。 
 まず１点目として、至近距離にございます美瑛
町、中富良野町及び富良野市への出張に際して支給
してございます５００円の日当額は、実態に即し
て、平成１６年度から廃止いたします。 
 ２点目は、冬期間のみ宿泊料に加算しまして支給
してございます暖房料４００円につきましても、同
様に廃止をいたすものでございます。 
 ３点目としましては、座席指定料金、特別車両料
金並びに特別船室料金について、旅行の際に、現に
支払いました場合には、旅費として公費支弁するよ
う明確に位置づけすることのほか、既に制度が改正
されている内容との整合性を図る必要で、一部、条
文の整理を行うことを加え改正条例を上程した次第
でございます。 
 なお、条例改正に伴います削減効果額につきまし
ては、年間６０万円程度と見込んでございます。 
 以下、改正条文の要点の御説明をしてまいりま
す。 
 議案第２０号上富良野町職員等の旅費に関する条
例の一部を改正する条例。 
 上富良野町職員等の旅費に関する条例（昭和３６

年上富良野町条例第１１号）の一部を次のように改
正する。 
 まず、第１３条では、運賃の額の範囲を定めてお
りますが、現行の第１項の条文におきまして、通行
税と運賃等級の表記がございますが、不用となりま
すこと、また座席指定料金を追加することから、第
１項各号の表記を新たに、第１号から第４号までの
内容に改めるものでございます。この第１項の条文
を改正することによりまして、第１３条第２項の内
容が不用となりますので削ることとし、第１３条第
３項の条文内容を整理しまして、第２項とするもの
でございます。 
 次に、第１４条では、船賃の額と範囲を定めてお
りますが、第１項の条文にあります通行税の表記に
つきましては、不用となることから削除いたしま
す。 
 また、さらに座席指定料金を規定に追加をいたし
ます。このことによりまして、現行第１項の第１号
から第３号までの規定に、新たに第４号と第５号を
追加するものであります。このことによりまして、
不用となります第１４条の第３項につきましては、
削除いたすものでございます。 
 次に、別表第１の第１項の表中にございます５０
０円につきましては、富良野市、中富良野町、美瑛
町への旅行の場合に支給する日当額でございます
が、冒頭申し上げましたように廃止をいたすもので
ございます。 
 また、同表の備考欄の第３号で定めてございま
す、冬期間の暖房料４００円の加算規定につきまし
ては、実態に即しまして廃止するための条文を削除
いたすものでございます。 
 次に、附則について申し上げますが、改正条例の
施行日は平成１６年４月１日といたします。また、
経過措置といたしまして、施行日前に出発した場合
の旅行につきましては、改正前の規定に基づくもの
といたすものでございます。 
 以上、議案第２０号の説明といたします。御審議
いただきまして、原案をお認めくださいますようお
願い申し上げます。 
○議長（中川一男君） これをもって、提案理由の
説明を終わります。 
 これより、質疑を受けます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） なければ、これをもって質
疑、討論を終了いたします。 
 これより、議案第２０号を採決いたします。 
 本件は、原案のとおり決することに異議ありませ
んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（中川一男君） 異議なしと認めます。 
 よって、本案は、原案のとおり可決いたしまし
た。 

──────────────────                
◎日程第４ 議案第２１号 

○議長（中川一男君） 日程第４ 議案第２１号上
富良野町名誉町民条例の一部を改正する条例の件を
議題といたします。 
 提出者から提案理由の説明を求めます。 
 総務課長。 
○総務課長（田浦孝道君） ただいま上程いただき
ました議案第２１号上富良野町名誉町民条例の一部
を改正する条例の提案理由を御説明申し上げます。 
 名誉町民には、現行条例の規定に基づきまして、
年金給付額といたしまして５０万円を支給しており
ますが、現下の厳しい経済情勢の影響を受けまし
て、今後の町の財政状況が悪化傾向で推移すること
を予測する中で、本条例の年金制度を引き続き継続
することを前提に種々検討してまいりました結果、
平成１６年度から支給する年金給付額につきまして
は、現行の額から２０万円を引き下げし、３０万円
に改めることといたしますので、改正条例を上程し
た次第でございます。 
 以上、議案第２１号の説明といたします。御審議
いただきまして、原案をお認めくださいますようお
願い申し上げます。 
○議長（中川一男君） これをもって、提案理由の
説明を終わります。 
 これより、質疑に入ります。 
 １７番西村昭教君。 
○１７番（西村昭教君） ちょっとお聞きしたいの
ですが、金額ということよりも、この名誉町民の町
のいろいろな行事とかがあろうと思うのですけれど
も、どういう場合に御案内を申し上げているのか。 
それとあわせて、最近はもろもろ全部会費制という
ようなことでありますけれども、そういう場合もど
ういう扱いをしておられるのか。本人で負担をして
いただいて、きちっとしてもらっているのか、それ
とも、町としてそこらへんの部分を配慮しているの
かどうかということをお聞きしたいのですけれど
も。 
○議長（中川一男君） 総務課長、答弁。 
○総務課長（田浦孝道君） １７番西村議員の御質
問にお答えします。 
 まず１点目の、名誉町民に対します公式行事等の
出席の事例でございますが、御案内のとおり、町の
公式行事として挙行いたします表彰式、それから成
人式であるとか、あとは町にかかわります周年の記
念事業等につきましては、御案内をさせていただい

ているところでございます。 
 今後におきましても、そのような形で継続をし、
出席をいただきたいということで取り進める考え方
でございます。 
 それと、２点目の会合等に出席した場合のかかる
費用等についての御質問かと思いますので、実態を
申し上げますが、公式行事等の関係につきまして
は、会食懇談等は余り多くケースはございません
し、特にある場合には、公式行事という性格での開
催については、当然主催者が費用を負担することに
なるかと思いますが、それ以外で他種の会合等に出
席する場合については、基本的には御本人に御負担
をしていただくというような実態にあるかと思いま
す。 
 以上でございます。 
○議長（中川一男君） 他にございますか。 
 ９番米沢義英君。 
○９番（米沢義英君） 減額という点ではよろしい
かと思いますが、１点だけお伺いいたします。 
 将来的には、この条例の見直し廃止という形で、
事も前提として条例が設定されたという形でよろし
いのかどうなのか、この点だけ伺っておきたいと思
います。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） ９番米沢議員の御質問にお
答えさせていただきます。 
 廃止を前提に改正していただいたということでは
ございませんので、御理解をいただきたいと思いま
す。 
○議長（中川一男君） よろしいですか、他にござ
いませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 他になければ、これをもっ
て質疑、討論を終了いたします。 
 これより、議案第２１号を採決いたします。 
 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま
せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 御異議なしと認めます。 
 よって、本件は、原案のとおり可決いたしまし
た。 

──────────────────                
◎日程第５ 議案第２２号 

○議長（中川一男君） 日程第５ 議案第２２号上
富良野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
の件を議題といたします。 
 提出者から、提案理由の説明を求めます。 
 町民生活課長。 
○町民生活課長（米田末範君） ただいま上程いた
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だきました議案第２２号上富良野町国民健康保険税
条例の一部を改正する条例の提案内容について御説
明を申し上げます。 
 国民健康保険会計の基盤であります保険税につき
まして、医療費分を中心に平成１５年４月より改正
をいただき、安定運営に努めてまいりました。 
 一方、介護納付金につきましては、介護保険制度
を発足時より、保険基盤財源の安定化をねらいに、
介護保険加入以前の４０歳から６５歳未満の、いわ
ゆる２号被保険者の納付金徴収・納付が加入医療保
険者に義務づけられ、それぞれ算定された金額に対
応してきたところであります。 
 平成１６年度の予算編成に当たりまして、納付額
の算定予想額の提示が行われ、平成１５年に比べ約
２０％、金額にいたしまして約１, ２００万円強の
増額と、これまでの予想を超え大幅な増額提示と
なったところであります。 
 御承知のとおり、介護納付金に関しましては、あ
くまでその対象者が限定されることや、財源におき
ましても代償者分によるところでありますことか
ら、対応すべき所要の額を税額の改定をもって対応
せざるを得ない状況であります。 
 あわせまして、介護納付金制度制定時に、円滑な
運営をねらいとした介護円滑導入給付金が、平成１
２年度、１３年度にわたり、総額１, ２５２万５, ０
００円が交付され、これまで各年度の介護納付額に
不足する額に充当し、可能な限り被保険者の負担軽
減に努めてまいりましたが、その繰越額１６１万
５, ０００円を充当しても、なお不足する約９００
万円弱について、財源確保のため税額改定をお願い
するものであります。 
 改定内容につきましては、応能、応益割合のバラ
ンスを勘案し、所得割につきまして０.２５ ％増の
１％、資産割につきましては２. ３％増の７. ８％、
均等割、これは１人当たりでございますが２,４０
０円増の７,２０ ０円、平均割、これは世帯割でご
ざいますが１, ４００円増の４, ８００円としようと
するところであります。なお、この改定によりまし
て、応能、応益割合につきましては、おおむね５０
％となる予定であります。 
 また、低所得層の軽減に関しましても、従前の軽
減率をもって対応しようとするものでありますが、
これまでの年最低額は２, ４００円から３, ６００円
となるところであります。 
 介護納付金につきましては、あくまで全国ベース
での算定でありますことから、今後ともその変動に
対応して税額を定めざるを得ない実態にありますこ
とを御理解賜りたいと存じます。 
 以下、議案によりまして説明を申し上げます。 

 議案第２２号上富良野町国民健康保険税条例の一
部を改正する条例。 
 上富良野町国民健康保険税条例（昭和３１年上富
良野町条例第７号）の一部を次のように改正する。 
 第６条につきましては、所得割の改正でありま
す。第７条につきましては、資産割の改定でありま
す。第７条の２につきましては、平均割の改定であ
ります。第７条の３につきましては、世帯割の改定
であります。第１３条第１項第１号から３号まで、
順に平均割、均等割の７割、５割、２割の軽減の額
の改定であります。 
 附則。 
 施行期日。 
 １、この条例は、平成１６年４月１日から施行す
る。 
 適用区分とございますが、２、改正後の上富良野
町国民健康保険税条例の規定は、平成１６年度以降
の年度分の国民健康保険税について適用し、平成１
５年度分までの国民健康保険税については、なお従
前の例による。 
 以上で説明といたします。御審議いただきまし
て、お認めくださいますようお願い申し上げます。 
○議長（中川一男君） これをもって、提案理由の
説明を終わります。 
 これより、質疑に入ります。 
 ９番米沢義英君。 
○９番（米沢義英君） 何点か質問いたします。 
 まず、第１点目には、総額医療費の介護給付費の
総額がふえるということが年々予想されます。国に
おいては、来年度、再来年度という形の中で、今
後、加入者層がまたふえる医療費等が増嵩するわけ
ですから、当然、来年度もこの条例の改定というの
が予想される部分があるのではないかというふうに
思いますが、その点、どのような見込みを立ててお
られるのか。 
 それと、国の方では、１２年、１３年度において
は軽減措置できる分の財政措置があったと。それ
が、今回お金がなくなってしまったという形になっ
ておりますが、この制度が発足する時点において、
そういうことが懸念されておりました。国は、今後
そういった財源措置というのは、手当としてされな
いのかどうなのか、この点。 
 さらに、この制度の矛盾というのは、国がそうい
う措置をしないで一方的に応能、応益を、いわゆる
住民負担という形の中で、５割、５割という形の中
で設定してきていると。そういう制度が続けば、こ
の介護保険制度、国民健康保険制度そのものの基盤
の弱体化につながって、崩壊せざるを得ないと。自
治体もお金がないということになったら、その責任
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はどこがとるのかということを聞きたいと思います
が、この点とりあえず伺っておきたいと思います。 
○議長（中川一男君） 町民生活課長、答弁。 
○町民生活課長（米田末範君） 米澤議員の御質問
にお答えをしたいと思います。 
 まず第１点の、介護納付金といいますか、介護給
付費等も全体でございましょうけれども、今後の見
通しということでございますが、私どもとしては、
数値上の予測としては、それぞれ上がっていくのか
なというふうには思うところもございますが、その
数値というものをとらえるには、非常に今の段階で
明年、さらに後年度の額というものを単純に予測す
るということには、ちょっと今至ってございませ
ん。どうしても、提案・提示のその数値に対応して
いかざるを得ないという状況であります。 
 次に、国の軽減の財源として、当初、導入時の財
源としては措置されたが、以降どうかということで
ございますが、現状のところは、その予想は今のと
ころ全く予定できる状況にはなってございません。 
 それから３点目の、制度の内容について５割、５
割ということについて、以降、負担が上がっていっ
たときに崩壊するのではないかということで、これ
につきましては平成１８年度、もしくは１９年度を
目途に、その医療保険のあり方についての抜本的な
改正を、国の方としては予定をしているということ
の情報はちょうだいいたしてございますが、その内
容についてまでは、今の段階では特に示されてござ
いませんので、その責任の行方ということについて
は、あえてお答えを申し上げるわけにはいかないと
いう状況であります。 
 以上であります。 
○議長（中川一男君） ９番米沢義英君。 
○９番（米沢義英君） 担当課長が述べたように、
この制度そのものに問題があるということは明らか
であります。 
 本来でありましたら、国がこういった財源基盤を
強化するための財源措置をとるということが当然必
要であります。そういう意味では、そういう状況に
あるにもかかわらず行えないということであれば、
やはり地方自治体でこの制度のマイナス部分、問題
点をカバーしなければ、どんどん住民負担になると
いうことは明らかであります。 
 今回も一世帯当たりで７, ０００円という形の引
き上げ幅で、二人でいえば１万４, ０００円です。
そのほか、いろいろな税の所得税法の見直しがあり
ますから、１万円以上は軽く超えるという状況にな
り、そういう状況でも本当に暮らしが大変だという
ことになっているのは明らかです。 
 さらにお伺いしたいのは、所得が低い方ほど当然

税の負担率というのが多いかというふうに思います
が、それは当然、そういうことになるということで
お伺いしたいのですが、上富良野町の場合は所得階
層別に見た場合の、この間も聞きましたが、圧倒的
多くは低所得者層で占められている状況になってき
ています。 
 仮に、４０歳以上というこの制度でありますが、
本当に自営業者、あるいはそういう方たちが多く加
入するという状況の中で、経営もなかなかやはり社
会情勢の中でうまくいかないという状況になれば、
打撃を被ることは明らかであります。そういう意味
では、税率を据え置いて、その分、赤でもいいから
この部分きちっと国の方で措置するということで、
町で財政を見られないということであれば、そうい
うことにしかならざるを得ないと思いますが、この
点、町長はどのようにお考えでしょうか。 
 私は、これは担当者だけの問題ではなくて、もう
既にその域を超えて、町長のひとつの裁量権にかか
わる問題であると思いますが、この国の制度の問題
点とどのように考えておられるのかお伺いします。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） ９番米沢議員の御質問にお
答えさせていただきますが、議員の御意見の中にあ
りますように、この制度、新しくスタートしたばか
りでありまして、国も３年ごとに見直しを図ってき
ているということでございますので、この先、また
この介護保険制度につきましては、どのような国の
見直しをしてくるのかというようなことであります
が、私ども自治体としても、この問題については大
きな課題としてとらえておりまして、この介護保険
制度、あるいは国民健康保険制度、これらについて
一自治体が対応することについては、今後いろいろ
な面で課題があるというようなことから、これらの
事業が都道府県、あるいは国がやるべきというよう
なことで、国の方に申し入れをいたしているところ
でありますが、現状では国のこの３年ごとの見直し
を含めながら、町としては動向を見定めていきたい
というように思っております。 
○議長（中川一男君） 他にございませんか。 
 ４番梨澤節三君。 
○４番（梨澤節三君） この国保については、私こ
れは上げないで何とか今年はしのぎなさいよという
ことをずっと言ってきておりました。 
 それで、住んでよかった町と果たして言えるよう
になるのかなと。今、ここに保険制度は国保でしょ
う、それから社会保険、皆さんが入っているのは社
会保険ですよ。しかし、定年になれば国保なのです
よ。しっかり認識しておいてください。所得が
がーっと下がったときに国保に入るのですからね。
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それからあと共済ですよ。教職員共済とか国家公務
員共済、これ三つありますよね。行き着く先はこの
国保なんですよ。 
 それで、今、基金は幾らぐらい残っております、
この国保の方に使える基金は。 
○議長（中川一男君） 収入役、答弁。 
○収入役（樋口康信君） ４番梨澤議員の、基金の
国保の財政調整基金の残高の関係でございますけれ
ども、現在は１億４, ６６５万５, １２３円ございま
す。ただ、この中から１５年度使用するのが７, ５
００万ございます。その分が落ちる形になります。 
 また、１６年度の予算では３,１０ ０万円、基金
の使用を見ております。 
 以上でございます。 
○議長（中川一男君） ４番梨澤節三君。 
○４番（梨澤節三君） なかなか大変だなというこ
とはよくわかるのですよ。この基金は、一応は投入
はしているということですね。 
 それで、同僚議員も言っておりましたけれど、こ
れは１町でもってこうやってやるという段階ではな
いのですよ。北町長のいるあそこ、空知の中央あた
りは８市町か何か、それくらいでぐーっとやって成
功しているはずなんです、あの辺は。ところが、こ
こは、合併問題でおかしくなって凍結されているん
ですよ、広域ということについて。 
 だから、この辺は町民に非常に迷惑をかけている
のであって、合併は合併ということでもってして、
広域は広域ということでもって話を何とか進めると
いうのが、これは町長の責任ではないかと思いま
す。私は、環境衛生の広域でもって、５市町村の議
員などともよく話します。いろいろ話していても話
は通じます。これを何でかんで１町でということ
で、自立、自立といって本当にこれ自立でどんどん
上げていくということなら、これははっきり言った
らこの町は住めない町になりますよ。住みづらい住
めない町、こんなに住みづらいのならどこかあちら
に行きましょうかと、そういうまちづくりを今やっ
ているということになるのですけれど。 
 何回も聞くのですけれど、広域についてどのよう
にお考えになっているのか、お尋ねをしたいと思い
ます。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） ４番梨澤議員の御質問にお
答えさせていただきます。 
 今のこの条例の改正の部分につきましては、これ
は２号被保険者の全国ベースの基準で、これだけ上
富良野は１６年度より納めなければなりませんよと
いうことで、示される額を納めなければならない
と。これは、今、梨澤議員のおっしゃる１号被保険

者、町が定めている今平均で３,００ ０円の基準の
部分でなくて、これは町の努力で、安くする努力も
すれば、また高くなるということでありますけれど
も、ここの部分はそうではなくて、全国ベースで、
全国の基準に基づいて上富良野町が負担しなければ
ならない部分であります。これは、先ほどお話あり
ましたように、共済制度だとか社会保険制度だとか
に入っている方々は、そのままで納めているわけで
ありますから、国民健康保険に加入している方々の
部分、２号被保険者の負担部分であるということで
御理解をいただきたいと思います。 
 広域につきましては、いつも申し上げております
ように、この広域の部分の対応につきましては別件
でありますけれども、今、上富良野町は３, ０００
円と、よその地域は３,０ ００円より高いと。上富
良野がこれに対応すれば、この介護保険料はどうい
う数字になるかわからないけれども、上富良野は
３, ０００円、中富良野は３, ０００円以上、南富良
野は３, ０００円以上、占冠は３, ０００円以上と、
富良野市が今３, ４００円ということでありますか
ら、今、沿線５市町村の中で３,００ ０円という金
額は一番安い金額です。広域でやれば、これはもっ
と上げなければならない。上富良野町民の御負担を
多くしなければならない、そういう状況に現状では
あると。 
 ただ、介護保険制度の事務事業だとか認定事業だ
とか、そういった部分については、これは広域で推
進を現状もしておりますので、これはより一層すべ
きであるというふうに思っています。 
○議長（中川一男君） ４番梨澤節三君。 
○４番（梨澤節三君） これは大きな問題なのです
ね。広域でもってやりませんかという、これは大前
提になっているのでありまして、町長の言うように
介護保険、よそはうちより高いですよという、そう
いう話にはならないのですよ。そんなことを言って
いたら、お前のところは随分金持ちだねというよう
なことで、じゃあ別だねというような形になってし
まうのです。 
 ところが、今の流れはそうではないのですよ。そ
このところを町長は考えて、我々にそれをお答えを
していただきたいということを言っているのです
よ。ただ単に、数字並べるぐらいだったら課長にお
聞きしますよ。そうではなくて、これはどのように
なっていくのであろうかという、そういうところを
私はお聞きしているのですが、いかがですか。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） ４番梨澤議員の御質問にお
答えさせていただきますが、私の考えとしては、広
域行政の推進は図るべきであるという考え方を持っ
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ておりますが、その広域行政の推進を図ることに
よって、上富良野町町民に多くの負担をふやす、そ
ういう部分の広域行政については、やはり一考を要
しとどまるべきであるという認識を持っておりま
す。 
○議長（中川一男君） 他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） なければ、これをもって質
疑、討論を終了いたします。 
 これより、議案第２２号の件を、起立により採決
いたします。 
 本件は、原案のとおり決することに賛成諸君の起
立を求めます。 

（賛成者起立） 
○議長（中川一男君） 起立多数であります。 
 よって、議案第２２号の件は、原案のとおり可決
されました。 

──────────────────                
◎日程第６ 議案第２４号 

○議長（中川一男君） 日程第６ 議案第２４号上
富良野町企業振興措置条例の一部を改正する条例の
件を議題といたします。 
 提出者から、提案理由の説明を求めます。 
 商工観光まちづくり課長。 
○商工観光まちづくり課長（垣脇和幸君） た だい
ま上程いただきました議案第２４号上富良野町企業
振興措置条例の一部を改正する条例につきまして、
提案の要旨を御説明いたします。 
 本条例は、町内に企業の誘致を図ることを目的
に、固定資産税の課税の免除など、利子補給、雇用
助成をおこなっているところでございますが、固定
資産税の課税の免除等に当たりまして法律の改正が
ございまして、課税免除を行った場合の国からの交
付税措置が廃止されたことから、町におきましても
所要の改正を行うとともに、町の財政上から助成の
率などの改正を行うものであります。 
 以下、議案を説明いたします。 
 議案第２４号上富良野町企業振興措置条例の一部
を改正する条例。 
 上富良野町企業振興措置条例（昭和５９年上富良
野町条例第１２号）の一部を次のように改正する。 
 まず、２条につきましては用語の定義についての
改正であります。 
 従来の増設につきましては、当該工場等の建物を
拡張することといたしておりましたが、技術の進歩
により新製品の生産サイクルが早くなってきている
こと、厳しい経営環境の中、工場を維持し雇用確保
していくためには、既存の工場内において製造設備
の入れかえを行い、新製品の製造を行う方法が多く

なってくることから、増設の用語の意義中、「又は
当該工場等内に新たな製造に伴う生産設備を設け
る」に改めるものであります。 
 第４条第１項につきましては、国の法律改正によ
り、低開発地域工業開発促進法の課税免除の適用と
なる工場を削除しまして、あわせて条文を整理する
ものでございます。 
 第２項第３項につきましては、固定資産税の３年
間、全額免除を免除と助成（一部または全部）に変
更し、あわせて「免除」を「免除等」へ関係条文を
整理するものであります。 
 また、固定資産税助成の率を「全額」から「２分
の１以内」に改めるものであります。 
 なお、小規模事業者の生産設備に対します固定資
産税の助成は、従来と同じであります。 
 附則。 
 １、施行期日。 
 平成１６年４月１日から施行するものでございま
す。 
 ２は、現に改正前の条例の規定により、工場等の
指定を受け、課税の免除等の助成措置を受けている
ものは従前の例による経過規定でございます。 
 以上、説明といたします。御審議いただきまし
て、お認めくださいますようお願いいたします。 
○議長（中川一男君） これをもって、提案理由の
説明を終わります。 
 これより、質疑に入ります。 
 ９番米沢義英君。 
○９番（米沢義英君） 今回の条例の改正という点
では、企業誘致にかかわって、町が一人でも多くの
雇用者を生みたいという形の中で、企業誘致条例が
つくられました。 
 そこでお伺いしたいのは、今の経済事情の中で、
いわゆる財政の削減等が言われております。そうい
う中で、今回また新たに工場拡張というよりは生産
ラインを増設するための軽減措置をとるというこ
と、それに対する補助措置を設けたいということで
ありますが、お伺いしたのは、今回これに該当する
企業というのは、どこで何社あるのか、また、それ
に必要な見込額はどのようになっているのか、この
点お伺いしたいと思います。 
 次に、こういう経済事情で、やはり削減というこ
とであって、もう既にこれ以外にも応分のそれなり
の財政措置、企業誘致のための措置がとられており
ます。そういう意味では、会社も確かに厳しい面も
あるのかもしれませんが、もうここまで来ましたら
一定の自立で、みずからこの設備投資をするという
部分があっても、私はしかるべきだというふうに思
いますが、この点についてどのようにお考えなの
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か。まだまだ生活基盤、いわゆる生産基盤が弱いか
らという形だと思いますが、この点についてお伺い
したいと思います。 
○議長（中川一男君） 商工観光まちづくり課長、
答弁。 
○商工観光まちづくり課長（垣脇和幸君） ９ 番米
沢議員の御質問にお答え申し上げます。 
 町も財政状況も厳しい中、今回、全額の助成から
半分の２分の１に固定資産の助成の部分を改めると
いうことでございます。今後、この条例に適応され
るような企業についての御質問でございますけれど
も、今、情報で承知しているのが、電子部品の製造
を行う１社がこれに該当してくるのかなというふう
に考えております。 
 なお、雇用については、条例では３人以上という
ことでございますので、これが適用になると３名以
上の新たな雇用が確保されるものというふうに考え
ております。 
 それから、会社みずから、もうそろそろこういっ
たことを自賄いできるのではないかというふうな御
質問だったと思いますけれども、今、町にございま
すこれらの工場につきましては、資本金が３億円未
満の中小企業でございまして、経営的にも国内生産
ということでございますので、非常にコスト的なも
のを抑えながら会社を運営している中にあって、そ
の工場拡張だとか生産ラインの更新につきまして
も、相当な判断というのですか、そういったことが
求められておりまして、これらの一部を、こういっ
た形で町が助成を図ることによりまして雇用の安
定、それから町の経済への関与が大きくなってくる
ものというふうに期待をいたしているところでござ
いまして、今回のこういった措置につきましても、
また工場のこういった生産ラインの整備につきまし
ても、もう数社もあることでございますので、これ
らが改正になることによって、それらの工場につい
てもこういったことで町の経済の方に、活性化の方
にかかわってくるものというふうに期待をいたして
いるところでございます。 
 以上でございます。 
 済みません、答弁漏れがございました。 
 見込み金額でございますけれども、今のところ約
６, ０００万ぐらいの設備投資というふうにお聞き
しておりますけれども、まだこれは聞いているとい
うことで御承知おきください。 
 以上でございます。 
○議長（中川一男君） ９番米沢義英君。 
○９番（米沢義英君） いずれにいたしましても、
住民にもそれなりの負担を求めるという形の中で行
政が進めております。そういう意味では、私はこう

いう企業というのは一定の力も持っていまして、そ
れ以下の中小業者というのは上富良野町にもたくさ
んあるわけですよ。そういう意味では、確かに他の
条例等があって、優遇されているといえばそれなり
かもしれませんが、なかなかそれすら使えないとい
う今経済事情があります。 
 そういうことを考えたときに、公平負担の原則で
いえば、税の使い方でも不均衡が生まれるのではな
いかと。この間の融雪剤の問題でも同じですよ。こ
ういう問題を放置して、一方でこういう問題をどん
どんどんどん進めると、人員確保、雇用の確保とい
う立場で、そこに問題が私あると思うのです。 
 やはり私は、今回の条例に至っても、一定の企業
誘致にかかわって、前段申し上げましたが進出した
場合の補助、いろいろな固定資産の免除等があるわ
けですから、もうこういった部分で十分です。これ
以上のことはしなくてもいいと思います。そういう
お金があるのだったら、上富良野町のいろいろな条
例があるけれども、その使えないところに新たな条
例を設けてカバーできるような政策展開をするだと
か、そういうお金の生きた使い道をもっと私はやる
べきだというふうに思いますので、町長はこれにか
かわって、また新たな設備投資が生まれれば、また
これに該当することは出るわけですから、町長はこ
の点どのようにお考えですか。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） ９番米沢議員の御質問にお
答えさせていただきます。 
 米沢議員と私の考え方がまるっきり違うのかなと
いうふうにお聞きいたしておりましたが、冒頭、議
員も御発言いただいたように、このことによって地
域の雇用の促進等々、地域の活性化に寄与していた
だいているということは現実でございます。 
 企業誘致というよりも、今はもう誘致対応ができ
得ないというような難しい課題でありますので、条
例は、昔は企業誘致条例でありましたけれども、こ
れは改正されまして、表題のように企業振興措置条
例ということで、その既存の企業、あるいは新規の
企業等々が雇用促進を図るということを助長するた
めの対応を進めさせていただいているところであり
ますが、議員御発言にありましたように非常に厳し
い経済情勢の中で、この減額処置を御提案する議案
でもございますし、一方では、設備投資はしなくて
も、固定の部分の増設はしなくても事業拡大によっ
て雇用の促進を図るという部分に対する対応をとい
うことで、条例の改正を御提案させていただいてい
るところであります。 
 将来的には、議員も御発言にあるように、財政状
況を見極めながら、応分にここの部分も手直し、見
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直し等々を図っていかなければならない時期が来る
のかなというふうには認識しておりますが、現状で
は、この地域活性化の効果を期待しているところで
ありますので、御理解をいただきたいと思います。 
○議長（中川一男君） １１番中村有秀君。 
○１１番（中村有秀君） 基本的にこの条例改正案
については賛成を、理解の仕方をしておりますけれ
ども。 
 一つは今回６, ０００万ぐらいの設備投資という
ようなことでございますけれども、この企業からう
ちの企業振興措置条例の中で、こういう部分がない
けれどもどうなのかというような要請を受けてとい
うことは、そこにやはり何人か上富良野町から雇用
されているわけですから、そうすると、その製造ラ
インのコストが上がらない新たなコストを生み出
す、言うならば製造ラインをつくる、それがなけれ
ば場合によっては企業として別なところか、そのラ
インの仕事はなくなるかというような状況も、ある
点も含めてこのことを、生産設備ということで条例
改正に入れたのかどうかということで、お尋ねをし
たいと思います。 
 それから、僕、この企業振興措置条例のこれを見
ていて、今の第８号の増設のところに、当該工場等
の敷地に隣接する町内の土地というようなことがあ
るのですね。極端に言えば、今ここでつくっていた
けれども、もう一つ工場をつくりたいということに
なると、隣接していなかったらだめだということに
なるだろうし、それからもう一つは宿舎の関係、こ
れは第６号の工場等で、抱える工場施設及び宿舎の
総称をいうということになると、将来的にどこかに
宿舎をあれするということになると、これも改め
て、土地に隣接をしていなければだめだというこの
条文からいえば理解をするのですけれども、その点
の見解を確認をいたしたいと思います。 
 それからもう１点、今、新たな企業ではなくて、
製造ラインをすると６,０ ００万投資、そこで上富
良野町の町民が何人、今雇用されているか。言うな
らば、私はこの条例でいえば年間１人１５万、町が
補助をするということになっていますから、そうす
ると、その製造ラインがもしなくなればどうなるか
という心配もあって、この条例に生産設備というも
のを入れたということの理解をしていくと、今何人
おられてということで、雇用人員を確認したいと思
います。 
○議長（中川一男君） 商工観光まちづくり課長、
答弁。 
○商工観光まちづくり課長（垣脇和幸君） １ １番
中村議員の１点目の御質問にお答えいたします。 
 企業からそういった要望が具体的にあったのかと

いうことの御質問だったかと思いますけれども、先
ほど申し上げましたとおり、特に電子部品等の製造
におきましては、技術革新が顕著でございまして、
例を挙げれば、今までブラウン管の製造をやってい
たのですけれども、近年、そのブラウン管というも
のの使用がほとんど国外的には需用がなくて、そう
いった生産ラインも中止せざるを得ないというよう
なことで、それにかわる新しい製造を模索しなけれ
ばならないというということで、それらがなければ
工場の維持が難しいということで、工場におきまし
てはそういった研究を進めて、新しい技術を開発し
て、それの増産に向けて雇用の確保、工場の経営安
定を目指しているといったことから今回の御提案と
なったわけでございます。 
 それから、２点目のラインでございますけれど
も、先ほど申し上げましたとおり、先ほどの例のよ
うに新しいそういった技術のものをつくっていかな
ければ工場が維持・管理できていかないと、製造部
門の工場におきましてはそういった実態がございま
す。 
 それから、今この工場において雇用されている人
数の実態でございますけれども、これは新しく補助
を受けようとする企業ではございませんけれども、
同じような企業で、今、電子企業では、ことしの雇
用助成となった対象でございます。これは、町民と
して１年以上住んでいただいて、町民税を納めてい
る方にとっての雇用でございますけれども、北光電
子さんにおきましては、２２名の雇用助成を１５年
度において支出したところでございます。 
 以上でございます。 
 済みません、それから工場の増設、それから宿舎
等に関しての、同一敷地でなければだめなのかとい
うことでございますけれども、工場等におきまして
は敷地が同一でなくても、ＡとＢとに離れていても
いいということになりますし、それから宿舎につき
ましても、工場と離れていてもそれは対象となると
いうことで理解しております。 
○議長（中川一男君） １１番中村有秀君。 
○１１番（中村有秀君） 皆さん方は条例をつくる
ベテランだからと思いますけれども、現実に今、同
僚議員が質問したときに６, ０００万ぐらいのあれ
だということになると、何か今、条例改正をして、
すぐにこういう形が出てくるということになると、
企業側からそういう要請とはいわないけれども、こ
の場合はどうなのかというあれがあって、ああ、そ
れであれば確かにそうなんだなという形でなったの
でないかという気持ちがするのです。 
 ただ、今２２名雇用されているこの製造ラインが
コストがダウンすると、リストラの件数も、あるい
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はそういうことも含めて、やはりこの２２人の皆さ
ん方の雇用維持をということも含めて考えられたの
かなという気がするのです。 
 それからもう１点、第６号に、前５号ということ
で前後が従業員の宿舎なのですね。それで、その次
の工場等の中に工場施設、宿舎の総称を言うという
ことになっているのですよ。そうすると、第８号で
いう工場等というのは、今、課長の言う答弁とは、
この条例を条文ごとに見ていけばそうならないです
か。工場等を増設する場合は、あくまで敷地に接す
るところということになっています。ですから、私
は工場はこっちで、宿舎はこっちでというケース
が、工場はここから離れたところ、それから宿舎は
町の中心街のところか生活圏が便利なところという
のが一般的な常識だけど、ここでいう工場等となっ
ているから、この条例をそのまま読めばそういう理
解になるのかなと。そういうことであれば、私はや
はり今言う生産設備をというこれからの時代という
ことで書いたのなら、これらももうちょっと精査を
して、きちっとだれが見てもああそうなのかとわか
るような条例に、条文にすべきではないかという意
見でございます。 
 以上です。 
○議長（中川一男君） 商工観光まちづくり課長、
答弁。 
○商工観光まちづくり課長（垣脇和幸君） 工 場の
敷地、それから宿舎の敷地に関しての御質問でござ
いますが、議員御質問のとおり、宿舎については通
常の実態から申し上げまして、やはり生活圏の中の
方にあるべきものということで、この改正のときに
おきましても、考え方といたしましてはそういった
ことで、工場とは別々に設置されるものというふう
なことも前提としております。 
 それから、工場を増設する場合に同じ敷地でなけ
ればだめかということでございますけれども、それ
につきましても先ほど申し上げましたとおり、別々
にあっても構わないということで御理解いただきた
いと存じます。 
○議長（中川一男君） 助役、答弁。 
○助役（植田耕一君） 中村議員の御質問にお答え
申し上げたいと思います。 
 条例制定の条文の読み方について、非常に惑わす
という点がございます。その点、基本的に状況がこ
の条例におきまして、過去、経緯をたどってきてご
ざいまして、今御指摘のあるような中で、なかなか
読みづらいと、明確でないという点がございますの
で、そういう点につきましては、今後はわかるよう
な形で整備をさせていただきたいというふうに思い
ますので、今御指摘にありましたとおり、宿舎等に

つきましても、こういう小さな町なものですから、
企業がそういう目先に出てきた場合に、この条例の
中でどう対応できるのかなということで対応してき
た経緯にございます。そういう中で、上富良野町に
企業が進出してくることをいかに逃がさないかとい
うことも、この条例の趣旨にございます。そういう
点で、できるだけ受け入れ態勢、誘致とはいきませ
んけれども、企業が積極的にこの町に入ってくる場
合については、町としては確保していきたいという
願いのもとに、この条例の経緯をたどってございま
す。 
 そういう中で、宿舎との関係についても、条文か
らいきますと、工場等の中で包含されますから、そ
うしますと、増設の場合については隣接でないとだ
めですよという制限を加えておりますから、この辺
のところが不明確になっているということで、十分
この辺のところを検討させていただきまして、整備
をさせていただくということで御理解いただきたい
と思います。 
○議長（中川一男君） 商工観光まちづくり課長、
答弁。 
○商工観光まちづくり課長（垣脇和幸君） 中 村議
員の雇用の関係でございますが、雇用につきまして
は当然、これがなければそういった雇用の部分がな
くなってくるということで、議員のおっしゃるとお
りでございます。 
○議長（中川一男君） １１番中村有秀君。 
○１１番（中村有秀君） 僕は条例の改正について
は理解をするということと、やはり課長の説明の中
で、雇用はこうなのだと、生産ラインが古くなれば
先ほど言ったようにリストラだとか、それからどこ
かへ行くかといろいろなあれがあるから、やはり雇
用を促進していく、維持していく、それからやはり
上富良野の経済の活性化のために必要なんだという
ようなことで言ってくれればいいのだけれども、そ
の前段がなかったものだから、ちょっと疑問を感じ
ました。 
 それからもう１点、増設の関係で、敷地隣接とい
うことがはっきり条例の中にうたわれているわけだ
から、そうすると、今、課長の答弁では、助役の答
弁では理解をしたけれども、飛んでいてもいいんだ
よというようなことは、増設のこの項目の中には何
も入っていないのですよ。あくまで隣接ということ
だから、やはりこれも、今、助役が答弁されて、今
後、状況に合った形でということと、私が先ほど言
いましたように、例えば工場はどこか土地の安いと
ころで、山のところに持って行って、宿舎は町の中
というケースは今後も起こりうるのだから、この条
文からいえばやはり適切ではないなという気がする
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もので、それは後の助役の答弁で理解をいたしまし
たので、よろしくお願いいたします。 
○議長（中川一男君） １２番金子益三君。 
○１２番（金子益三君） 済みません、ちょっと１
点確認の意味で質問いたします。 
 この第２条の生産の新たな造成というとこではふ
やすと。それで、その下の方のところにおいては、
免除を免除等をと、これは言ったら削減ということ
で、片一方はふやして、片一方は減らすということ
で、非常に判断が難しいと思うのですが、先ほど第
２条のところにありました、新たな製造に伴う生産
設備を設けるところに関して、新規雇用を３名新た
に雇用するという条件がありましたが、それは非常
にすばらしいことなのでございますが、一番懸念さ
れるのが、先ほど例を挙げていただいたように、ブ
ラウン管が必要なくなるということで、新たな製造
ラインを設けるということは、一般的に企業で設備
投資をするということは、人減らしのためというこ
とが非常に多いのですが、既存の２２名、この２２
名は別会社ですね、２２名に対応するべく、現在の
雇用というのはきちっと守られるのですか、それが
まず１点目と、あともう一つ、例えばこれは企業振
興条例ということで、もともとは誘致を目的という
ことで、助役、先ほど答弁されてはいるのですが、
設備増資のところを新たに項目をふやして、それか
ら固定資産税等々のところは、逆に課税額がふえる
というところに関しては、誘致の部分を促進すると
いうことには反するのではないかなということを
ちょっと１点疑問に感じたのですけれども。ちょっ
と教えてください。 
○議長（中川一男君） 商工観光まちづくり課長、
答弁。 
○商工観光まちづくり課長（垣脇和幸君） １ ２番
金子議員の雇用についての御質問でございます。 
 先ほど例を挙げて、ブラウン管から撤退して新た
な製品に製造を向かうということで、具体的には液
晶の小さな部品をつくるということで、非常に特許
的なものなどがございまして、生産上も驚異的にふ
やしていかなければ需要に追いつかないという状況
でございまして、雇用についても従来の雇用プラス
３人以上、当然、１人多いわけでございますが、３
人以上の雇用は、従来の雇用プラス３人以上は雇用
できるということでお聞きいたしてございます。 
 それから、固定資産税を２分の１に減額したこと
と、企業誘致の精神ということの部分で矛盾するの
ではないかという御質問でございましたけれども、
先ほど申し上げましたとおり、国におきましては昭
和３８年に工業導入促進法というものの法律を掲げ
まして、地方におけます製造業に対します固定資産

税の助成措置を行ってきたということでございます
けれども、もうそれも４０年も経過して一定の工場
としての体裁が全国的に整ったということで、今回
その施政が外されたということでございます。 
 また、御承知のとおり、かかわる町の財政状況を
見まして、非常に厳しいものがあるということと、
今まで交付税措置をされたものが入ってこなくなる
といったこともありまして、総合的に参酌いたしま
して２分の１以下にするのが適当だろうということ
の判断で、今回の改正になったということで御承知
おき願いたいと存じます。 
○議長（中川一男君） 他にございませんか。 
 ４番梨澤節三君。 
○４番（梨澤節三君） これは企業振興ということ
で、条例というのはちょっとあれですけれども、振
興ということで、旭川の方では１市８町で、農業者
プラス企業が一緒になって農業の活性化をやりま
しょうというようなことで、それに伴って何か生ま
れてくると思います。 
 それから、富良野は富良野でいろいろ努力してい
る。中富は中富でけさの新聞に出ております西條を
とっておりますね。そのほか、ゲームだとか温泉だ
とかということで。そのほかに、燃料電池車のテス
トなんかをやっているのですね、中富良野。上富良
野あたりは、十勝岳を持っているからテストなんか
には最適なところなのですよ。なぜ、上富良野にそ
ういうのは来ないのか、町長は努力しているのかな
と私思うのですよ。公用車を使ってどんどんやって
いただきたいなというふうに思います。 
 特に、燃料電池というのは、けさＮＨＫでもやっ
ていましたけれども、コンビニあたりにいずれ入っ
てくるのではないかなと、そのへんでもって企業関
係、見通しとか町長の努力をお聞かせいただきたい
と思います。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） 梨澤議員の御質問にお答え
させていただきますが、私も中富良野の燃料電池の
報道を見て、いつこういうことがという認識をした
ところでありますけれども、今議員が御質問にあり
ましたように、新たな分野で地域の活性化を図って
いくと。そのためには、新しいものの導入と、また
地域みずからが力を込めて興し上げてくるいろいろ
な事業展開というような部分も対応しながら、その
地域の活性化を促していかなければならないという
ふうに思っているところでありますが、今、現状に
おきましては、他からの誘導、他からの誘致等々に
ついては、現在の経済情勢の中ではなかなか難し
い。要は、地域がいかにそれぞれの発想のもとで新
たな事業を展開していく、新たな政策の展開をして
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いく、そういったことに対して行政とともに努めて
いくことが重要かなというふうに認識をいたし、今
後もそういった助長に向かって努めていきたいとい
うふうに思っております。 
○議長（中川一男君） 他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） ほかになければ、これを
もって質疑、討論を終了いたします。 
 これより、議案第２４号を、起立により採決いた
します。 
 本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の
起立を求めます。 

（賛成者起立） 
○議長（中川一男君） 起立多数であります。 
 よって、議案第２４号の件は、原案のとおり可決
されました。 

──────────────────                
◎日程第７ 議案第２５号 

○議長（中川一男君） 日程第７ 議案第２５号上
富良野町自転車駐車場の管理に関する条例の一部を
改正する条例の件を議題といたします。 
 提出者から、提案理由の説明を求めます。 
 商工観光まちづくり課長。 
○商工観光まちづくり課長（垣脇和幸君） た だい
ま上程いただきました議案第２５号上富良野町自転
車駐車場の管理に関する条例の一部を改正する条例
について、提案の理由を御説明いたします。 
 本条例は、財団法人日本自転車普及協会から使用
貸借を受けて管理を行っておりました上富良野自転
車駐車場は、平成９年１２月３０日から、町が協会
との上富良野町自転車駐車場施設使用貸借契約書に
基づき管理を行ってまいりました。 
 平成１５年１２月２９日をもって、その貸借期間
が終了し、町に無償譲渡されることから、当該施設
の設置及び管理を含めて、関係する条文を整理する
ものでございます。 
 以下、議案を説明いたします。 
 議案第２５号上富良野町自転車駐車場の管理に関
する条例の一部を改正する条例。 
 上富良野町自転車駐車場の管理に関する条例（平
成９年上富良野町条例第１５号）の一部を次のよう
に改正する。 
 まず１点目は、条例の題名の変更でございます。 
 「上富良野町自転車駐車場の管理に関する条例」
を「上富良野町自転車駐車場条例」に改めるもので
ございます。 
 ２点目といたしまして、目的規定の整備と自転車
駐車場の略称名を「駐車場」から「駐輪場」に改め
るものでございます。 

 第３点目は、行為の制限と許可申請にかかわる条
の新設でございます。 
 駐輪場の目的に支障を及ぼさない範囲内での使用
ができることに改めるものでございます。 
 ４点目は、この使用許可にかかわりまして、条例
に違反、不正や駐輪場の使用に支障が生じた場合に
おけます許可の取り消し、条件変更、現状回復など
の規定を定めるものでございます。 
 ５点目は、駐輪場以外の使用に関する場合の使用
料と免除及び既に納付した使用料の不還付並びに町
長が特に必要と認めた場合には、一部全部を還付す
ることができることなどについて定めるものでござ
います。 
 なお、別表の使用料につきましては、既に御高覧
をいただいたものと思いますので、説明を省略いた
します。 
 附則。 
 施行日は、平成１６年４月１日からとするもので
ございます。 
 以上、説明といたします。御審議くださいまし
て、議決賜りますようお願い申し上げます。 
○議長（中川一男君） これをもって、提案理由の
説明を終わります。 
 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） なければ、これをもって質
疑、討論を終了いたします。 
 これより、議案第２５号を採決いたします。 
 本件は、原案のとおり決することに異議ありませ
んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 御異議なしと認めます。 
 よって、本件は、原案のとおり可決いたしまし
た。 

──────────────────                
◎日程第８ 議案第２８号 

○議長（中川一男君） 日程第８ 議案第２８号し
ろがね土地改良区償還事業円滑化資金融資条例の件
を議題といたします。 
 提出者から、提案理由の説明を求めます。 
 農業振興課長。 
○農業振興課長（小澤誠一君） ただいま上程いた
だきました議案第２８号しろがね土地改良区償還事
業円滑化資金融資条例につきまして、提案理由の説
明を申し上げます。 
 国営しろがね土地改良事業につきましては、平成
１４年度をもちまして終了したところではございま
すが、事業負担金の一括償還に当たって、その財源
をしろがね土地改良区におきまして、北海道信用農
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業協同組合連合会から借り入れをおこなっており、
その償還を円滑に進めるため、町は当該償還に必要
な資金をしろがね土地改良区に融資しようとするも
のでございます。 
 なお、今年度の融資額につきましては８８万８,
０００円を予定してございます。 
 以下、議案を朗読し、説明にかえさせていただき
ます。 
 議案第２８号しろがね土地改良区償還事業円滑化
資金融資条例。 
 第１条につきましては、その目的を掲げておりま
す。 
 第２条につきましては、融資の対象者を改良区と
するものでございます。 
 第３条につきましては、融資の対象資金で、改良
区が信連より行う負担金の一括償還にかかる借入金
償還資金とするものでございます。 
 第４条につきましては、融資の申し込み及び決定
について定めるものでございます。 
 第５条につきましては、融資の額を定めるもので
ございます。 
 第６条につきましては、融資の条件を定めてござ
います。 
 第７条につきましては、融資金の返還について定
めるものでございます。 
 第８条につきましては、融資する資金の使途に関
して、報告を求めるものでございます。 
 第９条、この条例の施行に関し、必要な事項は規
則で定める。 
 附則。 
 この条例は、公布の日から施行し、融資の開始は
平成１６年４月１日以降の日とする。 
 以上、説明といたします。御審議をいただき、議
決賜りますようお願い申し上げます。 
○議長（中川一男君） これをもって、提案理由の
説明を終わります。 
 これより、質疑に入ります。 
 １７番西村昭教君。 
○１７番（西村昭教君） 確認をしておきたいと思
うのでありますが、１年以内に融資をして返ってく
るということだろうと思うのですが、まずその第１
点、この融資に当たって、いわゆる補償があるのか
どうかという部分を１点。 
 それからもう１点目は、この融資が１年以内に返
済がなされなかった場合にどう考えておられるのか
ということが２点目です。 
 それから、一応基本的には全部集めて、町の借り
入れている部分も含めて、一括年度年度返済すると
思うのですが、毎年毎年こういう情報が出てくるの

かどうか、それとも一時つなぎとしての状況だと、
必ず回収していけるのかという前提があるならばい
いのですけれども、そういう前提がない恐れが将
来、絶対とは言い切れないと思うのですけれども、
そこら辺どう受けとめておられるのか、この３点に
ついて御質問したいと思います。 
○議長（中川一男君） 農業振興課長、答弁。 
○農業振興課長（小澤誠一君） 西村議員の御質問
にお答えをします。 
 この条例の背景にありますのは、既に異動されて
いる方の事業の償還金でございます。しかし、土地
が担保されてございますので、それらを売買、流動
化によりまして、基本的にこの事業負担金に充てた
いというふうに考えてございます。 
 現在、これも以前から御説明申し上げてございま
すけれども、既に２９戸の方がこの事業の後に離農
されてございます。そのうち１４戸につきまして
は、もう昨年度、１５年度の償還に応じてくれてい
ますし、残り１４戸につきまして、現在３月末まで
には流動化がかなり進むと。１００％とはいきませ
んけれども、私の見る範囲では５件程度が残るのか
なというふうに理解をしてございます。それら５件
の中身につきましては、土地の所有者の志望があり
ますので、権利関係の調整をして、これらを調整し
てそれに充てるということになりますけれども、そ
ういう状況もございます。 
 昨年、債務負担行為をいただきまして、議決をい
ただきまして、これらの回収に当たっているところ
でございますけれども、損失が出ないような方法
で、何とか土地を売買、集積化しまして、これらの
負担金に充てたいということで考えてございます。 
 そのための改良区におきましては、できたばかり
の改良区でございますので、なかなか金融機関から
融資を受けるにしても難しい状況になってございま
す。そういうことから、つなぎ資金的な要素で対応
したいと。これにつきましても年度内回収、１度融
資をし年度末には回収をしたいという考えでござい
ます。 
 補償についてはございません。 
○議長（中川一男君） １７番西村昭教君。 
○１７番（西村昭教君） 今、補償がないというこ
とで、確かに離農者を含めた中でそういう問題があ
るというのは、私も前所管だったのですからわかる
のですけれども、そういう中で、非常に町は苦しい
思いをしながら最善の優遇策を、町長やはり決断さ
れたと思うのです。 
 そういう中で、しろがね改良区がどれだけの努力
をしていってくれるのかどうか、これからの問題で
すけれども、そういう部分で非常に見えないと、回
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収できないから頼むわと。町は、やはり責任があり
ますから、こういう処置をとらざるを得ないと思う
のですよ、僕は。 
 そのものに対して、しろがね改良区として、責任
のある部分はどこなのだというのが全然ない。今、
課長言われるように補償もしないと。富良野改良区
は、借りたら役員全員判子を押して責任を持つので
すよ。そんな８８万ではないですから、何十億の金
をやるのですから。ことしも春、１４億も借りてい
るのですよ、富良野農協から。全部押しているので
すよ、役員。大変な作業です。 
 ところが、町が最終的に責任しているからといっ
て、しろがね改良区の役員に責任がないかといった
ら、僕は違うと思うのです。集めて、きちっと町と
一緒になって返済していくという責任があると思う
のですよね。それを、町がかぶっていくというの
は、僕は非常に無責任だと思う。 
 それともう１点は、補償がないということで、い
ろいろな事情で決断されると思うのですが、私が心
配するのは、今８８万で何とか１年で回収されます
よといいながらも、これがいつまでも滞っていって
８８万では困るのですよね。８８万が６０万なり４
０万なり減っていくならいいのですよ。そういう努
力を、しろがね改良区にしてもらわなければ困る。 
そういう部分で、私は補償をつけているのかという
ことを聞いたのですけれども、なされていないと。
では、しろがね改良区として、どういう考え方をし
て８８万を町として融資するということになったの
かどうか、そこら辺の打ち合わせはあったと思うの
ですけれども、非常に町は弱い部分があるものです
から、そこをいつもつかれて仕方がないという部分
が僕はあるという気がするのですけれども、こうい
う情勢の中で、いろいろな住民負担を今条例改革も
出ていましたけれども、出てくるという中では、僕
はもう少し求めるものは求めていってもいいと思う
のですよね。 
 当初言っていた約束は、１０％が６.何ぼ になっ
たときの決断でも、３億何ぼの金を負担しているわ
けです。増になってしまったわけですよ。これは町
長、ものすごい苦しかったと思うのですよ。じゃあ
説明を、いわゆる行政責任というものがありますか
らね、過去の経緯にさかのぼって、そういう部分で
は、事業を受けて一番恩恵を受けるのはしろがね改
良区の組合員ですから、それを維持してやっていこ
うというのが、今しろがね改良区ですから、当然そ
この事業をして恩恵を受けているところに責任があ
ると思うのですよ。やはり、そこの責任が何もない
というのは僕はちょっと、ここで理事者側に言って
も限界はあると思うのですけれども、そこら辺どう

考えておられるか、町長にお考えを伺いたいと思い
ます。 
○議長（中川一男君） 助役、答弁。 
○助役（植田耕一君） 西村議員の御質問にお答え
申し上げたいと思います。 
 背景的には何回か申し上げているところでござい
ますけれども、一番は３０年間も事業を続けてきた
という経緯の中から、大きな課題が生じているとい
う点が１点ございます。 
 それからまた、２点目といたしましては、町が地
方負担額として国に補償しなければいけないとい
う、そういう流れになってございます。 
 また、そういう中で、新しい土地改良区の制度を
起こした中で、受益者負担の軽減という措置をとっ
てきた経緯にございます。 
 そういう中で、新しい土地改良区にその基盤がで
きてございませんから、極めて責任をという面につ
きましては、非常に難しい点がございます。そうい
う中で、議員が御指摘のとおり、最終的には町がそ
の損失を補償していくという経緯になっている観点
から、非常に町としては極めて厳しい状況の中で対
応をせざるを得ないという中にございます。そうい
う点、町として特別な軽減、３億何ぼをした段階に
おきましても、町としての考え方は改良区の方に
は、それなりにやはり、受益者の中でつくられる会
員に皆さんが最大限の努力をしていただくように申
し上げているところでございます。 
 具体的には、償還対策の検討委員会、美瑛町もそ
うでございますが、そういう中で検討委員会を設け
ていただいて、その状況について償還がスムーズに
いくような特例策を講じていただくような働きかけ
をしていただくという対応をしてございます。 
 現在も、まずこのしろがね事業の負担につきまし
ては、土地について回るわけでございますから、そ
ういう面では土地の流動化を促進することが町の負
担を、損失を和らげる大きな要素だというふうに
思っておりますので、その点につきまして、ぜひそ
の流動化が進むような対策につきまして、改良区と
もども、町といたしましても、改良区にまかせるの
ではなくて、町ともどもそういう努力をしていかな
ければならないのではないかなというふうに思って
おりますので、御趣旨のところは十分承知してござ
いますので、そういう観点で今後、これらにつきま
しては、ここの融資条例の中におきましては年度内
回収ということで、これにつきましても予算の中で
毎年明らかにしていくという点も、趣旨もございま
すので、その点いろいろと課題が出てくることかと
思いますけれども、いろいろな強い意見等もいただ
きながら対応していきたいというふうに考えており
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ますので、御理解をいただきたいと思います。 
○議長（中川一男君） １７番西村昭教君。 
○１７番（西村昭教君） 理解はするのですよ。
今、助役も課長も説明されたとおり、今２９戸でし
たか、この問題については早く処理しなければなら
ないということでは僕も理解できるし、そこら辺の
ことも含めた中で流動化の予算もつけたのだろうと
思うのですよ。 
 僕の心配するのは、それが解決されても、まだ組
合に残って営農しているわけですから、この中から
も出てくる可能性があるわけですね、将来。今のよ
うな融資の形をしておくと、保証人もつけないわけ
ですから、そうすると今度、営農しながら最後に払
う金がしろがねで払えないといって出てきたとき
に、また融資をしていかなければならなくなる。そ
ういう心配があるものだから、しろがねの改良区の
役員の責任はどこにあるのだと、努力しているのか
と。しているとは思うのですよ、ですけれども不足
をしたときに、行政も責任がありますから当然そう
いう道は考えるのですけれども、ではそこの努力は
どうなのだということが１点、僕は疑問に思うので
すよ。 
 それともう１つは、今の２９件を処理してどうし
ようかということで、とりあえずのものは解決され
るけれども、やはり組合員として営農しているしろ
がね負担をしょっている組合員の中に滞ってくる方
も出てくる可能性があるわけですから、心配なけれ
ばいいのですけれども、可能性としてはあると。 
 そのときに、こういう融資の補充の仕方をして
いって、果たしてきちっと毎年毎年完済されるのか
といったら、そういう保証はないわけですよ。です
から、そういう部分で役員としての、しろがねの改
良区の執行者としての責任は、僕は出てくるだろう
と思うし、そういう自覚を持ってやってもらわなけ
ればならないですよ。当面はいいですよ、今の離農
者とか志望者もいて、２９件の責任は僕はやはりま
だ町に大きく処理していかなければならないという
部分の基本的なものはあると思うのですけれども。
ですから、そういう面でいくと、やはりきちっと補
償なり手続をしていくということ。 
 それともう一つは、こういう形をとるよりも、既
に借り入れたお金の責任を持っているわけですか
ら、当然そういう形の継続をした方が僕はよかった
のではないかなという考え方をするのですよね。し
ろがね役員として借り入れを起こしてくださいと、
裏づけとしては町で保証しますよというスタイルを
とって、やはりまず第一義的に役員にそういう責任
を負って、持ってもらって努力してもらって、その
中で、限界のところで行政としてどう見るのかとい

うことになるのが僕はベターだと思う。 
 ところが、今のこの形で融資してしまうと、努力
しないで、いや、集まらなかったわ、どうにもなら
なかったわと、何とか頼むわといったときに、全責
任、町長がとらなければならない。そこの部分で、
そういう方法をとっていっていいのかどうかといっ
たら、今後だれが町長になるかはわかりませんです
けれども、そういうものの責任の手法が間違ってい
ると、間違った中でそういった責任をとっていかな
ければならないという問題があるので、こういう方
法がいいのかどうかということも含めて、来年度以
降もこういう方式をとるのかどうか、これは条例で
あれすればそういうふうになってきますけれども、
そこら辺も検討されたのかどうかということを、確
認だけしておきたいと思うのですけれども。 
○議長（中川一男君） 町長、答弁。 
○町長（尾岸孝雄君） １７番西村議員の御質問に
お答えさせていただきますが、基本は、これはもう
このしろがね国営事業を償還できないときは、町が
全部責任を負いますよという議決事項で、議会の議
員の皆さん方の議決をいただいてスタートしている
事業ということが前提でありますので、土地改良区
も今、結成したばかりの土地改良区でございまし
て、正直に申し上げて、出納における土地改良区の
皆さん方の認識と、畑地帯における土地改良区のつ
くりあげた土地改良区としての認識、これは違う面
がございます。 
 そして、これはある面では、町が償還しなければ
ならない部分を、土地改良区がかわって対応してい
るという一部の認識もあるわけでありますが、これ
はもう基本的に、もう町が責任を負わなければいけ
ない事業である。償還が、農家の皆さん方が払えな
い部分については、町が責任をもって払うのだよと
いう前提になっているということが基礎にあるとい
うことで、今後もこれらについては、町が最大限の
負担を強いられないような手法をとりながら取り進
めていきたいというふうに思っておりますが、私も
議員の御意見にありましたように、農地が流動化さ
れて、今２９戸という部分はもう決定的に対応され
て、これはもう流動化を進めていくと。先ほどの課
長の報告では、５件ほど残りそうだと。しかし、こ
れは将来的に必ず流動化できます。流動化したとき
には、この償還額というのは土地改良法に基づく土
地についているわけでありますから、償還はされる
だろう。 
 ただ、議員の御意見にありましたように、離農し
ないで償還しない、これについては土地は売らない
よと、経営はそのまましている、だけど払うお金が
ないから払えないよということで、この制度で今
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度、償還まで取り進めていくわけでありますが、そ
ういうときに、最終的にそれらの部分の残る部分が
生じたとする懸念というのは大いにあります。 
 これらにつきましては、その後においても、ここ
の貸付金として町は対処していかなければならない
というふうに思っておりますが、これらの部分につ
いても、もとにあるのは町が償還の責任があるとい
うところにこのいろいろな課題があるということで
ありますが、これからの進める中において、営農を
継続しながら償還できない部分については、行政と
しても営農指導を促進しながら償還していただくよ
うに努力をしていかなければならないというふうに
思っておりますので、ひとつ御理解をいただきた
い。 
 また、土地改良区につきましても、これら土地改
良区の付加金として対応しているところであります
から、議員御発言にありましたように、土地改良区
としても応分の責任を果たしていただきながら償還
に努力をしていただくと。 
 今回のこの２９戸の分についても、土地改良区の
皆さん方も、役員の皆さん方も鋭意努力をして回収
に努めていただいているということでありますの
で、これからもそういった部分についての、土地改
良区としての努力をお願いしていきたいというふう
に思っております。 
○議長（中川一男君） 他にございませんか。 
 ５番小野忠君。 
○５番（小野忠君） 関連がありますので、ちょっ
とお聞きしたいのですが、まず２９戸のうち１４戸
が決済されたということになっています。これはい
いでしょう。それで１４戸残っていると。あと残の
１４戸の残っている方が、実際は土地を売却して、
言葉優しく言えば売却ですね、ところが、お金が全
く足りないという場合において、これはあくまでも
足りない分は町が負担をして、今、町長は町の責任
があって負担しなければならんというようなことを
言って、まあ、最後は本人にも責任があるのだと言
いましたけれども、これは農家をやめて、日雇いな
り、いろいろなことをやって、苦しい毎日の生活を
送っている方が相当いると思うのです、この１４戸
の中では。その人たちがまったくそうなれば、払わ
なくても払えないときには町が全部それを払ってく
れるのですか。これをちょっとお聞きしたい。今、
町長、町の責任があると言いましたからね。それで
あるならば、いい話だなと。言えば管理してしまう
んですよ。それをちょっと、農政課長聞かせて下さ
い。 
○議長（中川一男君） 助役、答弁。 
○助役（植田耕一君） 議員の御質問にお答え申し

上げたいと思います。 
 町が最終的に責任を持つというのは、受益者の皆
さんがそれを払わなくてもいいという、そういう考
え方ではございません。あくまでも、町長申し上げ
ておりますとおり、土地に負担金がついて回ります
から、当然その土地の財産価値という中で、町が最
終的に判断をしなければならない。 
 今、改良区が付加金としてその負担金を徴収する
わけでございますから、当然、強制執行なりもでき
るわけです。そのときに、その土地を担保としても
らう場合もあります。最終的に処分するというよう
な、どうしても払えなくなって、破産だとかそうい
うことが生じてきた場合につきましては、その土地
を公売に付するとかそういう中で金銭にかえる措置
に切りかえなければいけない。そういう中で、初め
て町がそこに損失が生じるのであれば、それを補て
んしていきますよということになりますので、初め
から受益者の皆さんが、町が払ってくれるのだから
これを見なくてもいいのだという、そういうことで
はございませんので、そこの過程におきましては、
当然いろいろな手続もとらなければいけないという
ことで御理解をいただきたいと思います。 
○議長（中川一男君） ５番小野忠君。 
○５番（小野忠君） それは、助役さんの言うのは
もうよくわかっています。 
 ただ、今、土地がついて回るのだと。その土地
は、例えば１００万円だと。ところが、７０万しか
売れないと、もうどうにも。そうしたら、その３０
万円は、これは本人の負担になる。その本人はもう
払えない状態になっているというのが、現状、この
１４戸の中にはありますよ、これ、私名簿を見みる
と。そうなったときに、これは町がやむを得ず負担
をしていただけるものですかと聞いているのです。 
 あくまでも、その人の責任はありますよ。だけど
何にもないところからはとれない、そうしたらどう
やってとるの。毎日日雇い労働をしている方が大分
いるんですよね。その人たちからこの負担金を取ろ
うとしたって、やはり強制執行をかけるあれがある
んですか。そこら辺をちょっとお聞きしたいと思い
ます。 
○議長（中川一男君） 助役、答弁。 
○助役（植田耕一君） 小野議員の御質問にお答え
申し上げたいと思います。 
 あくまでも土地になりますから、当然、改良区と
して付加金でございますから、強制執行をする形
の、最終的にはそういうふうになります。 
 今、前段申し上げている中では、そういうことに
至らないために、土地を流動化させるということが
基本でございます。今、議員の御指摘の点、持って
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いる人が、どうも相手が自分が１００万で買ってほ
しいのだけれども、相手は７０万しか用意されてい
ないということで、そこに３０万差が出てくるから
どうしても買ってくれないというような状況が生じ
て、なかなか流動化が進まないというのが出てくる
点の御指摘かなと思うのです。 
 この辺は、やはりその土地の評価という点を十分
参酌した中で、適正な価格として流動化させるとい
うことを、このいろいろな中で協力体制をとって
やっていかなければいけないのだろうと思います。 
 買う側につきましても、このしろがねの負担がこ
ういうふうについているよということの理解をもっ
てやっていかないと、なかなかそういう理解をいた
だいた中で買い求めてもらうような措置をしていか
ないと、これはなかなか進んでいきません。 
 今、言ったように、そういう面では非常に売り
手、買い手の中で差が生じている点で滞る面が中に
はあると思います。今、担当課長が申し上げました
とおり、この事業の性格からいたしまして、そうい
う点では改良区の方におきましても、流動化のため
の対応のために、役員の皆さんが調整というか、そ
ういう中に入って調整をされているということで、
そういう努力をされているということで御理解を
賜っておきたいと思います。 
 あくまで、土地は逃げないですので、支払い能力
がある人に移っていくということを、町としてはそ
の流動化の期待をかけていることでございますの
で、そういう面で、単に困ったから払わないでもい
いということではないということで御理解いただき
たいと思います。 
○議長（中川一男君） 他にございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 他になければ、これをもっ
て質疑・討論を終了いたします。 
 これより、議案第２８号を採決いたします。 
 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま
せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 異議なしと認めます。 
 よって、本件は、原案のとおり可決いたしまし
た。 
 暫時休憩いたします。 

──────────────────                
午前１０時４６分 休憩 
午前１１時０５分 再開 

──────────────────                
○議長（中川一男君） 休憩前に引き続き、会議を
開きます。 

──────────────────                

◎日程第 ９ 議案第２９号 
○議長（中川一男君） 日程第９ 議案第２９号上
富良野町営農改善資金融資条例の一部を改正する条
例の件を議題といたします。 
 提出者から、提案理由の説明を求めます。 
 農業振興課長。 
○農業振興課長（小澤誠一君） ただいま上程いた
だきました議案第２９号上富良野町営農改善資金融
資条例の一部を改正する条例につきまして、提案理
由の説明を申し上げます。 
 営農改善資金の融資につきましては、第４次上富
良野町農業振興計画に基づき、平成１１年度から平
成１５年度まで農業者に融資を行い、その効果を上
げてきたところでございますが、新たに作成する第
５次農業振興計画、平成１６年から平成２０年度で
ございますが、ここにおきましても農業奨励策を積
極的に実践する農業者を支援し、農業経営の安定を
図るため、条例の融資対象年度を延長するよう改正
しようとするものでございます。 
 以下、議案を朗読し、説明にかえさせていただき
ます。 
 議案第２９号上富良野町営農改善資金融資条例の
一部を改正する条例。 
 上富良野町営農改善資金融資条例（平成６年上富
良野町条例第８号）の一部を次のように改正する。 
 第５条中「平成１１年度から平成１５年度まで」
を「平成１６年度から平成２０年度まで」に改め
る。 
 附則。 
 １、この条例は、平成１６年４月１日から施行す
る。 
 ２、この条例の施行前に、この条例による改正前
の上富良野町営農改善資金融資条例に基づき融資の
申し込みをした営農改善資金については、なお従前
の例による。 
 以上、説明といたします。御審議をいただき、議
決賜りますよう、お願いを申し上げます。 
○議長（中川一男君） これをもって、提案理由の
説明を終わります。 
 これより質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） なければ、これをもって質
疑、討論を終了いたします。 
 これより、議案第２９号を採決いたします。 
 本件は、原案のとおり決することに異議ありませ
んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 御異議なしと認めます。 
 よって、本件は、原案のとおり可決いたしまし
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た。 
──────────────────                

◎日程第１０ 議案第３３号 
○議長（中川一男君） 日程第１０ 議案第３３号
上富良野町パークゴルフ場の設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条例の件を議題といたしま
す。 
 提出者から、提案理由の説明を求めます。 
 社会教育課長。 
○社会教育課長（尾崎茂雄君） ただいま上程いた
だきました議案第３３号上富良野町パークゴルフ場
の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 
 改正の趣旨でありますが、パークゴルフ場の運営
につきましては、町民の心身の健康と福祉の増進を
図ることを目的に、昨年オープンから終了するまで
１９０日間で約４万１,４ ００人の方々に利用いた
だき、大変好評をいただいたところであります。 
 しかし、１シーズンが経過した中で、利用者から
利便性への配慮が足りないなどの御意見もいただき
ました。このようなことから、利用者に対する利便
性を配慮するとともに、受付等の事務処理の簡素化
と、さらに商業者の活性化のための戦略試行といた
しまして、パークゴルフ場内に利用の支障のない範
囲で出店を許可するため、本条例の一部を改正する
ものであります。 
 以下、条文を要約して説明させていただきます。 
 議案第３３号上富良野町パークゴルフ場の設置及
び管理に関する条例の一部を改正する条例。 
 上富良野町パークゴルフ場の設置及び管理に関す
る条例（平成１４年上富良野町条例第１８号）の一
部を次のように改正する。 
 第４条第２号中「別表」を「別表１」に改めるも
ので、別表の裏面の１をごらんいただきます。 
 利用料金の範囲ですが、「１回の入場につき」を
「１日券」に改め、町外者に対し回数券（１５枚）
４, ５００円以内、シーズン券１万５, ０００円以内
を追加し、団体料を削除するものであります。 
 前のページに戻っていただきまして、第８条を第
１６条とし、第７条中「利用者」を「利用者及び使
用者」に改め、同条を第１５条とするものでありま
す。 
 また、第６条の次に第７条から第１４条まで、８
つの条項を加えるものであります。 
 第７条は、パークゴルフ場に支障のない範囲で出
店等を許可すると定めるものであります。 
 第８条は、許可に伴う使用料を設定し、納付する
ことを定めるものであります。 
 裏面の別表２をごらんいただきます。 

 許可による使用料は、単位として面積を１平方
メートルとし、期間１月を１, ５７５円とし、１日
を８４円と定めるものであります。 
 前のページに戻っていただきまして、第９条は、
使用料の減免を定めるものであります。 
 第１０条は、納付された使用料を還付することを
定めるものであります。 
 第１１条は、特別の設備をするときは、許可申請
にあわせて許可を受けることを定めるものでありま
す。 
 第１２条は、許可を受けて設置した設備の撤去を
定めるものであります。 
 第１３条は、使用の許可の取り消しを定めるもの
であります。 
 裏面をごらんいただきます。 
 第１４条は、原状回復の義務を定めるものであり
ます。 
 附則。 
 この条例は、平成１６年４月１日から施行するも
のでございます。 
 以上で説明といたします。御審議賜りまして議決
いただきますよう、お願い申し上げます。 
○議長（中川一男君） これをもって、提案理由の
説明を終わります。 
 これより、質疑に入ります。 
 ９番米沢義英君。 
○９番（米沢義英君） 第１２条の点についてお伺
いいたしますが、いわゆる売店等の出店に当たっ
て、設置し終わった後の撤去の問題という形になる
のかと思いますが、現行では設置費用等がかなりか
かると。終わった後については、日の出公園とは
違った形で、冬期間閉鎖という形になるかというふ
うに思いますが、そこら辺の臨時売店の扱いという
形の中で、若干いろいろな矛盾点もあるのではない
かというふうに思います。 
 確かに、商業者の活性化ということで設置すると
いうことであれば、ある程度のリスクも伴うものか
もしれませんが、そうしょっちゅう、毎年また設置
して、また閉じて撤去をするということになれば、
それなりの負担も伴うのではないかなというふうに
思いますし、そこら辺のものの考え方についてどう
いうふうに考えておられるのか、この点について伺
いたいというふうに思います。 
○議長（中川一男君） 社会教育課長、答弁。 
○社会教育課長（尾崎茂雄君） ９番米沢議員の御
質問にお答え申し上げます。 
 工作物の関係でございますけれども、基本といた
しましてはシーズン中ということで考えてございま
して、永久的ということでは考えてございません。 
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 それで、通常の工作物といたしまして、店頭だと
かいす、それから簡単なプレハブということでござ
いまして、規則でも定めてございますけれども、
シーズンが終わりましたら撤去していただくという
ことで考えてございます。 
 以上でございます。 
○議長（中川一男君） ９番米沢義英君。 
○９番（米沢義英君） そういう条例の仕組みだと
いえばそういうふうになるのだろうと思いますが、
ある程度やはり業を営むということであれば、それ
なりのコストも当然かかるし、負担しなければなら
ないということもわかるのですが、やはり絶えずそ
ういう形で撤去を繰り返すということであれば、あ
らかじめ常設された中で何らかの方策というのがな
いのかなと。 
 もしも、私が出店をした場合、毎年撤去しなけれ
ばならないということになって、そう大きくないと
いうプレハブですから、そう急もかからないとは思
うのですが、しかし一方で負担もかさむということ
で、商業の活性化ということがうたい文句であるの
だったら、そういった若干の負担の軽減も考えられ
る必要があるのではないかというふうに、素朴な考
えでありますので、もう一度確認しておきたいと思
います。 
○議長（中川一男君） 社会教育課長、答弁。 
○社会教育課長（尾崎茂雄君） 工作物のコストの
関係でございますけれども、今、私ども考えている
ものにつきましては、できるだけテント等、設備投
資がかからないようなことで想定していますので、
それらにつきましても許可条件の中で撤去していた
だくような形で、もし出店があれば協議したいとい
うふうにして考えてございます。 
 以上でございます。 
○議長（中川一男君） １６番渡部洋己君。 
○１６番（渡部洋己君） ちょっとお聞きしたいの
ですけれども、実際にそういった店だとかを出す場
合には、場所はあるのかどうなのかなと思って。駐
車場はあるのだろうけれども、駐車場へそういうも
のが実際にできるのかどうか、ちょっとお聞きした
いなと思います。 
○議長（中川一男君） 社会教育課長、答弁。 
○社会教育課長（尾崎茂雄君） １６番渡部議員の
御質問にお答え申し上げます。 
 実際に場所ということでの質問でございますけれ
ども、パークゴルフ場につきましては、一つの目的
をもって当初から設置しているところでございまし
て、大きなテント、大きなプレハブということの考
えは想定しておりませんけれども、今考えていると
ころといたしまして、管理棟の基線の道路の管理棟

側に幅７メートル、奥行き５メートル程度のスペー
スがございまして、そこに出店していただくという
ことの想定をしているところでございます。 
 以上でございます。 
○議長（中川一男君） ４番梨澤節三君。 
○４番（梨澤節三君） これは条例ということで、
全町パークゴルフ大会ということで、教育委員会が
住民会対抗をやっていただいて、それを目標に住民
会内のパークゴルフ大会とか、それから町内会の
パークゴルフ大会ということをやっていくようにな
ると思うのですよ。また、やりたいと思っています
し。 
 そうすると、これは条例で、減免ということにつ
いて、これは団体はなくなったのですよね。その辺
のところ、規則で決められているのか、どのように
お考えになっているのか、お聞かせいただきたいと
思います。 
○議長（中川一男君） 社会教育課長、答弁。 
○社会教育課長（尾崎茂雄君） 教育委員会が主催
する大会、それから体育協会だとかそれらが開催す
る教室等につきましては、規則の中で減免という形
で制定してございます。 
 住民会の大会につきましても、うちの町が主催す
る大会ということで減免措置を設けているところで
ございます。 
○議長（中川一男君） ４番梨澤節三君。 
○４番（梨澤節三君） ちょっと確認しますけれど
も、町がやる住民会の全町の大会ということは、こ
れは当然だから別格です。そうではなくて、旭住民
会で住民会内の大会をやりましょう。それから、旭
町３丁目の町内会の大会をやりましょう。それで、
前は２０名以上なら団体ですよという特典があった
のですよ。それをお尋ねしているのです。そういう
ところで減免はされるのでしょうかということで
す。 
○議長（中川一男君） 社会教育課長、答弁。 
○社会教育課長（尾崎茂雄君） 今の単独の町内住
民会の大会でございますけれども、これにつきまし
ては減免を設けていないところでございます。運営
基準にも定めておりまして、たまたま町が主催する
大会につきましては、減免を設けているところでご
ざいます。 
○議長（中川一男君） 他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） なければ、これをもって質
疑、討論を終了いたします。 
 これより、議案第３３号を採決いたします。 
 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま
せんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 御異議なしと認めます。 
 よって、本件は、原案のとおり決しました。 

──────────────────                
◎日程第１１ 議案第３５号 

○議長（中川一男君） 日程第１１ 議案第３５号
上富良野町財政調整基金の一部支消の件を議題とい
たします。 
 提出者から、提案理由の説明を求めます。 
 総務課長。 
○総務課長（田浦孝道君） ただいま上程されまし
た議案第３５号上富良野町財政調整基金の一部支消
の件につきまして、提案の理由を御説明申し上げま
す。 
 平成１６年度一般会計の予算におきましては、国
の三位一体改革により、自由に使うことのできる一
般財源が大幅に削減される中で、合併浄化槽及び道
路や町営住宅などの住民生活に深く関連する施設の
継続的な整備の実現や学校を初め社会教育施設など
の改善に多額の経費を必要としております。 
 これらの具現化に向けた最終的な財源の調整とい
たしまして、基金の一部を取り崩しする必要から、
上富良野町財政調整基金の設置、管理及び処分に関
する条例第６条の規定に基づき、議会の議決を得よ
うとするものでございます。 
 以下、議案を朗読し、説明にかえさせていただき
ます。 
 議案第３５号上富良野町財政調整基金の一部支消
の件。 
 上富良野町財政調整基金の一部を次により使用す
るため、上富良野町財政調整基金の設置、管理及び
処分に関する条例第６条の規定により、議会の議決
を求める。 
 記。 
 １、支消金額、１億８, ０００万円。 
 ２、使用目的、多額の経費を必要とする特別な建
設財源及び施設の更新、改善の財源に充当するた
め。 
 ３、使用年度、平成１６年度。 
 以上、説明といたします。お認めくださいますよ
うお願い申し上げます。 
○議長（中川一男君） これをもって、提案理由の
説明を終わります。 
 これより、質疑に入ります。 
 ３番岩崎治男君。 
○３番（岩崎治男君） この財政調整基金ですけれ
ども、現在幾らあって、この１億８,０ ００万差し
引くと幾らの残高となりますか。まずお答えお願い
します。 

○議長（中川一男君） 収入役、答弁。 
○収入役（樋口康信君） ３番岩崎議員の御質問に
お答えをいたしたいと思います。 
 財政調整基金でございますけれども、今現在高は
４億９, １６６万円ございます。そのうち、１５年
度で１億円の減額になります。そして、また１５年
で、今予算で積み立てがあるのが１億円ということ
で、それをまたプラスしますと４億９,１７ ７万円
になるところでございます。 
 それで、また１６年度で１億８, ０００万円の支
消を考えてございますので、１６年度末になります
と３億１,１ ００万円程度となるところでございま
す。 
○議長（中川一男君） ３番岩崎治男君。 
○３番（岩崎治男君） そういったことで、１億
８, ０００万支消していくということになります
と、今後どんどん調整基金が減っていくわけですけ
れども、１５年度でも積み立てたということでござ
います。 
 今後の見通しとしては、必要なお金は使っていか
なければならないわけですけれども、改善財源とし
て、今後も充当する部分が予定としてあるのかどう
かお伺いいたします。 
○議長（中川一男君） 総務課長、答弁。 
○総務課長（田浦孝道君） ３番岩崎議員の御質問
にお答えしますが、財源の需要に応じまして、今ま
でも基金の状況に配慮しながら取り崩しをしてまい
りました。 
 御案内のとおり、今、国の徴税財政の改革に伴い
まして、非常に一般財源が減少する傾向をたどって
ございますが、今後も町におきましては、必要な行
政事情にこたえるべく、最終段階におきましては、
この基金の支消につきましても視野に入れ、町長が
判断をするものと思いますが、いかんせん基金保有
額につきましても減少する一途をたどってございま
すので、今まで申し上げてますように、できる限り
財政構造の改革をしつつ、需要に応じた対応をして
いくということが町の基本となってございます。 
○議長（中川一男君） 他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） なければ、これをもって質
疑、討論を終了いたします。 
 これより、議案第３５号を採決いたします。 
 本件は、原案のとおり決することに異議ありませ
んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 御異議なしと認めます。 
 よって、本件は、原案のとおり可決いたしまし
た。 
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──────────────────                
◎日程第１２ 議案第３６号 

○議長（中川一男君） 日程第１２ 議案第３６号
上富良野町国民健康保険財政調整基金の一部支消の
件を議題といたします。 
 提出者から、提案理由の説明を求めます。 
 町民生活課長。 
○町民生活課長（米田末範君） ただいま上程され
ました議案第３６号上富良野町国民健康保険財政調
整基金の一部支消の件につきまして、提案の要旨を
御説明申し上げます。 
 平成１６年度上富良野町国民健康保険特別会計に
おきまして、歳入財源であります国民健康保険税、
国庫支出金、調整交付金、保険基盤安定繰入金等を
見積もり、歳出の保険給付費に充当し予算の計上を
いたしておりましたが、なお不足する３, １００万
円を財政調整基金から支消し、保険給付費に充てよ
うとするものであります。 
 なお、財政調整基金の当該支消後の予定残高は
４, ０７０万円となる予定であります。 
 以下、議案を朗読し、説明といたします。 
 議案第３６号上富良野町国民健康保険財政調整基
金の一部支消の件。 
 上富良野町国民健康保険財政調整基金の一部を次
により使用するため、上富良野町国民健康保険財政
調整基金条例第６条の規定により、議会の議決を求
める。 
 記。 
 １、支消金額、３, １００万円。 
 ２、使用目的、保険給付費に必要な財源に充当す
るため。 
 ３、使用年度、平成１６年度。 
 以上で説明といたします。御審議をいただきまし
て、お認めくださいますようお願い申し上げます。 
○議長（中川一男君） これをもって、提案理由の
説明を終わります。 
 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） なければ、これをもって質
疑、討論を終了いたします。 
 これより、議案第３６号を採決いたします。 
 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま
せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 異議なしと認めます。 
 よって、本件は、原案のとおり可決いたしまし
た。 

──────────────────                
◎日程第１３ 議案第３８号及び 

日程第１４ 議案第３９号 
○議長（中川一男君） 日程第１３ 議案第３８号
上富良野町道路線廃止の件、日程第１４ 議案第３
９号上富良野町道路線認定の件を一括して議題とい
たします。 
 提出者から、提案理由の説明を求めます。 
 道路河川課長。 
○道路河川課長（田中博君） ただいま上程いただ
きました議案第３８号並びに議案第３９号につきま
して、提案理由を御説明申し上げます。 
 参考資料といたしまして、道路網図を提出させて
いただいております。 
 議案第３８号と議案第３９号の裏面、路線廃止及
び路線認定の表と道路網図をごらんいただきたいと
思います。 
 黒の上に青ラインが廃止路線で、同じく黒の上に
赤ラインが認定予定路線でございます。廃止路線に
つきましては、市街地の図面の認定番号２１６番、
北１条仲通りにつきましては、地域住民の日常生活
に利用されており、公共下水道も整備済みであるこ
とから、終点の位置が変わることによるものでござ
います。この路線につきましては、延長が変わるた
め廃止をして再認定をお願いするものでございま
す。 
 次に、路線認定でございます。先ほどの市街地図
の裏面をお開きいただきたいと思います。 
 図面での位置としまして、江花方向の認定番号６
６４番、千望道路につきましては、道道奈井江富良
野線のつけかえに伴いまして、行政区域界内分を北
海道から譲渡されたものでございます。 
 なお、これらの分が認定されますと、町道４２９
路線、実延長４１２. ５４キロメートルとなる予定
でございます。 
 以下、議案を朗読し、説明にかえさせていただき
ます。 
 議案第３８号上富良野町道路線廃止の件。 
 上富良野町道の路線を別紙のとおり廃止するた
め、道路法第１０条第３項の規定により、議会の議
決を求める。 
 裏面をごらんいただきたいと思います。 
 議案第３８号の別紙、路線廃止の表につきまして
は、先ほど御高覧いただきました道路網図のとおり
でありますので、省略をさせていただきたいと思い
ます。 
 次に、議案第３９号上富良野町道路線認定の件。 
 上富良野町道の路線を別紙のとおり認定するた
め、道路法第８条第２項の規定により、議会の議決
を求める。 
 同じく裏面をごらんいただきたいと思います。 
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 議案第３９号の別紙、路線認定の表につきまして
は、同じく道路網図のとおりでありますので、省略
をさせていただきたいと思います。 
 以上で説明を終わらせていただきます。御議決い
ただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 
○議長（中川一男君） これをもって、提案理由の
説明を終わります。 
 これより、議案第３８号、議案第３９号を一括し
て質疑に入ります。 
 １０番仲島康行君。 
○１０番（仲島康行君） ２１６番のこれは、地図
を見てもわからないのだけど、どの辺になるのか
な、この場所。どこどこのどの辺と言われないと、
番号だけではちょっとわからないのだけれど。 
○議長（中川一男君） 道路河川課長、答弁。 
○道路河川課長（田中博君） １０番仲島議員の御
質問にお答え申し上げます。 
 ２１６番のこの位置は、神社の大鳥居、道道旭中
線のところに大鳥居があります。鳥居から神社の方
に社殿の方に向かいまして、仲１条通りということ
で、２間道路、ちょうど三島商店の家の裏、その区
間でございます。 
○議長（中川一男君） 他にございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） なければ、これをもって質
疑、討論を終了いたします。 
 初めに、議案第３８号上富良野町道路線廃止の件
を採決いたします。 
 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま
せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 異議なしと認めます。 
 よって、本件は、原案のとおり可決いたしまし
た。 
 次に、議案第３９号上富良野町道路線認定の件を
採決いたします。 
 本件は、原案のとおり決することに異議ありませ
んか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 異議なしと認めます。 
 よって、本件は、原案のとおり可決いたしまし
た。 

──────────────────                
◎日程第１５ 議案第４０号 

○議長（中川一男君） 日程第１５ 議案第４０号
南部地区土砂流出対策工事（ポロピナイ川）（Ｈ１
５年国債）請負契約変更の件を議題といたします。 
 提出者から、提案理由の説明を求めます。 
 道路河川課長。 

○道路河川課長（田中博君） ただいま上程いただ
きました議案第４０号につきまして、提案理由の御
説明を申し上げます。 
 １点目としまして、次年度以降の施行予定上流部
の河道すりつけにつきまして、現場地形の状況によ
り、融雪水などの流量増加時の際に、施工済み施設
へ安全に流下させるために現況河道の拡幅を図る必
要がありますことから、この区間の伐開、伐根処理
の計上でございます。 
 ２点目としまして、当該事業の下流側河道につき
ましても、現在一部すぼりの暫定箇所があり、融雪
水などの異状出水時には、箇所の洗掘によるのり面
崩壊の恐れもあるため、この区間の護岸工延長１７
メートルを計上させていただくものでございます。 
 以下、議案を朗読し、提案理由の説明にかえさせ
ていただきます。 
 議案第４０号南部地区土砂流出対策工事（ポロピ
ナイ川）（Ｈ１５国債）請負契約変更の件。 
 南部地区土砂流出対策工事（ポロピナイ川）（Ｈ
１５年国債）請負契約の締結（平成１５年１２月１
６日議決を経た議案第１１号に係るもの）を、次に
より変更するため、議会の議決に付すべき契約及び
財産の取得、または処分に関する条例第２条の規定
により、議会の議決を求める。 
 記。 
 変更事項、契約金額、変更前、１億６, ４８５万
円、変更後、１億７, ０４３万６, ０００円、差し引
き５５８万６,０００円 の増額でございます。 
 以上で説明を終わります。御審議賜りまして、御
議決くださいますよう、よろしくお願い申し上げま
す。 
○議長（中川一男君） これをもって、提案理由の
説明を終わります。 
 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） なければ、これをもって質
疑、討論を終了いたします。 
 これより、議案第４０号を採決いたします。 
 本件は、原案のとおり決することに異議ありませ
んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 異議なしと認めます。 
 よって、本件は、原案のとおり可決いたしまし
た。 

──────────────────                
◎日程第１６ 議案第４１号 

○議長（中川一男君） 日程第１６ 議案第４１号
ポロピナイ川改修工事（Ｈ１５年国債）請負契約変
更の件を議題といたします。 
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 提出者から、提案理由の説明を求めます。 
 道路河川課長。 
○道路河川課長（田中博君） ただいま上程いただ
きました議案第４１号につきまして、提案理由の御
説明を申し上げます。 
 現在、工事を進めております施工終点のすりつけ
区間が、現況河川の曲線区間内となっており、流量
の増加時には水所部などが洗掘され、河道外へ溢水
する恐れがあることから、現況河川の直線部まです
りつけが必要な現地の状況でありますので、当該、
同一工法によるかごマット工法により、この区間の
延長３０メートルを計上させていただくものでござ
います。 
 以下、議案を朗読し、提案理由の説明にかえさせ
ていただきます。 
 議案第４１号ポロピナイ川改修工事（Ｈ１５年国
債）請負契約変更の件。 
 ポロピナイ川改修工事（Ｈ１５国債）請負契約の
締結（平成１５年１１月４日議決を経た議案第８号
に係るもの）を、次により変更するため、議会の議
決に付すべき契約及び財産の取得、または処分に関
する条例第２条の規定により、議会の議決を求め
る。 
 記。 
 変更事項、契約金額、変更前、１億７, ７９７万
５, ０００円、変更後、１億８, ４１７万円、差し引
き６１９万５,０００円 の増額でございます。 
 以上で説明を終わります。御審議賜りまして、御
議決くださいますよう、よろしくお願い申し上げま
す。 
○議長（中川一男君） これをもって、提案理由の
説明を終わります。 
 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） なければ、これをもって質
疑、討論を終了いたします。 
 これより、議案第４１号を採決いたします。 
 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま
せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 異議なしと認めます。 
 よって、本件は、原案のとおり決しました。 
 早いですけれども、昼食休憩といたします。 

──────────────────                
午前１１時４２分 休憩 
午後 １時００分 再開 

──────────────────                
○議長（中川一男君） 休憩前に引き続き、会議を
開きます。 

──────────────────                
◎日程第１７ 予算特別委員会付託 

○議長（中川一男君） 日程第１７ 予算特別委員
会に付託審査の議案第１号平成１６年度上富良野町
一般会計予算、議案第２号平成１６年度上富良野町
国民健康保険特別会計予算、議案第３号平成１６年
度上富良野町老人保健特別会計予算、議案第４号平
成１６年度上富良野町介護保険特別会計予算、議案
第５号平成１６年度上富良野町簡易水道事業特別会
計予算、議案第６号平成１６年度上富良野町公共下
水道事業特別会計予算、議案第７号平成１６年度上
富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計予算、議案
第８号平成１６年度上富良野町水道事業会計予算、
議案第９号平成１６年度上富良野町病院事業会計予
算の件を一括議題といたします。 
 本件に関し、予算特別委員長の報告を求めます。 
 予算特別委員長西村昭教君。 
○予算特別委員長（西村昭教君） 予算特別委員会
報告を、朗読をもって御報告を申し上げます。 
 予算特別委員会審査報告書。 
 本委員会に付託の議案は、審査の結果、次のとお
り決定したので、会議規則第７７条の規定により、
審査等の経過等を付し、報告する。 
 議案第１号平成１６年度上富良野町一般会計予
算、原案可決。 
 議案第２号平成１６年度上富良野町国民健康保険
特別会計予算、原案可決。 
 議案第３号平成１６年度上富良野町老人保健特別
会計予算、原案可決。 
 議案第４号平成１６年度上富良野町介護保険特別
会計予算、原案可決。 
 議案第５号平成１６年度上富良野町簡易水道事業
特別会計予算、原案可決。 
 議案第６号平成１６年度上富良野町公共下水道事
業特別会計予算、原案可決。 
 議案第７号平成１６年度上富良野町ラベンダーハ
イツ事業特別会計予算、原案可決。 
 議案第８号平成１６年度上富良野町水道事業会計
予算、原案可決。 
 議案第９号平成１６年度上富良野町病院事業会計
予算、原案可決。 
 １、審査の経過。 
 本委員会は３月３日に設置され、同日、議案第１
号、議案第２号、議案第３号、議案第４号、議案第
５号、議案第６号、議案第７号、議案第８号及び議
案第９号が付託された。 
 ３月１２日委員会を開き、正副委員長を選出し、
直ちに議案審議に入り、議案第１号歳入各款と歳出
第１款から第３款途中まで款別ごとに質疑を行い、
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理事者の答弁を求めた。 
 ３月１５日委員会を開き、議案第１号歳出第３款
途中から第１５款まで、款別ごとに質疑を行い、そ
の後、一般会計全般にわたる質疑を行い、理事者の
答弁を求めた。 
 ３月１６日委員会を開き、議案第２号、議案第３
号、議案第４号、議案第５号、議案第６号、議案第
７号、議案第８号及び議案第９号につき、それぞれ
歳入歳出を一括して質疑を行い、理事者の答弁を求
めた。 
 ３月１７日委員会を開き、各議案の審査意見を集
約してから採決を行った。 
 議案審査での主な意見は、別記のとおりである。 
 ２、表決。 
 議案第１号は討論を行い、議案第２号、議案第３
号、議案第４号、議案第５号、議案第６号、議案第
７号、議案第８号及び議案第９号は、討論を行わ
ず、議案ごとに起立による採決を行った結果、いず
れも賛成多数により原案可決となった。 
 なお、別記、平成１６年度各会計予算特別委員会
審査意見につきましては、説明を省略させていただ
きます。 
 以上で、特別委員会審査意見の報告といたしま
す。よろしくお願いいたします。 
○議長（中川一男君） お諮りいたします。 
 本件に対する委員長報告は、意見を付して、いず
れも原案可決であります。 
 委員長の報告のとおり決することに異議ありませ
んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 異議なしと認めます。 
 よって、議案第１号、第２号、第３号、第４号、
第５号、第６号、第７号、第８号、第９号は、委員
長の報告のとおり決しました。 

──────────────────                
◎日程第１８ 議案第３７号 

○議長（中川一男君） 日程第１８ 議案第３７号
固定資産評価審査委員会委員の選任の件を議題とい
たします。 
 提出者から、提案理由の説明を求めます。 
 町長尾岸孝雄君。 
○町長（尾岸孝雄君） ただいま上程いただきまし
た議案第３７号固定資産評価審査委員会委員の選任
の件について、御説明を申し上げたいと思います。 
 現在、固定資産評価委員につきましては、髙士清
一氏、大角勝美氏、四釜富士夫氏がそれぞれ選任さ
れているところでありますが、平成１６年４月を
もって任期満了に伴いまして、今後この３名の方々
に再任を願いたく、議会の同意を求めるものでござ

います。 
 ３名の委員の略歴等々につきましては、資料とし
て配付させていただいておりますので、御高覧を賜
りたいと存じます。 
 それでは、朗読をもって御提案させていただきま
す。 
 議案第３７号固定資産評価審査委員会委員の選任
の件。 
 固定資産評価審査委員会委員に次の者を選任した
いので、地方税法第４２３条第３項の規定により、
議会の同意を求める。 
 記。 
 住所、上富良野町●●●●●●●。 
 氏名、髙士清一。●●●●●●●●生まれ。 
 住所、上富良野町●●●●●●●。 
 氏名、大角勝美。●●●●●●生まれ。 
 住所、上富良野町●●●●●●●●●●。 
 氏名、四釜富士夫。●●●●●●生ま
れ。 
 以上でございます。よろしく御審議賜りまして御
同意願いますよう、お願い申し上げます。 
○議長（中川一男君） これをもって、提案理由の
説明を終わります。 
 お諮りいたします。 
 ただいま議題となっております議案第３７号固定
資産評価審査委員会委員の選任の件について、同意
を求める件は、これに同意することに異議ありませ
んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 異議なしと認めます。 
 よって、本件は、原案のとおり同意することに決
しました。 

──────────────────                
◎日程第１９ 諮問第１号 

○議長（中川一男君） 日程第１９ 諮問第１号人
権擁護委員候補者の推薦の件を議題といたします。 
 提出者から、提案理由の説明を求めます。 
 町長、尾岸孝雄君。 
○町長（尾岸孝雄君） ただいま上程賜りました諮
問第１号人権擁護委員候補者の推薦の件について提
案の理由を御説明申し上げます。 
 現在、岩井史雄氏が選任されているところであり
ますが、任期は１６年の８月をもって満了になると
ころでございます。それまでに、指名者であります
法務大臣に対し、上富良野町として推薦を申し上げ
るということに相なっておりまして、当定例議会に
おきまして、議会の意見を求めるところでございま
す。 
 以下、朗読をもって御提案をさせていただきま
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す。 
 諮問第１号人権擁護委員候補者の推薦の件。 
 人権擁護委員の候補者として、次の者を推薦した
いので、人権擁護委員法第６条第３項の規定によ
り、議会の意見を求める。 
 記。 

 住所、上富良野町●●●●●●●●●●。 

 氏名、岩井史雄。●●●●●●●●●●生まれ。 
 以上でございます。 
 岩井史雄氏についての経歴につきましては、別紙
御配付させていただいておりますので、参考にいた
だきたいと思います。 
○議長（中川一男君） これをもって、提案理由の
説明を終わります。 
 お諮りいたします。 
 本件は、質疑、討論を省略し、直ちに採決いたし
たいと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 御異議なしと認めます。 
 これより、諮問第１号を採決いたします。 
 本件は、原案のとおり適任と認めることに異議あ
りませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 御異議なしと認めます。 
 よって、本件は、原案のとおり適任と認めること
に決しました。 

──────────────────                
◎日程第２０ 発議案第１号 

○議長（中川一男君） 日程第２０ 発議案第１号
町長の専決事項指定の件を議題といたします。 
 提出者から、提案理由の説明を求めます。 
 １３番村上和子君。 
○１３番（村上和子君） 発議案第１号、朗読を
もって提案理由といたします。 
 発議案第１号町長の専決事項指定の件。 
 上記議案を次のとおり、会議規則第１４条第２項
の規定により提出します。 
 提出者、上富良野町議会議員向山富夫。賛成者、
上富良野町議会議員村上和子、同じく上富良野町議
会議員岩崎治男。 
 町長の専決事項指定の件。 
 次の事項に関しては、地方自治法第１８０条第１
項の規定により、町長において専決処分することが
できるものとして指定する。 
 記。 
 平成１６年度の地方税法の一部改正に伴う上富良
野町税条例（昭和２９年上富良野町条例第１０号）
の一部を改正すること。 
 以上でございます。御審議いただきまして、御承

認くださいますよう、よろしくお願い申し上げま
す。 
○議長（中川一男君） これをもって、提案理由の
説明を終わります。 
 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） なければ、これをもって質
疑、討論を終了いたします。 
 これより、発議案第１号を採決いたします。 
 本件は、原案のとおり決することに異議ありませ
んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 異議なしと認めます。 
 よって、本件は、原案のとおり可決いたしまし
た。 

──────────────────                
◎日程第２１ 閉会中の継続調査申出の件 

○議長（中川一男君） 日程第２１ 閉会中の継続
調査申出の件を議題といたします。 
 議会運営委員長並びに各常任委員長から、目下、
委員会において調査中の別紙配付申出書の事件につ
いて、会議規則第７５条の規定により、閉会中も引
き続き調査したい旨の申し出があります。 
 お諮りいたします。 
 各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調
査に付することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（中川一男君） 異議なしと認めます。 
 よって、各委員長から申し出のとおり、閉会中の
継続調査に付することに決しました。 
 以上をもって、本定例会に付議された案件の審議
は、すべて終了いたしました。 

──────────────────                
◎町 長 あ い さ つ           

○議長（中川一男君） 本年最初の定例議会であり
ますので、町長からごあいさつがあります。 
 町長、尾岸孝雄君。 
○町長（尾岸孝雄君） ３月２日から本１８日まで
の１７日間にわたり開催されました平成１６年第１
回上富良野町議会の閉会に当たりまして、議長のお
許しをいただき、平成１５年度の締めくくりを兼ね
てごあいさつを申し上げます。 
 今定例会におきましては、上程いたしました平成
１５年度各会計補正予算及び平成１６年度各会計予
算案並びに条例改正案など、多くの案件につきまし
て御審議、御討議を賜り、すべて原案どおり御議決
をいただきましたことに対し、心から厚くお礼を申
し上げます。 
 それでは、それぞれ議案審議に際し、議員各位か
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らお寄せいただきました御意見及び御提言につきま
しては、今後執行上におきまして十分に斟酌、吟味
しながら、公明・公正、町民本意を旨とした情報の
共有化と説明責任の遂行のもとに、この反映に努め
てまいる所存であります。 
 国から出される上向きの経済指標とは裏腹に、慢
性化し長引く経済不況の影響は、我が町の地域産業
と町民生活のさまざまな分野に深い陰を落としてお
ります。一向に回復基調の実感を伴わないむなしさ
を感じているところであります。 
 加えて、国が進める三位一体改革と市町村合併問
題、そして地方においては最も深刻な当面する財政
偪迫など、自治体の根本を左右する課題が混沌とし
ており、行く先を見定めることが極めて困難な状況
に至っております。 
 特に、税源の国から地方への移譲、国庫補助負担
金の廃止、縮減、地方交付税制度の見直しを骨格と
する三位一体改革が２月８日閣議決定の平成１６年
度地方財政計画で具体化されたことにより、町の財
政見通しが一段と厳しいことの認識を議員各位とと
もに共有しながら、予算審議を賜ったところであり
ます。 
 今定例会中には、町政執行方針を初め、さまざま
場面で発言させていただいたところでありますが、
今後、行財政改革が平成１５年度をもって終えるこ
とから、平成１６年度を行財政改革元年として位置
づけし、さらに踏み込んだ改革につなげていきたい
と考えております。 
 第１段階として、新年度から組織機構の大きな改
革を実行するわけでありますが、この新体制が円滑
に稼働するまで、最初は町民の皆様に若干のとまど
いを感じる面もあろうかと思いますが、職員の親切
な応接とサービス意識の高揚等により、１日も早く
なじんでもらえる体制となるよう整えてまいりま
す。 
 また、平成１８年度までに一般会計の歳入規模が
６０億円余りになるとの予測から、この歳入に見合
う歳出構造につくりあげるためには、直面するさま
ざまな決断を行わなければならないと心していると
ころであります。 
 ここに再度、議員各位と町民の皆様の御理解と御
協力をお願いするところであります。 
 最後になりましたが、慎重な御審議を賜り、御議
決をいただきましたことに重ねてお礼を申し上げま
すとともに、新年度からの行政執行に際しまして、
議員各位の特段の御協力をお願い申し上げ、平成１
６年度第１回定例町議会終了に当たりましてのごあ
いさつとさせていただきます。 
 まことにありがとうございました。 

──────────────────                
◎議 長 あ い さ つ           

○議長（中川一男君） 私の方からも一言、皆様方
に対しお礼のごあいさつをさせていただきます。 
 昨日、私お通夜に出させていただきました。その
ときに葬儀委員長が、夜分にもかかわりませず、ま
た、雨の中、本当に悪路の中、御出席ありがとうご
ざいましたという言葉でございました。雨ひとつを
とっても、この雨は農家の方々にとっては田畑の雪
を溶かし、地熱を上げ春を呼ぶ恵みの雨でありま
す。ですが、立場が変わると同じ雨であっても評価
が違うと。 
 今予算委員会で、一般会計約８０億円、そして全
体で１３０億円以上の予算が審議されました。私、
本当にこの予算委員会を傍聴させていただいて、身
のある予算審議をしたなと、そして皆さん方が熱を
こもり身のある予算審議であったなと、委員長、本
当に立派にやったなとつくづく感じているところで
ございます。 
 昼も、実は葬儀で、委員長に９時半ごろ出させて
もらいますと言ったのですが、反対討論、賛成討論
があるということで、傍聴させていただくというこ
とで、ぎりぎりまでいたわけでございます。大変、
反対討論も、また賛成討論も格調高く、本当にすば
らしい討論であったなと。これからは、こういう議
会もみんなが高めていかなければならない、そう感
じたわけでございます。 
 ４月１日からこの予算が執行されます。私たち
は、これをある意味では厳しく、また温かく執行を
見守り、少しでもこの上富良野地域が豊かになるよ
うに、便利になるように、私たちは監視していかな
ければならない、そう感じているところでございま
す。 
 どうぞ、これからも健康に留意されて、また今年
１年頑張っていきたいと思いますので、今後とも、
また皆様方の御協力のほどをお願い申し上げまし
て、簡単でございますがあいさつといたします。 
 ありがとうございます。 

──────────────────                
◎閉 会 宣 告           

○議長（中川一男君） これにて、平成１６年第１
回上富良野町議会定例会を閉会いたします。 

午後 １時２３分 閉会 
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